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1凡例一、
 本資料叢書では、秋田県公文書館所蔵の混架史料に含まれる、平元貞治「献芹録」 、 「献芹別録」 （合計七冊）について、解題を施すとともに、その全文を解読・翻刻した。
二、
 解題においては、 作成者である平元貞治の来歴や、 「献芹録」の史料的性格、関連史料との関わりなどについての概要を説明した。
三、
 解読文においては、読解に便利なように 適宜読点（、 ）および並列点（・）を補った。
四、
 漢字の旧字体や異体、仮名の変体等について 原則としてこれを避け、今日通行の字体に改めた。例えば 「者は「は」 、 「禮」は「礼」などとしている。
五、解読者による傍注は、すべて括弧（ （） ）にくくり入れた。六、
 虫喰により判読不明 箇所は、字数を推算して□を挿入した。
七、
 本文中では、作成者により 句の修正を施し いる箇所があるが、読解の利便性を踏まえ、解読文では修正後の情報のみを示している。
八、敬語の平出・闕字は原典のままとした。九、
 本文中に挿入されている絵図 ついて 、 【口絵図版①】
のように示し、巻頭の口絵写真と対応できるようにした。
十、
 本資料叢書の解題執筆と史料の解読・翻刻・校正作業は、東北大学災害科学国際研究所の天野真志が担当した。
2平元貞治「献芹録」
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一、平元貞治について　
平元貞治は、秋田藩士平元重福の長男として文化七年（一八
一〇）に生まれた。諱を重徳、通称を貞 、のちに正改め、謹斎と号した。　
平元は、幼少期より儒学を学び、一五歳で出仕するとともに
藩校明徳館（学館）での勤学を始めた。その後、藩校詰役から教授へと進み、藩校を中心とし 秋田藩の教育政策に大きく寄与した。また、歴代 主の侍読を勤め、秋田藩主の教養 支える人物としても活躍した。　
儒学者としての蓄積を得た平元は、やがて藩官僚として藩政
を担うことになる。嘉永二年（ 八四八）に評定奉行 拝命すると、その後、明治元年（一八六八）戊辰戦争期にいたるまで、評定方および藩主側近 、幕末期秋田藩政 深く関与していく。文化期以降、藩校での人材養成と、そこから輩出される人材の藩政への進出が 秋田藩 藩政改革における重要な政策であったと指摘されるが、平元はまさにそうした経歴を汲む人
物として注目される。　
平元には、学問・政治とともに軍事的役割が期待されてい
た。文久期に軍事方頭取を拝命すると、平元は当時秋田藩が進めようとしていた、軍制改革の実施を期待される。特に西洋銃隊への改革は、戦術面のみならず、身分制のあり方にも関わり得る深刻な課題であった。諸外国に対する備えとともに、内乱への懸念を抱え 幕末期におい 、平元は、現実的課題として実用的な軍事改革を担っていた。　
明治元年七月、戊辰戦争の過程で仙台藩を中心とした奥羽列
藩同盟から離脱した秋田藩は、平元の職を解き、生涯蟄居を命じられる。その直後に再勤を赦されるが、 明治二年 （一八六九）には隠居し、約五〇年におよぶ政治生活を終える 晩 は、和歌や漢詩、著作活動に励み明治九年（一八七六）四月 六七歳の生涯を閉じる。なお、彼の生涯について 後藤ふゆ『筐底拾遺
　
平元謹斎と後藤毅・秋田県士族四代の記録』 （無明舎出
版、一九九八年）に詳しい。二、一九世紀の秋田藩と「献芹録」の成立　
「献芹録」は、仁・義・礼・智・信の五巻からなり、後に追
補した「別録」乾坤二巻とあわせ、合計七巻で構 されてい 。
3いずれも「大正四年四月九日購入」の印が確認され、現在は秋田県公文書館が所蔵する「混架資料」に所収されている。　
序文で平元は、 「献芹録」の成立経緯について、自身が経験
した激動の経過を遺し、その志を子孫が受け継ぎ、国恩に報いることができるために、執筆したことを記している。慶応元年（一八六五）六月に序 を認めているが、内容は戊辰戦争期にまで及んでいる。そのため、 「献芹録」は慶応元年以降段階的に書き足されていったことが推測される。　
一方、 「別録」については、明治二年の序文がある。その作
成意図として、 「献芹録」から漏れ もの さらに、機密に関わる事項を二巻に纏めたことが記されており、 「別 については、 予め二巻での編纂を意図 て編まれていることが分かる。　
「献芹録」に記される時期の秋田藩は、政治体制をめぐる新
たな局面を迎えていた。九代藩主佐竹義和期に実施された政治体制の変革と人材養 を掲げた藩校の創設に基づき、積極的な人材登用を念頭に置いた政治改革が実施 る。平元が藩校で学ぶ頃は、中下級藩士の人材登用・政治参加を念頭に置いた教学政策が進められる時期に当たる。平元の藩校教育に裏付けれた藩 への提言は、こうした秋田藩の政策を背景に持つものといえよう。　
平元が評定奉行を勤めるようになったころ、国内は諸外国
接近に端を発する深刻な政治動乱を迎えようとしていた。国政のあり方をめぐる政治対立が全国的な課題へと発展する状況に、秋田藩としても無関係ではいられず、朝廷や幕府、全国諸藩との政治交渉が求められるようになる。さらに、一二代藩主佐竹義堯が朝廷・幕府双方から頻繁な召集を受けるなか、秋田藩の採るべき方針をめぐり、重要な政治選択を迫られ ことになる。こうした課題に対して平元は、軍事方頭取として また評定方として政治・軍事双方での政策提言を繰り返していく。　
やがて、慶応三年の王政復古、翌年の鳥羽伏見戦争を経て、
新政府による国内統合政策が急速に推進される。その過程で、「朝敵」会津藩の処分をめぐり新政府と奥羽諸藩の政治交渉が展開する。秋田藩も仙台・米沢両藩とともに 列 同盟に加盟し、新政府軍との全面戦争が勃発する。当初は同盟軍として新政府との対決方針を示した秋田藩であった 、戦況の進展にともない、奥羽諸藩との離別を選択する。七月、秋田藩の 針を尋問に来訪した仙台 使節志茂又左衛門等を殺害したは、奥羽列藩同 を離脱し、同盟軍との対決を決断 幕末期秋田藩の政治経過を考える上で、戊辰戦争期の政治選択はいまだ不明な点が多く、その解明に向けた検討 進めていく必要があるが、 「献芹録」はこう 課題に対して、平元の回想通して検討することのできる、貴重な史料である。
4三、 「献芹録」に描かれる秋田藩　
「献芹録」は、平元による藩や上層部への意見書や、いくつ
かの事件に関わる回想から構成されている。それは、平元個人の思想 みならず 彼の政策意見や巡検録、回想を通して一九世紀 秋田藩が抱えた様々な課題を知りうる情報を含んでいる。　
天保五年より藩校明徳館詰役となった平元は、翌年から藩校
教育のあり方や、郷校設置についての意見書を提出し、における藩校教育の重要性を主張す 。　
さらに、評定奉行在職中の意見書は、幕末期における秋田藩
の政策方針をめぐる提言が多く含まれている。特に、元治期に発生した政治方針をめぐる藩内対立におい 、異論者の処罰強く望む藩主佐竹義堯に対し、平元は言路の維持を重視し、分の再考を主張する立場として登場する。こうした平元の主張は、義和期以来 教学政策や、中下級藩士 政策提言・人材登用など 秋田藩における言論空間の形成・展開と大きく関わる可能性を内包している。　
また、戊辰戦争期、特に仙台藩使節志茂又左衛門殺害をめぐ
る藩内状況に関する回想なども記載されて り、幕末期における秋田 政治史を研究する上で重要な論点を含んでい 。
　
その他、弘化三年（一八四六） 「宏徳公」こと藩主佐竹義厚
逝去にともなう服忌の手続きに関する意見書や、安政二年に蝦夷地検分を実施した際の見聞録など、平元貞治の視線による一九世紀秋田藩の政治・社会状況を知ることができる、貴重な記録であろう。　
なお、跋文に記されるように、 「献芹録」以外にも平元は多
くの著述を遺している。そのほとんどは秋田県公文書館に所蔵されている。主な記録としては、 跋文に記されたものであ が、その他、 「海岸巡視録」 （ 「混架資料」所収、資料番号８─
698）
と題する、安政二年の領内海岸巡視時における沿岸記録などがあり、本書とあわせて検討することで、平元の人物像や思想、政治観などを知ることができる。　
平元が活躍した前後の記録として、野上陳令・陳孝父子が遺
した藩校・政務に関わ 日記も多く秋田県公文書館に所蔵されている。また、平元 同時期の 録としては、 『御亀鑑』 （全七巻） 、 『渋江和光日記（全一二冊） 、 『宇都宮孟綱日記」 八冊）が同館より翻刻・刊行されており、藩の諸政策について複合的に検討することができる。　
近世秋田藩に関する資料は、同館の所蔵資料を中心に豊富な
情報量を有している。本書はその一端を翻刻・紹介するに留まるが、今後秋田研究がさらな 進展を遂げる一助とな ば幸い
5である。　
本書を編集にあたって、文学研究科安達宏昭教授に多くの助
言を賜った。また、 口絵写真の撮影に際しては、 柴田直美氏に、編集作業は鵜飼幸子・安田容子両氏の協力を得ることができた。末筆ながら記して御礼申し上げたい。《参考文献》　
加藤民夫「
 平元貞治（謹斎）の時局認識―幕末期秋田藩官僚の思想形成―」 （ 『秋田市史研究』八、一九九九年）
　
金森正也『
 藩政改革と地域社会
　
秋田藩の 「寛政」 と 「天保」 』
（清文堂、二〇一一年）
　
後藤ふゆ編著『
 筐底拾遺
　
平元謹斎と後藤毅・秋田県士族四
代の記録』 （無明舎出版、一九九八年）
　
天野真志「
 国事周旋と言路―幕末期秋田藩の政治方針をめぐる対立から―」 （ 『歴史』一 六、二〇一一年）
◆平元貞治略年譜文化七年
　
（一八一〇）
　
 一月出生。父は平元茂右衛門重福。幼名は徳治。
文化一〇年（一八一三）
　
貞治と改める。
文政八年
　
（一八二四）
　
一月出仕。大扈従番に入る。
文政九年
　
（一八二五）
　
六月、藩校の勤学となる
天保五年
　
（一八三四）
　
五月、藩校詰役となる。
天保一〇年（一八三九）
　
 一〇月、藩校准教授（教授並）となる。
嘉永二年
　
（一八四八）
　
三月、評定奉行兼詰役支配となる。
安政二年
　
（一八五五）
　
 二月、領内海岸を巡視する。五月、蝦夷地検分に出立。九 蝦夷地より帰還する。
　　　　　　　　　　　　
一〇月、江戸へ出立。
安政三年
　
（一八五六）
　
二月、浮武者大将となる
　　　　　　　　　　　　
六月、藩主佐竹義睦の侍読となる
安政四年
　
（一八五七）
　
 四月、江戸出立。五月、秋田に帰還する。
安政五年
　
（一八五八）
　
二月、評定奉行兼文学となる。
文久元年
　
（一八六一）
　
 二月、評定奉行兼文学、軍事頭取と
6なる。
元治元年
　
（一八六四）
　
 八月、藩主佐竹義堯に供奉して江戸へ出立する
　　　　　　　　　　　　
一一月、京都警衛のため上京する。
慶応元年
　
（一八六五）
　
三月、京都発、江戸着。
　　　　　　　　　　　　
 四月、藩主世子佐竹義脩の侍読となる。
慶応二年
　
（一八六六）
　
六月、江戸発、上京する。
　　　　　　　　　
一一月、京都発、江戸へ戻
　　
一二月、用人となる。
慶応三年
　
（一八六七）
　
 一二月、王政復古につき藩主世子佐竹義脩に供奉し江戸発、帰還。
明治元年
　
（一八六八）
　
 七月、仙台藩使者襲撃阻止に失敗し蟄居。
　　　　　　　　　
八月、生涯蟄居。
　　
九月、赦免され、再勤する。
明治二年
　
（一八六九）
　
一月、隠居。
明治九年
　
（一八七六）
　
四月、死去。
　
※年譜については、後藤ふゆ編著『筐底拾遺』を参照した。
　
7献芹録
　
仁
献芹録序　
 献芹者何也、区々之微誠有類野人献芹耳、古人有表䟽献替随焚其草者益為国謀不為名計故也、而事有不可執一論者在、昔周公跋疐於流吉周顗摧折於非命嚮若徴金縢之書存、雖文公之聖或不能釈、成王之疑非有中書之表雖伯仁之忠負心之寃其将何以白狄仁傑之於婁師徳寇準之、於王旦頼有時帝之言以知其為所容、亦此類也、我
　
藩雖有記録所之設、然
　
 朝廷之議群臣之䟽猶未及鉨之、殆属闕典吾生前猶皂石混淆、就木之後子孫何以能知其苦心、是我献芹之有録所以出於不得已也、為我子孫者誠能継我志無回避以負国恩無素餐以忝祖先是所吾深望也、但言不渉於激心不流於名悃惻至誠以期稞万分此是為要耳、為子孫者能体此意 則為我幸多矣
　　
慶応紀元龍集乙丑
　　
夏六月
　　　　　　　　　　　　　
平元徳
　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　
（印） （印）
　
天保六年乙未八月廿七日
　
御学館御用係御家老
　
酒出八郎殿
江
差出候書載
　　　
覚
　
御学館之義ハ
　
御国家
　
御風化之生る所にして、
　
御政事之基に御座候故、
　
御取立之道は折重
　
 思召を以被
　
仰出候通ニ御座候、猶又文政五年中武芸御取纏
に相成候義も、文武ハ国之両輪、偏廃不相成道理を深く
　
御
考被遊、往々二ノ者並盛んに
　
御国家益御安寧に相成候様との
　
 思召に可有之乍恐奉存候、然は少ニ而も衰弊之端等相萌候而ハ、自然風俗之厚薄、
　
御警衛之興廃へも相関、重き
　
 思召ニも相戻可申奉存候 当時
　
御学館一同出精、武芸も相
応繁昌之模様ニて、格別斥して弊と申程之事も不相見得候得とも、物久敷して陵遅致候習も御座 得は
　
思召之御趣意
ニ相違し候義も間々可有之やに 依之私共見聞之次第、並愚闇之心付き書取ニ仕、左 通 耳立奉申上候故、宜敷御取捨被成下度、附いてハ
　
御館中之御風儀ニ相係り、
8　
御教導之一端に相成候儀ハ、雖小事奉申上候
一
 、御政事之基ハ学校、学政之第一ハ人材御教育、人材之成否ハ学風之隆替に有之候、近来
　
 御館中一体出精ニハ御座 得とも、大抵章句之分レ、字例之穿鑿等ニ而巳力を費し候様ニ相見得申候、是も学業之一端にて、全く相廃候にハ不相成 得とも 専ら是へ而已相泥み候而は、経綸之道に疎く、一旦事務ニ接し候得は、其学ふ所務る所と相乖き、挙錯宜を相失ひ可申奉存 何卒此風一変いたし、一統経済
江
志候よふ之
　
御仕向有之度義に奉存候、往
古ハ何れ之世に も試策を以士を進め申候、数百人之 生優劣相定候、最初ハ言を以 候外有之間敷、書ニも敷納以言と有之候得は、試問は百王不易之良典 可有 奉存候、此以前詰役已下、於
　
御読書間春秋二ヶ度御試被成置候得共、是ハ
文段字義之御試ニ而、大ニ差
（シ）
ナ之違ひ候事ニ有之候、私共愚
陋之見と御座候得は、春秋二ヶ度事務ニ切なる策問被指出、教授以下勤学ニ至迄一統対策為指出、学館長立会、其是非を相糺し、余論有之候者ハ 其説を尽させ候様ニ仕度奉存候、古策問ハ三 四十日も已前より指出置、出来 上ハ於
　
御手
前様も御臨席被成置、優劣御定被成置可然奉存候、古 天子自ラ
　
学を視る之礼も有之候、学校ハ治国之本故、ヶ様ニ重
んし候義と奉存候、何分御直ニ御臨席 様仕度奉存候、四ヶ
度之内三ヶ度迄も上等之者は御賞等被下置、年を重ね弥学問上達仕候ハヽ、猶も其人品御考被成置、即御用に被
　
召使候
様御仕向被成置候ハヽ、一統其嚮ふ所を知り、是迄之風一新可仕奉存候、乍併只経済へ而已一途に相趨り候而ハ、全く文字を廃し、只管高論に相流れ、却而聖経之旨を取失候義も可有之故、御読書之間を始め、局々諸会之節ハ、文意を随分精究致候様御仕向被成置候ハヽ、双方共に弊無之、往々彬々之士も出可申奉存候
一
 、古は大学、小学二ヶ所有之、八歳ニ而小学ニ入、洒掃応対之小節を習、 十五ニ至大学ニ入、 修己治人之道を明め申候 ヶ様ニ御座候故、人々淳僕にして風俗も随而厚く 成申候、只今之御読書之間ハ即小学ニ而、七局ハ大学ニ相当り 然は御読書 間は専ら進退威儀を相習可申 一向左様之事も無之、只管利口ニ而已成行き 動作を乱り長上を誚り 大 淳厚之風を取失候よふニ相見得申候、教授を始、係・詰役取立筋随分真切ニ御座 得とも、畢竟定り候御仕法無之故と奉存候、依之奉考候は、何卒起居動作之筋目御箇条 被成
　
御
読書之間係・教授
江
被渡置、聊も不作法等有之候ハヽ篤と教
訓いたし、化し難きハ黜ケ候様ニ仕候ハヽ段々訓導ニ順ひ申奉存候、幼少よりヶ様ニ御 立被成置、其上ニ而七局
江
被
遣、其より勤学・書記・詰役と被相選 ハヽ
　
御学中一統
9醇厚之風に相成、
　
御風俗も自然相移可申候故、何分右御仕向有之度奉存候
　　
月日
　　　
祭酒野上国佐へ申立左之通
　　　　
覚
　
 当時
　
御館中一同出精ニハ相見得候得とも、多分章句之末ニ
而已力を費し候様ニ見聞仕候、是も学業之一端ニ而、全廃候ニハ相成間敷候得共、一途ニ是
江
而已相泥ミ候而ハ、陋儒之
故轍相免れ申 奉存候 尤其中ニハ達見之者も可有之候得とも、一統之学風右之通ニ御座候而ハ、不知不識此風に相染み可申、然らは、人材御教育之
　
 御旨趣ニハ有之間敷やニ奉存 、何卒此風相改り 人皆 問之学問たる義を相弁候様
　
御仕向之御手筋有之度義ニ奉存
候、扨其御手筋ハ、矢張歴代之旧規に相本つき被成置可然や奉存 往古より何れ之世ニも試策を以士を進め候様承知仕候、書ニも敷奏以言と有之候得は、古先聖王 時より既に潤源致 事と相見得申候、乍去徒らに文章之優劣相校
（較カ）
へ候よふ
ニ而ハ、 是又字句ニ泥ミ候も同し弊ニ御座候故、 左様ニ無之、事務 切なる策問一道被差出、対ハ 理明白なるを専要ニ
仕、甲乙之等相定、差
（シ）
ナに寄御賞被成置、数度上等ニ相成候
者ハ級階御進め被成置 段々御用ニも被
　
召使候様被成置可
然や奉存候、 対策ハ詰役已下ニも不相限、 教教
（授カ）
迄も被為指出、
出来之上ハ御年寄衆御臨席御覧之様仕度候、古ハ天子自視学之礼も御座候得は 御年寄衆御臨席被成置候とも重過きし義ニハ有之間敷奉存候、右之通御仕向被成置候ハヽ、人々学問之道ハ経綸ニ有之義相悟り 晨誦夜読皆斯ニ心を付ケ可申、併一偏に経済へ而已趨り候而ハ 全く文字を廃し、只管高論を相覚、却而聖経之旨を取失 よふニ相成可申故 兼而其御防き有之度義ニ奉存候、其 防き 、
　
御読書之間并ニ局々
諸会之節随分文 精究致候様ニ教授共へ被仰含、双方ニ而御取立被成置候ハヽ、二ツなから弊無 、往々大才 士も出可申奉存候、
　
　　
御読書之間御仕向形老中へ之申立と大同小異ニ付略之
　　
右之外、武芸御取立形数ヶ条双方へ申立候
　　
 右之存慮形草稿致、同役へ入披見、何れも同意之上申立候
　
天保
　
御人詰被仰渡有之ニ付、酒出八郎殿
江
申立候書載
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 今般諸役人御人詰被成置候趣被仰渡有之候得共、御学館之義は格別之御場所故、其御取調ニハ相漏可申奉存候得とも、万一左様之義も有之可申哉ニ奉存候 付、存慮之次第左之通奉申上候
一
 、御館中諸役其務繁多ニも無御座候得は、御役料等優かに被下置 位階等も一体
江
進置、其上近来員数迄被増置候義は、
畢竟広く人材御取立被成置、往々其材ニ応し御採用可 成置之御趣意と可有之奉存候、然は今一層役員等も被相増、遺材無之様仕度程之義ニ奉存 、縦 左様程ニ 之候とも、只今迄之員数被減置候義ニ相成候而ハ 人材御教育之 旨趣ニ取、如何可有之候や、往古を以考候ニ、
　
 漢
ノ  元帝初元五年、
詔
ス  、
廼コノコロ
者
関東
連
リニ　
遭
フ二災
害
ニ一、飢寒疾疫
夭
シテ　
不
レ終
レ命
ヲ  詩
ニ不
レ云
乎ヤ
、凡
ソ  民
有
レハレ
喪匍
匐
シテ　
救
フトレ
之
ヲ  、其
レレ令
シテ丙二
太
官
ヲ一母
ラ乙日
々
ニ 
殺
スコト甲
　　
、
所
ロレ具
ル  各々
減
シレ半
ラ  乗
輿
ノ  馬
無
ランレ
之
キコト二
　　
正
事
ニ一而ノミ
已、罷
メヨ下
　角抵・上林・宮館
希
ナル二
　御幸
一者
ト  斉
ノ  三
服
ノ  官、
北
仮
ノ 田官、塩鉄官、常平
倉
ヲ上
博士、弟
子
ハ  母
フシテレ
　　
置
クコトレ
　　
員
ヲ  以
テ  広
メヨ二
　学者
ヲ一
　
 是等ハ、諸事省減之時ニ当り候得共、反而学者之員数を被増候義ハ、飢寒疾疫困窮 節猶更教化を励し可申筈故と奉存候
　
 後漢書樊準伝、光武之時、群雄崩
擾
シ  、東西誅
戦
ス  、不
レ遑
アラ二
　
啓
処
スルニ一
　　
然
トモ　
猶講
シレ芸ヲ息
テレ馬
ヲ  論
スレ道
ヲ
　
 歴代兵乱飢饉之節ニ当り、愈学問を崇ひ候事右之通御座候、紀綱之張風俗之更り候ハ、偏に学政ニ関り候故と奉存候、且ツ今般被仰渡ニも、 士風を振、 廉恥を励候様との ニ御座候、士風廉恥何れより相生し可申や、是又聖道を本ニ不仕候得は不相成義と奉存候、然は此節ニ相当り 愈御教導御広置可申所、反而御人詰等有 候而ハ、御教化形
江
相係奉恐入候、右
存志之所不顧前後奉申上候、
説行はる　
天保九年戊戌五月九日
　
御学館御焼失、同十日館長
江
申立候存付形左之通
　　　
覚
一
 、申上候迄も無御座候得共、御取立筋之義ハ、此混雑中よりも御手配被成置度事ニ奉存候 人気相撓み可申節ニ当り、外人ニ目を刮セ候程之 取立筋有之度、此節係り役之面々よ諸生ニ至迄感激罷在候様子ニ御座候故 此図を外シ 被置、御仕向方有之度奉存候
一、御本堂御縁通畳敷渡、七局生
　
御取立可然存候事
一
 、教授を始、諸役
江
存付も有之候ハヽ、申出候様被申渡可然
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事
一
 、御本堂于今不片付相見得候、万事を打舎き、神檀相清め、帳簾垂置申度事
一、寄宿生居所御すつらへ、只今より学業為励申度事　　　
 但、居所之義ハ、御祭事御仮屋可然、此御時節を勘弁致、艱難相凌き、出精致候様被仰渡候ハヽ、一統難有奉存可申事
一
 、新寄宿局、上二タ間養寿局と被定置、残一間ハ是迄之通書記局と御定可然事
一
 、私共役処ハ、御祭 之節御物頭仮小屋被借下候得は、此御時節ニ当、華屋尊堂ニも勝り可申存候事
一
 、武芸之義ハ会所〳〵会日為書出、月一ヶ度宛私共罷越、人数之多少師役之勤惰取調可申事
　　　
 但、月纔に壱ヶ度宛回り候と而、諸流俄ニ繁昌致候程ニハ至申間敷候得共、私共巡 事ニ相成候得ハ、
　
上ニ
而御取立之御趣意流義〳〵
江
相通り、怠申間敷存候事
一
 、豪富之者四、五人も新タに被召立候ハヽ、御普請立ところに落成可致候事
　　　
 かゝる紛擾之中より読書之声、御講中ニ満チ ハヽ 御学館之御学館たる義相立チ 見聞之者も感服可仕候、万々一寄宿生帰郷等被仰付候事ニ而ハ、人心相撓み、旁
人之批判も相生し可申、此所近頃残念之至奉存候
　　
右不束之存付形申上候
　　
月日
　
末一ヶ条之外無残行はる
　　
以上
　　
国学目付中
　
 弘化三年丙午四月、能代読書所郷校名目ニ改候節、議論并書載を以老中迄申立候始末左之通
　
四月十二日、
　
 公当朔日江戸之邸ニ上着被遊候、恐悦之為一同登城之所、石塚孫太夫殿より文学黒沢先生・泉監事御呼出ニ而、兼而申立候能代御読書処之義は、町場ニ有之候ニ付 御郷校名目ニハ難被成置、且ツ名目改候上ハ、品々申立等有之、 入増ニも可相成、旁不相成趣被仰含 段文学伝ニ付、手元申聞候ハ、其レハ意得難仕事ニ候、町と唱候故不相成との事ニ候得ハ、角館・横手も同敷不相成筈 入増無之義ニ於而ハ、兼而能代表
江
再応申遣候上ニ而申立候事ニ候得ハ、是又懸念無之事ニ
候、何れ重而被仰上可然、品ニ寄私も御引添仕可罷出申聞候
12
所、何れ一応御用係
江
可申会との訳ニ而、於御廊下信太慶兵
衛・小野崎安五郎相揃へ、手元所存之次第申発候所、根元御評定方
江
評議被仰付、一同名目改候事不相成評議一決之上申
上候而、御指揮下り候事故、両人共不同意ニ而、色々論難有之候得共、一々申開き名目不改候而不相成道理申述へ、結句ハ引分れニ而申立候事ニ極
　
 夕後文学先生
江
罷越、今昼之事色々混し候上之事故、演舌ニ
而申立候而ハ透兼 義も可有之、私書載ニ改、入御覧候而如何可有之や申聞候所、左様可改被申候、猶泉監事御評定方
江
同意らしき様之口気も有之 故 泉
江
罷越、今昼之被仰含如
何共道理ニ不落、然ルを其まゝ相蒙難申渡筋と被存候、何れ道理を尽し不申立候而ハ相成間敷、小生書載ニ改候事、文学江
も申談承知ニ候、浄書之上入御覧可申、大旨之所
ハヶ様〳〵と申聞候所、同意 趣申条也
　
 同十五日、書載持参、文学并泉
江
入披見候所、至極此趣意ニ
候故、 八 登城可差出申条
　
 同十八日 両先生右書載懐中登
　
城、今日ハ孫太夫殿登
　
城
不被致候ニ付、宇都宮帯刀殿
江
差出御願ニ相成
　　　
右書載左之通
　　
 先頃、能代御読書処御郷校名目に被改置度奉申上候所、同処之義ハ町場之事ニ而郷校と唱候ニは難被為成、且又名目改候上ハ、品々申立等有之、入増も可相生、旁被為成難き趣被仰含候ニ付、御学館方申会候所、品々申上度義有之、重而奉申上候も恐入候得共、不得已左之通奉申上候
一
 、御先代様より厚き思召を以
　
御城下并在々
江
学問所被立置、
御旗本始給人ニ至迄広く御教導被成置、其名目は古代之制に御本つき、 城下に在るを国学と称し、在々に在るを郷校と唱られ、御郷校ニ於而ハ、専ら給人御取立被成置候、然は御郷校之義ハ偏に組下之人
江
関り候事ニ付、其地之町或村等に
ハ相拘り申間敷候事
一
 、町と唱候所ハ、独能代ニ不相限、角館・横手皆同様ニ御座候、院内・刈和野之如きハ惣名より申候得ハ村ニ 座候、都而諸郷共俗称より申候得 郷と唱候処ハ無之 只御学館より名目を下し候事故、 と相唱申 、然は能 なり共郷校と唱難き筋無之被存
一
 、御郷校之義ハ組親も臨席は致候得共 其主とする所専ら組下ニ在之候、其レ故、渋江 膳御当処ニ罷在候得共、組 被差置候処
江
御郷校被立置候、然は組親之不罷居候地処ニ而も、
組下之罷居候所ニハ御郷校立置れ可然義と奉存候、 惣地ハ奉行之支配処ニハ候得共、其給人は多賀谷・松野両家之支
13
配ニ御座候、刈和野ニ改候而も駅場ニ而、惣体ハ郡奉行支配所ニ御座候得共 給人ハ内膳支配ニ御座候、能代之義も刈和野ニ二ツ無之被存申候、但刈和野ハ給人丁別ニ相成居、能代ハ町家
江
混雑住居致候違ハ有之候得共、前条も申上候通、其
人を御取立被成置候訳ニ而 地形
江
相拘り候事ニ無之故、住
居形
江
相関り候筋ハ無之、且ツ能代とても皆々町家
江
混雑致
候ニも無之、給人計壱丁別 成居 処も有之候事
一
 、能代御読書所有之候地形ハ、本吟味役所并雑用所有之候跡ニ而 在宿屋
江
相続き、町家
江
打混候ニハ無之、尤能代奉行
支配之地形ニハ 座候得とも、右御読書所ハ別段ニ而御学館
江
相属し、給人之学問所ニ而、奉行
江
相従へ不申事ハ、固
より申迄も無 事ニ御座候、然は奉行支配之地ニ有之候とて、郷校名目ニ相成難き筋無之被存候、譬へは、武芸会所其屋敷之主人御叱等 而罷在候而も 会
江
ハ御学館御目付始
重役之者も罷越候、是ハ会所ハ主人
江
不相従、会所立居候地
面ハ会所 地ニ相成居候故ニ御座候事
一
 、右御読書処之義ハ、 下代迄も 出 故、御郷校 同様無之との疑も入り候様ニ 候得共、給人被差出候ニ付、旁ら右之者共も被差出候事ニ而、全く右之者とも主 為 御読書処ニハ無之、近く諸郷 講釈等 節 徒並之者も罷出候振合も有之、別して御下代 近進並ニ御座候得ハ、当
人共被差出候故、御郷校名目ニ被成置難き筋も有之間敷被存候事
一
 、湊男鹿並処々近年被召立候之者住居致候故、類を以推候得は、是も御郷校不被立置候得ハ不相成、無際限ニ至候様之疑も入り候様ニハ御座候得共、是ハ大に訳行違候事ニ而、
　
 御先代様より一方之 防に被差置候給人と、献納等を以被
　
召立、勝手ニ住居致 新家とハ此類相成難く被存候事
一
 、能代給人ハ多賀谷・松野両 之組下ニ而、桧山より被分置候面々に御座候得ハ、一概に申候得ハ、桧山に御郷校有之又能代
江
も被立置候得ハ、同支配に御郷校二ツに相成候様之
疑も入り候様ニハ御座候得共、既ニ能代
江
相分れ、桧山給人、
能代給人と唱も相分れ、切支丹御調帳迄も別冊にて差出 上ハ、本ハ一ツにて 別々と申者ニ御座候 且 読書所
江
諸御
郷校同様教授・同見習・受払役等被立置 別ツ諸 均しき御取扱ニ被成候は、能代給人桧山
江
遠路日々看書難罷越、
且右之通別々に相分れ 事故、 段被 置 事 而 畢竟御教化御広め被成置候御本志より之事ニ可有之 、二ツ難立置との論より申候得ハ、御読書所な 共被立置候訳無之候 然ルに、 別段立置れ候は、 右申御教化御広め之為ニ ハ名目を正され、猶々給人共之励みニ相成候様仕度、且別ツ御郷校と御取扱無替事ニ御座 得 只名目而已御改め難 成
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と申事ハ被為有間敷や被存候、或ハ人之取立ハ何ソ名目之改る改まらさるに無之、御読書処ニ而居候とは御教導届兼候訳無之なとの論も入り候様ニハ御座候得共、其れハ左様ニハ無之、唱不正候而ハ不相済事有之ニ付、御学館・御郷校皆古代之則に被準置、名目被附置候 ニ御座候得ハ 能代とても名実被正置可然被存候事
一
 、文武同様之筋より申 得ハ、於武芸も天流なとハ人数も多勢ニ而、保戸野・楢山相隔 ニ付会所二ツ被立置、御合力等も双方
江
被下置候、既に同し御城下ニ而すら如是、まして桧
山・能代之義ハ三里相離れ候地形ニ而、給人共別々 相成居候上ハ、御取立之道より申候得ハ、同支配ニ而も御郷校二ツ被立置難き筋有之間敷被存候事
一
 、御郷校と被定置候上ハ 渡来品々余分之御入増等相生可申やと 時節柄御懸念被成置候義も可被為有候得とも 其れハ再応能代表教授迄申遣、渡来入増等不 成義、委曲申参候上奉申上候事ニ而、前条も申上候通 万事是迄諸御郷校 様之姿ニ而居候事ニ 座候得ハ、此 入増等之 も有 間敷筈ニ御座候事
一
 、同処之義ハ、教授・提学・学長・督学迄罷越候事ニ御座得ハ 諸御郷校ニ二ツに無之人情倹薄之場所柄、名目より正し、追々士気相振候様仕度奉存候事
一
 、前条申上候通之土地柄、学問
江
精入候者も至而不足ニ御座
候得ハ、於
　
上格別御引立、一統勤ミ候様不被成置候而は不
相成や被存候、近来書生之由余程出精之者も相見得申候、此萌し不取失候様仕度奉存候、然ルに 此度名目被改置候事願申出、其通不被仰付候而ハ、何となく諸郷と御隔チ之付き様なる訳ニ而、役係り之者ハ固より、書生迄規模薄き様なる心ニ相成、気之毒ニ存、出精之気相撓み 未学問
江
不取懸候
者ハ、猶更進ミ申間敷、然ハ自然御取立形
江
相かゝわり申候、
其共能々不被為已候事ニ而 名目難被改置事ニ御座候得ハ、銘々も自ら勘弁罷在候筈 ハ御座候得共、段々前文申上 通ニ御座候得ハ、名目改置れ候とも 御差障りに相成 義も有之間敷や被存候事ニ御座候得ハ、此処篤と御考被成置被下宜御指揮被成下度奉願候事
　　　　
四月十八日
　
 五月廿六日能代御読書所以来御郷校と 唱 様 昨日帯刀殿・信太慶兵衛
江
被仰含候段伝申来、
　
 多賀谷喜太郎・松野茂右衛門并能代奉行
江
被仰知候義、文学
教授
江
申渡
右は詰役支配見習中
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弘化三年丙午九月
宏徳公薨十月三日石塚大夫
江
以演舌書存付申立左之通
　
 御家中服忌之義は、父母之聞忌ニ準し、先月廿四日
　
 御逝去御広め之節より五十日ニ可有之義ハ異論も無之候事と奉存候得共、
　
 御先代様之節、其
　
御代ニ寄区々之御評議も有之候様承伝候
ニ付奉申上候、仮令は、
　
御当君様御居住ニ而被遊
　
御在国、
　
御先君様於江戸
　
御逝去ニ候得は、江戸定府并在番之者
　
公儀
江
　
御逝去被仰立候日より服忌ニ相成、
　
 御当君様ニハ、於当表
　
御聞被遊候日より御服忌御受可被
遊、左様致候得は、江戸表罷在 御家中ハ
　
 御当君様
　
御服忌御日数不被為満内忌明きに罷成候義ハ差当
り之事と奉存候、右之反対より申候得は、当時
　
 御当君様ハ、於江戸表早々御服忌被為受、此表御家中ハ後れ而服忌ニ罷成、
　
 御当君様ハ先ツ 忌明ニ被為成、此表御家中ハ日数満候迄服忌ニ而居候事は相当之義と奉存候
　　　
礼記喪服小記、君雖未知喪臣服已
　　　
 此れハ、君、他国にありて、未タ喪ヲ不聞由ニ而も、本国ニ在臣下 より先きに服忌を受、君より先ニ忌明ニ相成候事ニ而、前条たとへて申上候筋ニかなひ申候
一
 、当時行れ候服忌令ニは、君臣之服忌不相見得候得共、君之服忌は全く父ニ準し候事故、別段あらわされ、或ハ
　
 将軍家ニ而外ニ深意有之 ニも可有御座奉存候 淡海公之令ニハ、君并本主之服、父母と同しく十三ヶ月之事ニ相見得申候、然れハ、臣下ハ君 忌被召候為、従而服忌受候訳 ハ無之、自
おのつか
ら君臣合之義を以服忌受候事と奉存候、服忌令ニ無
之処より論を立候得は、只君之被召 ニ付、臣下従而服忌ニ成居り、君御忌明き之上ハ矢張同様忌明きに相成候様之疑も有之候得共 前条之通り 事故 左様 は難至義 奉存候
一
 、 君御親類 御服忌之節 臣下も従 服し候振合と承り 故、臣下之服忌は君次第之様ニハ候得共、其れハ全く御親類様之御服忌之節之事ニ而、君臣右 服忌とは大 引違候事 御座候、礼ニ見得候従服も、皆 之親類之服 ニ御座候
　　　
但、礼之従服ハ其品ニ寄、唯近臣計受申候
一
 、御当君様御忌明き 上、御家中長髪ニ而登
　
城致候は憚り
有之様ニも候得とも、御家中之面々五十日 日数全
マツタ
く受居候
は、奉対
　
御先君様
　
御逝去之後迄厚く御奉公奉申上候訳ニ而、
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 御当君様ニも御本志之筋ニ可被為有奉存候故、外ニ避ケ候ニハ不及義と奉存候
一
 、御当君様御忌明後、当表御家中五十日之日数未満候内、
　
津軽様 通行御使者御用等之様なる事有之候節ハ、其者ニ限り忌御免被仰渡候得ハ、外ニ 差支 も 間敷、於
　
江
戸表ニも
　
 御城使等之者ハ
　
御忌ミ中たり共月代剃居候事と奉存候、又
当表に罷在候御家中 江戸
江
急段御用ニ而被召登候節、
　
 御当君様御忌明き之上ハ 其者ニ限り忌 免被仰付候得ハ、是又 差支無之事と奉存候、在々ハ久保田より後れ申候、是又承り候日よりニ而可然 纔六、七日、又ハ十日之前後ニ相成候迄ニ而、 手重ニ被成置候 趣意通り候事故 何分左様仕度奉存候
一、服忌令ニ無之事故、　
公儀
江
御憚有之、
　
 君御忌明き之上ハ、御家中忌之侭難被差置 様之義も可被為有やニ候得共、
　
 御国中又ハ
　
御屋敷内之事ニ候得は、是又外ニ御憚りニハ不
被為及候事と奉存候
　　　
 君臣之義ハ人倫之大綱ニ而、至而重き事ニ御座候故、御家中服忌日数通り全く受候ハ、一同心願ニ可有之、
　　　
 君上を尊ひ、風化を厚く被為成候御大本ニ御座候故、何分右之通被成置度義と奉存候、已上
　　
午十月
　
右登
　
城致申上候所、此度御取調ハ
　
 源通院様御例ニ御基き、十八日より御日積り之通被成候趣ニ付、品々取受形申上候得共 御先例ニ御戻り難被成候存慮之様ニ相見得候、書載ハ御記録
江
被留置、御学館よりヶ様ニ申
上候 、後々
江
可被残置被仰候ニ付、差上候
　　　
 但、最初演舌ニ而逐一申上、書載ハ重而御呼出ニ而罷出候節差上候
　　
 前条演舌退出之上、御呼出ニ而重而罷出、御尋并御対申上候ヶ条左之通
　
問
　
 父母之忌之節、其子之妻之忌ハ於礼如何致 者に候や、服忌令ニハ三十日と有之候得共、松翁殿
小野岡
死去被致候節、市太夫
殿妻ニも五十日 ミかけ 由、藤十郎
梅津之伯父ニ而二十日之
忌之所、是又妻ニも自分之通きせ候由ニ候、定而考るに、有而之事と被存候
　
対
　
 於
テ二古礼
ニ一ハ、夫之服三年、舅姑之服ハ一期ニ御座候所、宋之
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太祖ニ至て始て
舅
シユウトシユウトメ
姑
の服を夫と同しく三年ニ仕申候、右
之通仕候訳ハ、古は人情厚く御座候ニ付、夫を重く致差置候得は、夫之上ニ立チ候父母ニ御座候故、其婦
ヨメ
たる者、自然舅
姑を大切ニ致候、 後世人心薄く相成、 唯夫婦之情而已あつく、舅姑は麁末ニ致候様 成行き候ニ付、其服を三年ニ致し、舅姑を大切ニ致候様ニ教 義と被考申候、宋之太祖之仕向ケは時と量りての事と被存申候
　
問
　
 陪臣服忌ハ如何致候者ニ可有之や、并臣下君之服忌之節 其女房ハ服忌有之者ニ候や
　
対
　
 君之服之節、臣下之妻服忌之受様礼経ニ相見得不申候 陪臣之服礼ニ見得候は、天子崩せられ 節、諸侯ハ皆斬衰三年、諸侯 大夫七月之服ニ御座候、是は 夫其君之使者として礼物等天子
江
持参仕候因ミ有之ニ付、天子七月ニ而葬候迄之間、
服をかけ罷在申候、其余ハ服無之候
　
　　
 妻之服儀礼ニ有之、嫡子之服は問ニ有之、翌日右之訳申上候
　
問
　
従服ハ如何致候者ニ候や
　
対
　
 従服ハ一等軽く御座候、たとへハ、君斬衰三年之節ハ臣下ハ一期ニ御座候、儀礼に、君之父母・妻・長子之為ニ期、君之父母とは当時御大名様ニたとへ候得は、藤堂様なとの如く勃興なされ候御方ハ、 其方
カタ
より諸侯ニ被為成、 其父母たる方ハ、
臣下君と不致 故、君は三年之服被為受候得共、臣下ハ一期ニ御座候、長子も君ハ三年、臣下ハ一期、右之御親類之外只御側回り之者計、君服し候節ハ従而服し候得共、近臣之外ハ服不申候、たとへは、 ニ御嫡母被為有、其御養ニ被為成生ミ之御母ハ、 先君之妾ニ候得は 君妾母之為ニ被服 而も御臣下ハ従服不仕候
右演舌ニて即席答之
　　　
翌日書付ニ致差出候左之通
　　　　　
舅姑之服之事
　
 古ハ一期、後ニ三年ニ相成申候、一期ハ十三ヶ月、三年 二十五ヶ月ニ御座候
　
儀礼喪服不杖期ノ条婦為舅姑
　　
唐之開元礼、儀礼と同、
　
　　
 宋ノ太祖之時、改めて舅ハ斬衰三年、姑ハ斉衰三年ニ而仕候、
　　　
 衰とハ喪之節服候至而あらき布之事ニ而、斬とハ裁チ放しニ致、縫付ケさるを申候 斉とハすそをふせて縫たる
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を申候
　　　
 舅之服三年と定め候は、宋の太祖改め候得共、其実ハ後唐の明宗長興 中より始り候事ニ御座候、司馬書儀文公家礼明 孝慈録、只今之清朝律文皆是に従申候
　　　
 姑の服も同しく、唐の明宗始て斉衰三年ニ仕候所、明の太祖洪武年中改めて斬衰三年ニ仕 より、清朝之ニ因り申候、夫之伯父之為ニ致候服之事
　
古礼ニ而ハ、九ヶ月ニ御座候
　
儀礼喪服大功九月ノ条、夫之祖父母、世父母、叔父母
　　
 大功も亦着物之一品にて、世父母ハ夫の父の兄并其妻叔父母ハ夫の父の弟并其妻ニ御座候、夫ハ皆一期之服ニ而、其妻ハ一等下りニ御座候
　　　　　
陪臣之服之事
　
 天子崩せられ候節、諸侯ハ皆斬衰三年ニて、諸侯之大夫ハ七月、其余之者ハ服無之候
　
儀礼喪服繐衰ノ条、諸侯大夫為天子
　　
喪服伝何以繐衰也、諸侯大夫以時接見於
　　
天子
　　
 繐も又喪之節着し候衣服之一品ニて、諸侯之大夫ハ其君之使者として春或ハ秋礼物等持参、天子之朝廷
江
罷出候
因ミ有之候故、天子七月ニして葬り候迄、右服をかゝり居、終り候てぬき申候、其余之者服なき事ハ右本条之註ニ其士庶人不服可知と有之申候
　　　
 右之礼意より推し候得ハ、大臣之御傅人なと
　
御目見も
被仰付候事故、軽き服有之候而可宜や
　　　　　
臣下之妻子君之為致候服之事
　
 夫ト君之為三年服候得ハ、其妻ハ一等下り一期ニ而御座候、子共
（供）
之服之事ハ儀礼ニハ無 候得共、礼記 問ニ相見得候
　
儀礼喪服、不杖期ノ条、為夫之君
　　
 不杖期ハ、前条ニも相見得候而、凡而重き喪ニハ其身衰ミ之余り病ミつかれ候故、杖 たすけられ候而起チ申候、不杖ハ一段軽く、杖つかさるを申
儀礼服問、大夫之嫡子為君夫人太子如士服　　　
 如士服と申ハ士君ノ為君ニ斬衰三年、夫人ノ為ニハ一期、君其太子ノ為に斬を被服候節ハ従服一期、大夫之嫡子も此通と申事ニ御座候
　　　　　
庶人之服之事
　
庶人国君之為ニ三月之服をかゝり申候
　
儀礼喪服、斉衰三月ノ条、庶人為国君
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 国君とハ、国持大名の事を申候、右註に、天子畿内之民服天子亦如之と有之、畿内ハ天子御持分之地方を申候、是も家頭夫婦計り之事、 敖継公之説に見得候、 猶右註ニ端々之賤しき御奉公致候者も、此内ニくるまり居候事ニ申而差置候得共、 足軽 御小人なと平生御行列之内
江
も被立置候者ハ、是とハ同様ニ無 様ニ被存申候
　　　　　
従服之事
　
従服ハ総て正服よりハ一等軽く御座候
　
儀礼喪 、不杖期ノ条、為君之父母・妻・長子・祖父母
　　
 君之父母とハ人君勃興 致候而、其身より諸侯ニ被成候類、右君之父母 其臣下初より君と不致候故、君ハ斬衰三年、臣下ハ一期に御座候、妻ハ君之夫人、長子ハ 之御世子、祖父母 君之承祖父母 何れも君ハ三年ニ而、臣下ハ同しく一期ニ御座候、他之御親類之服ニ候得ハ、唯御側回り之者計 に従而服候得共、其余ハ し 申候
礼
 記服問、君之母非夫人、則群臣無服唯近臣及僕驂乗、従服唯君所服々也
　　　
 近臣とハ御側近く被召使候者、僕とハ 車ニ在りて馬をあゆませ候者、驂乗とハ君に添乗致候者、唯君所服々
とハ、 君次第ニ服を着る事ニ御座候、 君之母非夫人とハ、妾之事を申候、たとへハ、君御妾腹ニ而御嫡母之御養ニ被為成候類、君其ノ生ミ之御母之為服され とも、臣下何れも服し不申 前文之通近臣計服申候
　
弘化戊申
　
 国学釈菜終献闕ヶ、御勘定奉行終献可勤事ニ相成候節、亜献之学長と席順之義ニ付 評 方并御勘定方と議論之始末
　
弘化五年戊申二月廿三日
　
 御学館御祭事廿日より散斉之所、助教小川岡之丞嫡婦病死付、出勤成兼候趣申来、差懸り外 代候者も無之、此節近藤先生御勘定奉行ニ而御用係之事故、文学黒沢先生へ一応相談致候上、近藤へ罷越終献被相勤候 、并此以前那珂助教亜献相勤候節、瀬谷祭酒其頃ハ御勘定奉行ニ而、終献相勤、之上へ着席致候事有之候得共、筋ニおゐて不相称義ニ 故此度ハ終献之 へ被着候事とも申談候所承知被致候 右之形、御家老中
江
申立之事、御用係御副役宇垣左司馬・小野崎
安五郎迄以書状申遣 所 今日ハ両子とも登
　
 城無之ニ付、廿一日又々申遣 、右返翰申会 纏兼候趣申来
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因而直々懸合相極候心得ニ而、自
　
御学館登
　
城致候途中、一同下りに引過不果
　
 御用係御評定奉行信太慶兵衛申条ニハ、近藤終献之席へ着き候義 評定・御勘定両方共不同意ニ候故、兎角近藤を亜献ニ致可然、手元
江
申聞ニ候得共、左様難相成次第及挨拶候
　
 廿二日、致斎・慶兵衛出勤無之、外御用係并同僚一同へ亜献之義ハ故実有之、御草創已来学長ニ而致来、且着席之義ハ其日ニ当一ト役限り 位有之、終献平日之位班高クとも、亜献と位入違ニハ難成訳、猶那珂助教、養老御教諭書申述候節北村平四郎御評定奉行ニ而 其次席致候先例も有之候得ハ、御勘定奉行たり共祭之日ニハ学長之 へ着席難致筋も無之義とも逐一申談候所、何れも同意ニ而 明日老中へ申立、受指揮事ニ決評
　
 廿三日、信太慶兵衛病気ニ而出勤 段申来、因而昨日之申会通取運ヒ候事一同へ申談候上、神沢昇
御勘定奉行
・岩屋慶治
御評定奉行
引回し、一昨日御両方被仰合ニハ、亜献・終献・平
生之役席を以列座致候事ニ無之候而ハ御不同意之趣と承り候得共、
　
御祭事之義ハ別段之訳有之、一ト役限之席有之候得
は、終献を亜献之席
江
即ケ、亜献を終献之位
江
即ケ候事ニハ
難相成 又亜献之義ハ学長ニ而而已勤来候得は、瀬兵衛殿亜献にと申事ニも相成兼候、因而ハ、瀬兵衛殿終献ニ而文学之
次へ着席之事、年寄中へ申上相極候事に御学館方申会、一決致候ニ付、右 形一通御つまひ致候段申談候所、慶治・瀬兵衛祭酒上席之先例申聞故、其レハ其時限之事ニ而、只今より申候而ハ筋ニ不相当義ニ候 例ニハ難致、前度那珂長左衛門・助教北村平四郎、御評定奉行詰役支配兼帯之所、養老御教諭書申述候節、 助教 次席致候も、御学館 義ハ学長主ニ立候故之訳申談 所、相談 得ハ何分之事御学館之決意形為知之訳ニ而ハ、最初より引分れ之道を立候筋ニ候趣慶治申条故、不差懸候事なれハ、兎も角御刻限ニ相かゝはり候事ニ而、申会中控候事ニハ難相成 其レとも両人之決意を以挨拶ニ成候事ならハ、此席 而示請可相極申 候所 此方ハ〳〵之取受、一片ハ如何成存慮ニ可有之や、一通不 会候而ハ難極との事故 両人之取受形ハと承り候所 瀬谷・北村両様之先例、何れへなり御指揮有之よふ 申上 事なれハ同意致、一片
江
も伝置可申慶治申条故、以前よりも申候通、瀬
谷之先例ハ不相当之事ニ 得は、仮令上より其節 通りとさして被仰渡候とも、御受ニハ難相 程之決意 候所、此方より両様何れへなり御指揮と申上 ハ 如何とも難相成、大切之
　
御祭事、御差支ニ相成候義恐入候次第故、今日ハ臨
時御学館一決之通不相成や、近藤も御学館方へ為任候 之事なり、何分左様致度申談候得共 一応申会不致候而は難及挨
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拶慶治申条故、左様なれは御学館方決意通致候外無之申聞候所、其レなれハ断り之趣意ニ候や慶治申条故、尤断り候筋ニ候趣申放チ引分 、一同へ申伝候上、武藤縫殿
詰役支配
・手元
相揃、老中局
江
罷出、小川岡之丞穢ニ付終献難相勤、右代近
藤瀬兵衛ニ申会候訳、并亜献ハ学長之職ニ而他へ難譲、且御祭事之義ハ各差定候位有之、終 を亜献 上へ着ケ、亜献を終献之下
江
列シかたく、瀬谷小吉郎、那珂長左衛門之上席致
候は、理 当然に無之、北村平四郎、那珂長左衛門之次席致候義ハ相当、尤平四郎・長左衛門之節ハ養老御教諭書之事ニ候得共、畢竟学長ヲ主に立テ候筋より右 通列候筈、況や御祭事之義ハ其日ニ り、毎
レ役其位有之、就中亜献ハ随一重
しとする所ニ候得 平日之差等ニ拘り、其 ハ乱し難く、儒官ヲ主ニ立テ、亜献ノ重き理を以其日 臨ミ、一日難
レ譲
レ
席筋も有之間敷次第委曲申述候所 御一同其筋ニ可有 被候而、其旨御勘定奉行へ被申含候事ニ孫太夫殿被申候 扨宇垣左司馬を以御勘定奉行へ被申含候所、品々相難し 様子ニ而、重而手元・縫殿御呼出ニて 今日之義ハ臨時小太郎節之通可致被仰含故、最初小太郎着席、一度たに其筋ニ不相当候所へ、此度又々右之通仕候而ハ、以後永々之例 相成候筋ニ御座候得ハ、御刻限遅成候義ハ恐入候得共、如何とも御受ハ難く候趣申上候所 此方ニ 差心得居、後例ニハ不致 の
申、縫殿大切之御礼式へ拘り候故、左様ニハ仕兼候段申上候所、 大事之御祭儀差支ニ而ハ如何ニ候故、 此所勘弁承知可致、孫太夫殿被仰含ニ付、 只今縫殿申上 通 大切之御式
江
相かゝ
はり候義、勘弁致候儀ニ候得ハ、御勘定奉行ニ而勘弁可致筈ニ候趣申上候所、何れ一同へ申伝候よふこと被仰含故、私共存慮形ハ申上候通ニ御座候得とも、段々之被仰含故一応申伝可申、併一同とても御受ハ仕兼可申申上退出、何れもへ相伝候、右之中孫太夫殿より小野崎安五郎御呼出ニ而 宜取計得候よふ被仰含候、此節近藤兎角すぬけニ相成度申条も有之ニ本ツキ、一同申会之上、手元大祝 而終献を兼候事ニ相成、右之形申上 御祭儀無滞相済候
　　
見合左之通
　
国学
　　 　　
初献
　　　
国子祭酒
　　 　
亜献
　　
国子司業
　　 　
終献
　　
国子博士
　
州学
　　 　　
初献
　　　
刺史
　　 　
亜献
　　
上佐
　　 　
終献
　　
博士
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縣学
　　 　　
初献
　　　
縣令
　　 　
亜献
　　
縣丞
　　 　
終献
　　
主簿
　　 　　 　　
尉
　　
以上、唐貞観二十一年定
　　
 邸濬曰、按
スルニ　　
此
レ  後世国学遣
リテレ  官
ヲ  釋奠
スル　
之始
メ  州縣以
テ二
守令
ヲ一祭
ルモ　
亦始
ル二於此
ニ一
　　
 右五礼通考ニ出ツ、縣学之主簿、又ハ尉を以終献と為ス者ハ、縣之博士ハ品秩無き故也
　
延喜式
　　
諸国釋奠
　　 　
初献
　　　
守
　　 　
亜献
　　
介
　　 　
終献
　　
博士
　
天子之大学なれは
　　 　　
初献
　　　
大学頭
　　 　
亜献
　　
大学助
　　 　
終献
　　
博士
　
皇朝之礼、大学三献皆儒官、諸国ハ
　　
 以
テ二博
士
ヲ一為
ス二終
献
ト一、唐
土
ニハ　
国学三献皆儒員、州
学
ハ  以
テ二博
士
ヲ一為
ス二終
献
ト一、雖
レ有
リトレ  不
レ同
然
モレ以
テ二儒
官
ヲ一為
スレ主
ト  之意
可
シレ見
ル
也
　　　
又按令義解
　　
大国
　　
守
　　
従五位
　　
上階
　　
介
　　
正六位
　　
上階
　　
大掾
　
正七位
　　
少掾
　
従七位
　　
上階
　　
大目
　
従八位
　　
同
　　
少目
　
従八位
　　
上国
　　
守
　　
従五位
　　
介
　　
従六位
　　
上階
　　
掾
　　
従七位
　　
同
　　
目
　　
従八位
　　
中国
　　
守
　　
正六位
　　
上階
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介
　　
職原抄
　　
掾
　　
正八位
　　
上階
　　
目
　　
大初位
　　
下国
　　
守
　　
従六位
　　
掾
　　
従八位下
　　
職原抄
　　
目
　　
少初位
　　
 此に由りて観るときハ、介之位階ハ守ニ次く、是延喜式之介を亜献とし、博士を終献と為スゆへんなり、御勘定奉行を同し奉行格なる学長を超して亜献となし、又ハ亜献を勤候学長之上ニ列し難きとハ同日之論ニ非ス
　　
 又、 介之下に掾目ありて 皆位階あり いへとも是を不用、博士を以終献と存すハ儒員を主と為ス、亦見ル し
　
延喜式大学寮釈奠
　　
 前
テレ享
ニ一日奉礼郎
設
ケ二三
献
ノ  位
ヲ  於東門之
内
チ  道
ノ  北
ニ一
一設
ク二執
事
ノ  位
ヲ 於道
ノ  南
ニ一毎
トニレ  等異
ニスレ  位
ヲ  、倶
ニ  西面北上
ス
　　　　　
国学釈奠
　　
 前
テレ享
ニ一日賛唱者設
ク二三献
ノ  位
ヲ  於東階
ノ  東南
ニ一毎
レ等異
ニスレ  位
ヲ  、
倶
ニ  西面
ス
　　
是一役限各其位ありて相遷シ難きを可
レ見
ル
　
唐国学礼同
　
 弘化戊申十一月四日、明五日、御年寄中被仰含候御用有之、登
　
城可致、介川作美・宇垣左司馬剪紙達、五日登
　
 城、御用番伯耆殿、御列席孫太夫殿、帯刀殿、伯耆殿被仰含左之通
　
此度
　
御記録御書継き之所、是迄
　
御正当様ハ薨と奉書、
　
 御裏方様ハ卒と奉書来候所 記録方より是迄之通可相記や伺ニ候、御記録之義ハ木村正軒其頃之物識ニ而相定候事故、証拠無之事ニも有之間敷、ならハ是迄之通ニ被差置度義ニ候、何れ吟味可申上候、
　
因而、乍早速
　
 御裏方様ニ而も奉書薨候義差 り之事ニ御座候、乍去被仰含ニ付、猶又吟味可申上申上退出
　
同九日登
　
城、以書取申上候、猶先日
　
 御局住様是迄卒と奉書来候所、是をも吟味可差上や相伺
24
所、序吟味可致被仰含候ニ付、是又同様書取差出、御記録方より伺書先日御渡ニ付、今日返上申上候
　　　
御記録方伺書大旨
　
 春秋十二公及婦人皆薨と書候
徳
　
按スルニ、自隠至定十
一公、今十二トハ誤リナリ
、是迄御記録
　
御正当様ハ薨と書
　
御裏方様ハ卒と書来候
　
 乾徳院様
　
慈雲院様卒と書候ハ、
　
御局住之為ニ可有之、此
度
　
御記録御書継ニ付、
　
瑶台院様
　
月鏡院様是迄之通卒と書可申や 御伺奉申上候
　　　　　
手元差上候書取
　　
御正当様薨と奉書候事ハ固より
　　
御裏方様にても同敷可奉書薨候事
　
 曲礼云、天子死曰崩、諸侯曰薨、大夫曰卒、士曰不禄、庶人曰死
　
公羊伝云、天子曰崩、諸侯曰薨、大夫曰卒、士曰不禄
　
範寧穀梁 解云、夫人曰薨、従夫称
　　
 春秋自隠公至定公、何れも薨と書申候、夫人之薨経文ニ見得候者左之通
　
隠公二年
　
十有二月乙卯夫人子氏薨
　
恵公之再娶
　 　 　　　　　　　　　
桓公之母
　
　　　　
 公羊伝云隠公之母、穀梁伝云隠之妻今従左氏伝為枢之母
　
荘公二十一年
　
秋七月戊戌夫人姜氏薨
　
桓公之妻
　　 　　　　 　　
荘公之母
　
僖公元年
　
秋七月戊辰夫人姜氏薨于夷
　
荘公之妻
　
文公四年
　
冬十有一月壬寅夫人風氏薨
　
荘公之妾
　　 　　　　 　
僖公之母
　　 　
母以子貴僖公、既立為君故、従夫人 礼
　
文公六年
　
秋八月辛未夫人姜氏薨
　
僖公之妻
　　 　　　　
文公之母
　
宣公八年
　
戊子夫人嬴氏薨
　
文公之妾
　　 　　　　 　
宣公之母
　　 　
公羊伝、穀梁伝作熊氏
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襄公二年
　
夏五月庚寅夫人姜氏薨
　
成公之妻
　　 　　
公羊伝有異説、今従左氏伝為成之妻
　
同四年
　
秋七月戊子夫人姒氏薨
　
成公之妾
　　 　　　　 　 　　
襄公之母
　　 　
公羊伝作弋氏
　
同九年
　
五月辛酉夫人姜氏薨
　
宣公之妻
　　 　　　　
成公之母
　
昭公十一年
　
五月甲申夫人帰氏薨去
　
襄公之妾
　　 　　　　 　 　
昭公之母
　　
以上、皆薨と書候
　
定公十五年
　
秋七月壬申姒氏卒
　
定公之妻
　　 　　
穀梁伝作弋氏
　　
 経中独り此而已卒と書候、左氏伝
釈
イテレ  之
ヲ  喪ニ当り、夫
人之礼を備さる故と言い 公羊伝にてハ、哀公之母なれとも、哀公此時は未タ君ならさる為 説き、穀梁伝にては、妾ノ辞也と云ふ、三伝の見る所 異同有之候得とも、
帰する所ハ、変例にして夫人常式之書法にハ無御座候
　　
一
 、諸侯壱聘九女と申候而、始娶り候節、嫡夫人之国より附添二人、又嫡夫人の同姓の国より媵と申者参候而、是又二人宛之附添有之、都合九人ニ御座候、右嫡夫人薨候得は、其次なる妾を継室と定め、再ひ娶り不申事ハ、左氏伝杜註及釈例公羊伝等に互に相見得申候、然るに、魯ノ恵公孟子と申元妃終り候後、重て宋国より仲子と申夫人を迎ひ、鄭ノ文公ハ江と申国ニ娶 又蘇と申国より候事、何れも左伝に相見得候、是等ハ当時に於而ハ礼に合さる義ニ御座候得共、後世に至候而ハ、一娶九女之礼廃候故、是非再娶之事無之候得は不相成 、唐書儒学伝に、韋公粛と申者秦より以来再娶之事有 候故 幾度娶候而も 皆嫡妻に紛れなく候趣委しく諭候事相見得候諸侯間互ニ娶られ候上ハ 何人ニ而も皆嫡夫人ニて、軽重之御差等ハ無之事ニ御座候、右ハ前条吟味致候因ミ御引合ニもやと存奉申上候
　　
御局住様卒と奉書宜候事
　
襄公三十一年
　
秋九月癸巳子野卒
　
襄公之太子
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 此夏、襄公薨せられ候得共、未タ葬さる内之事ニ而、子野未
レ成
サレ君
ヲ  候故、卒と書申候
　　　
御局住様ハ此例と奉存候
　
荘公三十二年
　
冬十月己未子般卒
　
荘公之太子
　
文公十八年
　
冬十月子卒
　　　　
文公之嫡嗣
　　
此二条も又同前之書法
　　　　　
但
　　
 本朝之儀ハ、世子ニても御勤有之候得は御爵位有之候事故、別段之義も可有之や、其義ハ猶篤と吟味不仕候而は早速奉申上兼候
　　　
 春秋ハ孔子魯国之旧史ニ因りて筆削被成たる者故、万世之法則ニ相成申候、此他諸侯自国ニて自国之事を記候者相伝不申候故、別に考候所も無御座候、 仮令相伝候書有之候とも、聖典を舎てゝ、それを証と致候事ニハ難成義と奉存
　　　　　
右之通相考奉申上候
　　
戊申十一月
　　　　　　　　　　　
平元貞治
　
十二月三日、御用有之登
　
城、先頃之吟味残書取ニ而伯耆殿へ差出
　　　
 御局住様
　
御爵位被為有候而も、矢張卒と奉書可然奉存
候事
　
 唐土にてハ、古諸侯之世子爵命を受る之事無之候故、諸之経書証を取へき所無御座候、只類を以推候得は、周礼之内に侯之嫡子、其君之名代として朝会等勤候節、天子より命して嗣子と定置れ候上ニ候得は、其礼儀其君に下る事一等、若シ天子より世継キ之命無之内ニ候得は、子男の君の次に就き候事相見得、春秋ニは曹国ノ世子 父の名代として魯国へ来朝致候 左氏伝ニ而ハ之を上卿之礼にて取扱候ハ礼に合ひ候趣記置申候、此等ハ皆世子 て表立候諸侯之勤ハ致得共、国君とは差別之有之事ニ御座候、又公爵之国にハ孤と申者有之 位卿大夫之上ミに在りて 天子より 命を賜はり、小国之君になそらひ候義ハ、周礼に相見得、大国 三卿皆天子より爵命を受候事ハ礼 ニ 天子より命せられ候 を王室ニ職司有りと申 、左氏伝に見得申候、爵命ハ天子より受、別して右孤之如きハ、小国之君ニも比し 事ニ 得とも、同敷人臣ニ御座候上ハ 終り 節卒と書不申候得は不
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相成候
　
 御局住様縦然御爵位被為有候ても、一国二君在スへき筋無之候故、
　
 御正当様
　
御同様薨と奉書候事ニハ難相成義と奉存候、孟
子咸丘蒙り、問を破りて、堯老而舜摂也、堯典曰、二十有八載放勲乃徂落、百姓如喪考妣三年、四海過密八音 孔子曰、天無二日民無二王 舜既為天子矣、又師天下諸侯以為堯三年喪、是二天子矣と申され候、天下ニ二人之天子有へき謂れ無御座、国ニハ二君を容るゝの道ハ無之義ニ御座候、此理を以断し候得は、
　
御爵位被為有候
　
御局住様ニ而も矢張卒と奉書可然と奉存候
　　
右之通先日吟味残候所相考奉申上候
　　
十一月
　　　　　　　　　　　　　　
平元貞治
　
 弘化三年丙午六月十一日、詰役支配被仰付、当時
　
 家厳御副役被勤ニ付、位班其上ニ出候御役御受難成筋と申唱候人有之、因而書して親知及門人ニ示所左之如シ
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其国ニアリテハ、其国ノ習ニ従ヘキ事勿論也、乍去、其理ニ乖ク事ナレハ難
レ用、今我
カ
　　　
 藩ノ法既ニ古礼ニ不
レ戻トキハ、宜従
テレ之ニ可ナリ
　　 　
弘化丙午六月
　
 嘉永二年己酉三月二日、御評定奉行へ転役、詰役支配兼帯被仰付、
　
文学黒沢先生へ上席致候義、如何とも不安筋ニ付、於
　
 御学館隣席致候節ニ限、次席致度事ニ申立度所、一片熟候上ニ無之候而ハ行かさる義ニ付、信太慶兵衛へ
御評定奉行詰役支配兼帯
一応及相
談候上、御学館御用係一同へ申会候所別意無之、但、神沢昇御勘定奉行ニ而御用係
計差覗之筋も有之候得共、先ツハ別意無之事ニ相成、
御評定方一同へ及申会候所、是又別意無之ニ付 御学館方へ申会懸置候、同所ニ而品々不落合之申条有之 無拠見合居候内、十二月、
　
御学館御用仕舞面相成
七月御用仕舞ハ御用有之出勤不致
、且ツ明春御
用初之節とも隣席致候事故 此節相極度心得ヲ以、能々御学館方へ及示談、漸同意ニ付、同役秋山宇吉相頼、御勘定方・郡方へ以申立書付及申会、右申立書左之通
　　　
覚
　
 私儀、当三月中御評定奉行へ転役、御学館詰役支配兼帯被仰
付、難有仕合奉存候、然は文学黒沢宇左衛門儀ハ、私授業之師ニ而 可成学問之道相弁ひ候も、皆以 取立ニ出候事ニ御座候、然ルに、列席之節、宇左衛門上席致候義は、御役席とハ乍申、内心頗安んし兼候事ニ御座候、私親茂右衛門教授勤役中、大御番菅又蔵人と心陰柳生流切合相師仕候節、極意并印可之儀ハ蔵人取立を得、流義 心得可成師範ニも相成候事故、
　
 上覧并内見之節着 之儀、御役極ニ不拘 蔵人次席罷在度申立候所、 申立之通列席可致段被
　
仰渡候、 御物頭兄弟・叔父・
甥・宗家・分流同役致候得は、隣席之砌は座を譲り罷在申度趣申立被
　
御聞届、近年信太哲五郎、信太衛士より先役ニ御
座候得共、衛士ハ宗家之 衛士を上席 致候趣承知罷在候、扨武芸之儀ハ芸術を主と致、御物頭 ハ、同役中ニ而之事故 一片席順之隔り候御役ニ而列席致候 何れも差別有 儀ニハ御座候得共、
　
御学館之儀ハ学問を主ニ致、専ら師弟 道を相正し候御場所
ニ御座候故、宇左衛門・私
　
御学館ニ而隣席致候節ニ限り、私
宇左衛門次席ニ相列申度奉願候、右之趣宜被
　
仰上被下度奉存
候、以上　　　
十二月
　　　　　　　　　　　　　
平元貞治
　
 右は、 十二月二十日也、 御勘定方・郡方ニ而色々之説 生し、
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結句ハ不同意之趣宇吉へ挨拶なり、御勘定・郡方既に不同意之上ハ、御評定方而已引分れ申立書取次差出候事ニも難成訳ニ而、無拠相止ム
　
 詰役支配御訴訟致候義も、義理之正を不得事ニ候得は、是又相黙止候
　
薬隠売致候者之議
　　 　　
嘉永二年己酉閏四月六日
　
 先頃湯沢大夫家人生田目八弥 尋被成 御用有之、出府可致被
　
仰渡候所、大夫より当人義ハ越中富山薬隠売致候不届ニ
付、親類見継申付置候、若右罪状ニ付御催促ニも候ハヽ、当人義ハ如何程之科も可申付 猶不吟味致候家頼共も可叱置候故、御目附様御下り前ニも有之、何とか御任セに相 よふ致度一片迄頼之趣、以横折八弥御書差添差出、手元建議は、先達而大館歩行隠鳥銃打候者御目附様御下り前 事故大館家へ御任せに被成置可然評議致候得共 此度 義ハ其レとハ軽重之差
（シ）
ナ有之事ニ而、富山薬之義ハ庶人之害に相成候
ニ付、人命を重し置れ 厳禁被成置候次第 候得は 下賤之者不図受売致候而だに御咎メ有之 別して御所預之侍分にて在りなから、 御制禁を破りシ企、 且ツ久敷よ 取計 事ニて、自身他国へまて罷越、猶他所者町家へ世話致留置候よふ之致
業、主立は上ノ御法を犯候巧ミ致候当人ニ候得は、御目附様前々候とて御任せにハ難相成、是非御引付御穿鑿不相成置候而ハ、上之御仕法難立段申発候所 一同同意、但重き御人体柄より被申立候事故、慶兵衛・左司馬へも所存承候上ニ而、及沙汰可然評議極り候所へ、作美御呼出ニ而八弥義ハ湯沢家へ被任置難き趣、月番・非番列席ニ而被申渡 付、評議之始末作美申述候所、至極宜趣被申候
一
 、官平御呼出ニ而、大館隠鉄砲一条も、大館へ被任置候事ニ難成老中被申候ニ付、手元申候ハ 先頃大館より何とか御任せ之事、用頼之方迄内談之節、老中内慮を伺候所、隠鉄砲と為陥候上可取扱内々指揮有之ニ付其通申談 隠鉄砲ニ相違無之、陥りと申立候ハ、畢竟有体に申立候ハヽ、 任せに可成心得より之事ニ可有之 然ルに又 表向 成候事ニ而ハ於上被賺置候筋ニ相当候 且前条之薬隠売とハ軽重之差等も有之事ニ候得ハ、此義ハ被任置候而も御不平 筋ニも無之故、如原議被任置可然申 所、是又一同々意 宇吉申会之通極
　　　
事形相類而其実不同者多此類
　
越後蒲原へ往復之議
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 嘉永二年己酉七月三十日、町奉行松塚幸八郎越後蒲原ニ於而平野堅治病死之段同所庄屋より町方まて内々為知有之趣ニ而、右書状持参
一
 、 越後へ町方より一通及返書候上、 渡し候而如何申遣可然や、可申会伯耆殿被申含候
　　　
堅治之病死と申義、於手元ハ甚疑敷、篤と申会候心得也
　
 八月二日、越後蒲原より之飛脚、堅治病死之義申来候ハ甚疑敷、猶清吉
堅治同伴之者
と申者吟味者ニ候故、呼寄候事ニ取計度、先
日之披見致候越後より之書状、手内へなり秋山へなり被遣候よふ致度、幸八郎へ申談
　
 三日、前条一件申会之上 北村弥三郎立会ニ而老中へ申立は、先 被仰含候越後蒲原郡より申来候義、段々申会候所、一体疑敷訳ハ、平生詐之多き堅治 仮令死ニ迫 、心気乱れ候とて、野代へ送呉候よふ申聞 義ハ、第一不都合
蒲原より申来候由ニ、野代ニ叔父有
之故、箯輿ニ而なり送り呉候よふ申聞候趣
、且ツ、秋田藩中故、能代へ送呉候よふ申聞候而
済候所 中谷地町平野安五郎子供ニ候趣、并叔父
大久保宇吉事也、能代之叔父とハ
之
事なと申 義ハ余 委過き候 是等を以考 に、自分 名前をあらぬ者ニ為負、其身を安くせんとの計得ニ無之とも難申、何れ清吉と申者穿鑿可致当人ニ御座 故 差引役 御小人目先差添、愈御国者ニ ハヽ召捕参候 申付遣 事ニ申会候段申上、承知被致
　
 四日、越後へ差引役加勢桜田重吉被遣候事ニ極、但蒲原より之書状ニ 詐無之とも難申、 因而目先之者途中より先きに遣、向方庄屋へ模様探り候上、町方案内状差出候事ニ申渡
町方より重吉遣候事書状ニ
而申遣、右書状なり
　　　
重吉へ申含候次第左之通
一
 、着致候ハヽ、以庄屋役人中へ為相知、尤内密ニ而被申付罷越候故、諸事御手数ニ不相成よふ被成度可申談事
一
 、御内書へ被申遣候謙蔵と申者、年齢名前并出奔年月、此方吟味之当人と引合不申 得とも、清吉と申者吟味之旨有之候趣可申聞候事
一
 、織師啓吉
謙蔵宿致候と申者也、向方より之書状ニ、当人本名平野謙蔵と申候趣
并清吉へ面談致度義可申談候事
一
 、久蔵と名乗候者
堅治久蔵と名乗居候趣
死期ニ至、藩中之者ニ候趣申聞候ハ、
当人直々啓七へ咄 事ニ候や、又清吉言伝ニ而承り候事や、可聞糺事
一、清吉と申者、御国者ニ候ハヽ、其段相断召捕同道可致事　
 若仙台者に紛れ無之
清吉と申者仙台之由
、色々相尋候而も手かゝり無之事
ニ候ハヽ、当人ハ此方ニ而外ニ構無 故、勝手ニ在所へ被差帰候而宜敷趣申述可罷帰事
清吉留置候事蒲原より申来
一、池田玄仙と名乗候医者へ御小人なり遣し為探
サクラ
可申事
当人謙蔵を覚居候者之由
一
 、久蔵死体立会吟味致候事ニ相成、開葬之節御国者ニ無之ハ不及申、或体崩れ 是ニ而ハ聢と分り兼候趣可申断、
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若堅治ニ無相違実検致候ハヽ、何れ罷帰重役共へ申聞候上、追而以文通可得御意候間、是迄之通仮埋被差置度可申談候事
　
 猶同日晩、重吉へ若向方書状作り物ニ而、堅治事人之気を抜き、御近国徘徊不致とも難申、別而遊行上人通行之折から、姿をかへ僧侶之ゆへ立交り居候よふ之義も可有之や、途中とも無油断心付ケ可罷越申遣候
　
御用米之議
　　
嘉永二年己酉十一月
　
 十一月十四日、
　
御用米・御用銀之事郡奉行・町奉行へ被仰
含、
　
新家之分取纏ハ秋山宇吉・船山官平へ被仰付伝有之ニ
付、手元存慮之旨有之、居合人数へ及申会被仰渡之義、一通御取かゝへ之事、猶申会 上評議形申上候事とも宇吉より為申上候
　
十六日、支度ニ而前条之義評議
　　
手元建議左之通
一
 、先年五万石御用米被仰付候節 此後容易ニ被仰付間敷被仰渡、年数も不立内、又々 而ハ御信義相欠候事
一
 、御用米被仰付候得ハ 豪富之者迷惑致候而已ならす、村々融通之道絶、貧窮之者猶更難義ニ及候事
一
 、豊年とて御用米被仰付候得ハ、百姓共自然凶作願候よふニ可相成候事
一
 、御目附衆ニ付御用米御取立被成、面
　
 御乗出等之節、又々被
　
仰付候事、百姓共も見取り居候事ニ
候得ハ、安堵 心地無之、 領民一同之承服形へ相拘候事
一、自然聚欽之筋ニ相当り、御外聞も如何ニ可有之事　　　
 右之筋ヲ以、此度御用米・御用銀ハ被相正候事ニ申上可然
　　　
 扨、申上候而も、只今ニ相迫り被成方無之被申諭之言も有之候ハヽ、其節ハ左之通申上可然
　
 御目附衆ニ付御入料之義ハ、於御勘定奉行兼而仕覚形有之筈之所、出立被成渡、右御入料ニ付御用米と申義ハ甚不相当之次第と存候、乍去只今ニ迫、其段申候とも無詮事ニ御座候、扨、
　
御乗出
　
御入部等ニ付被仰付候義ニ候得ハ、百姓共勇
んて可差上、既ニ先日被仰渡ニも、
　
御入部も不遠趣有之候
得ハ、
　
御乗出之御仕覚と申を以被
　
仰付候而も不苦義と奉
存候、其節御入料之大凡五万石と差積 之内当時 入 丈上納被仰付、残分ハ
　
御乗出之刻上納之事ニ被仰付、右進め
て上納被仰付候丈ケ
　
 御乗出之節ニ当、不足立チ候所ハ、今より程も有之事故、於両都 弁達 事、 御勘定奉行へ可被仰含 左様ニ被成候得ハ、
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御目附衆ニ付いてのかと一ヶ度御用米減候筋ニ候故、同敷被仰付候而も、百姓ともにおゐても勘弁之致柄も有之、且重欽を少しハ被省置候筋ニ候故、旁右之通可然事
　　　
右相議候所、異説区々ニて今日ハ纏兼候
　
 十八日、郡奉行より申上候義有之候ニ付、御用米・御用銀被相正、先 被相渡候書付御引上ケ之事ニ相成
　
 十九日、御用米御入部御仕覚之筋を以五万石献納、内弐万石ハ今年、残三万石ハ其刻差上 事ニ致度、因而御用米并御用金之義被相止候様致度との趣意郡奉行申上、老中承知被致、十四日被相渡候書付ハ御引上ニ相成、右 用米并御用金被止置候義、至極宜敷 得とも、重く被 含 相渡 書 引戻ニ而ハ、御政体ニ取り甚見悪き次第、右様之義生し も 畢竟御勘定方より前廉申会無之為候、以来之事ハ 政体 関り候義ハ、御財用之事といへとも 申会ニ相成候よふ致度趣、宇吉・官平より老中へ為申上承知被致
　
素読御試之議
　　
嘉永三年庚戌
　
正月十六日伯耆殿御呼出ニ而罷出 所
　
 御学館御目附、近来引渡 回座多分御試不致候様 見得候私共 試之節ハ出席致候所、右様之振合ニ御座候得 、如何
相心得可然や、申出候振合形如何ニ候や御尋ニ付、成程近来回座ニ而御試致候者希ニ御座候、御規則ニ候得ハ、引渡・回座何れも御試致候事ニ一定致居候、回座之義ハ十六歳已前ニ候得ハ、願申立被仰付、十六歳ニ相成候得ハ、御届申上被仰付候、引渡・回座とも右之通御試へ不罷出 者も有之 而ハ、重き
　
思召を以被仰出候御規則之相缺ケ候よふ之筋ニ而
難済事ニ存罷在、篤と申会之上申上 事ニ内々
　
御学館方談
し合罷在候形申上候所、
　
孫太夫殿被申候は、御苗字・御所
預御試不致候所、 同列とも御試致候事ニ而 甚気之毒之事故、先同職へ
松翁殿之事也
取合ニ及候所、同列ハ御試ニ不及申伝ニ相成御
試不致、其レとても御苗字・御 預 候得ハ、他もなき事ニ候趣御申ニ付、 御試之義 御家中一同之事ニ而、御試不致候者ハ、 省入不相成程之義ニ候所、回座迄も前条之振合ニ而ハ御規則相消候筋、右振合ニ付ケ 而も、重き御方より御始メ被成置候様ニ仕度義 然ルを御同列様右様之御訳合ニ而ハ、自然重
　
思召之通り兼候筋ニ相至可申やと恐
入奉存候趣申上候所、在々回座も 無之様相聞得 趣申ニ付、在々回座ハ其向 郷校又ハ出府
　
 御学館ニ而御試致候義勝手之事ニ相成居候、愈御試不致候者有之候得は、其レハ心得違之義 御座候、御同列様 相成置と申義ハ、
　
御学館へ別段相通り候事ニハ無御座、
　
御学
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館之心得ハ御一同御試之事ニ存罷在候所、被仰之通ニ而ハ御規則と齟齬致居候筋、何れニも思召ヲ以被仰出候筋 消申さぬ様仕度義申上、猶伯耆殿
江
　
御学館御目附へ御指揮被成置
候事ニ御座候ハヽ、御規則通引渡・回座共御試有之候事ニ可心得被仰渡候より外有之間敷申上候
　
 二月廿日、素読御試、回座 内不心得ニ而不相済居候者十人余も有之、余り多人数之事故 如何致可然や、帯刀殿被申故、旧冬山崎棚 助嫡子御試不致居候ニ付、遠慮申立之通被仰付候、 回座ニ候得共御免等 而ハ 御不平之筋ニ候趣申上候所、御免又ハ不及と被仰渡候御例有之趣被申故 旧冬棚之助遠慮評議之節、先例形
　
御学館へも問合、右之内御免ニ相成候者
ハ、無拠筋有之候而之訳、其他ハ皆々申立 通被仰 候、重き
　
 思召ニ而御家中一同御試 相済 ハ、 奉公難相成と申程之義ニ候故、被仰付候義 的有之評議ニ付 付 事申上候所、孫太夫殿も交々被申候義も 、何れ申会之上 上候事ニ申上退出
　
廿一日、回座不心得 素読御試不致候面々 義申会
　
廿二日、御試之義孫太夫殿へ内談
　
 三月十一 回座不心得 而御試不致者遠慮申立候都合ニ相成候趣、孫太夫殿被 ニ付、遠慮被仰付候と御免との所ハ
議次第、何ニも申立候而御試被仰付候事ニ候得ハ、
　
御学館
御規則立候事ニ而大ニ宜敷候得とも、最初より回座とも此方同列計ニも無之と申立騒々敷相成候所計ハ懸念 存罷在候趣申上候
　
 十三日、回座不心得ニ而御試不致面々遠慮申置、父子共都合十九人格段之義ヲ以遠慮御免被仰渡、早 御試致候様被仰渡候
　　　
 但、山崎棚之助ハ被仰付、回座ハ御免ニ而御不平之筋ニも相当り候得とも、格段之申会ニ而右之通相成
　
廿五日、伯耆殿回座御試之節、
　
 御本堂陰之間三局有之内へ控居申度内談ニ候、外 差障りも有之間敷候や御尋ニ付、此節之回座局ハ平生出席 御座敷ニ而、当時福原忠三郎・梅津隼人助なとも罷出居候事 御座候得ハ、即右御座敷へ控候而可然義ニ 座候 乍去何れ
　
 御学館へ申聞候上ニ而可申上申 所、回座局ハ余り見苦相聞得候、前度ハ引渡・回座共出席 看書致候者も有 所 此節ハ罷出 者も無之由被申候ニ付、只今之回座局ハ館長出張之間と申、御座敷之陰ニ一ト間有之、右へ相定差置候、前度ハ引渡・回座出勤之御座敷ハ結構ニ 候所 御焼失被成 外ニ御座敷も無之故、無拠右一間を回座局と相定 、何とか別ニ
　
御普請ニ相成、如前度引渡・回座とも出席之よふ仕度
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内々申会居候得とも、御財用御難渋ニ付及兼罷在候段申候所、何とか左様致度者之趣被申候ニ付、右御内慮ニ御座候ハヽ、何とか御勘定奉行へ被仰含 相成候よふ仕度奉存旨申聞退出
　
 廿六日、伯耆殿へ申上候ハ、昨日御詞之回座局御普請之義、此節御財用御難渋之義ハ十分差心 罷在候事ニハ御座候得とも、御取立之道 別段 奉存候故、何とか引渡・回
　
御学館へ罷出看書致候よふニ仕度事ニ奉存候、一昨年回座とも
　
御学館へ罷出候申会有之所、御座敷不宜とて相控候よふ
ニ被考、私一分ニ而未
　
御学館方へハ申会不仕義ニ候得と
も、学館長局之二階を引渡・回座局と相定、 同職様御局ハ西ノ方空地へ別段御すつらひニ而、是迄之御局 館長局ニ被成置候得ハ、至極御順宜敷奉存候、御同職様 も甚手狭ニ而中務殿御出勤、御一同御揃 御座候得ハ、既ニ御居り之御席無之、御更衣之間とても御覧之通り之事故 是も毎々御手広ニ仕度申居候、扨書記局之事ハ前以教授局近くに有是ハ遠方へ離れ候而ハ不便利而已ならす、書記之面々ハ多く年若之者故、教授之近所ニ居候得ハ窮屈ニ存候よふ 訳ニ而出精も致候、遠方へ離れ居候而ハ 兎角相撓け、雑談等ニ時刻を移候様之義も有之、且ツ東舎へ被差置候而ハ、別段召使之者付置候振合、又火之本要心等を始 万事不手回し 事而
已多く御座候、愈御局御すつらひ之事ニ相成候得ハ、第一引渡・回座学問ニ相向候事ニ罷成、二ツにハ書記を本之如く教授局近辺へ移候事 罷成、是又出精ニ趨き候訳ニ御座候得ハ、旁結構之義ニ御座候趣申上候所、孫太夫殿乍早速
　
御学
館御財用御難渋ニ付、近来格段被仰渡候旨も有之 得ハ、此方より 勘定奉行へ申含 義ハ、如何之趣被申候ニ付、段々申上候義宜敷と被思召候事ニ 得 右ニ本き申会 御勘定奉行へも私共より示談ニ及可申、 財用御難渋之 ハ、去ル事ニハ御座候得 、引渡・回座学問へ 進めに相成 義 別段之訳合ニも御座候故 御勘定奉行 談柄も有之義御座 趣申上候所、帯刀殿・伯耆殿ニも何とか左様相成 よふなれハ、大ニ宜敷趣被申、入料之事な 尋、何れ昇
神沢昇係
　
御勘定奉行
罷帰
候上
当時支配所行
、申会候様孫太夫殿被申含也
　　　
 四月廿四日、 於
　
御学館昇へ申会済、 昇為差出候事ニ極、
六月三日絵図老中列席へ入披覧、当時長に乗御普請へ取懸り候事ニ申立承知被致、十一月十二日移徒、東家并老中無残夕後より出席被致、長熨斗三峯差出置、酒さし出し祝済ム
　　　
 昇へ申会以前、
　
御学館ニ而一応申会有之候節、御用係
之内此御時節柄御勘定奉行承知致間敷と申者も有之候得とも、昇へ程好申談同意ニ而如是、根元ハ纔之機会に基
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き、事全成れり
　
 三月廿九日、御所預素読御試不致居候面々心得形可承、伯耆殿申含、御試御規定之引渡と申は御苗字も入り居候事ニ候や、
　
御学館心得形如何ニ候や孫太夫殿尋、何れ
　
御学館へ
申談候上可申上申聞、今日御学館へ為申含
　
 晦日、素読御試御規定、引渡と申義ハ
　
御苗字之外と
　
御学
館一同心得罷在候形孫太夫殿へ申上、
　
御所預心得形承り候
義ハ、宇垣左司馬より 談候事ニ伯耆殿へ申上
　
 四月四日 伯耆殿御呼出ニ而、回座素読御試之節、御本堂陰ノ間へ刀持参之事、
　
御学館へ懸合候得とも不相尽、何とか
持参之事ニ致度趣内談も有之、猶書物も直々持参可致筈ニ候得共、頼合ニ而小役人ニ為持可申趣、
　
御学館申条回座とも
漸々御試致候事 相成候所、右之通ニ而は御書物拝見ニ罷出候処ニハ無之、
　
 御学館を嫌候よふニ相成、不宜 被申候に付 刀之義ハ之面々是非とも腰之根へ不差置候得 不相成訳ニも有之間敷、御同職様
　
御本堂へ御出とても、御刀ハ
　
御局之陰へ被
差置候事ニ御座 趣申上候所 詰番之回座 矢張座敷まて持参致候趣、御刀掛も
　
御本堂ニ有之由と申候ニ付、其ノ刀掛
ハ講釈聴聞等ニ罷出候節掛置候義申候 左様ならハそれへ為掛可然、孫太夫殿被申候故、何れ
　
御学館へ可申談、扨又書
物之義ハ直々持参可致仕形ニ候故、
　
 御学館方ニ而も右之通申候事ニ可有之申上候所、引渡ハ小役人ニ為持候、拙者共も左様致 趣伯耆殿・帯刀殿被申、猶是等之事迄引渡・回座差段付ケ候事ニ相成間敷被申候、孫太夫殿回座 御試左様ニ揉
モミ
候事ニ候得ハ、
　
御入部之上回座之御試相止候事ニ申上候外無之被申候故、
　
 御入部之上ハ、猶更文武之道被取立可被成置筈故、第一御試之義、仮令廃居候をも可被相興筋 候所、御任職柄として取受兼候演舌と存候得とも、居ゐて左様被成候と申され候ニも無之候故、先相黙止退出致候
　
 五月二日、先頃宇垣左司馬より御所預 も尋候所、横手ニ而ハ御所預と申
　
御城代も相勤候故、素読御試に不相及
段梅津藤十郎殿御同職被申合候上、横手より之伺へ及挨拶書付同所より差出、院内ニてハ横手へ取り合ニ候而御試ニ不及事ニ心得居候段申来 右両条老中列席 申 、猶回座刀御本堂御縁刀掛へ臨時為掛候義ニ致候段申上、小役人書物持候事ハ勤形頼合等之義不相分ケ無差支為持候事なれハ労煩なしに相成候事故、其通り致如何可有 や申 所 勤形ニ為よふ と一同右申さるゝ事ニ 得とも 左様 而 労煩 相生し可申、本ハ聊之事ニ而労煩 相成候ハ如何 申上候通可然縷々申上候
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 十八日、老中列席へ申上候は、先日被仰含之引渡・回座御試之節、小役人書物持候義勤形ニ候や、又ハ頼合ニ候や之義相分ケ候事ニ而、如何とも労煩ニ相成可申 其詮
　
御学館之義
之常式、 貴賤上下之差等之外、 別段之御仕向有之様ニ奉存候、
　
屋形様講釈へ被為
　
入候節、
　
 御出座被遊候上ニ而講師罷出、講師脱剣致候上ニ而
　
御脱剣
被遊、平生
　
君臣之礼とハ同様無之、畢竟道を御尊信被遊候
御趣意より之事ニ可有御座奉存候 引渡之義ハ、諸事被仰渡等奉行より蒙候義無 所、 試ニ相至候而ハ、学長又ハ詰役支配之前へ出、問 者ハ帯剣 被問候物ハ脱剣ニ御座候、是又畢竟子弟形を以御試を得候故に可有之 、然ルを其書物を上之人を以着席之前へ居候筋ニハ有之間敷、手自持参之趣意ニ可有 奉存候、縦然小役人ニ為持候而も 銘々持参可致筈之者を小役人ニ為持候訳と被存候勤形ニ無之 頼合と申義ハ右より出候事ニ而、全く小役人共自由 申 義ニハ無御座彼等之事ハ何品なり不持候得は不相成候身分之者 、 持筋ニ当り候義ニ候得ハ不為持ニ差置候訳無御座 只右申上候趣意之崩れ 如何と奉存候、私
　
御学館へ出勤申会候而
も、右之通申会候外無御座、因 ハ先申上候通、勤形頼合等之所不相極、何義なし小役人ニ為持候事ニ仕、如何可有 座候や申上候所、
　
御学館へ申会候義ハ先可控、孫太夫殿被申、
猶御同人引渡・回座御試当分見合之事色々被申、拙者壱人ニ而も右之義言上ニ可及との事故、当時
　
 御幼年様中、別而
　
御先々代様より
　
御先代様之御遺志を可
被継置筈、殊ニハ御家中へ学問御勧めし基に候得ハ、
　
上に
御立 成候御方より不被始置候得ハ不相成義ニ御座候事故、何分左様仕度義縷々申上候
　
 六月廿五日、引渡・回座素読 試御取調之旨有之、当分御見合被成置候段被
　
仰出候故、
　
御学館へ申伝候様宇垣左司馬
へ孫太夫殿被申含候趣、左司馬伝 付、
　
 天樹院様重き
　
思召を以被定置候義御見合と申義難済候ニ
付、格段評議之上申上可然 居合人数へ 会之上、手元御政務所へ罷出申上候ハ、只今左司馬へ引渡・回座素読御試当分御見合之義被
　
仰出候趣被
　
仰含候、此に付き、存慮之旨有
之、 篤と一片遂評議奉申上候間、 其ノ間向々へ被
　
仰渡之義、
御猶予被成置候様仕度申陳候所、引渡・回座ヘハ既に被仰渡候、
　
 御学館へ伝候義ハ遅滞ニ相成候而も不苦 孫太夫殿 申候ニ付、追而申会之上 又候罷出申上 ハ、一片共存慮形有之候義ハ、以前申上候通ニ御座 、扨御試之義ハ、第一
　
御学館
ニ而之取扱ニ御座候故、
　
御学館方へ示談之上、重而申上候
段申上、承知被致候
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 但、
　
御学館へ申伝候迄も無之、
　　
 御政事之大節目ニ候得ハ、於一片幾重ニも尽道理申上候義ニ可有之、一片へ申談候所 何れ専務之方へ一応談候上ニ而申上可然 信太慶兵衛取受、因而一通
　　　
 御学館へ申談候上 御評定方は御評定方、
　
御学館方ハ
御学館方、双方より申上候事に申会極、右ニ付
　
御学館
方へ明四ツ時一同登
　
城致候よふ申達
　
 前条左司馬伝之節、手元存慮之旨有之候故、一同相纏候よふ致度申述、御二階へ総纏之上、手元存慮 次第左之通御発
　
素読之御試之義ハ、
　
 天樹院様重き
　
思召を以被定置、引渡・回座始御家中一同学
問へ導かれ候御仕向ニ而、
　
宏徳院様ニも御奉し、無御撓御執行被遊候事故、当
　
屋形様ニも猶更
　
御心を御用御引継可被遊義ニ候所、
　
 御幼年様中、未
　
御初政も不被
　
仰出已前、暫時たり共御見
合之義被
　
仰出候而ハ、
　
御孝道ニ取り
　
御政事ニ於而も如
何之義と奉存候、因而ハ何く迄も是迄之通被成置、右被
　
仰
出は御翻し被遊候事に貫き候迄不奉申上候而不相 事ニ御座候
　　　
右申会、何れも同意同口ニ而、前条之通相決
　
廿六日、
　
御学館方出勤、
　
 文学黒沢先生、詰役支配武藤縫殿、同見習小瀬新蔵人、今泉八右衛門、昨日被
　
仰出之義慶兵衛へ御発致候よふ申聞候
所、左司馬被仰含候故、一通左司馬演舌之上、手元存慮并老中へ申上候始末とも演舌可然、慶兵衛申条ニ付其通致、御学館方取受形承 所、皆以相黙止居候筋ニハ無之申条、因而先御学 ニ而御書載申上 猶御評定方よりも申上候事ニ極
　
 廿七日、昨日申会之 属り候為、
　
御学館へ出勤、助教小
川甚之丞当時病気ニ付 昨日も出勤無之、其余ハ無残出勤
　
廿九日、文学先生・武藤縫殿登
　
 城、素読御試一条 以書載申上候、御評定方纏之所ハ 先輩ニ而可申上義ニ付、慶兵衛罷出 よふニ色々申談候得とも、中々出候心得無 然らハ秋山宇吉なり両人之内罷出よふニと是又品々申聞候得共、慶兵衛手元ニ罷出候様 申条、宇吉并介川作美ハ
　
御学館ニ関り候義故、詰役支配兼帯
ニ而罷出可然、因而手元ニ罷出 よふニと申聞、三人とも推々申条ニ候、ヶ様之義ハ専ら先輩ニ関り候義、乍去互ニ譲り合、何ツ果し も無之、因而ハ昨今なから斟酌を破り罷出候と請開致候上、左司馬同様老中列席
帯刀殿無出勤
　
へ申上候次第如左
　
 引渡、回座素読御試当分御見合之義被
　
仰出候ニ付、委曲ハ
御学館方より以書載 上候通ニ御座候、乍去
　
 御幼年様中ハ御改可被遊義をも御控、御見合 被遊事をも其
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形被差置候義ハ、
　
御孝道に御協ひ之筋と奉存候、
　
 天樹院様御美政、数多被為有候内、取り分第一と奉
数カツヘ
候義
ハ、
　
御学館被建置、素読御試被始置、学問之道御開被遊候
事ニ御座候、右被
　
仰出候節ハ、諸役人無残登
　
城
　
御出座
之上、重く被
　
仰出、御所預ヘハ以
　
上使被
　
仰出候、
　
 宏徳院様右
　
御遺志を被奉セ、篤く御執行被遊候、かく結構
なる御美政、且ツ重く被
　
仰出
　
御両代御執行被遊候義を、
　
 御当代様に相至、暫時たり共 見合被遊候義ハ 乍恐其趣意にハ被為有間敷次第と奉存候 文武之道御取立之義ハ奉申上候迄も無之所、御試之義ハ御政体第一之眼目ニ而、御教化形へも相響、不軽義と奉存候
　
 天樹院様ニ於かれ、 試被定置候も 畢竟御家中一同学問へ相嚮ひ候様ニとの
　
思召より出候事ニ可有御座所、御見合ニ
相成候而ハ、一同之懈りに罷成候、右被 之義ハ、於一片共一人も御尤と奉存 者無之、 領中一同誰ありて奉承服候者も有之間敷奉存候、因而一旦ハ被
　
仰出候義ニハ御座候得
とも、何分是迄之通被遊候よふ仕度奉存候
　　　
 右申上候所、孫太夫殿
　
御学館方申条并一片共申聞られ
候次第可及言上候得共、此上何々と被被
　
仰出候も難
計、且ツ御苗字・御所預ハ御試不致、外引渡ハ御試致候と申義不同之趣被申候ニ付、御苗字も御試ニ相成候事ニ候得は無此上義ニ奉存候、其義ニ 座候得は、幾重ニも申会柄も可有之奉存候、扨此度奉申上候義、被及言上候而も、打重ね御見合と被
　
仰出候義ニ而は、御政事ニ取
り重き義ニ御座候故、御評定・一片而已ニ而も難相済、惣評不仕候得ハ不相成義ニ奉存候、何れ是迄之通被遊事ニ幾重ニも被
　
仰出候様仕度申上退出
　
 嘉永四年亥二月三日、宇垣左司馬相揃御政務所へ罷出、去年中奉申上候引渡・回座素読御試之義、年を越候得共、于今被　
仰出無之、何分御取詰御試被成置候事ニ仕度、回座とも遠
慮差出御免之段被
　
仰渡、早々御試可致被
　
仰渡候面々、其
形罷在旁如何奉存候段申上候所、何れ可申会との趣
　
御学館方よりハ小川岡之丞・武藤縫殿罷出申上候
　
引渡以下御試致候事と極、引渡も此度連々御試致せり
　
是政教之大筋目故、退役之決意を以言を尽せし也
　
沖出米之議
　　
嘉永三年庚戌十月
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 今年凶作と申程ニハ無之所、米価非常之引上、酒を始諸物之値も随而翔貴、不分限困窮 御家中相続成兼候者も有之様相聞得候ニ付、明年沖出米御見合、若不得已ハ穀数を限り被差出候と歟、又ハ雑穀計ニ被成、月並役毎月三十人宛被増置候事ニ改可然、手元存慮之始末縷々一片へ申談候所、何れも同意ニ付、廿五日小田内丈助
御副役
相揃、御勘定奉行近藤瀬兵衛・
山崎甚五兵衛列座之所へ及懸合候所、至極尤之趣申聞ニ而、廿六日清水衛門支配所より帰り之上、篤と申会挨拶致候積
　
 十一月十六日、御勘定奉行 于今挨拶無之ニ付 御勘定奉行列座ニおゐて、清水衛門挨拶形承候所、品々 取受申聞、此方より尽理申談候所、結句にハ、猶又遂申会 上挨拶可致との申聞也
　
 廿一日、昨日手元
　
御学館へ出勤之跡、衛門一片迄今年酒造
常年御定之半石ニ致候得ハ、米直段も引下り可申故、別意なくハ左様致候との申聞有之、別意無き事ニ挨拶致候都合ニ居候趣、今日登
　
城之上伝取、手元存慮ニ候得ハ左様ニハ無
之、今年之米相場ハ入津之船来 次第、春中より自然上りに上り候事ニ而、全く酒屋 も競ふて米買込候為引上 候訳ニ無之候得ハ、縦然酒造半石ニ致候とて、 価引下り候筋有之間敷、却而人気へ差響き不宜義 故、今一応御勘定方へ懸合
ニ及可然申候所、皆々同意、翌廿二日御勘定方ニ而本旨懸合之沖出之事へ、手順付ケ候事なれハ、半石酒造之事為任置候得とも、左もなケれハ、不同意之事ニ申談候都合ニ極
　
 廿二日、夕後衛門酒造半石之挨拶承度趣 付、今昼申会 候通及挨拶候所、酒半石造之事ハ米直段之上り下りヘハ不拘、半石残り候丈
　
 御領中之融通ニ成候事故、本旨懸合之助ケニも可相成存趣、右ニ付、色々双方存慮相論ス
　
 廿三日 昨日懸合不尽ニ付 衛門始御勘定奉行へ及議論、結句ハ引分れ、双方より老中へ申立候事ニ相成
　
 小田内丈助相揃
　
御政務所へ罷出、沖出一条最初懸合之根
元より一通演舌之上、酒造半石之義申上、猶又廿五日重而申上候大旨左之
　
 沖出之義ハ、段々申上候通ニ御座候所、右不極置酒造 之事而已被仰渡候而ハ、却而人気へ差響無詮義と奉存候 諸人今年之作合を相応と存居候所、半酒造之義承 候ハヽ、存之外不作ニ有之候故と取受候者も有之、又ハ半石丈之浮き米沖へ被差出候御仕向と申唱候者も可有之、御勘定 ニ而ハ、酒半石造ニ致候得は、米直段引下り可申、并右半石丈ケ之
　
 御領中融通 可相成考ニ御座候得共 両条とも験し之無之事と奉存候、其詮ハ、春中より船之来候に随ひ引上り候米直段
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ニ而、全酒米之為一時ニ上り候筋ニハ無之、且ツ酒屋とも手之回り候者ハ既に疾く買込、手之回り兼候者ハ見合居、一同買入候義無之筈ニ候得ハ、旁以酒屋 為米価引上り候筋とハ不被存候、然れハ縦然酒半石造ニ被成候とて、来春沖出之勢を持居候米直段引下り候道理無之、若又引下り候とも、誠ニ暫時之間ニ可有 候、扨又
　
御領中酒造一手ニ当り候惣石数
七万五千石、或ハ八万石と申ハ大凡之積りに御座候、右之内八月より正月迄新酒、二月よ 七月迄夏 と半分 考候得ハ、此節半通丈ケ之所ハ既に酒屋とも用意致候筈 仮令三ヶ一新酒 三ヶ弐夏酒といたし候而も 万五千石 三ヶ一弐万五千石ハ既ニ新酒ニ相成 残り而五万石右之半石弐万五千石
　
御領中四十四万人余之十日之飯料ニも満不申、若
かく
聊之米
数融通等ニ可相成よふ無御座候、且ツ御勘定奉行申候ニハ、明年酒不足ニ候得ハ、御他領酒入れ置候との趣、御他領不作之由ニ候得ハ、右入り候 ハ平年より直高ニ可有之 猶手之回り候者は給へ候ても、下々之者ハ給へ兼可申 又
　
御領中
一同へ行き渡候よふニ被成候事なれハ、酒屋〳〵へ配分御預ケ不被成候得ハ相成間敷、左様致候而ハ、酒屋とも家業ニ成候程之直段増不申候得は不相成、其上定 水を折り候様 義も可有之、然らハ買求 者之迷惑差当ニ御座候、下々之者なと汗水ニ成かせき候而も、一杯被下 と申を慰ミニ而其労を
忘れ候よふ之者ニ御座候所、右之通酒不自由ニ而ハ、一同誹謗を興候よふ之事ニ可相成、諸物高価ニ付ケ候而も、酒計りもゆた〳〵と給へ候 致度と申ハ下々之情ニ御座候所 前条之通りニ而ハ、今迄も積られ候なと〳〵唱不申とも難申、御大国ハ
　
御大国丈之御仕向無之候而不相成候所、纔瑣細之
米へ目を付ケ候義ハ、少と如何 調りと奉存候 且又酒直高ニ而不自由ニ成候得ハ、必濁酒造相風流 、弐万石や三万石ハ皆々濁酒ニ潰れ可申、 左様ニ 得ハ、 御国より金を出され、他所酒被入置候丈ケは御不益 相成 其上下々之誹謗を被興無詮義と奉存候
　　　
右申上候所、何れ被申会候積
　
 廿六日、帯刀殿御呼出ニ而、沖出 事ハ何とか可致故、酒半石造之義ハ御勘定奉行申上候通可致被申 ニ付 一応同役談之上沖出之事 手順被付置候得ハ 何分左も無御座候得ハ、御受相難し候趣申上候 、此方ニ而半通り 沖出為致申会ニ而居候趣被申、孫太夫 も明年之所被案候故、多分ニ沖出ハ不相成、員数極候よふニ不致 相成間敷 申 ニ付右御内慮ニ候得ハ 酒 末之事ニ 座 故、 受申上候旨申上退出
　　　
 月並三十人宛被殖置候事は廿五日極、大御番方へ被
　
仰
渡候
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 廿九日、清水衛門・近藤瀬兵衛沖出一条相談致度趣、今日ハ丈助出勤無之ニ付、大山学助
御副役
立会、於御勘定方二階討論半
日
　
 十二月廿五日、沖出之義御勘定方と申会、終熟兼両段之形老中へ申上
　
 廿六日、孫太夫殿より丈助揃可罷出御呼出ニ而、沖出之義同職共限りニ難相決言上ニ及候間 書取ニ致可差出被
　
仰含
　
廿八日、書取孫太夫殿へ差出左之通
　
 御領中今年之作合不同ニハ御座候得とも、平均候得は凶年とハ難申、然ルに、米価非常 立登り、新米盛んに 而も一向相弛ます 諸色も随而高直ニ成行き候ハ、皆以西国筋不作ニ而大坂表米相場引上り、入津之船々値を論せす買行き候為ニ御座候、沖出 沢山ニ候得ハ、
　
 御領中之潤、又 御役銀之上納ニ取り一筋結構なる事ニハ御座候得とも、飯料買求候面々に致候而ハ、他国同様凶饉ニ逢ひ候様之艱難ニ可有之、諸物之価ハ引上り候にハ易く、引下り候にハ難き者故、是又貴賤一同 迷惑ニ相成 、既 大番方并御歩行之内ニも相続成兼候趣 立候者有 右を以も小御宛行之者・小間居候者共窮果候事推シ料られ申候、年之豊凶ハ天地之気候次第ニ 座候故、明年とても是非宜敷と難定候、然ルに今年
　
御城下近辺村村米相場之好きに愛テ、
飯料之差支をも不顧、売払候振合と相聞得候、人情大抵右様之者ニ候故、仙北下筋地回共米儲有之者ハ固トより、儲無之者とても買込置 或ハ姦商ハ此節より種々工夫をめくらし、専ら明春之入船を待居候釣合ニ可有之、 既に競ふて沖へ差出
　
 御領中米不足ニ相成 所へ、万一来春違作等之義有之候而ハ、下地勢之付き居候米価を始、諸物之値弥増引上、米之融通も相絶候而、飢民不出とは難申 此段ハ実以大切 と奉存候、且ツ此通之 価ニ候而ハ、来春より夏迄之間不図騒々敷事出不申とも難申、万々一騒立らしき義少しニ而も而ハ、
　
 御幼年様中御他領へ之差響き甚如何ニ奉存 、仮令左様之義無之とも、米価・物価非常ニ引上り候を其まゝ被差置 御趣意ニハ有之間敷奉存候、右旁々 座候故、明春之沖出ハ御米之外固く被差留候と歟、又雑穀計りに相成置候と歟、不被為得已ハ穀数を限られ 仕度事ニ奉存 、左様被成置 得ハ、米相場も段々引下り窮迫之者とも取締候に相成、人気応し而穏かに可罷成奉考候、今年 役銀 らより見聞仕候所、既ニ常年之両三年分も上納ニ相成候事と奉考候、然は明年之 御見合ニ相成候而も、今年と譲り合せと御覧被成置候得ハ相済候義と奉存候、縦然又難得已義有之候とも
　
御領
中之士庶艱難ニ迫り候と、
　
御役銀入り候との軽重御引較へ
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被成置候ハヽ如何ニ可有御座候や、沙汰之如く西国筋愈大凶作ニも候ハヽ、来秋ニ成候とも本ニハ立復り兼可申、左候得ハ、大坂之相場格別之劣りも有之間敷候故、来秋豊熟御見居之上、沖出勝手ニ被差許候ハヽ万全 義と奉存候、右之次第御座候故 此節より沖出御見合被成置候よふ仕度奉存候
　　　
 右之始末ハ、当十月中より御勘定方へ及懸合候義ニ御座候所、御勘定方ニ而交易之融通形へ相拘り候故、沖留メ之義ハ固トより難相成、石数限り候事とても其取調届兼、并差障り之次第等有之、出来兼 趣品々申聞も有之候得共 多分枝葉ニ相渉り候事ニ而意得仕兼申候、御勘定方存慮之大要 来春 いた 臨時見計 御役銀之上ケ下ケを以出石 多少を相制し沖へ出 崇サに不相成仕向形有之趣ニ候得とも、石数ニ限り無之候得は、其余ニ至り自然不得已勢ニ罷成、纔々分外之出石ニ相成、米相場も益引上可申奉存 、御勘定方申条 ハ、諸国一同米相場引上り候所、御国計引下ケ候事ニハ可届様無之 時之勢無拠趣ニ候得共 凶荒之国々ハ格別
　
御国之義ハ畢
竟沖出より引上り 米相場ニ而、全く作合不宜より出候事ニ無御座候故、其源トを 制され ハヽ自然引下 可申、
　
御政事之義ハ時之勢ニ託し被差置候筋ニ有之間敷
奉存候 又御勘定方ニ而石数被限候御先例無之故、左様
難仕趣申条ニ御座候得共、
　
御領民之為を御計ひ被成候
に、御先例之有無を論候筋ニハ有之間敷奉存候
　　　　
 右沖出之義程好被成置候得は、第一御安堵筋ニ相成、且ツハ別段御施をも費やされす、自然
　
御思慮
　
御領
中一同へ行き渡り候義と奉存候故、尽存志奉申上候、以上
　　　　　
戌十二月
　　　　　　　　　　
御評定方
　
嘉永四年亥正月晦日、丈助揃可罷出、伯耆殿御呼出
　
 旧冬御勘定方と両段ニ而申上候沖出之一条、同職計りニ而申会難相極及御沙汰候所、右評議形尤ニハ被
　
思召候得とも、
時勢不得已義ニ候故、御勘定奉行へ被任置候段被
　
仰出候
　　　
右之通伯耆殿被仰渡候
　
国学へ回座挟箱上ケ候節之議
　
 嘉永四年辛亥二月廿一日、孫太夫殿
帯刀殿・伯耆殿列席
　へ申上候は、此間
被仰含候回座
　
 御学館へ挟箱上ケ候義ハ如何とも難し候義と奉存候 私存慮形相尽奉申上候故、御聞取被成下度 根元回座 も
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 御武芸所へ挟箱并小姓上ケ候事被仰含候節是迄無之事ニ候故、申会相難し候得共、
　
御学館方・回座双方之間一方勘弁
致候得ハ、労煩鎮り候事故、程好く致候よふ被仰含も有 候故、別段之申会を以入口之脇少々広 而、回座師範ニ限、箱小姓とも右 所へ差置、弓内見之節ハ少方のし立際往来為致候事ニ相極め申上候所
被仰含候節并申上候も信太慶兵衛なり
、其節是なれハ、盛
モ
りよ
き程ニ 段御申も有之候 其後又々回座より師範而已ニ而ハ無致方候故、外ニ壱箇なり上ケ置度申出 趣を以、重 被仰含
慶兵衛へ
頗勘弁を以師範箱之外壱箇ニ限り上ケ置候事ニ仕候所、
又重而員数付ケ置 而ハ無致方、員数ましニと被仰含
慶兵衛へ
、限
りもなき申出とハ存候得とも、最初被仰含之節、御武芸所義ハ
　
御本館とも引違候故、左様可致被仰含
慶兵衛へ
有之趣慶兵衛
申伝ニ付、
　
御本館之規則崩れ不申候事ニ候得ハ、
　
御武芸所
ハ不得已事ニ申会、
　
御殿中因循ニ而箱上ケ候姿を以、矢張
御武芸所上ケ候筈と申ニハ無之、上ケ 咎め不 事ニ致取極申上候、右は
　
御本館とハ引違候との御言葉を力ニ致申
会候事ニ御座 然ルに此度 又々
　
御本館へ上ケ候事ニ而
ハ一尺切込候而、又二尺と申様ニ相成、五十年来之規則 崩れ候事ニ御座候、其とも箱上ケ不 候得 学問難成義も有之候得ハ、別段学問之義 己レを虚しくし而教を受ケ候義ニ御座候故、供人多人数召連れ をも減少 箱為持候者も相止
め、繁々出席致候よふ之心懸ニ無御座候而ハ、真之学問ハ成就難仕事ニ御座候、扨此度梅津小太郎致振甚其意を得兼候訳ハ、是迄無之箱を上ケ候に付、従館長心付ケニ及候所不苦趣挨拶、右不苦と申は何れより被差許候事ニ可有之や、若く自由之致業ハ館長を軽しめ候と 取受られ不申、
　
御学館之
義ハ何ソ館長共之建置候 も無之
　
 上之御官府ニ御座候所、ヶ様之致振ニ而ハ、即
　
上を敬し奉
らさる筋ニ相当り可申やと奉存候、寛政已来歴々之面々も看書ニ罷出候得共、終箱之論ニ及候事も無之、畢竟其頃ハ
　
御
学館御取立盛んに御座候而、出勤致 面々 自分之為之学問と心得、謙虚遜譲を旨と致 故と奉存候、且ツ近年迄学館長も勝れ候人物居候為、右様之義生し不申 只今 至候而ハ、私共如き未熟之者而已罷在候故 此度之義生し 事と奉存候、根元自分之為ニ致 学問に御座候故、其身を下研究を第一と可致筈故 座敷等 どふなり宜敷筋ニハ御座候得 も、是迄之御座敷は甚見苦しく、さすか大臣之面々気之毒ニ可有之存候ニ付、御学田御相続 手薄之所 格段之御繰合を以、御座敷別段相すつらへ、机始諸器物迄も不自由無 よふ取調出席致事きよふニ致候所、箱上ケ不申候得ハ難出との申条、ヶ様ニ初より洪大 入りにてハ 一向真実之学問ヘハ趨き可申様無之奉存候、官府ハ官府丈ケ 仕形
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りと申者有之、別し而
　
御学館之事ハ猶更之事と奉存候、尤
主立候者徳有之候得ハ、自然一同帰服可致筈ニハ御座候得とも、一ツハ上之御引立ニ関り申候、是迄有来り候規則之崩ハ、即
　
御学館之衰と奉存候、一体近来世上一同利欲へ而已
目を付ケ候よふ之振合ニ成行き、
　
御学館勤居候者も実心学
問へ一途ニ出精致居 は数ひ候丈ケより無之、右ニ付ケ候而ハ、
　
 御学館ハ
　
御学館丈ケ篤厳に被成置候よふニ仕度奉存候、猶
小太郎親外記同様罷出候節 箱上ケ候事申条之趣ニ候得共偶目ニかゝらす候得ハ、詰役共も知らすニ居 事ニ可有之、一ヶ度左様之事有之とて、其レハ例とハ難致義と奉存候、此等之所篤と御賢慮被為有、宜小太郎へ被仰諭候様仕度所、孫太夫殿其許被申通り箱上ケ不申 得ハ、書物難読訳ニも無之 併段々之次第ニ而申諭 とて 小太郎承 も致間敷故、吟味 筋有之、箱ハ上ケ置 間敷事ニ可申含 申候
　
 小太郎ハ右之通其外 面々出席致度存志之者も有之候得共、同列より被差留、任心不申よふニも承り候 ヶ 之者ハ他へ不拘出席為致申度者ニ御座候段申候所、其れハ勝手ニ出席致宜敷、他よりハ彼是申訳無之筈と被
　　　
 右は、二月十四日武藤縫殿・今泉八右衛門登
　
城、梅津
小太郎押し而
　
御本館へ挟箱上ケ候義ニ而、老中へ申立
候筋有之、即日孫太夫殿より手元へ被仰含候義有之、十六日及十九日又々被仰含候旨有之、手元よりも申上候次第有之、大要ハ回座ニ箱上ケさせよふニ被成度訳なり、是小事とハ乍申、不得不争 付、本条之通申立たる事なり
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献芹録
　
義
安政乙卯九月十四日、於　
政務所月番老中石塚孫太夫殿へ差出候書載
　
 此度マシケ・ソフヤ・クシユンコタン三ヶ所へ
　
御陣屋可被
建置、地形見立参候得共、ヲカムイよりシレトコ迄并北蝦夷共数百里之
　
御持場、
　
御陣屋三ヶ所なとにてハ中々御防禦
に可相成様無御座奉存候、第一マシケよりソフヤ迄之間五十二里余之所、応援 場所無之候而ハ不相成、テシホ之義ハ渺々たる平野ニて大川之源流長く通り、左右前後へ人数を為働、并運漕之便よろしく 且海浜ニハ自然台場ニ可相成土地も有之候故、此所ヘハ是非
　
 御陣屋無 而ハ相成間敷 又 よりソフヤ迄之間とマ ケまて之間、并イシカリよりオカムイ迄、ソフヤよりシレトコ迄之間、北蝦夷地ニてハシラヌシよりクシユンコタンまて之間、及ラツクマカ等皆々守兵無 候而ハ不相成、右数ヶ 之人数大凡三千人も無御座候而ハ御案堵 御固めとハ難申や奉存候、
　
御領中四十里之海岸御警衛之外、右御人勢被差出
候事ニ而ハ 御手配届兼候而已ならす、其費莫大 、乍恐
　
 御国家之御安危ニ相拘り候義と奉存候、若又御人数御減少被成候而は、唯敵之餌 罷成候まてニて、御持場を被奪候上、番手之上下壱人も生きて還り候者有之間敷 況や三厩より松前へ之渡り、ソフヤよりシラヌシヘ之渡り、海防難所ニ御座候上、両マシケ之海路も尋常ニハ無之、但、アツタより浜マシケへ之新道を御きり開き、イシカリよりノフシヤへ之古道を御通し被成候ハヽ、御物入ハかゝり候而も、両マ ケ
（ママ）
ケ海
路之御気遣ハ相省ケ可申候得共、ソフヤと三厩之間を敵ニ遮られ候而ハ、運漕応救之道絶て手足を可出よふも 事ニ相至、
　
 御譜代之御家中皆 見殺ニ被成候外有之間敷 尤文化之度、東西蝦夷地南部・津軽両家へ守衛被仰付 先格も有之候得共、此節ハ其頃之時勢とも引違ひ候事ニ奉存 別而
　
 公儀御達ハ松前・箱館之援兵をも兼 事ニ御座候所 右両所ニ事有ル節ハ、敵も定而龍飛・白神之間 大船を掛ケ、通路を塞き可申、異国之堅艦へ此方之舟にて水戦仕懸 、所謂卵を以石ニ投する之譬ニて、百戦百敗眼前之事ニ御座 、文化之始長崎奉行松平図書頭殿入港之異船を焼打可被成決意て、肥前之軍勢催促被致候得共、諫早豊前鍋嶋七左衛門近所ニ控いて人数を出さす、右異船をやミ〳〵出帆為致候ニ付、
日
 本へ恥辱をかけ候申訳とて図書頭殿生害被致候故、鍋嶋侯ハ
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不首尾ニ相成、諫早豊前鍋島七左衛門以下役人数多重き御科ニ相成候よふ承及候、只今より申候得ハ、鍋嶋之将卒如何ニ猛く候とも、如城堅固なる異国之大船へ無二無三にかゝりていくさを始め候は万々勝利之不相見得事ニ而、結句無謀之戦と相成候、然ルを一途 焼打と御決候は、図書頭殿之血気之様ニ被存候、乍去奉行之指揮ニ不応候より、 嶋家之瑕瑾と相成、 豊前諸役人ハ永く臆病之汚名を流し 、 只今ニも松前・箱館ニ事生し、援兵被指出候節 鍋嶋家之故轍をふまぬよふニと存候得ハ、海上一面立テ並へたる異船たり共猶予不致乗込候外無之、左 致候而ハ 一同無詮犬死 申 、然ハ縦然蝦夷地御警衛御隙明之御沙汰に相成、松前・箱館而已之応援と被仰渡候とも、 無き以前御 数并兵粮・大砲等ハ被差渡被指置候よふニ無御座候而ハ 間敷、又蒸気船同様之堅艦御製造無之 而ハ相成間敷義と奉 右蝦夷地御守衛御行届被為成兼候趣意、并松前・箱館援兵之御手都合御熟考被成置、宜御賢慮被為有候様仕度奉存候 右等 義ハ十分賢考 為有候事ニて、私式愚昧之取受 申上候迄も無 座義とハ奉存候得共、此時勢柄存志を包罷在候筋 之奉存ニ付、存込之まゝ奉申上候、恐惶頓首
　　　　　
九月
　　　　　　　　　　　　
平元貞治
　
 安政二年乙卯十月廿四日奉命于役江戸臨行呈老中中安内蔵殿書載
一、此度蝦夷地御警衛之義ニ付、重く被仰立候ニ就てハ、第一　
 御旗本御備
　
御城内御固めを始、御領中惣海岸御防禦、御人
数割兼而も申上置候通、御取詰御極め被成置、近々被仰付候よふ仕度奉存候事
　　　
 右調は正太・私両人へ被仰付候ニ付、下調出来致居候故、正太へ被仰含候得は宜御座
一
 、蝦夷地御警衛之御人数、是又此節より被仰付候よふ仕度奉存候事
　　　
但
　　
 公儀御伺不済候内ハ、御人数之増減難極候得共、大抵之所を以被仰付被差置可然奉存候
一、大熕御鋳立御尺取有之度奉存候事　　　
 私共蝦夷地より罷帰候節、既四、五挺も出来致居候考ニ承合候所、一挺も出来不申、此釣合にてハ年中ニも数挺出来候事無覚束被存候、是迄御有合之御筒ニて
　　　
 御領中海岸へ行渡兼候而已ならす、御勘定方より取調申上候員数ニても中々行足不申事ニ奉存 況や右之通遅々致 而ハ、明春異船往来之節相成候而も 尺々敷
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備無之事ニ罷成不申とも難申、乍恐御武備御油断之筋ニ相当恐入奉存候、別而蝦夷地へ万一御人数被差出候事ニ而ハ、第一之要器無之候 ハ、頭分之者 受仕罷越兼事ニ御座あるへく候、文化之騒動異国人南部家之台場を望遠鏡 て見渡、弐三壱百目之筒より無之を大笑致候事ハ御記録ニも相 得候、誠に一国而已ならす、
　　
日本之恥と可申候
一
 、前条御人数被仰付候而も、下人を始一身之取始末早速出来候者ニハ無之、旁一日も早く被仰付候よふ仕度奉存候
　　　
 此度私共罷登、心力を尽し蝦夷御警衛御免れ之義取計可申候得共、事之成否 見詰兼候事ニ 座 所、愈御人数不差出 ハ不相成事ニ罷成、或ハ一両年可差出なとゝ申よふ之義ニ罷成候而も、明春雪消即御差渡不申候而ハ不相成、下地御手配御届無之ハ、何 以神速 差 可被為成や、甚懸念奉存候、縦然又
　　
公
 儀ニて御聞済ニ相成候勢有之候とも、一体之義御油断而ハ、
　　
公
 儀より上を料り、手配不被成置よふ之御差積被為受候而ハ、可済事も不済訳無之とも難 奉存候 此所篤と御賢慮被為有候様仕度奉存候
一
 、御省略格段被仰出候ハ、此節専其機会ニ相当り候得共、余
り急卒ニ被成候而ハ、 却而翻り候基に御座候故、 篤と被練置、永久御制度御相続ニて被仰渡之瀆に不相成様仕度奉存候、当時に於てハ御制略之行はれ候大本二ツ有之事と奉存 、二ツとハ、
　
 上より御風化被成置候と、士風を御振ひ被遊候とに御座候、御法度精密を尽され被仰渡、反覆を極られ候とも、大本立タす候而ハ、纔に当座而已にて、不久して破れ申 、又士風不宜候而ハ、御旨趣 体候者少く、是又御制度行はれ不申、抑士風之壊れ 源を考ひ候に恐多き事ニ御座候得共、
　
上より
利に導かれ候御仕向より相始候やニ奉存 惣て産物類御取立等之義は其処置ニ寄、悪き ハ有之間敷候得共 是 以贏利を射られ候よふにてハ 其風不知不識御家中へ推移り申候、姑く一、二事を論 、御利潤御利益なとゝ申事 元是商戸之常言ニて 士たる者之口に載せ候を汚れと存候義ニ御座候所、産物之政行はれしより、其事ニ携 候面々、毎々口実と致 ニ付、自然一同へ伝染、只今 て 頭役之者迄も常談と□
（い、 カ）
たし、怪しきとも不存事ニ相成候□、近頃難敷次第ニ
御座候、加之往年種紙売を他邦へ出され候より 愈以士 商へ御引入被成候筋ニ罷成、是等之義ハ米沢之弊風 て 固り効ふニ足らさる事ニ御座候所、却而善政之様ニ申唱 如何共解し兼候事ニ御座候、畢竟右等之為、或ハ藍売 相成
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或ハ切質を取り、聊も恥と不存諸役之明間有之節ニハ、其役之高下大小を不択混もの、諸方へ潜入、干請の力届かさるを人ニ劣り候心得致候なと、皆以士の気育を取失ひ、廉恥之風地を掃候事ニ御座候、是以て讜論直議朝ニ廃し、鄙態陋情下ニ起り候、是御政体之大関鍵に 、急々御救不被成置候得ハ不相成事と奉存候、救之はれ候術ハ外ニ無之、唯文武之道を篤く御世話被成置、 □託之門を固く被塞 人を選□れ候にハ、端々之役たり共、公道を以被致候に有之歟 奉存候、人々心之趨く所専ら文武と正道とに有之 得ハ 軽薄之習日 に更り、淳実之風月々に興り可申 質素 守因りて、 固く罷成可申、士風既に如是なる上、又上より 風化被成置候得ハ御省略之令不厳して行はれ可申奉存候 私出足相迫り、詳なる義迄ハ申上兼、右大綱而已奉申上候、恐惶頓首
　　　　　
十月
　　　　　　　　　　　　
平元貞治
　
丙辰四月廿一日於江戸宇都宮帯刀殿へ入内覧候書載
　　
覚
　　　　　　
但、以此旨欲入幕府執政内覧
　
 私儀、 昨年卯五月中、 西北蝦夷地検分之命を承、 西地より段々巡見、北蝦夷地へ渡海致候所、旬季後レニ相成 南部ハホロ
アントマリ、 西部ハウヱンチン迄罷越、 其余ハ見分仕兼候故、北蝦夷地全嶋之形勢は詳ニいたし難く候得共、姑く耳目之及候所を以推考仕候に、クシユンコタン之義ハ此嶋第一之咽喉にて、西はノトロ、東はシレトコ岬海上へ遠く出、左右之翼を張たるか如く、其内ハ大なる湾に相成、如何なる巨颶狂瀾ニも港中碇泊之船ハ傾側之患無之由、加之其近浦ウンラ」トマリオンナイ」辺魚利之饒なる一嶋に甲たる哉ニ付、洋蛮も垂涎致居候事可有之 是迄度々渡来、昨年夏中も蛮艦五艘か入港上陸 、縦横ニ徘徊仕候哉ニ相聞候 扨又シラヌシより東ノ方リヤトマリ之間にヒシヤナ□之至険有 陸路通行相絶、リヤト□
（マ）
リよりクシユンコタン之間にシユ〳〵ヤと申あ
りて、三筋之川一所に落合、潮満候得ハ瀰漫沼之如く、潮退ケハ小舟も膠閣し、 又歩して渉んと致候得ハ、 泥濘没腰候故、舟歩共に難渋之趣ニ候 右二ヶ所 難所を控ひ、応援之便利も宜からす、況やソフ よりシラヌシへ之渡ハ十八里 険浪を隔、声援之勢も連接難致候得は、クシユ コタン之守ハ殆んと孤立ニ相成可申や、又他之援を籍らす 其所限り堅固に守候様に手配仕候而ハ、多分 人数無御座候而ハ不相成、仮令大勢差置候而 、海路を敵に被絶候上ハ 囊之口を括られ候如く、空敷冱寒積雪之内に閉蟄罷在候外無之、 順好引揚還り とも 其虚へ賊に被拠候而 陣屋兵粮玉薬を始、貯
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置候品々不残彼か有と成、 要害を固□
（ふ、 カ）
して、 寇之巣穴を作り、
軍須を積んて賊に資儲を予ひ候様之筋ニ相成、進勦せんと存候而も、主客之勢既 変し候上ハ、容易にハ平復いたし兼可申、且又西部ニも大艦を泊し、ハツテイラを寄せ候所等一ヶ所ならす可有之や 候得ハ、出没迅速、飛鳥ノ如く海上を自在に翔回り候蛮船、何方へ上陸仕候も難計 其毎度西よ東よと人数を繰り動し候而ハ労佚所を易ひ、不戦して疲困は空敷彼ニ愚弄いたされ可申、兎ニ角輪戌之客兵等ニてハ参兼候土地かと奉考候、追々之所ハ定而
　
廟堂別段御経略之御深計も
可被為有歟、其迄之間ハ只今迄在住之者を以権宜之御所置も被為有候義ニ御座候得ハ、格別なましい番手 戌兵被差置而ハ、隣国へ之御開説ハ被為立可申やニハ候得共、却而意外之害を生候様之義無之とハ難申、其詮ハ奥戌長なる無骨 士共、何事も一途に思込候気質に御座候得ハ 平生頭々より如何程申含置候とも、異国人共上陸凌轢 態を露はし候 ヽ、竟にハ堪忍仕兼可申や 万々一互に忿争を生し候而ハ 兵端是より開ヶすとハ難申、恐懼至極奉存候、愈左様之期に至一同不顧身命相働候とも、衆寡之勢均しからす 得ハ、全営覆没、徒らに蛮賊軽侮之心を啓き 乍恐
皇
 国御武威之軽重ニ相関り候義ニ至不申とも難申、杞憂此事ニ御座候、総て蝦夷地之義は、海岸一帯之路而已にて 外ニ間
道岐径と申者も無之、或は陸路相絶候所も不少候得ハ、何方を敵ニ被断候而も、救応之手筋を失ひ、互に声息も通し兼可申、右之通一体実備に相成兼候所、人数は交代、諸色之運漕数百里之外へ手配仕、封内是か為に疲弊、自国之警備も行届兼、避荒之為内地之衰ニ相至、其上万々一御武威之軽重に関り候義相生候而ハ、乍恐
　
 公儀御為筋も如何可有御座候や、此義何とか賢宰執之内聴を汚し、霊鑑洞照後日之御含ニ相成候得ハ、一国之幸甚天下之幸甚と奉存候、以上
　　
草稿
　
 私儀、当四月中蝦夷地御警衛被
　
仰付、猶箱館・松前表援兵
をも可相心得被仰渡、難有仕合 持場之義ハ、西蝦夷地ヲカムイ岬より北海岸通シレトコ迄総体、并北蝦夷地其外嶋々一円、右之内元陣屋はマシケへ取建人数差置、ソフヤヘハ出張陣屋取建、夏分人数出張、北蝦夷地応援可相心得、北蝦夷地右同断、三月より八月迄人数相詰、冬分ハマシケ元陣屋へ引揚候様可致御達之趣奉得其意候、然ハ若年之秋異国之大敵を引受、防禦 之仰を蒙候義ハ武門之誉、無此上重畳
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難有仕合奉存候
　
（付箋）
　
「
 或ハ、若年之私へヶ様之重き御警衛向被仰付候義ハ、規模之至重畳難有奉存候」
　
 因而ハ篤く相心得、分限に応 義ハ幾重ニも手配を尽申度存志ニ御座候所、当五月初旬西北蝦夷地見分差越候家来之者共、海陸数百里之行程、且海路風待等ニて時節後れニ相成、持場無残見分にハ及兼候得共、西蝦夷地ヲカムイ岬より北海岸モンヘツ迄、北蝦夷地シラヌシより東海岸ホロアントマリ迄、 同西海岸ウヱンチシ迄見分仕 当九月中罷帰申聞候ニハ、北蝦夷地之義ハ何方迄を境と存し ケ兼候得共、姑く先蝦夷人住居致候所迄を限りと取調、西蝦夷地并嶋々周回共総持場五百十六里余、右之内咽喉之地数ヶ所外ニ守兵を不差置候得は不相成、場所彼此取合大抵二十ヶ所程ニて は其土地により多少有之候得共 大率三千人も無之候而ハ相成間敷是とても十分之手当と難申 況や ヶ所や四ヶ所之陣屋取建候とて、中々実用 防禦ニハ相成可申様 殊 北之義ハ曠漠之土地柄、其要地も亦不少、取分クシユンコタン等之地ハ、異国船屡渡来之場所ニて、警衛至て手厚ニ而ハ不相成、外にラツクマカと申所西浦第一之湊と承候得は、是又厳重之守無之候而は相成間敷、然ルにソフヤよ
海路十八里之険浪を隔、仮令手厚之守衛届候とも、応援之利ハ自由成兼候孤立之土地ニ御座候上、風気未タ開ヶす 瘴霧常ニ深く、寒湿之気骨に徹し、初冬ニ至候而は、氷海と相成、寒中ニハ其地に成長致候夷人共迄も皆穴居不致候得ハ越年成兼候体と聞得候故、夏分計 出張とハ乍申、疫死病亡之者も多かるへく、若又海路を敵ニ被絶候上ハ、極寒積雪之内ニ埋れ罷在候外無之 縦然順好引揚 とも、其虚へ敵に拠られ候而ハ、 陣屋兵粮火薬蔵を始、 貯置 品々迄不残彼か有と相成、主客之勢相変可申、又西蝦夷地之義も、既に場広ニ候上、或陸路相絶え、揆送船ニて風合見定往来不致候得ハ不相成所数ヶ所有之、此他諸嶋も皆以敵之足溜に可相 所と差考趣、惣して蝦夷地之義ハ、海岸一帯之路而已ニて、外ニ間道岐径と申者も無之、其上数ヶ所之海路を抱ひ居候故、何方ても敵ニ断チ切られ候而ハ 群々と相成、互 信息も難相通勢ニ可罷成、若又其ヶ所〳〵救援を不相待 自立之手配致候事ニ而ハ、其人勢莫大ニ可相至 又応援之新道を切り闢き候ハヽ、其労費不容易事に可有之との申条ニ御座 右ニ付、格段評議を遂置候所、私領分四十里 海岸要所〳〵へ人数差配り候てハ、其余り幾くも無之、箱館・松前一方之援兵たり共不一通心配ニ御座候所 何を以広 之持場へ実備相届可申様無御座、縦然格段之御取捨を以可成差渡 成丈ケ之人
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数出張為致候事ニ罷成候而も、交代之間一陪に相成候、右人数兼而其向より御達之通、陸路通行ニ候得ハ入費も不少、其上宿駅之疲弊ニも相成候間、備船等ニ而持場之内、又ハ便利之湊へ着船致候よふとの御趣意ニ相本き取計可申候得共、北海之義ハ至而荒海ニて、漂流覆没之患屡有之 既に文化之度箱館御加勢之砌、家来松野茂右衛門手、六月七日国許能代湊より出帆之所、風合不宜海上に漂ひ、二十五日目にて七月二日稍箱館表へ着船仕候義も御座候、況遠海数百里之波涛を凌き、時々風波之難有 候而ハ、差渡 人数 勧み申間敷、又ハ軍機を取失ひ候事も可有 候ニ付、 時宜ニより入費又ハ宿駅之疲弊に拘り兼 義 や 且又瘴癘之辺土へ家中之者共勤番為致、空敷数多之人命を傷ひ候義、第一難忍事ニ候得ハ、可成丈月数を不累交代申付候外有之間敷 然は年中多勢之往来 於宿駅も不堪労費難立行勢ニも相至可申や、猶又御口達面々、惣て進退駆引応援之便利勘弁いたし 虚飾不流様 実備相整候義勿論之事ニ候趣被仰渡、御尤座候所、国許より数百里を隔候絶地へ、数ヶ所 荒海 打越ひ一条之険路を遙ニ行過、然りも広大之持場を幾許 無 覊旅之戌兵を以守衛いたし、堅艦ニ 大洋を自在に翔回り、瞬息之間如飛数百里ニ出没致候蛮賊を打摧禦止め 前条御旨趣ニ恊候よふ之義如何可有之や、右広大之持場へ勤番之者差配
候得は、其ヶ所〳〵皆手厚ニハ届かたく、彼ハ二艘三艘之船ニても利を択み間を覗ひ、一纏と相成侵掠致 別に奇兵を以陣所〳〵之間 抑ひ、或ハ海路を塞かれ候而ハ、衆寡之勢均しからす、救応之手筋も又絶候事ニ候得ハ、勤番之者共身命を抛チ働き候とも、空敷賊之餌と相成候迄 て 独一国之恥辱而已ならす、乍恐
　
 公儀之御為筋も如何可有御座候や、且又人数交代之入費不少而已ならす、 兵粮諸色を始、 数百里之外へ運漕いたし候事故、其失墜洪大ニて 追々国力衰弊 相続形へ 相拘り候場合至、不得已領中へ軍役等増候事 も相成候而ハ、偏土之貧民益困窮ニ相迫り、遂ニは国家取保も難く 事ニ可相成や、持場之守全勝之見詰も無之上 自国之安危も右 通りニ御座候而ハ、 彼此二ツなから失ひ候筋ニ而、 苦労至極此 御座候、又持場之警衛行届ケ申度心得より、内地之守を不顧 若干之大勢不毛之地へ差渡候而ハ、領内之厳備手薄ニ相成、殆んと本末宜を得さる訳合ニ相成可申やと恐懼至極ニ奉存 其向より家来共迄殊之外迷惑之事も伏蔵致候而ハ、諸事御差支ニ相成候事故、無伏蔵申聞候よふとの御差図 御座候所、心底を残罷在 てハ 右御旨趣ニも不相恊 猶家中之面々空敷瘴癘之為に死亡為致、 且ツハ御警衛向も行届兼候上、 領内衰弊遂ニハ国家之取保ニも相拘、乍恐
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 公儀之御為筋も如何と存候義を夫レ形黙止罷在候而ハ、却而恐多き次第ニ奉存候ニ付、不包存志奉申上候、何分右之段々御憐察被下、私分限に応候御実備に行届候程之御用被仰付被下度、偏ニ奉歎願候、以上
一
 、凡天下之形勢上下和一する時ハ、国小なり いへ共強く、上下分離する時ハ、国大なりといへ共弱し、方に今
　
公武合
体之主意ハありといへ共 勤王・勤幕之浮説起り、
　
 天朝・幕府隙を生る之勢を萌し候、是自ラ間を啓て蛮賊をして之に乗せしむる之理にて御座候、
　
天朝之尊ハ天に二の日なきか如、
　
 日本国中に生を受る者、一人として其臣に非ハなし 誰か之を仰き、之を戴き奉らさらん、又
　
将軍之義ハ
　
 天朝より天下兵馬 大権を委任せられ候得ハ、亦自ラ其号令を守らさる事を得す、
　
将軍之号令を守るハ即
　
天朝 奉重候筋と奉存候 西国諸侯之如く、自己に人数を
　
 京師
江
差出候に倣ひ、御人数被指登可然なとの儀ハ、一応尤
之様にハ御座候得共、京師之御都合既に一着御後れに相成候所、今に至俄に御人勢被差登候とも 其
　
御誠意
　
天朝へ即可相達候や否を知らす、
　
御誠意
　
 天朝へも不達、又
　
幕府之御首尾をも御取失被遊候而ハ、
　
御国家之御安危に取り如何可有御座候や、因而ハ先
　
御誠意
之
　
天朝へ被相達候を主一に被遊、
　
 天朝ニ而御加納之上、時宜を謀り御人勢被指登候とも如何様にも罷成候義と奉存候、尤蛮賊大坂海辺にて上陸、
　
 京師戒厳等之節に臨んてハ 少しも御猶予不被成置、勤王之師を挙ケられ、又ハ時之変により利害を捨て 名義之重を取られ候事ハ固より不待論事と奉存
一
 、愈攘夷之廟算決し候上ハ、海ある国々皆 敵に取鏖戦之覚悟に無之 而 不相成、
　
御領中四十里之海岸、咽喉之
地も不少候所、未防禦之御手配御整無 様 奉存候、蛮艦不意に衝突之事有之 狼狽奔走して之を捍かんとセ 未戦して敗軍之機既に見はれ候、海防早速御整に罷成候様仕度義奉存候
　　
但、御領中海岸御実備御整被成候得ハ、
　　
 天朝之為土を守られ、奮つて蛮賊を鏖にする之義気粲然と相著れ可申、是又
　　
天朝へ之御勤自ラ通徹可仕候
一
 、江戸・大坂海口之守固く、諸国海防行届、蛮賊可乗 機な
53
き時ハ、必意を転して蝦夷之地を侵奪セんと計る事、鑑に懸て見るか如にて候、当時箱館之守備も未全西蝦夷地御領分之守甚御手薄ニ御座候所 蛮賊精兵を以攻入候得ハ、之を戦退する事無覚束奉存候、万一数百年来
　
日本之版図ニ入候土地を御失にてハ、
　
 天朝へ如何御申訳可被遊候や マシケハ西蝦夷地第一之咽喉、ソフヤハ北蝦夷地へ之渡海場、リイシリハ離嶋ニ御座処、固く守らんといたし候得ハ、将卒ハ勿論、大碽・小銃・兵粮・諸器無所残御手配不被成置候得ハ不相成、又援兵を被差出候にハ、西洋製之大軍艦無御座 而 不相成 不毛之地を守らんとして御国内疲弊に相成候義ハ謀く宜 無御座、縦然始終御保チ被成候とも、三十年も経不申候而ハ 物産開ケ御守備可なりにも御行足之様にハ相成 間敷、是又此節に当り、 成算無御座 而 不相成義と奉存候
　　　
 右三ヶ条ハ、当時之御急務と奉存候、速に御処置不被成置候而ハ、乍恐
　　　
 御国家之御安堵ニ相成申間敷奉存候、扨何事に付候而も、 財用ハ先きに相成候処、是迄御時勢無御拠義とハ乍申、 度々御用金穀被仰付 猶又打重被仰付候 ニ而ハ、弐百余年御恩に浴し候御国民とハ乍申、自然不服之心を内ニ抱き可申、不服之心を挟ミ居候而ハ、変ある時に臨
み、離叛之心を生せすとハ難申、民心を固められ候様之御仕向も無御座候而ハ不相成義と奉存候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平元貞治
　　
右は金大之進へ遣、於江戸表
　　
公へ奉差上候
　
 此度
　
幕府より重く御相談被成候義有之、御登之事御達、右
御相談何等之事件と申候義、難料知事に御座候得共、帰スル所ハ夷船之義ニ可有之、 長州海上にて兵端既に開候故、 横浜・品川・神奈川何時異変無 とも難申ニ付、深く憂慮被致候得共、西国諸侯へハ既に号令行はれさる様之勢に相成候ニ付、東国之諸侯を糾合之内慮かと被考候、兵端開候上ハ、海ある国々弥益警備を整不申候得ハ不相成、
　
御当国之事ハ、 箱館・
三厩へ地勢相隣、蝦夷地
　
御領も有之候得ハ、此時勢猶更海
防之御謀略等尽し不被遊候得ハ不相成、かゝる御場合、暫時たり共
　
御国を御動き被遊候事不被為成義と奉存候、況や
　
御領中海岸并蝦夷地御警備被遊候義、
　
 天朝ニて被届
　
御聞御暇御蒙、於江戸へも御直々厳に御断被
遊候義も有之候得は、旁
　
御登被遊候にハ不被為及義と奉存
候、幕府近来之処置形、一体狼狽之事而已多御座候所、乍恐其狼狽之為に
　
御動され候様にてハ、往々とても如何と奉存
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候、
　
 天朝之命を主と被成、
　
御一国之守備を第一と被遊、重く右
之処へ御居りにて、
　
幕府狼狽之号令にハ軽々しく
　
御動き
不被遊候様、伏而奉冀望候
　　　　　
六月廿四日
　　　　　　　
誠惶誠恐頓首謹言
　　 　　　　　　　　　　　
平元貞治
　　
 懐中して登
　
城、一片之内へ示居候内、江戸表へ
　
御病気
被仰立之事に相成候段被仰知ニ付、不奉差上候
　
此度
　
 天朝より飛鳥井中納言様を以、方今不容易時勢ニ付、
　
御用
被為有候故、急速
　
 御上京之命御蒙ニ付、総評被仰付候故、定而何れも大義に拠り候而之評議申上候事と奉存候得共、
　
幕府之催促
　
御病気
を以御猶予被
　
仰立、
　
 京師・江戸双方之間難渋之御場合ニ付、利害を考別段之存慮申上候者も可有之やに奉存 、君臣之間ハ義を視而 顧利、公を守りて不存私、君命召不俟駕行矣、平常猶かくの如 況天下之大事ニ臨み、
　
 命して召され候にハ片時も被遊
　
御猶予候筋ハ被為有間敷義
と奉存候、諸葛亮、郭子儀、岳飛か輩難立去場合ニも君命を
聞てハ万事を打捨、即師を班し、或ハ入朝いたし候、就中岳飛ハ天下恢復微欽帝之柩を還し、敵之都城迄も可踏潰、万世一時之機会を棄、涙を揮ひ、師を班せるハ大義に明なると可申候、縦然君命 拒ミ候而も、天下 恢復致候得ハ祖宗之霊に対し申訳之有之筋ニハ御座候得とも、義之重き所是に無御座候故、成に垂とする大切を擲チ、引返し候事に御座候、大子光弼ハ郭子儀と名を斉しミ致候者に御座候処、擁兵不朝に因り其麾下之将士復尊畏せす、光弼愧恨成疾相半申候卓越之人傑に有之候得共、義之在ル所を取失候故如是ニ御座候、足利時代
　
 御先代様之事を新井筑後守藩翰譜に無二 将軍方なりと書記せるハ口惜次第と奉存候、乍恐
　
 御先代様之御恥辱を御雪き、
　
御後代迄之御忠節を顕され候
ハ此時と奉存候、大義凛然たるハ強大之国といへとも動し得さる者に御座候、関羽か 気ニ凝り は奸雄の曹操も手 付兼候、楠正成・新田義貞誠忠貫目子々孫々皆
　
 王家之為に命を隕し候故、新田ハ後世に至り奕世征夷大将軍と仰かれ、楠ハ其名天地の続き候限赫々と日の本に輝き申候、義に拠りて挙動いたし候得は、一旦其身或ハ国家不利事有之候而も、天鑑昭々遂ニハ其運相開申候、愈被遊
　
御上
京候 ニ
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御決意之上ハ、
　
御病気御平愈ニ付
　
 御上京之義江戸表へ
　
御立寄御届、直様被遊
　
御発駕、何の
不可なる事無御座奉存候故、幾重ニも大義に御本き之様伏而奉冀候、誠惶誠恐頓首謹言、
　　　　　
八月
　　　　　　　　　　　　
平元貞治
　　　
 右は、御用有之登
　
城致候処、総評之義承及候に付、書
載老中へ差出
　　　
公へ差上候、
　
 此度松平大膳大夫様より御使者木梨彦右衛門被遣候ハ、何等之事ニ可有之や知れ兼候得共、愚昧之見を以考候之候に、大率二ツに不出と奉存候、若右二ツ之外ニ御座 得ハ、重大事に無御座候故、御挨拶もいと被成易き義と奉存候、扨右二ツと申ハ、第一於
　
幕府、乍恐も
　
 天子を幽し奉り候様 致業、人臣として傍観可罷在筋とハ不存、此処々
　
 思召可被為有候や之難問 二 ハ 大膳大夫父子乍微力丹誠を以
　
天子を奉輔佐、王道恢復、蛮賊をして
　
神国尺寸之地を踏しめす、長く覬覦
　
 日本に絶しめん之存志ニ候所 一旦不慮之擯斥を蒙り、
　
京
地に足を留兼候よふに相成、何となく奉対
　
 天朝、過激之処為を働候よふ 相当候、其冤長く雪め候事不相成、因而ハ誠意一徹之処貴国之力を籍り
　
 天朝へ通候様仕度願ニ御座候との被仰入、大抵ハ此二ツニ不過と奉考候、扨前条難問之義ニ御座候得ハ 古孔子陣恒弑君に当り、沐浴して 請討之はれ候得共、周室微弱、諸侯不朝もの多く、別而魯ハ同姓之最親き ニ 天子帰服之事あれと 、魯侯朝し、又貢 事不相見得、君臣 体 失ひ 上下倒置之勢に候処、孔子是ニ一言も無之ハ 本末緩急之宜を被失たるよふ之疑無之ニもあらす、是 ハ別段主意有之事ニ候、然ルニ、義に候とて時宜国勢をも不弁、一途ニ功 奏せんと而已致候而ハ、却而事をあやまたれ 歟と存候 義に伏て事を挙、不幸にして事成らす 身死国亡とも非所顧との御存慮ニ候得ハ一応ハ尤之様に候得共 却而道に違はれ候事と存候、方今蛮賊内侵し、勢侵徭禍心を包蔵して、我釁を覗フ、是を譬ルニ、人之身体纔 不和之処あれハ 賊風忽入ルカ如し 此時に当りて六十六州和一戮力肌膚之末に至る迄、一点之釁隙なきか如くするも、猶或 彼に乗せられん事を恐
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る、況や蛮賊を咫尺之地に置なから、国内自相噬ミ、両乕之闘鷸蚌之相持か如きに至て、力を労せすして黠虜ノ為に
　
 神国を奪はれ候様之道 啓き、蛮賊之期する処之術計に陥り、是義なりと称して可なるか不可なるか、貴国に於ても御弁別有るへき筈と存 、弊邑に於てハ微忠 志ハ終始不動事に候得共、漸を以取運候ハ 右忠志の始終達候様之心得に御座候、尊王之志ハ貴国ニ均しく候得共、其由 行フ処ハ一揆にハ無御座候、右之通之主意を以被遊御対可然や、又我力をかりて冤を雪め、誠を通し候様に被成度之儀 御座候はゝ時之嫌疑を不被避置、
　
御上京之上なり
　
 天朝へ被遊上書、其冤を雪められ候得ハ、其義赫明宜を得且ツ仰而天に傀られす、俯てハ天下 諸侯に詐られ候事無之と奉存候事之利害、時之毀誉ハ末なる事に御座 得共 義を本として随而、右之通被成候得ハ、勤幕又ハ因循なとの旁議ハ、熱湯を雪に濺くか如乍チ消失セ
　
御筋義之高、後世迄
も伝可申と奉存候、 右翦劣 取受、 聊御見合之為奉申上置 、恐惶謹言
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　
平元貞治
　
 此度松平大膳大夫様御父子より以御使者御直書被遣候ニ付、不廉立様一通之御返翰被差遣候
　
 思召に被為有候所へ、江戸表より御飛脚参着ニて、御同席様御廻達之
　
 宸翰写被遊
　
御拝見候上ハ、長門宰相様ハ自然勅勘之様ニ相
当候得ハ、奉対
　
天朝御返翰御憚被為有、且右
　
 宸翰御拝見以前之御返翰之姿に被成候義ニ候得ハ、御後暗き被遊様に付、
　
旁御使者旅宿迄
　
此方様より御使者被遣、
　
 宸翰御拝見之上ハ被為及 返翰兼候義御口上ニて被為遊
　
御
断候段被
　
 仰出、一応ハ御尤至極に奉存候得共、凡事にハ明白ニ被遊宜義と、穏に被処置
一宜義有之哉に奉存候、乍恐
　
 宸翰之御旨趣及
　
幕府之御請書拝見仕候所、未居而御征伐被
遊候義とも不奉拝見、此上之御処置如何相成可申や、然ルヲ
　
 宸翰御拝見 申を被挙置 御返翰 断 相成 而ハ 右御口上より機密始て相洩 人心洶々之端を御啓き被 筋ニ相当可申や、天下之人心今以長州を正義と申唱候折柄、前条 機　
御当家より被相洩候而ハ、愈
　
日本全国之動揺ニ可罷成、
且ハ御手切之形を諸藩に御先立
　
御当家より被相露候筋と奉存候、右之通ニ而ハ
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 天朝及幕府へ被為対候而、乍恐
　
御行届之御処し方とハ不奉
存上、又
　
 御国家往々之御為ニも如何と奉存候、御返翰被差遣候ニ付、縦然
　
 天朝・幕府より御察当被為受候とも、被仰開之御辞ハ如何様も被為有候事ニて、長州征討之機を御洩し御察当を被為受候に比し候得ハ、軽重懸隔之義と奉存候、扨又御使者に参候木梨彦右衛門に致候而も、四百里外之西国より遥々 直書持之処、旅宿迄御口上而已之御返答にてハ、君命を辱め候義に候得ハ、何く迄 直書之御答を相願、或
　
 宸翰之御旨趣不承候得ハ承服相成兼候なと推々申上、其品により一命ニ懸申立候様之義無之とも難申、其期に至、右御使者承服為致為引取候御見居被為有候義ニ可有御座候や、右
　
御口上之御使より、平地に風波を起し 様之義 之候而ハ上ハ
　
 天朝へ被為対、下ハ列国へ聞得候而も如何と奉存 、穏に御取扱御帰被遊ハ即
　
 天朝へ之 勤ニも相当り可申、愚臣等一同評議奉申上 通に被
　
仰出候様、伏而奉懇願候、誠惶誠恐頓首、謹白、
　　　　　　　 　　　　　　　　 　　
御勘定奉行
　　
御評定奉行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
御副役
　　
各々姓名
　　
 右は評議之上拙者・織衛御広間畳縁へ引取、拙者草案、織衛処々添削、老中へ差出奉入
　　
 公之尊覧候処、理兵衛・織衛・拙者・為吉・内之丞・吉左衛門・重太郎陰之間へ被召、 色々御尋、 織衛 拙者交申上、理兵 ・為吉も申上、
　
御思慮之上申上候通被
　
仰出候、
　　　
 京師大変有之、登
　
城可致段将軍野へ申来、野装束之
まゝ直々登
　　　
城、存慮之次第左に奉申上候、
登
　
城途中
之腹稿也、
　
 輦穀之下大変有之上ハ神速に勤王之師を被挙候ハ固り申迄も無之候所、爰に疑に相渉候一事有之候、当時長会二侯先する時は、人を制し、
　
 天子を挟て諸侯に号令する之謀を出候者未た何れと難相分候得ハ、
　
 天子何方に被遊
　
御座候とも難定候、姑支那之先蹤に照らし
論之候に、周室之難を聞や否斉桓公即師を挙たるにハ無之其宜を見定め候上、一匡之功 成襄王出て鄭に居を聞や否、
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晋文公即師を出せるにハ無之、力を養、静に師を興し、勤王之功を遂たり、孔子二公 於而師を興し、遅きを咎めす、又鄭之子皮子産、其父皆賊之為に被殺たるを、子皮は不取敢兵を起し、 産ハ倉庫を封し、始末を合して兵 興候所、最初に駆附たる子皮賊堅固之所へ楯籠りたるにより攻あくみ、帰りてハ財宝不残被奪取、子産ハ始末よき より賊 滅し財宝一も不失、二人 情一ハ父之急に速に走り、一ハ本 固めて功を遂、讐 復 各一理有之候 当節 勢 以論すに、
　
 天子之
　
御座所分明不致、命を矯ル之侯誰たるを不知、御取
急き
　
 御上京、万一誤て矯命に御従にてハ、万古朝敵之
　
御名御雪
之期無御座候、因而ハ
　
 天子 御座所聢と御聞定之上、御国之御固めを丈夫に被遊、御首尾を御整之上、凜然たる 義兵を挙られ候ハ、御万全と存候、惶恐謹白
　　　　　
七月三十日
　　　　　　　　　
平元貞治
　　
 右は、操練被
　
仰付候ニ付、将軍野見分ニ罷越居、直々登
城、筆を執て書載いたし、一片へ入披見老中へ差出
　
 凡国家之盛衰は、人心之向背に有之、人心之向背ハ義理之当否に有之候、其所為義に出られ候得は、人心令せすして自ら振ひ、其所為義にかなはれす候得ハ人心瓦解、厳 ありといへ共用られす、人心苟も興起いたし候得ハ、一国一致手足之心に従フか如、水火といへ共赴かしむへく、人心瓦解いたし候得ハ、風人之我手足といへ共吾心之自由に成兼候如く国勢卑以衰弱仕候、此度
　
幕府使者へ之
　
御挨拶形にハ定而
　
御
深慮披為有候而之義と窃に奉愚考罷在候得共、人々一同疑惑を生し、又ハ人臣之情乍恐深く
　
 君上之御身を奉案上候心得より、万一江戸
　
御立寄御切抜
ケ、
　
 御上京被遊兼候様之義相生 ハ 乍恐幕府之制御を受させられ、
　
 天朝へ之御忠節不被為立、長く汚名を被為受、一国之士民皆解体、再其心を収められ候義不相成事と奉存候、又筑波
江
楯
籠候面々 其所為過激に似たりといへとも、其本心を原ね候に、
　
幕府因循姑息之政にて、蛮賊拒絶之期不相見得を憤、
　
天子攘夷之
　
 叡慮貫徹いたし、
　
日本之大患を除んとの志より出たる事に
も可有之処、万一右討手等御蒙にてハ 乍恐罪を天下に受さセられ、一国中世禄之臣といへとも不奉承服、為上竭力候義
59
無覚束奉存候、是
　
御国家盛衰之一大関鍵にて、実に御大事
之御場合と 又
　
京師之義も
　
 禁内無 別条長州勢敗北と聞得候得とも、其虚実未可知、或ハ
　
幕府人心を鎮め候一時之権謀に出候も難計候、先月三十
日書載を以奉申上候通、
　
 御取急き被遊
　
御上京候御場合とハ不奉存候、右段々奉申上
候義は、愚臣一箇之存慮而已ニ無之、十人ニ十人、百人ニ百人と申程深く憂慮罷在候事ニて、愚臣義ハ深く眷注を賜り罷在候ニ付、愚臣に因りて面々之忠言を通し度心得より代〳〵愚臣方へ罷越 其憂慮を陳候者数人、或ハ顔色を変言を励しいたし参候者も有之、畢竟
　
 君上を深く奉案上候忠志より出たる事に御座候 肝を披き胆を剖き、且ツハ衆臣に代りて奉言上候、幾重にも御采上に相成候様、伏而奉冀 、誠惶誠恐頓首謹白
　　　　　
八月
　　　　　　　　　　　　
平元貞治
　
　　
右、一片へ入披見老中へ差出
　　
公へ差上候
　　　
元治元年重陽於江戸上書
　
 今日御老中へ被遊御逢候、
　
幕府之御用筋如何様之事と申義、
私共可料知事にハ無御座候得共、多分は当地
　
御滞留之御沙
汰にも可被為有やと苦心罷在 、
　
御発駕以前にも奉申上候通、万一被遊
　
　
御上京兼候様之義被為有候而ハ
　
 天朝へ之御忠節不被為立、一国之士民失望 事に可罷成、右奉申上候義ハ、独愚臣一人而已ならす、評定・一片共よりも奉申上候事ニ而、私始不才之者共とハ乍申 重き御場処へり被召使罷在存志一轍に御座候得ハ、外群臣之存候処も是又同し事と奉存候、扨当時之形勢を以算計致候得 、長州誅戮を受候事と相成、筑波浮浪 面々も逃散と相聞得、
　
 天朝ハ将軍へ諸事如旧御委任、諸侯国々へ 差下候御眷属再被差登候様之御沙汰も御座 得ハ
　
幕府之権勢再本に復し、
先ツハ不動様に罷成候得共、時之形勢と申ハ知見 量度に難及者ニて、晴雨之定なきか如く 意外に変候事まゝ有 者に御座候得ハ、往々如何なる形勢ニ可相成候やも難計候、独義に於てハ終始屈撓無之者ニて、如何様之事変に遇候而も、義之正 御居り被遊、大山 動かざる くに 縦然一旦ハ御難渋之事 為有候而も、大本正し 候故、終 御貫徹に相成、不傀天地不作人様に被為成、群臣軽輩に至迄一段尊崇之心を興し、甘んして身命を抛御奉公申上候事 罷
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成、
　
御芳名も後世迄人々奉仰候様に可罷成奉存候、因りて
ハ、
　
 御上京之
　
思召重く御居り、聊も御動き不被遊候様伏而奉冀
候、扨又右 通御居り被遊候而も、
　
幕府におゐて
　
京師御守衛之義ハ 別段御都合も被為有候ニ付、
　
 天朝よりも不及上京御沙汰ニ候故、
　
将軍上京中江府之御取
締御頼との義にも候得ハ、別ニ被
　
仰訳候御辞も不被為有様
にハ御座候得共、江府之義は何ソ
　
御家に無之候而ハ 相成
ト申 も無之 、尤奥羽之大諸侯ニ而御択ニ候得ハ、御当家并ニ仙台侯にハ御座候得共 普代家ニて拾万石以上ニ二、 三頭へ被命候義に御座 得ハ、 江府守備之都合ハ整可申必しも
　
御家而已を主と被成候筋ハ有之間敷、若御老中推而
被申候義 有之候はゝ、
　
 京師諸大名御守衛、当時より被相止 御趣意に御座候や、左様なれハ、天下之諸侯へ御布告無 座候而ハ不相成、又 布告ニ相成候上 同席 面々如何なる所存無之とも難申 私義当十月より之勤に相当居候所、未た布告も無之内上京ニ可相及御達有之候とて、其侭御受罷在候而ハ、天下 同席へ対し失面目候、何れにも一応上京後して天下へ 相成 上、三ヶ月之勤未満已前たりとも御達に随ひ罷 可申候、如是被仰立候而も、猶難し候筋も御座候はゝ、
　
輦穀之下大変有之、
　
 天機為伺早速番頭・勘定奉行為指登候得共、猶又直々上京御伺不申上候而ハ、君臣之義におゐて相済不申に付、是非上京之決意ニ御座 、尤罷下候上は、江府之御用承可申、右上京之間長々にも有之間敷事故、此段可然御執成頼入候、右之通被
　
仰立候はゝ、老中に於ても誰々御止め被成候辞も無之義
と奉存候、此度之御一着ハ永久之
　
 御名目、且ツハ御家中之向背へも相関、実に御大切之御場合と奉存候ニ付、甚た差越候義迄不残心底奉申上候 御采納被成下候得ハ、独愚臣壱人 幸 無 、於群臣も一同難有可奉存候、誠惶誠恐頓首謹言
　　　　　
九月九日
　　　　　　　　　　
平元貞治
　　
 九月十日、御家老宇都宮帯刀殿へ私義於御国表度々被召候義も有之ニ付奉願候、昨日存慮之次第、以書載奉申上候得共、猶又於
　　
 御目通奉申上度筋御座候故、乍恐御遇之義被仰上被下度申立候
　　　
右は、休日に候得共、塩谷弥太郎殿も出
　　
殿被致候ニ付、列席へ申立
　　
同十一日、以御用人石井宮作明十二日昼被遊
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御遇候段被
　
仰出候ニ付、老中へ為知置
　　
 同十二日四ツ時過、陰之間へ被召罷出候所、先日以書載存慮申聞、深切猶又申上度義有之趣、存慮丈申候様にと
　　
御意ニ付、奉申上候次第左之通
　
 当九日奉申上候義、差越候事迄も奉申上恐入候、今日奉申上候義も
　
御耳に奉逆、
　
 思召ニ奉逆候様之事無之とも難申候得とも、私義深く
　
御目
を被懸下被召使 ニ付、分寸ニ而も
　
御為に罷成候義ハ奉申
上度、日夜念々不相忘罷在候、
　
思召に奉逆候を差考相控候
而ハ、心底不残申上兼候ニ付、恐入候義迄 奉申上候、
　
御
発駕以前江戸へ御立寄被遊 而ハ
　
御滞府に可被為成やと
御家中一同奉案上、夫れ〳〵上書仕候も有 、血気にはやり候若者共、又 意地強き僻なる所存之者共にて右之通と にも無之、評定・一片に於てハ、約せすして同存慮ニ有 、殊にハ
　
御苗字之面々より申上候筋も有之候得ハ、先ツハ国を
挙て同所存と申程之事に御座候、右衆心 御 被遊 而ハ、往々に取り如何可有 座やと奉懸念候
　
 御入部以来
　
御城下在々迄も明君賢君と奉称罷在候ニ付候而
ハ、弥増威裁仕候様仕度義と奉存候、上と下との事に御座得ハ、被
　
仰出、又は思召之所へ有誰可奉違背様無御座候得
共、心服と心服せさると て事有節格別違有之やと奉存候、
御一国中之人心甚敷申上候得ハ、煮ひ立候様に罷成居候、之を御鎮被遊候にハ日数之長短ハ兎も角も、被遊
　
御上京候に
無御座候而ハ不相成、
　
幕府之義は被仰達通被遊御受候而も、
　
京師大変有之、以使者奉伺
　
 天機候得共、直々上京不奉伺候而ハ心中相済不申、御守衛之為召連候者共ハ当地に相残、為名代家老へ差揮形申含不遠罷下、 此表之御用可相勤 故、 何分其間御猶予被下度段被仰立、猶松前様之事ハ御継間にも被為有候故、内々 情実を尽され、御談被遊候ハヽ、如何様思召通可被為 やに奉考候、只今之形勢を以申候得 、
　
御上京之事は此後当分被為有間敷、
此度之
　
御上京御取外し被遊候而ハ、再御取戻し難被為成義
と奉存候、扨重畳恐入候義なから、
　
御家に御生れ被遊と、
　
御家を御継被遊たる差段無之にも無 座候得ハ、衆心を御失ひ不被遊、 一国中愈威服仕候様伏而奉願、右奉申上候所貞治申処其理有之候故、篤と思慮可致と
　
 御意有之、難有奉存候段申上退出、老中列席へ右之始末申陳置候
　　　
演説覚
　
私事不肖之身を以
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宏徳院様以来
　
御三代深く御恩を戴候次第ハ、文政八酉年
　
 宏徳院様被遊
　
御入部候節、私拾六歳ニ而大小姓相勤、
　
御
座之間に同番之者四、五人同様黄昏之頃相詰罷在候所へ、以児共御小姓平元貞治は誰之子に候や
　
御尋ニ付、手を突平
伏、官蔵
私父始之名
子ニ御座候と奉申上候、其後
　
御仏詣之御供両
度、
　
御鷹野御供一度相勤、拾九歳之七月中御学館書記被仰
付候、右御供之節ハ御両三言位之
　
御尋等有之、殊に
　
御鷹
野御供之節矢橋
　
御屋敷御昼にて
　
 御庭前へ御供に相回り、蹲居罷在なから御庭之景色宜に心浮かれ、見回し居、不図
　
御上之御方を奉見上候処、
　
 宏徳院様私顔を熟々御守被遊候ニ付、恐入 伏仕候、右等之事ハ偶然に可有之やにも候得共、私心中に 乍恐
　
御目を御
注き被下候故かと難有存罷在候、是等ハ自負らしき事なから、心に有まゝを御話いたし候、
　
 同御代様弘化三年正月中、私義詰役支配見習被仰 同年六月中詰役支配被仰付、
　
憲諒院様御代ハ、衆目之見る通、格段渥き 恩を奉戴
　
 御当代様に至候而 三御役兼勤被仰付 殊 御軍事方頭取之義は、是迄無之 役を新 被立置、私始て被仰付 猶陰之間へ被召候而、
　
御懇之
　
御意を蒙、其後とても度々被召、
表方御役にハ此類無之、且不束之存慮奉申上候得ハ、毎度
　
御聞上被成下候義ハ実に無疆之御洪恩と可申、右ニ付候而ハ、聊にても御為筋と奉存候義ハ奉申上、御洪恩之万分一を奉報、且ハ
　
御先代様之御眼力不奉汚様仕度存志一筋ニ 座候、抑此度
　
 御上京之義ハ、 領国上下一同奉渇望罷在候 付、愚 之次第書載并於
　
 御目通奉申上候、猶又存志之次第貴様迄話置、折を以
　
御耳
に達候様仕度願に御座候 世間 誹議を免れ、又ハ自分 説を立候なと之心得より若く申事に 聊無之、唯
　
御一国之人
心を一致被遊候様仕度愚存より之 ニ御座候、天子 事天之礼あり、諸侯ハ天子に事る之道有之 上其上に事るハ、即下をして亦其上に事しむる所以に 座候、晋文覇者之仮仁者にて王道とハ違有之候得共、咎犯民未知義王を納られ可然との言を用、襄王を都へ帰らしめ 晋国之人民皆上 感戴するの心を生候、況や
　
御誠意より
　
 王朝を御尊被遊候実相著れ候得ハ、一国誰か 服之心を生せさる者有らんや、若も此度
　
御誠意之実不相著候而ハ、恐ら
くハ、群下心服之志深からさる様可成行やと是而已深く奉懸念候、猶明主上に在候節ハ献言之者必多く 歴世治を志候君
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ハ、皆下をして言しむる様に被仕向候、下之言を塞くハ水を防に同しきと申候ハ国語ニ相見得、漢之高祖、唐之大宗之如き、宏略聡明万人之上に出候ハ、臣下之諫皆十分心得中之事なれ共 悦んて納之、唐之玄宗開元之始 政事に心を用候節、号休数諫たるにより、左右休為相より陛下痩せられたりと申せし時、吾雖も瘠天下肥たりと被申たるか如き、是又能納諫と可申候、右等之義ハ、
　
 上に於せられ 十分御案内被遊候事にて、私なと之多言を待さる義ニ御座候得共、愚陋之心難自止くた〳〵敷奉申上候事ニ御座候、扨又
　
天機御伺外御大名様に無之所、
　
　
 此方様而已
　
御直々被遊
　
御登候ハ如何之様に御座候得共、
昨年中被召候を
　
 御病気之為不被遊
　
御登義にも御座候故、是にハ外様とハ御
差段之筋も有之よふにも被存候、暫時被遊
　
　
 御上京、御下り之上御当地之御用御勤被遊 得は 両全と奉存候、且ハ
　
 御一国之人心も相定り候故、旁之義と奉存候、群臣万民之上に御居り、却て下之気を御取り 遊 ハ、上下顛倒之様にハ御座候得共 書之吾臨兆民若朽索之馭六馬及可畏ハ民 非やと申を始として、人心を失はさる心得ハ聖王賢君歴代 て
も同しき義にて、是又十分被遊
　
御心得候通に御座候、又
　
 天朝へ
　
御心を御はこひ被遊候義は、当時形勢引違候とハ乍
申、
　
幕府之悪みを被為受候よふ之義ハ、乍愚考有之間敷や
とも存候、且当時
　
一橋公を始、晋代之御面々
　
京師御固め之事に御座候得は、外様之御方様被遊
　
 御上 候とて、外に御気遣も不被為有筈やと奉存候、唯一ツ之懸念ニ御座候義ハ、被
　
仰立柄に寄
　
幕府之忌に触れ、長
州征伐之方へ 人数被差向候なと有之候ハ杞憂致候迄に御座候得共、容易に左様之事も有之間敷、又忌 触さる様之被
　
仰立柄も可有之、何れにも被遊
　
 御上京候而 、長く
　
京師に御滞留不被遊候よふに候得ハ、
旁万全と奉存候、前条 通
　
 御代々様御洪恩に浴し候得共、愚昧 私御役を汚し居 丈之勤ハ何一ツ出来候事も無之 せめてハ心に蓄ひ 計も
　
 御上へ通し奉り候様仕度存志より、如是 談致置候事 座候、以
　　　　　
十月
　　
 右は十月八日秋山此治へ差遣、此治同日当番ニ而御酒被召上候節、演舌ニ而委曲奉申上候、至て御和らき御聞取被遊候故、翌九日此治より申来
　　
右之段弥太郎殿へ申上置、猶此演舌書指上候
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 御納戸役之義は、御側両役へ諸事相談之上に無之候而ハ取次不申上振合ハ差心得居、猶表方より申上候事ニ候得ハ、老中之手を経不申候得ハ不相成事に候得共、既に書載ニ而申上、且ツ於
　　
御目通より奉申上候事ニ而、猶も被遊
　　
御上京候事に致度心得より如是此治へ談置候、
　　
 御上之御為を存込候義に候故、近臣へ談候義も義 戻り候筋にも無 、決意有之如是
　　　
 元治紀元甲子十一月、西洋銃隊之義ニ付、自江戸御国表御軍事方同役并副役へ申遣候始末、并十月中於藩邸帯刀殿・弥太郎殿へ差出候書載
　
一筆致啓達候、
　
 屋形様益御機嫌能被遊御座恐悦至極奉存候、然は此度御供にて罷登候面々并江戸定居ケヘル筒稽古被仰付 ニ付、先頃評議之節御勘定奉行、侍鉄砲并御足軽共同様不被仰付候得ハ不相成候存慮ニ付、拙者処存之旨申発候ハ、御足軽之義ハ罷登候御物頭へ被仰渡候とも、是非
　
 御国表同役へ相談不致 得ハ 御受不相成候筈、又侍鉄砲之
義は嗜芸と引違、
　
 浄光院様
　
思召をを以、相馬兵助被召抱、諸士之二、三男を
門人に被仰付、 術秀候者三拾人其流を以家職に被仰付、
　
御高回御警固に被召立候者に候得ハ、容易に御受仕間敷、又小筒方支配頭被立置、諸事之義支配頭へ被仰渡、支配頭より師役へ申渡、一同へ申渡候義に候所 此表に罷在候五人之者共へ被仰渡候義ハ、於上御筋違に候、又三機局住を加ひ、四拾余人にも可有之、追々御家中一同ケヘル稽古被仰付候様之事にも候得ハ、右四拾余人相除候とも御人勢に不足と申事にも無之、ねらひ打等之御用に被存置 苦かる間敷、扨又当時罷登居候御警衛士之内、指矢執行致候者七、八人有之拙者隣御座敷に大井慶之助罷在 ニ付 所へ打寄朝夕夜と今度日々無怠稽古罷在 、折角上達致候芸術を御指舎
（捨）
、別段
ケヘル之稽古被仰付候而ハ、既 成 芸を廃し、心に染さる別段之芸を執行致候事にて 結句御用に相立申間敷 差矢之義ハ其処により敵を制 手配も有之旁故、此面々ハ相除可然申談候得共、何分相談執兼 ニ付、不得已区々 て老中
江
及
沙汰候所、老中より
　
 上へ奉申上、侍鉄砲 義は追々被仰出候義も有之 此度は先其まゝ可差置、指矢執行 者共ハ、右稽古為廃 筋に無之、一通外面々之通ケヘル稽古と被仰渡、差矢ハ是迄之通稽古可
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為致段被
　
仰出候、扨其後御勘定奉行・御副役・御用人・御
膳番立会評議致候節、今既に合戦相始、何時如何成義無之とも難申、片時猶予難相成時勢に候故、御国表御家中も一同被仰付、猶御足軽とても此節よりケヘル隊に不被成候得ハ不相成段、御勘定奉行并御用人も多分右存慮ニ付、其にてハ事を急に被成 却而延滞被相成候筋に候 衆心篤と落合候而之上に候得ハ、指礙 不生事、遅きに似て却而早き様之訳も有之始末縷々申談 結句ハ拙者一分限之存慮書取 御勘定奉行・御副役・御側両役へ入披見候上 老中へ差出候所、
　
 上へ両段之存慮被申上、拙者老中迄差出候書取奉入
　
御覧候
所、拙者存慮至極尤と被遊
　
御意候段、御用番弥太郎殿被仰
渡候、右等之義は、定而御国表御評議に可相成候ニ付、御心得迄右書取草稿差添如此申達候、愈右 堅固 勤珍重存候拙者無異相勤候、恐々謹言
　　　　　
十一月十一日
　　　　　　　　
平元貞治
　　 　　　　 　　　　　　　　　　
（花押）
　　 　
志賀為吉殿
　　 　
細川官助殿
　　 　
樋口忠蔵殿
　　　
書取左之通
　
 此度定居并御警衛士御足軽へ西洋銃稽古可致被
　
仰出候義
は、火縄筒を雷管銃に被換候義に御座候や、又御足軽迄此節より西洋隊に被成置候御趣意に可被為有候や、定居 警衛士而已西洋隊に被成置候義に候得ハ宜御座候得共、御足軽之隊迄此節より皆改而西洋法之如被成置候義に御座候得ハ、色々御差支之義可有之やと奉存候、第一御物頭へ被預置 組々二十五人、二十七人之不同有之、右之内幼少ニ而組内 於て其勤をかつき 名前計員数に相成居候も有之所、西洋法之如く被成候得ハ大隊小隊 人数都合不仕、加之命令官・左右教導・押伍何れより被指出候や、若与力之心得を以士分之内、或は二、三男より被仰付候とも、此度被差登候百人之鉄砲御足軽ハ、外組よりも足し合被差登候事に候得ハ、御国表 罷在候頭并ニ組内へ対 而も、軽輩とは乍申自己 御受も相成兼候筋、御供被仰付候御物頭 御国表同役へ相談之上に無之候てハ御請難相成筈に 、扨御国表へ申遣 とも、多人数之同役品々難候義は固り、又順好一同御受申上候而も法之隊に被成置候にハ、御足軽之員数不増置候而ハ隊を成事出来申間敷、与力之義も前々より品々難 次第も有之候所、御足軽教導押伍等に罷成候者ハ、急にハ無覚束奉存候、又、御警衛士之外御家中一同西洋銃稽古被仰付 御軍制 一変成置候義に御座候得ハ、此表御同職而已にて御極にハ被為成
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兼可申や、定而御国表武者奉行之御方へ被仰達、御軍事方・一片共へも評議被仰付候義にも可被為有やと奉存候、左様にてハ中々急段御取纏と申事にハ難被為至奉存候
　
 思召にて、被
　
仰出候義ハ一同可奉畏候筋にハ候得共、其事
により銘々尽存慮奉 上候事も有之、別而御軍制之義は
　
御
一国之強弱へ相関候重き義に御座候得ハ 一片へも十分存慮を被為尽、其上にて御裁断不被成置候得ハ不相成筋やと候、凡事にハ順序有之、又御はこひ之御手順も有之候所、若も御迫切なる様之御処置被為有候てハ、如何可 やと奉懸念候、別而御国表当節之人気如何可有之やと存候御場合 重き御軍制之義を評議不被尽置、於御当地 一定ハ、 人心愈激発可仕合等之所 篤と 賢考 成置候様奉希候、頓首
　　　
右申遣候所、至極尤にて同意之趣返書申来
　　
帯刀殿列席にて、弥太郎殿其許書載、
　　
 上被遊
　
御覧
　
御内心より被遊御感候御容子ニ而、貞治申
処至極尤と被遊
　
御意候段被申候、猶弥太郎殿畢竟被申合
宜故、右之通被
　
仰出候事にて於同職も大に安心致候と
申候
　　
 元治甲子十一月十六日、於江戸表徳陰之間へ被召、
　
御意
にハ、相談致候事有之候、不得已上京相成兼、人数之内手分為差登候、少勢にハ候得共
　
御守衛相届可申や
　
御尋、
小勢にハ候得共 武芸秀達御撰之面々一隊に御座候得ハ、一働ハ相成可申候、又体により二手に分ケ指向ケ候様之
　
御指揮無之とも難 罷登候上は、山崎・石山辺を始、地理をも巡見致候心得 御座候段奉申上 所、
　　
 九門内 見置不申候 ハ相成間敷、乍少人数何分
　
我等
忠誠形相達候様可取計
　
御意ニ付、乍不及
　　
 思召之相徹し候様、 尽紛骨取計 奉対候 猶
　
御意にハ、
周旋家へ携り候者有之候而ハ、当節以之外不宜 故、此義も可心得、且ツ万一多人数之内 行跡等有 而ハ 其者而已之事にハ無之、自然当家之名目へ 関り 故 右取締形も可相心得被
　　
 仰出ニ付、此度之義大切 御奉公と奉存候ニ付、不所存之者無之筈にハ御座候得共 多くハ若き者共ニ御座 故、長き内にハ気之弛ミ無 とも難極候故、被
　
仰出候御旨趣相
含ミ、一同へ篤と申含候様 仕御対奉申上候、弥太郎殿も申 候故、打合候様
　　
 御意ニ付、奉畏候段申上退出 猶御政務所宇都宮帯刀・塩谷弥太郎殿へ右
　　
 上意之趣御対奉申上候義とも申述候
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十一月十九日、江戸発程
　　
十二月七日、
　
京都着
　　
 同九日、於江戸表被命候義并徳奉対候義儀御物頭鷲尾庫之助・今村喜左衛門へ為申聞、御目附大島源治へも為申聞、今日一同へ申含候段為心得 談 上、菊地長右衛門為立会、御警衛士一纏、御歩行御茶屋番一纏、以順序差出、於御本陣浄福寺広間
　　
 上意之旨并奉対候始末打明ケ為申聞 身を慎ミ 志を固し、御守衛心力を竭し、公忠誠之貫徹致候様篤と申含候、御足軽ハ 物頭より為申渡候
　　　
右申渡候義は、戸村十太夫・塩谷弥太郎へ予申立置
一
 、堺町御門松平越前守様より御受取之節、長右衛門立会、一同へ心得形左之通申渡
一
 、御守衛形厳重相心得候義勿論に候得とも、諸事苛察かましき立振舞無之、諸藩へ対丁寧応接可致事
一、休息之義は互に申会、諸所手薄に不相成候様可心得候事一
 、 一同熟和を旨とし 別而於詰所争論かましき義無之様可致、不得已次第有之候とも相忍、引取候上御副役へ可申出事
一、御物頭・御目付主役之心得ニ而相勤可申事　　
 右は弥太郎殿へ及沙汰、 御同人之命を以申渡、 鷲尾庫之助・今村喜左衛門・大嶋源治一人宛一昼夜代当番被仰付、右被
仰渡ハ三人へ被仰知候
　　
 右御門受取候 数・兵器・行列立之手配いたし、御物頭両人へ相渡、両人并中西多門御人数引連受取候ニ付て也、
　　
 右御門近く之堂上方 諸藩警衛所へ御警衛士之内御使者に遣、今日堺町御門松平越前守様へ交代御守衛致候段申述、介抱に相成候義とも為申述
一
 、有人を以御軍割致候、并非常之節人数繰出候手配、及繰出候道筋、合戦之心得形取調 戸村十太夫へ差出、江戸表へ持参被差上候
　　
 右以前、於
　
御目通御直に被仰出候筋も有之ニ付、一同へ
申含候次第 并急卒事生候節手配形、合戦之心得形とも御用人飯塚伝也迄申遣、委細取調ハ追而御家老迄差上 旨共申遣候処、伝也より 候始末奉申上候所、
　
御満悦被
　
思召候段申来
一、正月に至、堺町御門ハ松平越前守へ相渡、　
 朔平御門井伊掃部守より受取御守衛可致御達有之候所、越前家ニ而田沼玄蕃頭殿水戸浪士 之為、賀州へ出張被致候ニ付人数さし出、長州より帰陣之面々ハ直々国本へ差帰候に付、別段人数為差登候迄
　
 堺町御門受取猶予之義被仰進ニ付、双方之御守衛に相成候得共、
　
朔平御門早速御受取被成候得ハ、御隙明之御沙汰も早
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く可有之故、其方に致可然、塩谷大夫長右衛門へ被申候趣申伝ニ付、早速御受取、双方御勤ハ
　
 公忠誠之達候一端にも候故、旁大夫之存慮同意之段及挨拶、拙者義は御軍事方頭取形にて、御番頭大越源十郎・長右衛門と三人主役勤致候 に大夫へ申立 即大夫より其通被命、当番人数割長右衛門取調受取候、手配ハ拙者取調 野戦砲・小銃ケヘル・長柄具足を始別段都合致 正月十六日以両物頭中西多門自井伊家為受取候、今日ハ大越源十郎当番可致所、病気ニ付拙者当番致、傍近にハ 当家へ御由緒有之堂上方多候ニ付、中西多門御留守居代として堂上方ハ総而皆同人罷越、　
朔平御門井伊家へ交代之義為御知并事有る節ハ見越に相成
候義、及用向等被相頼候事も可有之旨共為申述 諸藩守衛所ヘハ御警衛士を御使者と致相廻、諸藩よりも 挨拶之使者来
　
廿八日、
 堺町御門越前家へ御引渡
　
 朔平御門一方に相成候ニ付、拙者義今日より当番隙明相成候処、長右衛 義ハ十七日より眼 面部黄を発し、余程之病症ニ付当番相成兼、拙者壱人にて当番相勤、大嶋源治
　
堺町御
門当番隙明ニて
　
朔平御門当番被仰付候ニ付、従是間日之当
番と相成、 其以前ハ拙者二昼夜詰切之事 両度時猶余寒甚敷、疎らなる板熨立一重之番処に御警衛士之通卧候節ハ、蒲団一枚、野菜拾五銭代へ香之物而已之飯を喫し、酒を断チ、御警
衛士ハ半夜代故、拙者ハ常式夜半過迄端座、夜半之後始而眠に就く
一
 、堺町御門引渡之節、同所へ備たる六斤之野戦砲を以
　
朔平
御門へ備たる三斤之野戦砲に換んと欲する者あり、予断然として不肯、曰、
　
堺町御門ハ地市街に接し、門外も空豁故、
六斤ならされハ不可なり、
　
朔平御門ハ禁中を距る事咫尺、
且ツ左右地迫れり、三斤にて可なり 初地を相して砲を置、別に六斤之砲有ルト無きとを以てせす、豈独砲のみならんや、総て之兵器什具に至る迄 一物たりとも
　
堺町御門より
　
 朔平御門へ移スへからす、若不得已品あらハ 明日 至別に本陣より可送之と議遂に決ス
一
 、諸家之振合を見るに、平生市中往来とても皆袖験を大小之下ヶ緒又ハ袴之前腰之辺へ結附往来 るハ甚 穿鑿之事なり、 余ハ始より銘々へ可渡ハ渡候得共、 平生曝さぬよふに致、当番人数丈ヶ之分ハ袋へ入 御番所組頭居候所へ釣り置せ、事有に臨み、取出し用候様に命
一
 、堺町御門越前家へ
　
朔平御門藤堂へ引渡候節、畳余りに
見苦敷分は、表かひ為致 障子ハ為張替、番所中ハ固り 外迄も奇麗に掃除為致、什器 早朝入用之分計為残、其余ハ不残前日
　
御本陣へ為取運引渡
一
 、三月六 、弥太郎殿出立被致 拙者義も出立致候、出立前
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是迄一同精勤
　
 上におかれ候ても、定而
　
御満悦可被思召、猶も無怠諸事心
を用られ美事に勤終罷下候様可被致、御警衛士始御歩行、御茶屋番迄三令五申致候上、御足軽・小頭旅宿へ催促、軽き御奉公と乍申、他にて見る処同しく秋田藩中と可相心得、一人たりとも苛察不行跡等有之 而ハ 乍恐
　
御名目に相かゝわ
り候故、一同へ能々可申含申渡
御物頭弐人共下り候後故、小 へ申渡候事なり
、江戸着之上一
体之義帯刀殿へ申上置
　　　
乙丑閏五月九日、同役より之来書、於
　　
京都久保田諸士・在々給人席順 義へ返翰
　
一筆啓上仕候、出梅之候
　
 屋形様
　
御曹司様
　
上々様益御機嫌能被遊御座、恐悦至極奉
存候、随而貴様愈御安泰御勤奉珍重候、小生無別条相勤候
　
当九日之貴翰着、拝見仕候、
　
 京都詰合中、堺町御門御堅 警衛士、
　
御城下諸士・在々給
人相混勤番之所 在々は御城下之次席と被仰渡候ニ付、此度諸郷より思慮相加へ 同 御用被仰付候上ハ差段可被立置御筋合無之、
　
 天樹院様御代被
　
仰出候趣を以、重く申立有之、御吟味之上
追而可被仰渡之旨 仰渡候、然ハ
　
 京都表ニ在々ハ御城下之次席と被仰渡候事ハ弥太郎殿御心得も無御座、給人へ取尋候所、長右衛門殿申渡候由ニ候得共、同人より何れ之申越も無之、如何共相難、此度御一条一向申出も無之、指心得不 処、在々よりハ御差
（指）
揮被仰渡との申立
に有之候得ハ 愈奉行・御副役より申渡候事に可有之や之旨御尋ニ付、御取合之段致承知候、右始末左に及挨拶候
　
 天樹院様被
　
仰出候義は、御城下諸士・在々給人同御家中ニ
候得ハ、親疎之御隔不被成置候篤き
　
思召ニて、即昨年武芸
秀達之者在々よりも 撰被為差登 ハ、右
　
思召之御趣意か
と奉存候、全御取扱振諸事一様に被成置 禄並順席に被成置候御旨趣とハ不奉存候、第一
　
 御前出仕候在々給人、久保田新家之次に被召出候 其他在給天徳寺参候も不相成、吉凶御帳へ 不罷出義ニても、右被
　
仰出ハ御城下諸士・在々給人諸事一様 取扱と申筋に無之義ハ顕然に 座 、 文化之御軍割帳に 久保田・在々混して禄並次第伍組 被成 ハ、其節之御取調如何致候 に可有や、只今よりは弁明致兼 、在々給人より 御役被仰付候にハ 役中組合被抜置候段被仰渡、 始而役順次第着席致 、縦然同様之御用被仰付候とも、在々給人形ニて御城下諸士と
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禄並順席と申事ハ無之事に御座候、最初深谷市右衛門・河原田縫殿助・陶貞蔵私旅宿へ代〳〵罷越内談之節、私頗思慮を費し候訳ハ、文化伍組之通致候而ハ、御城下諸士より申出ニ相成候而ハ、外ニ可相諭候言葉も無之、又在々給人而已一組に致候而ハ、人数都合不致、若是を省き候てハ、
　
 京都御守衛御用と被仰付なから 其御守衛之第一たる
　
両御
門之勤に与らす、空く御本陣に罷在候義被仰付候御趣意とも不奉存候筋を以被申出候而ハ、是又承服可為致諭柄も無之、因而ハ本之慥なる方へ存慮を決し候事に御座 、右存慮形若も御規則形に反し候様之次第有之節は、私壱人蒙 叱可申上、其刻より決意仕候事 御座候、長右衛門殿伺へ之申渡ハ致候得共、皆以私主となり居て存慮を申発候事故、右に本き候事に御座候 扨諸郷より 申立、御差
（指）
揮と申義ハ存も不寄
申立柄に御座候、其詮ハ、深谷市右衛門罷越、内談之節縷々諭候筋も有之候得共 何分落入兼 ニ付 左程之事に はゝ御国表へ申遣、常式之運にいたし、支配之手を以可申立申聞候所、此御場合三百里向 処へ申遣申立 申事 ハ難相成聞、左様に候ハヽ、此御場合夫形御用相勤、帰国之上とふなり可致申諭候得共、私限之内談に而ハ如何との儀より て長右衛門殿迄心得形及伺候儀に御座候 右伺ハ半紙横折にて手短に書き候者と心得候、長右衛門殿とてもヶ様に御差
（指）
揮
被成候抔申候筈ハ無之事と被存候、第一
　
 上より御差
（指）
揮なとゝ申程之義を、支配之手を不経申立候事に
候得ハ、支配形難相立筋に可有之所、如何ニ給人共より申立候とて、其侭聞上、表方被申立候ハ支配たる御方之御存慮如何と申事解し兼申候、扨かく程に可相成義を、弥太郎殿へ格段不及御沙汰候儀ハ不念之至固り恐入候、御一片へ委曲不申上儀も疎念に御座 、右ニ付内々及御取合 弥太郎殿へ不及御沙汰、不 於此表思慮 不取敢可申 とも存候得共、往々右壱条言上ニも被及 様之節申立候而都合可宜 や、何れ之儀被仰下ニ随ひ可申立、尤長右衛門殿へも可申遣 長右衛門殿伺へ之申渡ハ致候事なから 前条之通悉皆私主立而之事故、此処可然被仰上候様仕度 猶市右衛門へ示談之儀、同人一郷へ為知置候儀と私此度 上 次第 言葉柄なとに聊之行違有之候而ハ、又詮なき枝葉之労煩を生候故、此儀ハ御一分限被聞置被下度、在々之論 兎角毛髪之語路なく理窟を付候よふ之義も有之候故 右 心得呉々も宜相願 恐惶謹言
　　　　　
閏月廿日
　　　　　　　　　　
平元貞治
　　
志賀為吉様
　　
右之通申遣候所、同役細川官助より
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 京都詰合之節
御副役ニて、甲子歳中ニ京都詰
、右之一件労煩に相成候得共、居り
形有之、在々ハ久保田之次席と申渡候所、
　　
御直書形を以申立有之、右
　　
 御直書之御趣意ハ被召使方之事ニて、席順を被定置候事に無之見解、猶近例を申候得ハ、弘化之度角館給人林役加勢と久保田林役加勢席順 給人より御訟ニ相成、久保田加勢之次席と被仰渡、同年刈和野 山口茂 衛門郡方御用係相勤居候所、角館本 家中武藤文左衛門同役被仰付 茂右衛門先輩之事故 上席之心得形申立、添役之前後に不拘文左衛門之次席と被仰渡候義も有 、不動事と存居候、詰合中一旦右之労煩有之候得共、在給人・久保田人数と組合勤隙明に致候所、席順伺も引戻し 最初より右伺なき事に願有之、其通 段申来、為吉よりハ遠慮等差出候に不及と被存候 老中へ及沙汰模様により可申遣候間、当節遠慮等申立候事控候様にと申来
　　
 長右衛門よりハ、伺之指図ハ弥太郎殿名前等ニて申渡候事にハ無之、心得形を以申渡候段申来
　　
 志賀為吉より在々給人席順、一片申会纏兼両段に相成、養老之節御郷材之役相勤 者、御学館 被召出候得ハ、田諸士と禄並順席を明証 致申立 趣申来候ニ付、左 通及挨拶
　
 在々給人御軍事御用、久保田諸士同様被仰付候節、禄並順席可然之段、養老を以明証と被致候ハ一ト通御尤之様にハ御座候得共、私之於所見則未然候、夫養老 齢を尚ひ候故、隠居とても
　
御目通へ被差出候重役といへとも、役席に可拘被召
出候、七十以上乍勤、首尾能隠居致候者、其御役席ハ 下候得共、勤居候席順に無之 其役之末席へ被差出 、勤居候と隠居との差段如是、養老に於てハ、勤居候者・隠居致候者無差別、子供其者之禄並に被召出候 他事
江
難推其証
一矣、刻齢にハ似 得共、重役之者養老に次席致候とて 大御番之士両御門之如き御用勤候得ハ、役に不拘禄並順席致候而可宜候や、是養老を以他之事へ推し難き其証二矣、奉行・御副役・近進諸役同義ニ而御賞被下 而も 被下物に差段有之、養老に至てハ、金・真綿外に御差等無之、是養老を以他事へ推し難き其証三矣 右之通ニ候所、養老之例を以、此度在々申立通御
差（指）
揮被成置候義は如何と奉存候、出仕被差出
方、 久保田畢而と申筋にハ無之 吟味被成 ハ可相分候下筋
　
 御廻覧之節、能代給人独礼移住、新家 次ニ被差出候ハ御心得之通に御座候 士之御奉公ハ武を主と致候故、一騎駄輩名も御軍事より出 御軍 ニ候得 、久保田・在々無差別之道、 此度より開ヶ候而ハ、 其例を引に可相成義も多かるへく、
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往々久保田・在々労煩を生候端トモ可相成やと存候、在々給人同御家中ニて、且其先祖武功之者も多候得ハ、当人共より申出無之とも、格段差等之御取扱振ハ気之毒ニハ候得共、旧来之御定 拠次第有之者に御座候、
　
御苗字之御附人其先祖
ハ定而分別武功 有之者を御択ミにて被仰付 事に可有之所、陪臣と相成候義ハ、如何計残念ニ可存候や、是又旧来御定不得已義、左候得ハ給人とても勘弁いたし 外無之事と奉存候
　　　　　
九月
　　　　　　　　　　　　
平元貞治
　　
 猶、 諸郷御処預より重く申立、 且
　
御政体に取不軽義故、
総評被仰付可然義と奉存候、
　　
乙丑十月十八日御飛脚之節帯刀殿へ呈候内書
　
 在々席順一件、既に御裁断ニ相成候も難計奉存候得共、平生如何御懇命居候に付、内々御手内限奉申上候、諸郷給人
　
 天樹院様
　
御直書之旨ハ諸事久保田同様と心得居候ハ、固よ
り不心得、猶久保田諸士次席致候而ハ、士へ階級被付置候筋と心得候ハ、殊更不心得と奉存候、久保田諸 とて 年始御玄猪之節ハ大御番、大小姓、御小姓其外近進諸役、其々罷出候次席有 、是自然之理にて何ソ士へ階級被立置候と申にハ
無御座候、組合給人・御旗本諸士と録並に難仕ハ、右之道理に均しく御座候、因而ハ御評定奉行形を以評議致候得ハ、為吉迄再度及返書候通之外無之事に奉存候、乍去久保田諸士伍組に致候節ハ、大番、大小姓、御小姓、近進諸役平生之次席に無之、禄高又は其人物御撰にて伍長にも被成候、別而当節ハ専ら士気御引立不被遊候而は不相成候時勢と 存 所、諸郷之面々気折ヶ 奉公甲斐無之様に取受候も如何と故、左 通御処置被成置如何可有 や
　
 天樹院様
　
御直書之旨ハ、諸事久保田同様之御趣意に無之次
第篤と勘弁為致候上、下 評議 御基き不被遊
　
此度出格之
　
 思召を以、在々給人
　
京都御守衛并出陣久保田諸士同様被召
使候節、久保田諸士と禄並順席可致被
　
仰出候
　
 右之通被
　
仰出候はゝ新に御恩旨を蒙候様之心得にて、一段
難有奉存、色を直し御奉公に奮激仕事有ル節ハ 格段 用に相立可申やと奉存候 一片共之評議を以御
差（指）
揮被成置候而
ハ、大番方ハ御番頭へ申出、大小姓ハ筆頭、御小姓 用人、近進諸役ハ組頭
江
申出、各其頭々より伺申出、別而御番頭ハ
惣寄合等いたし、色々難し 筋も可有之
　
思召にて被
　
仰出
候得ハ、右 之騒 も 之間敷、諸郷之気をも御引立に可相成候やニ奉存候、何れ御賢考被遊 上 可然 取捨奉仰候、
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差越申条との御高慮も可被為有候得共、乍恐
　
 君上之難有を郷々に為心得申度、微忠より之事に御座候故、御海涵奉仰上候
　　
 帯刀殿より御別紙之壱条至極確論と存候、未御指揮無之、何分相心得取計申度之存志に御座候、呉々も御心附之程面白事に御座候と申来
　　
 帯刀殿より十二月十一日之内書に、在々給人共へ御指揮之壱条先便一寸御挨拶致候通ニ而、其後纏に相成、達
　　
 上聞候所、至極
　
思召に相恊、今日御評定奉行迄一ト先相
達候 、明日にも御沙汰之積に有之候、尤厚き
　
思召を以
被
　　
 仰出候上は、是にて相治り可申上候心得之通り 近来人気も不宜、 別而横手給人抔ハはまりきり、 此度何か風評承り、夜通しに出府致候様相 得申候、段々之御配慮千万忝御事に御座候、猶近々可申達候 以上
　　　　　
十一日
　　
 廿日、御国表へ出立、御飛脚へ同役より被
　
仰出并諸郷大
夫へ執政より之申渡書付来 被
　
仰出ハ、出陣を御軍事等
と被改候而已
　　
 右被
　
仰出ニ付、菊池長右衛門十六日遠慮申立候通被仰
付、同十八日遠慮御免ニ相成、猶拙者も不申立ハ相成申間
敷、一人勤ニ而、一日たりとも指控候而ハ恐入候段申候、専老中へ申上御承知ニ而、又太郎殿へ被仰達候都合ニ候段とも申来、右ニ付、左之通申立
　　
 私儀、京都詰合中久保田御警衛士と在々給人席順之義、給人共より菊地長右衛門 伺之節、長右衛門と申会、久保田諸士之次席可致、 より及差図候 右壱条御伺之上及差図候様可致所、不及其儀候段、不念之至恐入奉存候、依之遠慮仕申上候、右之趣被仰上 様仕度候、以上
　　　
 以野上多門佐差出候所、御読書差上候ニ付、即刻御免と又太郎殿より被仰渡候
　
　
 十二月廿四日、江戸表より被立置候御飛脚へ帯刀殿
江
左之
通申遣候
　
 先便は尊翰被下置、難有奉勤読候、在々席順之儀、浅陋之取受形奉申上候所、御采納被成下
　
 上聞に御達被下、至極
　
思召に被為恊候段、重畳難有仕合奉
存候、一片へも一通被
　
仰含ニ相成候由被
　
仰出へ御口封可
仕よふ無之候故治り可申候得共、 諸郷給人父子祖孫申伝ニて、
　
 天樹院様
　
御直書ハ、諸事御旗本諸士同様之心得ニ而罷在、
御直書之御文面も深く不心得、申伝而已一筋心に染入居 事
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に可有之ニ付、此度之被
　
仰出ハ、皆以
　
天樹院様
　
御直書之内ニ有之事ニて、結句御ヶ条被定置候丈
　
 御直書之御旨趣削れ候様に心得不申とも難申、夫ニ而ハ此度之被仰出難有処、深く徹し申間敷やとも被存候故 模様柄により、支配〳〵より
　
 天樹院様
　
御直書之旨ハ郷々心得候通 無 、此度之被
　
仰
出ハ格段之義故、難有可奉存旨為申諭候事に被成置如何可有御座候や、差覗 所一通奉申上置候
　　
 但、角館は先年支配心得形申含候事有之候よしにも聞得候故、其申含と齟齬になり候よふニてハ、於北家御承知之所難し不申とも難申、夫れ等之所も不差響よふに御内々為御探、本文之通ニ而却而又余ならぬ議論之端を啓かすとも難申、若左様之萌も有之儀に候得ハ、一ソ其まゝ被差置候も可然候や、御模様次第と奉存候
　　　
寅正月十二日帯刀殿より之返書
　
 御別紙薫誦、 抑旧年は段々御卒控、 千万忝御事に存候 扨在々給人席順之事、旧臘十四日に被仰渡候所、不勘弁ニて夫々願も有之、併御別紙に有之通ニ而、
　
 御直書之御旨趣取受違候故ニ御座候御心得に可有之や、享和之度被差出候
　
 御直書并其後御直参、陪臣夫々差等之事被仰渡候度所、右両条共給人共へハ不被仰渡ニ付、久保田諸士同様被仰渡被下度願差出候に付、右願向ハ御取揚無之、御返に相成候而、文化之
　
御直書被差出候、夫にて久保田諸士と同様ニ無之筋相分
り申候、且御文言之内、遠近を以親疎厚薄之差段無 に寄りてハ、其器量に応し、旗本、諸士へ相混し召使候ハ勿論之事ニ候、此儀は席順被定置候御事にハ無之、遠在に罷在候而も才能有之者ハ不捨置、久府へ被召出、諸士へ混夫々被召使候事に而、即
　
御直書之御趣意と被存候、前文ニも有之通、
願書被返置候事ニ 相分 此度被
　
仰出ハ実ニ難有御事有
之候、屹度御諭之御言葉も可有之存候、段々 示教之趣至極忝次第御座候、先ハ大旨及御答候、以上
　　　　　
正月十二日
　　
 御受致候町内、願差出候町内、御受之町内より抜、四町へ加候者之名前等被申遣候
　
　
 正月十二日立御飛脚へ、同役細川官助より給人席順壱条、旧冬
　　
 思召を以被
　
仰出難有儀に御座候処、横手給人之内百人余
御受不仕、甚不勘弁之申立有之候、此人数厳重御処置無御座候而ハ相成申間敷、恐入候事ニ御座候、未表方と申にハ
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無之候得共、迚も組親手内に而取扱成兼候様に相聞得申候、文化之度
　
御直書見解形甚不心得と御諭書にも御座候
所、今以見解違にハ無之との心得ニ 、飽迄不勘弁可申聞候由ニ相聞得申
　　　
 右之通申来候ニ付、官助へハ別書差出候上、同役連名ニ而左之通申遣
　
一筆啓上仕候、春寒之節、
　
 屋形様
　
御曹司様
　
上々様益御機嫌能被遊御座、恐悦至極奉
存候、随而各様愈御佳寧御勤奉恭賀候、私頑健相勤候
一
 、 在々給人席順之壱条被
　
仰出に相成、 難有御儀に奉存候所、
横手・角館 共不勘弁之申出有之趣、難有被
　
仰出を可奉
戴、推して申募候様之義にてハ其侭難差置筋にハ御座候得共、畢竟
　
 天樹院様
　
御直書之旨を深く意得せさるより之事に可有之、
然ルニ推て之申立を御咎め、御叱等被
　
仰付候義にてハ、御
政道に於て枉れる筋ハ無 座候得共、百数十人之者共鬱屈を心に抱き、只管
　
 天樹公を而已奉慕、当時之
　
朝廷を暗に奉怨候様之義無之と
も難申、若右之通にてハ、外郷々へも差響き 同しく不満之心を抱かすとハ難申、尤給人共 不勘弁故とハ乍申 子孫家
内迄も万一不服之心有之候而ハ、有事之時に臨み、甘んして必死奉服候様之義無覚束やにも被存候、因而ハ、文化以前之義より文化之度被
　
仰出候御旨趣、篤と心に入候迄御開諭被
成置候様仕度事ニ奉存候、其御手順形ハ支配へ篤と被仰渡、支配より為諭候方可宜や、若取次一通 様にてハ、染々一同之心へ徹し候様に不参候ハヽ 一町より一両人宛御催促被成、於一片丁寧に御諭之方可然や、何れ宜に被処置候様御評議奉願候、猶横手ニて 受致 町内も底に物あり、御受ハ致候而も追々隠居御奉公御暇願なと差出候よふ之義無之とも難申候故、右御受 町内よりも御催促被
　
 仰出之旨を難有奉存、御受致候段神妙に候、猶又為心得被尽御念、被為仰聞候筋を以御申含如何 座候や 旧臘 被
　
 仰出と被仰渡ニて、分明之所不勘弁とて打重ね、左様被成置候に不相及、其侭可被差置候義との 評議 難計 得共、時勢により別段之御仕向形も無之 而ハ不相成筋 有之事 被存候、帰スル処ハ、
　
 天樹公之被
　
仰出を年来一筋に取受、肺肝に固着いたし居候
を疎開して、此度之被
　
仰出を難有奉存候様に仕度より、右
存附之次第申上候、宜御評議被成下候様希申候、恐惶謹言
　　　　　
正月廿四日
　　　　　　　　　
平元貞治
　　 　　　　　　 　　　 　　　
（花押）
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志賀為吉様
　　
近藤久蔵様
　　 　
江間伊織様
　　 　
鈴木吉左衛門
　　 　
細川官助様
　　 　　
各几右
（朱書）　
天樹公御直書写、後之見合之為左に記置
　
 御先代より要害之地へ一門始家柄之面々被居置、諸士之内より其組下ニ令附属、進退之権悉被相任、他ニ異る取扱被仰付候義は、格段
　
御深慮有之事ニ候、同一家中と申、殊ニ組下
之内ニは家柄歴然之族も有之候得は、素より遠近を以親疎厚薄之差別無之事に寄、面は其器量に応、旗本、諸士へ相混召使候義は勿論之事ニ候、然るを、我等疎意にも存候様 何となく取受候而は本意ニあらす気之毒ニ候、此旨趣深令勘弁大武之道ニ不怠、尚更忠勤相励候様組下之面々へ篤と申含候様存候也
献芹録
　
礼
元治元年七月六日、 小野岡右衛門殿より以御副役菊地長右衛門可罷出申渡ニ付、老中列座へ罷出候処、当秋 御上京御供登被仰付候段 右衛門殿被仰含ニ付、一昨年丈助
小田内
、為吉
志賀
御供登被仰付、其後隙明被仰渡候へ共、一旦
被仰付候義に 座候故、為吉被仰付被下候て如何可有御座候や申上候処、格段之 思召を以被
　
仰出候事故、無辞退御受可致被申候ニ付、推て奉
申上候義、却て恐入候故、 受奉申上 段申上、多門佐
野上
取
合にて御礼申上候 七日、町同心五三郎家頼に致召連候段申渡 町奉行小野崎要へ申遣承知 八月十四日、江橋甚吉弟只八小屋見続御暇、拙者・甚吉双方より差出、御代東市弟金吾京学御暇、何れも相済侍にいたし、左右に従ひ召連候 槍持忠吉、草履取慶吉、角館富永恕助次男典治支配今宮徳千代へ御暇為申立 一先在所へ帰し、御領内にて為追付 、是又侍にして召連候
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 同日、升
吉川
取合にて、明後十六日京都へ御供にて出立致候
段御政務書所へ申上、労辞御礼如例
　
十五日、兼て被
　
仰付候
　
定照様御碑文、
　
御上京前可差上被
　
仰出、昨十四日午後より
　
御学館 勤、序銘とも撰之、今朝未明浄書、登
　
　
 城之節持参、吉川升へ差出 今日ハ御祝日之事故、昼過被差上被下候様、以升帯刀殿内談承知被致、午後被差上、
　
御覧済にて升より石居藤八郎へ相渡、彫刻を命す
　
十六日、暁来快晴、正五ツ時登
　
城、九ツ時於
　
御座之間御熨鰒頂戴出立
　　
 但、今朝以跡部重太郎御のし拝領済候ヘハ、御先に出立致候段帯刀殿へ申上置
　
院内被遊
　
御着候節、於御本陣帯刀殿へ差出、
　
公へ伺相済候上、向々へ申渡候左之通
　　
右伺
　
他領へ被遊
　
御出候上、
　
御道中御取締形左之通向々申渡如何可有 座候や
　
一
 、御本陣ハ御警衛士十八人宛夜番被仰付候段、別段不被増
置候ても可宜やに奉存候
　
一
 、順回逆回御足軽、御小人一時二人宛、五ツ時より五代にして 一夜都合十人宛三歩行、 壱 一夜都合五人
　　　
但、五ツ時迄ハ御小人差引役手付、御小人毎夜勤之
　　
回番致し、毎度何れ之義
　　
御本陣不寝番之大小姓・御小姓へ達置可申事
　
一、御貝役壱人宛
　　
御本陣詰可致
　　
但、不寝番にあらす
　
一、警ある時、御用人差図致候ヘハ、
　　
 御本陣にて大鼓
御膳奉勤之
、貝
御貝役勤之
、急に吹鳴之、宿末にて相図聞
得兼候向ヘハ、 貝役継貝吹之
　　　
但、旅宿之外へ出候て
　　
其節銘々得物を提、立場へ可相揃事
　　
但、御小姓ハ
　　
 御本陣御門内右之方、 大小姓ハ同左之方、 各筆頭差図を待、被
　　
 仰出に随ひ、御用人向ふ所を申渡 大御番ハ同御門外右之方、組頭差図を待 番頭 近進諸役ハ左之 御副役差図を待、侍鉄砲ハ 門内入口左之方、是又御用人差図を待
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但、伍組ハ定置候へ共、
　　
 御道中臨時其役々にて、一纏に致候方手都合宜に付、本条之通取調候、
　　　
 御本陣境内狭き時ハ、別段臨時之立様可有之、総て混乱せさる様大御番・大小姓・御小姓宿々にて一纏に相成、
　　　
御本陣へ可相詰、我意地増に馳入を禁す
　
一、西洋銃打ハ
　　
御本陣後ロを固め、御刀番差図を待
　
一
 、鉄砲大将両人、足軽を率ひ、大御番近進諸役立候処より三十間程宛離れ、左右に分れ備を立
　
一、長柄大将、足軽十人を率ひ、
　　
御本陣御門を固む
　
一、差引役、小人を率ひて御門出入りを吟味す
　
一
 、長柄足軽二十人并手明小人御刀番壱人を将として、近火之節専ら消し方を主る
　
一
 、野戦砲ハ御門外へ壱丁差置、町之出口左右へ分ケ、壱丁宛備之
　
一
 、大筒ハ大御番近進諸役立場之陰へ置、急に出てさらひ打候事
　
一、合言葉毎夜御家老より申渡候事
　
一、袖験に代ひ候品、雛形を以奉伺
　　　　
右御取捨奉願候、以上
　　
八月
　　　　　　　　　　　　
平元貞治
　　
右は
　　
 御発駕以前大旨志賀為吉へ申談、
　
御道中御取締形ハ為吉
取調候所に候段申上候、帯刀殿被及伺ニ之通被仰出候
　
一
 、 合言葉ハ諸頭へ渡へきヶ所調置、 始ハ御家老より 相渡、後にハ御家老へ入披見候上、拙者於
　　
御本陣相渡候
　
一
 、合験ハ吟味役へ申渡、湯沢・院内に於て紙絲為求、吟味役手付御小人に雛形於閑所為拵、組々へ壱ツ宛 相渡、人目に触ぬ処にて銘々為拵、金山にて皆出来揃に相成
　　
雛形左之通
【口絵写真⑨】　　
 大抱長さ曲尺にて、壱尺折りて五寸と成る、
　
幅同尺弐寸
絲之端を帯に挿む
　　
士以上紺絲、歩行以下軽輩又者白絲
　　
白絲ハ紙鳶之 為求、給人へも無心御目録 御酬被下候
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一
 、斥候被差出候節、大御番組頭、大小姓、御小姓筆頭勤之、体により御本陣番之者 又ハ御小人差引役被仰付候義も可有之、手付ハ 足軽又ハ御小人之内より召連候事
　　　
此義も伺相済候
　
 段々
　
御旅行、滑津に被為至候処、同所より向関・渡瀬迄此
頃之洪水にて、川々橋皆落、関川ハ馬にて被遊
　
御渡候へとも、渡瀬崩湍、軽石・白波拍岸
　
御渡に不被為成、被遊
　
 御逗留、舟にて御渡之手配被仰付、大絙を水面に張、命して舟を艤せらる、徳蓑笠にて津頭に床几を立差図す、小林和吉へ被属置候大碽引之猟夫
俗にいふ又曳
皆壮年之者故、和吉に命し、右
猟夫をして湍中舟に礙ふ之大石を下流之方へ転せしむ、皆赤體川へ飛下り曳声出し難なく皆石を転し終る、又向ふ之岸御上り可被遊所へ石 俵に入 土屯
（カ）
を布き並へたり、予思ふ、
大絙を両岸之木石に結ひたるに 是を手繰て大勢之力にし舟を進め、快流を渡らんとするに、若結ひたる処絙摺れ、万一絙絶之之事ある時ハ、其危きや不可謂、又大絙へ輪にして懸ヶたる蔓物只一箇にて、右輪へ結付ヶた 縄も甚細し 乃猟夫に命しらしく、山上 登りて葡萄之蔓を採り来れ、聞とひとしく、猿鹿の如 嶮しき巖壁を駆登り、太き蔓を幾らと
もなく引からけ来る、即命して太絙に添ひ合せ、両岸之結ひたる処に固く繋き、又輪にして別に一ツを 、川前御歩行に命して太き縄弐本を取寄せ、右二ツ之輪へ結ひ、其縄之余りを舟に繞らし堅固に繋き、大絙を力にし、其輪を繰越し〳〵舟を行る之用意既に調ひぬれは、御先より段々相渡され宜旨、注進次第一番 御物頭を渡す、川向一町程之処 人数を揃へ被遊、
　
 御渡候 見て、御先 可進と談、既にして渡畢、かゝる処飛脚両人予か床几之前に来り、拝伏して曰、津軽越中守様飛脚之者に候、差急之御用被
　
仰付候処、川支にて及遅滞候、
可相成事に御座候ハヽ、 御渡し被下度 、 予其姓名 尋るに斎藤勘七郎・福士源七と答ふ 予曰、見る通只今漸渡之始末調ひ、
　
右京大夫様にハ未不被遊
　
 御渡、乍去津軽様之事ハ御隣国之内にも取分 親しく被遊候、時刻移候てハ御用之差支も難計 只今御供之内御先へ繰越候者有之候故、其舟へ載せ可相渡申 、川前 歩行呼寄、右之段申含、繰越御人数之舟へ載せ す 両人地に平伏、再拝して去る、其後暫時ありて、
　
 公御渡被遊、 猟夫皆赤體下流之方 立並ひ、 舟を護して奉済猟夫
　
御国出立之節より新組と名付たり、是日和吉に命し酒
80
料之金を与ひ、しめて其粉骨を賞せり
　　　
 徳御済被遊候を奉見送、帯刀殿始御供方渡畢を見定め、立戻りて昨夜止宿之家に宿す、時哺時に近く、且御警衛士等当駅に支ひたるも多く、又前駅滑津に残れるも有れしなり
　　　
 渡瀬駅ハ家数も不多、宿に差支、担下に立て、夜を明せる者多く，又駅中米に乏く、前後 川ハ渡絶ぬれは、米を求 にも由なしとて食せさる者もあり、予か門人片岡縫殿助・上松礼治・神沢新蔵来りて食事等難渋せるを告く、 予止宿之家ハ幸茶屋に あ けれは、 即飯を炊 せ皆飽しめ、又岡百八次男謙也ハ百八若党と同しく此宿せしめたり
　　　
翌日上戸沢
　　
 御本陣へ御機嫌伺に罷出候処、帯刀殿被居、昨日ハ大に心配と御挨拶有之候、桑折駅にて帯刀殿より態々以使者、昨日ハ以御心配川を渡 忝と一礼也
一
 、須ヶ川駅御着陣之処、従江戸表地方役冨岡英之助来、水戸探索書并渡辺泰治書状予か旅宿へ持参、猶泰治より手槍十筋遣候段申聞、探索書ハ御用人へ可差出申渡 泰治書状ハ帯刀殿旅宿へ罷越入披見、手槍ハ秋山此治へ相談し、
　
御本陣へ上置候事に致、御用人へも伝置候様同人へ申談
　　
但、
　
御本陣詰之面々、何れも槍ハ不持込、
　　
 御本陣にハ手槍十筋之外無之、上之兵器に候へハ、何れ之御座敷へ差置候ても宜敷段此治申聞ニ付、其通いたし候
　
 九月五日、江戸
　
藩邸へ被遊
　
御着候、昨日迄ハ日々夜中に
発、御先へと打行、今日ハ殿之
（ママ）
之心得にて千住に相待受奉申
上、玉川屋前被遊
　
御通候上、帯刀殿之後半町程離れ打続き、
　
御行列外之勤故、金杉通り西御門より入、時日晡也
　
六日、肩衣にて出
　
殿、御用人其外とも
　
 御旅中之姿故、着服旅装之まゝ之説にて、肩衣ハ不用候へとも、予か思ふ所ハ 横手御城
　
御着之節と事違、
　
 邸中
　
御本殿も有之候へハ、暫之間
　
御逗留といへとも、今
日よりハ旅装之筋に無 心得を以、肩衣にて出
　
殿、 々右之通いたし候
　
重陽上書
　
十二日、於
　
陰之間
　
御目通
　　
右両条ハ既に上に出ス、
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次席を以すれは宜此処に編むへし
　
十
下
六日、弥太郎殿より使者にて罷越候処、於同職も被遊
　
 御上京候様被成置度段奉申上、幕府へも被仰立候御都合に候、 当地へ被留置候御達有之上にて可然や、其以前にて可然や御申ニ付、始ハ早速御達可 考より、御達之上可然申上候へとも、かく長々に相成候へハ、御達無之以前被仰立然申
一
 、御用人飯塚伝也 昨日水野和泉守様へ御伺御付札、当分当地滞留可罷在との事に有之候へとも、明日 登
　
 城前御遇之義被
　
仰入、十月より之勤、道中罷登候日間も無
之、何れにも一先上京致候 申趣意柄御紙面にて
　
御持参、
其へ 御指揮形に向、又候被
　
仰立候事にも可被成御都合、
　
 御上京一条ハ御苦心も被成候ニ付、内々話置との申聞、段々之御取運ひに候へハ難有奉存候旨及挨拶
　　
但、先日宮作・伝也銘々へ何とか
　　
 御上京被遊候様致度存志形談置、猶此間秋山此治へも談置候
　
十
上
五日、上下にて出
　
殿、御膳番所へ御祝詞申上候、今日着服ハ何れ 同様也
　
 十一月十九日、江戸発程
十六日
　
御直之被
　
仰含御対上に出す
　
十二月七日、
　
京都着、在
　
京中之事既に
　
上に記す、
　
元治二年乙丑二月廿二日、於
　
京都御本陣御家老塩谷弥太郎被申渡候ハ、
　
 御警衛士取締之心得を以、大越源十郎迄出立之上秋田へ可罷下候、
　
右ニ付、出立日限以菊地長右衛門伺 廿九日被聞届候
　
同廿六日、以長右衛門追而被仰渡候迄出立相控候様被申渡候
　
三月二日、塩谷弥太郎申渡左 通
　　
先日御警衛士取締之心得を以秋田へ可罷下被
　　
 仰出候処、江戸表御用有之候故、早々出立、同処へ可罷下被仰出候
　　
以長右衛門六日出立伺済
　
 同三日、居残候御警衛士一組より 年 壱人宛催促、菊地長右衛門立会左之通申渡
　　
各
　　
両御門御守衛を始、諸事取締一同精勤被致候義ハ、於
　
上定而御満足可被
　　
 思召、明日ハ弥太郎殿出立被致、拙者義も追日出足致候、聊にても相撓ミ候心生候而は、所謂功一簣に虧ると申者に
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候、弥増取締美事に御用勤畢、被罷下候様可被成、一同へも無落可被相伝候
　
 御鷹匠・御歩行・御茶屋番ハ長右衛門催促落しニ付、長右衛門立会申渡候事に可相心得申含
　
同四日、拙者申渡候、
　
 御足軽ハ御物頭不残罷下り候ニ付、拙者旅宿へ小頭催促、一同猶も取締御奉公可相勤、万一苛察かましき義、又ハ不行跡之事等有之候而は、軽輩と乍申、他にて見る処同秋田藩と可存故、自然
　
御名目へ相関り不軽事に候 能々一同へ可申含申渡
　
 同五日、明六日出立に付、同宿并門人出入、御小人へ酒振舞候
　
同六日、出立送候者旅宿前迄と約候へとも、皆蹴揚迄来送
　
 同月十九 江戸 上屋敷着、御用所へ罷出 於御家老局宇都宮・塩谷
三月四日京都出立
両大夫へ謁、罷下りより帯刀殿長屋へ行、
　
 両御門交代之首尾并御警衛士大鉢をも不用、厳重張番、昼夜三ヶ度宛之見回等迄無怠精勤之次第 御警衛士・三歩行・御足軽迄も猶無怠諸事用心、美事に勤終罷下り候様、出立前能々申渡候義とも申述置候
　
同月廿二日、帯刀殿申渡左 通
　　
 御取調之次第有之、明春迄在番被仰付候、猶追而御用之旨
被仰渡候迄、日知館へ日々出勤可致候
　
四月三日、今日
　
亀丸様
　
御養子御願御先手小野治郎右衛門殿を以被差出候
一、亀丸様被遊　
 御引移候上、御読書可差上帯刀殿被仰渡、猶御軍事并日知館出勤ハ是迄之通相心得、日知館ヘハ御用間可罷出被仰含候
　
同四日、御副役橋本助右衛門長屋へ罷越、昨日
　
 亀丸様へ御読書可差上被
　
仰付、先頃明春迄在番被仰付候、
御評定奉行之義ハ繁務之御役、別而当節ハ御詮議を始御用多に相成候処、一人不居合候ヘハ同役へ其れ丈之迷惑相回り候、此以前六郡督学拙者勤前之処、本務之御用取込に付 斎藤良吉へ相譲候、督学之義ハ
　
 御領中之勤、且春行夏帰秋去冬還、一年中不居合筋にも無之すら猶右之通、別而爰許明春迄請きり 又模様により明春より向被留置候や之義無之とも難申、御軍事方頭取 文学 事ハ相兼居候而も外に差支候事も無之、御評定奉行ハ隙明に被成置被下候様、帯刀殿へ内々申上可呉申談
　
 同六日、助右衛門来、帯刀殿へ内談致 左様なく共可宜併思慮可致と被申候趣挨拶なり
　
是日、帯刀殿呼出にて、此間以助右衛門 々被申聞候義、於
　
 上申上候とて御承知も被遊間敷、同役とても其レ等之処ハ何
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とも可存筋も有之間敷候故、思慮なく勤居候様、直々丁寧に被申候
　
四月廿五日巳刻、
　
御曹司様御機嫌能被遊
　
御引移候
　
五月二日、
　
御曹司様御読書御始、熨目麻上下にて、五ツ半時
　
東御殿罷出、巳刻東方
　
御座敷へ
　
 御出座
熨目御半上下
、御手熨鰒頂戴、御読書奉差上、御連れ読三遍に
て被遊
　
御覚候、御本ハ尚書泰誓上也、於御膳番所御酒御目
録金拝領之
　
六月七日
　
御読書今日より
　
御独にて被遊、君爽一篇
　
御差支不過六、七字、至十二月十三日御素読不残
　
御畢
　　
但、
　　
鳥越様に被為有
　　
御座候節、易書経も
　　
御素読、詩経ハ後に被遊候ニ付、
　　
 御引移以来書経二巻目より奉差上、君爽篇より詩経二巻、
礼記四巻とも皆
　　
御独にて被遊
　
惣々
　　
御素読被遊御終候
　　
 右御独にて 候節、御差支之文字へ紅藤紙を付、右文字を日々 側小姓に為書、 玉篇より音訓を為写、 一冊ニ致置、同し文字にて御差支之節ハ 右一冊へ御照らし合せ、段々文字を
　
御目なれ被遊候様に致上、後にハ
　
御差支之文字
至て不足ニ被為成候
　
 此後、経書之日講と存候へとも、御分り被遊易き事跡之方より奉申上
　
御学問へ
　
思召之御勤被遊候様に奉成上度、
日々ハ史記、夫より左氏伝奉差上、
　
御会読ハ孟子、時あり
て之講釈 孝経にいたし、左氏伝御終之上ハ国語差上、其後論語・学庸・詩経・書 、其間にハ貞観政要、唐鑑等、段々と奉差上候心得に有之候
　
御手習へ奉付添候ハ
　　
（以下脱文）
　
 慶応紀元八月九日、今日より白紙二、三枚宛へ篆 毎朝奉差上候
　　
但、昨朝
　
御読書後篆書之御話有之、於
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御目通三、五字書き、奉入
　
御覧候処
　
御悦にて、以来日々奉差上候事等申上候
　　
今日不差上以前秋山此治へ一通申談候て差上候
　　
 始ハ三方五行、陰陽五色等之文字より十幹十二支、其より唐詩選白紙半截二枚へ各一句宛 日々奉差上、五 七言絶句皆終、古詩ニ及候
　　
御考、被遊
　
御読候を
　　
御慰に被成置候、是
　　
高貴之御方にハ無益に似たりといへとも 亦
　　
御学問へ
　
御心之被為向候一端とも存、如是
　　
 是月十四日にハ賞花釣魚四字を篆書にし、宋仁宗群臣を宴し、王安石魚餌を食尽せる事、安石宋之天下を乱せる事、仁宗左右罪を得る者あるを恐れ、渇を忍、大官夜羊を殺して不時之求を待 恐れ、飢を忍へる事及治優遊に以て 天下其仁恵を蒙たる事書付并演舌にて奉申上、此後も御本之外事に付け、折にふれ、或ハ画 寄せ、御益に可相成義ハ従容として、御話に奉申上候
　
八月廿八日、先日被
　
仰付候
　
御曹司様
　
御字
　
御号、出
　
殿以秋山此治を以奉差上候
　　
先日被
　
仰出候節、
　
屋形様貞治に為撰候様にと被
　
仰置候段、於
　
御
 曹司様
　
御目通、此治申聞退出之上、此治へ私義ハ表方之
勤に候へハ、御家老より被仰渡候筋と存候旨申談候処、先年
　
憲
 諒院様
　
御字差上候節も、御膳番より御申渡致候、此度ハ
別して於
　　
御目通之事故、
　　
 御直々被
　
仰出候筋に候ヘハ、先年之通にて可宜申条、先
年之記録持参不致候故、聢と不心得 併
　
御納戸日記右之
通、殊に御申之通、於
　　
御目 之事 候へハ、旁被
　
仰出通、奉畏候段申候
　
廿九日、又太郎殿へ
　
御
 曹司様
　
御字
　
御号被仰付、昨日奉差上候、差上候以前入
貴覧候心得之処、昨日他処へ御出被成 ニ付、其れに及兼候、近日右草稿可入貴覧、老中局へ 申述置候
　
慶応紀元四月十八日
　
帯刀殿一片へ被仰知左之通
　　
当十六日、本田美濃守様より御留守居御呼出にて
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御名
　　
御暇順年ニ付、此節御暇可被下処、
　　
御進発被
　
仰出候ニ付而は、
　　
 御留守中御手薄相成、 深く 心配 為有 不容易御時勢、不得已兼而御警衛被
　　　
仰付置候事ニ付、此節御暇被下間敷候
　
 同十九日、昨日之被仰知、表方被仰知、於中座御書付被相渡候
一、年号慶応に改候段、以役前被仰知候一、松平伯耆守殿御渡書付左之通　　　
 毛利大膳父子御征伐之義、先般塚原但馬守御手洗幹一郎を以被仰出候、御趣意相背候はゝ、急速
　　　
 御進発可 遊旨、先達而被
　
仰出候処、未右之模様は不
相分候得共、 不容易企有之趣 聞得 更に悔悟之体無之、且
　　　
御所より被
　　
 仰進候趣も有之、旁御征伐被遊 旨被
　
仰出、依之五月
十六日
　
御進発被
　
仰出候間、此旨向々へ可被相触候
　　　　　
四月十九日御渡
　
五月十六日
　
大将軍進発に付
　
公今暁八ツ半時御供可相回、拍子木出，七ツ時被遊
　
御登城候
一
 、非常之節御手当として、以有人御人数割致可差上、蔀
田代、
多門佐
野上へ又太郎殿被仰渡候趣、蔀拙者御長屋へ来伝
　
右調へ取かゝり候
　
 同月廿六日、此間取纏 御人数割帳 内々飯塚伝也へ遣入、相談候上、両御勘定奉行
渡辺泰治田代
　
蔀・御副役
跡部重太郎野上多門佐
へも入披見候
　
同廿九日、
一
 、今朝より御用所物書水谷作三郎招、御人数割纏浄書為致今日にて惣て出来に相成
　
閏五月朔日
一
 、今早朝御物書御代平四郎・水谷作三郎・御勘定役仁橋東市招、御軍割帳人数勘定為致、出
　
殿之節右御帳持参、
　
御家老岡本又太郎へ差出候処、以御膳番岡百八
　
公へ被差上候、右御帳左之通
　　
一、在番定居総人数纏
　
一冊
　　
一、在番定居有人を以御軍立に致候調
　
一冊
　　
一、御兵器調
　
一冊
　　
右は日暮里御庫并
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御国表より被差登候御兵器、矢・玉薬員数とも
　
同三日、老中被仰含候御用有之趣申来、御用所出勤
　　
御軍立調、至極宜被
　　
 仰出候趣、又太郎殿被申差上候、三冊御下に付相預、御人数へ催促之取調致
　
 同四日、御用所出勤、泰治・多門佐立会、御軍割役々被仰渡候
　
 重役ヘハ又太郎殿直々被申渡候 拙者・飯塚伝也両人御旗奉行相蒙
　
同五日、昨日残人数昨日之両人立会申渡
　
同月十二 今
　
大将軍御留守中御警衛御蒙、神田橋御門外西之方なり
　
同廿日、今日より沢畑頼母・小林和吉相招、御前備并
　
 御旗本西洋隊之人数割 并備立合戦之取調為致候、右は、神田橋 門御堅めに付て也
　
 同廿一日、跡部重太郎・野上多門佐午牌前相揃来、操練之義ハ御旗本計西洋隊ニ被成、如何に候や、御勘定奉行・御用人も同様如何と之心得之段申聞故、
　
御旗本と御前備ハ別手にして一手に候処、前備ハ和流、
　
 御旗本ハ西洋隊にて 一身不仁、脈絡貫通せさるか如にて勝を制する事能はす候、西洋に被成候事ならハ、一ソ之事
　
御前備とも一様に可被成、実ハ昨日より拙者一分限之心得を以、沢畑頼母・小林和吉相招 其取調為致、今日も四ツ時以前より参居候段為申聞候処、両人申聞には、夫レなれは猶更可宜、実ハ御不同意に候ヘハ御引分れ、老中へ申上及伺候申会に有之候段申聞而去る
　
御用所より右両人名前にて書状来、左之通
　　
 先刻ハ参謁大慶奉存候、然は和吉・頼母御招にて御一分限之筋を以神田橋之御備立拵候様被仰含候段、一同へ申聞候処至極之事故、右調出来之上、御申合可申上、依而御伺之事ハ延引仕候、右申上度、早々以上
　　　　　
閏五月廿一日
一
 、昨廿日、御兵庫より鎧始武器御取寄 事不相極、今日早朝より御上屋敷御庫へ運入候
　　
 但、先日
十三日
神田橋御門へ御人数被差出候節、甲冑為帯
候事、御留守居より其向へ及伺、其通と之沙汰ニ付、異変之節甲冑都合不致、鉄砲有りて玉薬なく、弓有りて矢不足等にてハ、
　　
御名家之御瑕瑾、取寄候て、不遠
　　
御下国に被為成、運ひ戻し 様之義ハ、申さは
　　
 御屋敷中之労煩迄に 故 早々御取寄可然 十九日両御勘
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定奉行
泰治蔀
へ申遣候処、御庫ニ明き候処合点無之、何れ可申
合との事ニ付、廿日朝より御兵具頭取両人
平山敬輔北尾平馬
日暮里へ出
張、様子を待居御兵具役小川治右衛門残置、御勘定奉行挨拶次第日暮里へ治右衛門行候都合ニいたし置候処、昼過漸申会極候へとも、今日ハ雨天故明日可取運、蔀治右衛門へ申聞候趣、治右衛門来申聞故 異変之義ハ何時無之とも難申、雨天之為変事なき 申筋無之 万一事有 て不都合之義有之候而は、拙者奉対
　　
 御上申訳無之候故 是非今 御取運可被成、治右衛門を以蔀へ申遣候処、尤之事故 同役へ可申遣とて 書状治右衛門に頼、蔀より泰治へ申遣候処、泰治治右衛門へ 々一今晩中異変有之候ヘハ 泰治一騎駆にて日暮里へ馬を走らせ、無差支手配いたし候故 取運候義ハ明 に致度、以治右衛門申越ニ付、 其通承知致候、 右衛門直々 、両頭取へ其段申達候
一
 、 自廿日至廿三日都合四日、 拙者方にて昼晩両度之賄いたし、小林和吉・沢畑頼母昼四ツ時以前より夜六ツ時前迄日々西洋隊之取調為致、廿三日にハ惣々出来
　
同廿四日、小林和吉に西洋隊調帳清書為致候
　
同廿五日、西洋隊取調二冊、渡辺泰治へ相渡
　
御側両役へも相回、又太郎殿へも入披見候様申談
　
是月廿三日、御蒙左之通
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
御名
　　
 其方儀、当四月御暇可被下候処、
　
御進発
　
御留守中御
手薄にも相成、御心配被為在、不得已事御暇之不被下旨相達候儀、且兼而御警衛被仰付置 事ニ付、此節御暇難被下候得共、去秋中御警衛ニ付人数召連、在府に付而は其侭在府罷在候而ハ、領分備向等之義心配之趣も相聞、御暇順年に候へは無余義筋ニ付、別段 訳を以御暇被下候間、可被得其意候
　
同月廿八日明時過
　
公益御機嫌能被遊
　
御発駕候
　　
御門外東方へ肩衣槍ニて罷出奉送
　
 六月十一日、小林和吉へ在番并定居当時之有人数を以西洋法之軍立に致候様申渡、為調候
　
同廿五日、秋田へ御飛脚被差立
　
志賀為吉へ目安差上候者処し方存慮形申遣左之通
　　
（以下脱文）
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慶応二年丙寅三月十四日、年寄中被仰含有之、早々出
　
殿可致御用所剪紙ニ付出
　
殿致候処、又太郎殿左之通被申渡候
　　
当秋
　　
御上京従此表御供登被仰付候
　
五月廿五日、今日
　
東御殿講釈始、四ツ時上衣にて出
　
殿、講孝経開巻
　
 東御殿添役無残、児小姓まて 外田代蔀
御勘定奉行御用人兼帯
、武藤縫殿
御用
人
、根岸司
御膳番
罷出候
　　
 六月七日以来講釈、十日・廿五日月々両度に被定置候段、御納戸役大嶋兵馬伝に有之、奉畏候段申上、扨兵馬へ
　
御引移被遊候以来、
　　
御輪講無之、池之端にてハ月々有之候趣、蒙求被遊
　　
御記憶候ハ、畢竟
　　
御輪講之御益故に候、御馬・御弓御稽古日雨天にて、
　　
 御輪講被遊候事に被成置 如何候や申談候処、至極左様被成置可然、篤と可申合段申聞也
　　　
但、諸御稽古にて別に御閑日無之ニ付、右之通申談
　　
此後御輪講日被定置候ニ付、 御本ハ孟子之事に奉申上候て
　
御自身にも被遊
　　
御講候
　
 六月十日、講孝経天子諸侯章、御用人・御膳番・御納戸役無残出席、其他聴聞之面々如初講日
　
五月廿七日 以演舌書又太郎殿へ申立左之通
　　
演舌覚
　　
昨廿六日当秋
　　
京都御守衛被遊
　　
 御蒙候段被仰知候、一昨年御国表御軍事方に於而御供人数を以 軍割致候にも可有之やと奉存候へとも、御供帳而已為差登御人数 帳ハ参不申、因て於此表右御供帳に向ひ、御人数割仕候而、如何可有御座候や、右調ハ
　　
屋形様被遊
　　
 御上京候調一通、御人数計被差登候調一通、右両様に調置可申
　　
 京都在番之人数も有之候故、御供帳之まゝにて大体都合可相成奉存候へとも、若補ひ不申候而不相成分も有之ハヽ、於此表定居之内より 仰付候事に被成置、如何可有御座候や 又ハ
　　
御国表へ被仰達、追々
　　
御国表より被差登可申候や奉伺候、以上
　　 　
五月廿七日
　　　　　　　　　
平元貞治
　　
 猶、取調之上御往復に相成候てハ間に合兼 故、補候人数
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ハ此表にて御手前様へ被任置候事に、御同職様へ被仰達被下候様申上候
　　
右は今日秋田へ無脇触御飛脚被差立候に付て也
　　
自是内々右取調へ取かゝり居候
　
六月廿日
　
 御年寄衆被仰含候御用有之候間、早々出
　
殿可有之御用所剪
紙にて出
　
殿致候処、
　
 御上京御先登被
　
仰付候段、又太郎殿被仰含、猶廿四日五日
之内出立致候様被仰含、野上多門佐取合にて御礼申上、廿四日出立致候段、以多門佐申上
　
同廿一日、御用所剪 左之通
　　
御年寄衆被仰含候御用有之候間、明廿二日四ツ時出
　　
殿可有之候、以上
　　 　
六月廿一日
　
廿二日、四ツ時出
　
殿
　　
 数年之勤労ニ付格別之御沙汰を以、銀百枚被下置候段、又太郎殿被仰含候、
　　
 多門佐取合を以御礼申上、知行被下置候に被準置候年功之御賞ニ候故、老中御手紙御催促ニ可有之趣意、縷々申談候
処、泰治
渡辺・温之助
真壁・多門佐
野上何れも同意に候へとも、
　
御
国表より右之通極参、於此表ハ無致方挨拶故、罷下り候上存慮形一片へ申談候都合ニ致置候
　
今般一片招酒振舞候
一、今朝　
御曹司様より於
　
御目通以秋山此治
御膳番兼
　　　　
御曹司様御納戸役
御送別御詩作拝領
　
 於御側局入口以大島兵馬
御納戸役
七月被下候御目録五百匹、并
篆書日々奉差上候ニ付、従
　
御内証黒絽
　
御紋附夏
　
御肩衣拝領被仰付候
　　
以多門佐右
　
御肩衣拝領之段又太郎殿へ申上置
　
 同廿三日、今昼又太郎殿へ暇乞参候処 被申置候趣にて酒被振舞候
　　
 但、一昨日、昨日之内同所より招ニ有之候へとも御断申上候処如是
　
猶今日午後又太郎殿拙者 長屋へ暇乞に被参候
　　
今夕銀拝領之心祝、并御詩作、
　
御肩衣等拝領
　　
明日出立之祝を兼
　　
御側方并
　　
 御曹司様御膳番・御納戸役・日知館教授以下懇意之面々相
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招、酒振舞候
　
廿四日、五ツ時以前出立、
　
京師へ発程 板橋より岐
（木曽路）
蘇路を経
武州本庄駅止宿之節、神流川渡支、二日逗留
　
七月九日、従大津入
　
京
　　
旅宿一条通六軒丁西へ入
　　
今出川町菱屋治兵衛
　　
甲子歳上
　　
 京之節ハ千本通右六軒丁より一条通東へ出、三、四軒南方東側旅宿に有之候、此節ハ御勘定奉行出張所吟味役等之旅宿に相成居、其土蔵へハ御兵器・矢・玉薬蔵置
　
御副役信太房之助へ以小川治三郎今日着致候段届之
　　
 但、治三郎并高瀬権平・田村良之助御警衛士被仰付、此度同行上
　
京
　
同十一日、小野岡右衛門殿自
　
御国表上
　
京にて着被致候
　
 御本陣
浄福寺
へ罷越、右衛門殿へ房之助取合を以、先月廿四日江
戸表出立、当九日着致候段申上、労辞御礼如式
　
同十四日、
　
 御門御受取近々に可有之ニ付、 書付に致長瀬隼之助
御勘定奉行
・
信太房之助
御副役
へ申合候ヶ条左之通
　
一
 、御門御受取之節、御物頭両人御警衛士軽輩等此以前之通にいたし、行列立致候事
　　　
中西文左衛門先乗之事
　
一
 、幕行列之跡へ為持 済、直々為張、野戦砲ハ左右へ備、巣口
　　
御所へ向はさるやうに備候事
　
一
 、玉薬ハ小長持へ入、御守衛所不堅固ならさる処へさし置候事
　
一、堂上方へ為御知之事
　　
中西多門此以前之事差心得候事
　
一、近く之御番所、諸藩へ以御警衛士通達之事
　　
 隼之助此処へ書き入、諸藩固所へ回状さし出、尚御警衛士も相回し候事
　　　
御三家へハ御物頭御使者相勤候事
　　
但、袖控持参為致候事
　
一、具足并袖験御固所へ備候事
　　 　
 但、袖しるしハ人数丈袋へ入置事に臨み、組頭より渡候事、主役ハ御武頭・組頭・大小姓筆頭代〳〵当番為致、主役之心得を以相勤候様被仰渡候事
　　　　
 御警衛士へ前条被仰渡候故、御守衛之義差図を受候様
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被仰渡候事
　
一、野戦砲六斤、三斤之内、其場所により相備候事
　　 　
但、二挺相備、玉薬不都合なき様為取調候事
　
一、高張腰さし三ツ道具より捧備候事
　
一、大留茶わん、土ひん備候事
　
一、御警衛士へ歩行並之者組交御番割致候事
一
 、同日御武頭大槻文左衛門催促、
　
 御門近々御受取に可有之、鉄砲 十丁、御長柄十筋同役両人御受取被差遣候故 御足軽人繰致置候様、房之助より為申渡候
　
 同十六日午後、 大槻文左衛門来、 御足軽人繰之義被仰渡候通、同役根本慎蔵へ申伝候処、重き御場所 受取之義ニ候ヘハ、途中如何なる異変無之とも難申、御長柄組 、此節登居候者無之、外御足軽に為持候てハ 事ある時ハ何之御用に立不申、於拙者指揮相成兼候事ニ 、於 足軽共も平生稽古致居候得道具に候ヘハ、心丈働き、死 ても無悔筈に候 共習はさる御兵器を持たせ働き候やふ命令いたし候とて 行はるへき様無之、於拙者ハ御受 り兼候との申条ニ付 只今御人無之処、常式通 とて不相成義に候故、拙者御受可致臨時之義ニ候故 御受被致可然義、色々申談 得共承知不致縦然右衛門殿被仰含候とも、決して御受相成兼候との挨拶に
て、私へ対面断に候得ハ、此上は力ニ及兼候故、何とか御取計相成間敷や申聞、引続き房之助来、かゝる処へ慎蔵より房之助迄病気届差出、如何候ニ付可致や相談故、此方より挨拶致候と返辞被致可然申候て其通いたし候、さて両人へ申候ハ、此方勤筋ハ何そ事あり申出候へは、評議之上老中 立候義にて、内輪之事へ携り候者にハ無之候へとも、一体之処考候ヘハ、容易には解け申 、御用所御受取之御差支に相成候、因而は平常之勤筋に拘はらす 慎蔵殿へ罷越、心丈談し見可申 難渋とは存 へとも、念を尽さゝるも如何と存候旨申述候処、両人共左様に ヘは承知にも可相成 此上事と申聞、因て慎蔵方へ相越し 存慮 次第一応相尋候処、文左衛門へ申候通之趣意にて、且私病気申立、御場所御受取御用御差支に相成 義を以御叱相蒙候とも、私限御国限之事に候、不習御道具を為持、万一不都合之事有 候て 天下に対し乍恐御国家之御恥辱に相成候義に候ヘハ 如何 御受に難相成筋との申聞、因て根元より之始末御差心得も可有之や、御老中より今年秋冬之内御上京御達に有之候処、
　
屋形様に於せられ
　
御不快柄ニ付、冬之
　
御勤ハ如何との
　
 思召にも被為有候や、於江戸田代蔀度々御老中へ罷越、内々
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御取尽にて、秋之事に御蒙に候、右ニ付、御場所之義ハ一日も早く御受取之
　
 思召にて、拙者義も六月廿四日、五日之内出立いたし候やうにと御国表より被
　
仰達に有之、然るに御長柄組之者、未登
に付、御場所御受 御遅滞に被為成候てハ
　
 思召形にもかなひ不申 且此以前堺町御門、
　
朔平御門
　
二ヶ処之
　
御持にて、御長柄十筋宛被飾置候へとも、別段御
長柄組御足軽当番被仰付候にハ無之候、実用に不相成者御手に被付、途中万一事有る節ハ、号令 届被成兼候と申義 一応は御尤に候へとも、
　
 思召に御基き、臨時之御分別を以、無 差支 門御受取済に相成候やう被成如何に 座候や、何分左様致度事に存候旨申談候処、篤と思慮之上御挨拶可申上 さて文左衛門へ申断り候義、房之助へ病気相届候義之如何可致や申聞ニ付、御談致候通に御思慮相定り候へは、房之助へ 御申立ハ同人手内限にて、未何方へも不漏事 候故 直々 返しに可相成 文左衛門殿へ御断之義ハ、拙者御引受、好き 可取計申談候処房之助殿迄御挨拶仕候事にいたし度申条ニ付、承知致帰る
　
同十七日
　
 早朝房之助より、昨晩根本慎蔵より参呉 様申来相越候 、御諭に付出勤可致挨拶故 病気申立ハ 返し 、猶文左衛門
へ此方より可及申諭、慎蔵申聞之次第以書状申来
一、今日根本慎蔵出勤　
同廿一日
　
日之御門御警所御受取相済
　
同廿三日
　
異変之節御軍割、今日より調へ取かゝり候
　
同廿五日
　
御軍割出来、荻津助吉
御政務所物書筆頭
に清書為致候
　
同廿六日
　
 御軍割帳長瀬隼之助・信太房之助へ披見為致、武者奉行一冊ハ右衛門殿へさし上、御番頭手一冊ハ戸村一学へ被相渡候様申上候
　
 大槻文左衛門・根本慎蔵へ房 立会申渡、布施要人始、役々申渡、御警衛士組合より一人宛催促 心得形ハ書付にて房之助より為相渡候
　
 金鼓付添具役等 渡、御用之節徒並之者近進並にて出張被仰付候義申渡
　
同十八日
　
信太房之助同様
　
日御門御警衛所へ罷越、一体之 取締形見聞致候
　
同廿七日
　
長瀬隼之助頼之書状草案差遣候
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 右は、薩州留守居助役遠武橘二と申者、多人数同様両度迄隼之助方へ参候へとも、居留守を使ひ、何等之用向にて来候や、書状にて申遣候処、返書にて存志之義申来候ニ付、右へ之挨拶なり、右草案左之通
　　　
上略
　　
方今天下切迫、弥被
　　
悩
　　
宸
 襟之時、御苦心各藩之情体御探索被成度ニ付、弊藩之決評御聞取被成度旨、当時 事情江戸表へ聞得候事とても、 虚実相半致候様之振合、 数百里相隔候遠国之弊藩ハ、猶更之事に御座候、其本既に如是に御座候而ハ、其時に臨んての評議形ハ一定 兼候勢も有 且縦然一定致候而も、早速此表へ不相達事も有之 旁に付而之 面会之席上に於て、弊藩之決評形居ゐて 挨拶ニ及兼候次第に御座候、右之段宜御承知被成下 様仕度奉存候 以上
　
九月六日
　
 昨五日昼、御警衛所当番之面々申会、今日自四ツ時丸山茶屋へ行との事昨夕耳に入候に付、今早朝書状三通二人宛之名前にして、只今之内旅宿へ来 様申遣、右面々へ申諭候へは、
今日多人数被申合、丸山茶屋へ被行候由、若き自分にハ折角出やうと思ふ所 止候而ハ内心残念に存 者に候、別して今日ハ晴天に候へは、此方に被差止候而ハ猶更腹を悪く被致候事に可有之、若き者ハ居すくみにのみなり居候而ハ不快等も生候故、気晴しに出候やう之義ハ 於此方も左為致度 存候へとも、如何とも今日之如く多人数にて 差障り候と被存候訳ハ、一昨年上
　
 京之節、拙者
　
陰之間へ被召、御守衛形之事を主として品々
被
　
仰含有之候内、若き者多人数登候故、万一一人たり共不
慎不行跡等之事有之候てハ 自然当家 名目へ相関り候故、其義も心得取締致候様被
　
 命候、左候ヘハ、於御一同も格段謹慎を主と不被成候得は不相成、同番形にて被出合候事に無之 一同無残と申に 有之間敷候へとも、二十人余 人数 可有之 市中回りに 前等不被尋とも、他藩之耳目に触れ てハ各に 無之、秋田の名を指てさみされ 事に相成候 又各に於而昼夜之当番格段精勤被致候処、佐竹之番所ハ精勤に見へなから、大勢茶屋へ行、酒宴に長し候ハ精勤 形のみ 、一体ハ大不取締なと他藩に指笑はれ候而ハ、各之精勤 今日之一事にて皆言ひ消され候やうに相成候、謹慎に首尾能
　
 京都之御用被相勤候ヘハ 往々其身 御規模 も 成候故
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右申会ハさらりと被相止、今日にも不相限、此後とても左様御心得可被成、併二、三人位名所見物等に被出 途中に 昼食等被使候様之義ハ、別段之事に候、御一同へも能々被申伝候様可被成候
　　
右申諭候処、何れも至極承服之体にて罷帰
　　
同日、右衛門殿へ内々右之次第申上置
　　
隼之助・房之助へも話置候
　
同十六日、是迄之
　
御本陣浄福寺 薩州へ返 ニ付、本隆寺へ転候事に申会極る
　
同十九日
　
長瀬隼之助へ遣候書状左之通
　　
上略
　　
浄福寺御返之事
　　
 野宮殿雑掌某へ御届ニ相成候へは、浄福寺にて薩州 ハ断り候而、
　　
此方様に候へハ御用立候事に致候模様、右和尚存意之通
　　
 此方様にて御借入に候ヘハ、無労煩には御座候へ共、最初薩州御留守居より無拠断、其後平田に数年寄宿致 者、当時彼藩之軍事方勤居と申者高瀬権平へ尋来、浄福寺より御
移と申事ハ、 近頃気之毒に御座候故、 成否ハ如何可有之や、周旋仕見為申と申聞之趣、権平罷越申聞 右は既に
　　
 御本陣本隆寺之事に与力へ談 明日迄挨拶有之候日に付、段々 深切之次第忝存候、乍去其御藩に於てハ御人数一纏に不被成置候へハ不相成との義御尤ニ存候ニ付、此間中其向へ申談、明日ハ別段借入候寺院相極候都合 、折角之御懇志にハ候へとも、右 次第故宜申上候様、其向役人申候趣挨拶可致、権平へ申付候、然ルに此度於浄福寺向方へ断候て、
　　
 此方様 是迄之通御用立候事にてハ、薩藩に於て其始当家へ借置候処、此節に至断り、且秋田へ借候義ハ、秋田藩と打合、表向ハ於秋田立派之事を申候而、内々にて和尚 示談、其手よりして此方を塞候やうに計得之甚しき術策と取受候は 差当之事と存候、且柳馬場御屋敷へ彼藩之者共二度迄参 を、 御対面なき事にても不平を蓄ひ 薩 も大勢、
　　
 此方様御人数も不少処、右怒を洩らし候て喧嘩等始 事にてハ、余ならぬ禍を御警衛士へ及し候筋に御座候、御物入嵩、且御労煩に相成候義、不差考に 無之 へ共、怨怒を醸し候基に相成候義、 如何と存候ニ付申上 何方にても
　　
 此方様なれは借し上 と申居候処、本隆寺近くのみ借し候家無之と申ハ不審之至ニ御座候、能々 を届候へハ 如
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程も借入に可相成と存候、廿二日御用所御出勤之上御相談申候而 宜存候へ共、和尚之言葉に就、是迄之通御借入之橋か渡し候てハ不宜と存候まゝ只今申上候 篤と御熟考奉願候、頓首
　　　　　
月
　
日
　　
 御本陣本隆寺に相成候ヘハ、其向之役々近処へ引移不申候てハ不相成候処、其近辺に借し候家無之趣、吟味役申聞有之候に付、其事とも書状へ申遣候
　　
本隆寺之事に極候段隼之助より返書来
一、日之御門御受取より御守衛之始末并本隆寺　
 御本陣に相成、於同所取扱候次第、右衛門殿より江戸表へ被差下、
　
公へ被差上候ニ付、書纏右衛門殿へ差出候一冊左之通
　　
御守衛何れ之
　　
御門と申義未御沙汰無之以前左之通
一
 、益子助左衛門・福地市兵衛旅宿へ催促、野戦砲金具等損し無之や一々吟味、若損し有之候ハヽ、其向へ申立、早速繕ひ猶砲之内外研き候義申渡
　　
 六斤之砲金具損し有之、両人鍛冶へ差図、早速出来に相成候
一
 、御門御受取之節、野戦砲真先に為挽候事に致候故、其行列取調 内々右両人へ申含、於私旅宿帳面に為致候
　　
 但、ケヘル筒とも玉薬等ハ吟味役手伝へ申合、都合致置候やう申渡
一
 、大筒役大久保鉄太吟味役手伝にて、御兵具役登以前ハ御兵器取扱居候に付、同人旅宿へ催促左之通申渡
　
一
 、野戦砲六斤二挺被差出候故、玉薬始其砲へ添候諸道具取揃候事
　　　　
 但、益子助左衛門・福地市兵衛へ取調形申渡候故、申出に随ひ相談可致事
　
一
 、火縄鳥銃十匁 六匁三十挺、ケヘル筒十六挺被遣候故、右玉薬都合可致事
　　　　
但、ケヘルハ内十挺御固所へ被飾置候事
　　
○右は此以前
　　 　
両御門御警衛之節之御振合に相準し候
　　
○
 ケヘル筒御不足ニ付、御飾付ハ十挺にいたし、六挺之分残とも、異変之節之用意に致候
　
一、ケヘル筒御長持へ入、ケヘル隊之跡へ為持候故 御長持
　　
御紋之油覃かゝり候分不有合候ハヽ、早々為拵可申事
　　
○
 ケヘル稽古致候者へ行列之節、右銃為持度存候へ共、私共御警衛士と被
　
仰付罷登、ケヘル隊とハ不仰付なと、
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其時に臨み無詮労煩等も可致やと差考ひ、右之通致候
　　
○
 鉄太申出、油覃付之御長持と申ハ外に無之、新しく為染候義ハ於御当地中々急段出来兼候、白木御長持新しき有之、是へ
　　　
 御紋を置如何可有之や、伺に付不得已義故、中山兵馬に
　　
御紋を為置、雨天にも不流様立派に出来、
　　
御門 受取之節御用ひ 相成候
　
一、御長柄十筋被遣、直々御飾付に相成候事
　
一
 、御門御受取、当日より御警衛士当番之者へ日々被下候、御賄手配致置可申事
　　　　
 付て、土瓶・茶碗・大留・ろふそく等、当用之器物即日より備候事
　
一、袖印士分、徒以下之分二袋にいたし 主役へ可相渡事
　
一
 、紐付紙之切下け、合印雛形相渡候故、十人へ一ツ宛之積を以雛形拵、御武頭以下軽輩に至まて一同へ相渡、右雛形を以他の見聞にかゝらさる処に於て、銘々拵候事に可為致事
　　　
〇
 右雛形并絲紙吟味役所より受取、士分ハ紺絲、軽輩下人ハ白絲と相心得、於閑処こしらひ候義一同へも申渡候
　　
〇
 合言葉ハ夜戦等には専要に候得共、御警衛士処々散在ニ
候ヘは、日々かはし申渡候義、上下其煩に堪へす、異変有之
　　　
 御本陣へ立場致候節申渡候へは、其人勢丈ハ宜候へ共、御守衛所ヘハ通せす、却て疑を生する之基に候故、臨時合言葉ハ略し、一昨年
　　　
 御上京御供にて罷登、奥州御道中御用候合しるしを用候事に仕候
一、七月十四日、大槻文左衛門御用所へ催促、御受取之　
 御門、何れと申事未相知候へとも、御達之上ハ右為御受取、根本慎蔵と両人被遣、 御鉄砲三十挺、 長柄十筋被差出候故御足軽人配致置候様申渡 於先乗ハ中西文左衛門被仰付候義為申聞候
一、御受取
　
御門ハ
　
日之御門にも可有之、長瀬隼之助考に付、隼之助へ申談
　
 土州様へ 人数 兵器并 振合等 義御聞合之事に致候処翌十五日隼之助より
　
向様之書付へ書状差添来、右書付左之通
　　　　
覚
　
一、御警衛御番所御人数
　　 　
物頭
　　　
四人
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家来五人
　　
平士
　　
弐拾人
　　 　　　
同
　
弐人
　　
足軽小頭
　
四人
　　
足軽
　　
六拾人
　　 　
仲間
　
三拾人計り
　　
長柄
　　　
拾
　　
大砲
　　
八
　　
小筒
　　
百
　　
三ツ道具
　　 　
但、下座見と申、別段相詰不申事
　
一、人数交代之事
　　 　
毎日辰之刻
　　
毎夜不寝番 義足軽共示合を以相勤候事
　
一、持場廻番之事
　　 　
物頭
　　　　
壱人
　　 　 　
槍持
　
壱人
　　 　　
提灯持壱人
　　
士分
　　　
拾五人
　　 　　　
手槍
　　 　　
手提灯
　　　　
足軽小頭
　
弐人
　　 　　　
手提灯
　　
足軽
　　　
拾五人
　　 　　　　　
右同断
　　 　　
棒為持候事
　　
但夜刻々
　　
 隼之助書状ニ、人数実調とハ不相見得、兵器は外御固御隙明ニ而直々持込故 より増候事に聞 候段申来
　
同十九日、御受取之御場所ハ愈
　
 日之御門之模様に付、大筒役にて吟味役手伝兵器取扱水戸部正蔵旅宿へ催促、明早朝
　
 日之御門土州様御固所へ行、通りかけ張らせ置れ候御幕幾重にて宜きや、詳に視定過不及なきやう取調、御受取之節長持へ入、差遣候様可致、猶上之間ヘハ
　
御紋、幕次之間ヘハ三町白、端々ヘハ紺幕と可心得申渡
　
同廿日
　
今朝水戸部正蔵
　
御用所へ罷出、
　
日之 門幕見分形申出
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一
 、今日大槻文左衛門・根本慎蔵・内藤新一郎・石井庄左衛門へ於御用所
　
 御門御受取之上、各主役之心得を以可相勤、猶一昼夜一人宛当番被仰付候段、貞治・房之助立会申渡
一
 、牛丸平八・八代主税・阿曽村喜 三人仮組頭被仰付候段、房之助申渡
一、御警衛士一同并徒、同並迄催促、　
御本陣広間へ為相揃、
　
 御門 受取之上 心得形右衛門殿被仰渡を以、貞治 房之助立会左之通申渡
　　　　
覚
　
一
 、御守衛形厳重相心得候義勿論に候得共、諸事苛察かましき立振舞無之、諸藩へ対し丁寧応接可致事
　
一
 、休息之義ハ互に申合、詰所手薄に不相成様可心得、猶代り間を短くいたし、威儀を不崩様可致事
　
一
 、重き御用相蒙罷登候上ハ、諸事相慎 、銘々に於ても固ク心得可有之筈に候得共、平日共万一不慎、不行跡等之事有之候而は、自然
　　
御名目へも相関 候故、取締形第一可心得候事
　
一
 、一同熟和を主とし、別而於番所争論かましき義無之様可
致、不得已次第有之候とも、重き
　　
御場所を顧み、相忍引取 上、御副役迄可申出事
　
一、御物頭、大御番組頭、大小姓筆頭主役に被仰付候故、
　　
御守衛之義ハ其指図を受可申事
　　　
猶、両人心得を以演舌にて申渡候ヶ条左之通
　
一、出張所に於て煙草被相禁候事
　
一、物売等番 へ入置候義
　
一、下人共高声に騒等固く可被相禁事
　　　
 久保田、江戸御警衛士へ在々給 禄並順席為致候義も一同へ為心得申含候
一、徒、同並ハ別席差出申渡候一
 、右一同へ被仰渡并申含以前、御物頭、大御番組頭、大小姓筆頭へ為心得披見為致候
一
 、御門御受取之節出張被仰付候者名前呼懸 何時
　
 御門御渡之 沙汰無之とも難申候故、其心懸罷在候やう申渡候
　　
 猶、名前書付ニ致、房之助より仮組頭へ相渡、銘々へ猶又
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為心得候
一、於　
御国表
　
 御条目執達拝聴不致罷登候面々為居残、座敷を改め於別間貞治・房之助両人立会拝見為致
一、御持場回番ハ昼三度、夜三度と可心得申渡　　　
 於諸家様雨天之節傘下駄にて回り候も有之趣、御警衛士申出に候へ共、他ハ兎も角、於
　　　
此方様ハ雨天之節蓑塗笠、草鞋と可心得申渡候
一、腰さし提灯并徒、同並へ被為指置候手槍、　
御門御受取之上
　
御警衛所へ被備置候
　
同日、御所司代より長瀬隼之助迄左之通申来
　　　　
剪紙表へ
　　　　
小寺新五左衛門
　　
御名様
　　　　　　
成瀬杢右衛門
　　
御留守居中
　　　
森弥一左衛門
　　 　　　　　 　
秋山四右衛門
　　
被相達候儀有之候之間、只今
　　
御壱人御出 様、越中守申候、以上
　　 　
七月廿日
　　
小倉友三郎差出候処、左之通
　　　
表へ
　　
御名
　　
家来へ
　　
内
　　 　　　　　　　　　　　　　　　
御名
　　
日之御門前御警衛被
　　
仰付候間、得其意、松平土佐守人数より可請取候、以上
　　 　
七月
　　
 右之義、昼過隼之助より申来候ニ付、房之助同様千本御勘定奉行役所へ相会、御兵器類点検致、兼て
　　
 御門御受取之節出張被仰付候面々、一組より一人宛明廿一日五ツ時 用所へ罷 候様房之助より為及催促候
　
 右御門御受取ハ、隼之助より
　
土州様御留守居へ往復、明廿
一日九ツ時受取渡之事に相極候
　
 右ニ付、御兵器等先日向々申渡置 通、不都合なき様猶申含候
　
七月廿一日快晴、五ツ時罷出候面々へ、今日
　
 日之御門前御警衛所御受取に付、兼て被仰渡 面々襠高袴、割羽織、塗笠にて、四ツ半時
　
 御本陣へ相詰候様房之助申渡、御武頭両人へハ貞治・房之助立会申渡
　
 刻限に至、行列帳に向ひ、房之助主立 政務所物書筆頭荻津助吉、吟味役手伝大久保鉄太・水戸部正蔵に世話為致、於境
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内人数整ひ次序に従ひ為繰出候
　　
行列帳別に有之候
　　
 戦士隊久保田・在々禄高次第二行、局住ハ久保田・在各一行宛、左右に分け、家督之者之跡へ為続、在々給人へハ一郷より一 二人宛漏れ候郷無 様に致候
一
 、御作事方稲見魯三郎、御幕入候御長持へ 付添、中西文左衛門土州様主役へ御受取之懸合済、土州様之幕弛く候と直様
　
御家之御幕張かひ御人数入かはり候
一
 、御三 御警衛所ヘハ 使者大槻文左衛門勤之、其外近辺之御警衛所ハ御警衛士之内鈴木三郎太 に為勤、堂上方ヘハ中西文左衛門勤之、異変之節見越之事等も申入置候
一
 、三町白御幕之事、江戸出立之節申置候処、右御長持被預置候者於東海道数日逗留有 、今日へ間に合兼候ニ付、姑皆御紋之御幕に致候
一
 、紺幕貞治へ其向より兼て差出置候帳面に六重と有之に付其心得にて居候処、右ハ皆々御下しにて 一 も無之趣差かゝり相知れ、土州様にて馬被差置候 板屋ハ不得已其まゝさし置、急段中山兵馬に仕舞被仰付候、先立 右 有 吟味役に不為取調候ハ、 疎漏に有之候
一
 、日之御門前御警衛所、諸事無不都合御受取済に相成 段、大槻文左衛門貞治へ申聞之上 右衛門殿へ同人より一体 始
末直々為申上候
一
 、御警衛所へ大筒役も当番為致候ニ付、百目壱挺、三十目壱挺被備置候
一
 、大槻文左衛門・根本慎蔵、若へ異変之節出張被仰付候故、御足軽引連、貝之相図にて
　
 御本陣へ駆付可申、猶両人之内御警衛所非番之者出張可致、両人共非番之節ハ、慎蔵出張可致段、房之助立会申渡
　　
 御相図之義ハ、御貝役小田内鉄之進へ申渡、御相図次第何れも
　　
 御本陣へ駆付候義、并立場之事書付にて房之助より仮組頭へ為相渡候
　　
御警衛所より注進并相図之事 立場之事等後に記す
一
 、 七月廿三日、 御警衛所当番主役大槻文左衛門より書状にて、只今松平下総守様御固所より、先日 使者被遣候御答礼之御使者に参候者口上述へ終候後、御取次致候仮組頭へ 是迄
　
 御三家始書回無之、夜回り而已に有之候処、御当所御持場引受已来、昼夜数度 御回りに相見得候、左候てハ 一統へ相障り候様に御座候 何卒何事も 打合せ之上、不都合無之様に仕度、昼夜幾度御回り被成候や、且 出張へ御詰渡し之御人数も殊に多く被見受候、何人位に有之や等之事聞合、近く申候ヘハ
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 此方様に而已精勤被致候てハ、外々之不勤に当ると申義を申聞候様子、因て従是御挨拶可致と申遣候由、如何挨拶致候て可宜や問合ニ付、詰渡し候人数之多少ハ其家之御分限により候義にて、他へ拘り候事にハ無之候故、兼て御守衛形厳重可相心得、 主人より被申付居候故、 右之通と答候而済候事に候、回番度数之義は、明日此方より可及挨拶被申遣可然返書致候
　　
 忍之警衛所ハ離れ居、紀尾二州之警衛所ハ直向に候処、忍之番所より右之通問合ハ考るに、其内実は
　　
 御三家に可有之、御三家より問合候而ハ廉立候思慮より、態と忍より為問合候事に可有之、因而一昨年御目付より之御達等念を尽し吟味いたし、且向方より之問合ハ、廿一日此方様より被遣候御使者へ答礼 来、其者限り之口上振故、 右対も主役より 挨拶に草稿 隼之助・房 助へ申合、右衛門殿へ及沙汰、右手控奉書半切へ荻津助吉に為書、廿四日房之助より書状さし添、以御用使当番主役迄御警衛士之内を以差遣候様申達候処、大部恒治を以及挨拶候由
　　　
右手控左之通
　　
 昨廿三日、御警衛所昼夜四番度数之義御問合に 候、一昨子年右度数之義御目付様 有 候義ハ、定而御心得も可被為有候、猶此度御所司代様より此節柄之義ニ付、巡邏之度数相益
（増）
候様御達有之、是又定而其御藩へも御達有
之候事と存候、且御警衛所之義ハ其御場所、又ハ其時により度数之外臨時不時回りも致候心得に候故、予しめ幾度と申義ハ定兼候事に御座候、一昨年被
　
仰達ハ、昼三ヶ度、
夜三ヶ度に御座 へ共、此度御所司代様より御達に付、夜四ヶ度ニ致候、以上
　　　　　
七月廿四日
　　　　　　　　　
御名内
　　
 此後ハ、紀尾二州御警衛所を始、昼夜繁々回番之事に相成候由に御座候
　　　　　　　 　　　　　　　
次之巻へ続く
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献芹録
　
智
一、土州不寝番ハ御足軽計に相見得候　
此方様にてハ、此以前
　
 両御門御警衛之節之通、御警衛士半夜代何れも無怠不寝番相勤居候
　
同月廿六日
　
大久保鉄太催促、書付 申渡左之通
　　　
 其後大筒・小筒之玉薬積不足之段罷越申聞之者有之候ニ付、於平場双方備を布き、争合合戦等致候義と引違ひ、地狭之処にて変多卒に起り候事に候へは、急に鉄砲を打かけ、砲煙之下より面も不振研りて入之覚悟に候故、右玉薬之積にても多過候程之事に候趣及挨拶候処、承服罷帰候
一
 、三町白御幕、其後相達、紺幕も出来候へとも 時ならさるに張かひ候而は如何に存候故 七月晦日晩方右御幕御警衛所へ遣、兼て内々主役へ談置候通、八朔未明に三町白を以
　
御
紋御幕次之間へ張候と打換ひ、夜明けて始て見へ候様にいたし、紺幕も同様板屋へ為張置候
一
 、大砲方之者貞治旅宿へ来、土州様にてハ野戦砲五挺御備、諸家様にても皆数多く御備に候処、
　
 此方様御警衛所而已二挺にてハ、何となく御手薄之様に御座候、
　
 御本陣へ被残置候野戦砲も、御備之やうに仕度と申出に付、各日代当番幾人宛に や、野戦砲之数のみ益
（増）
候とて、打へき
人無之候而は、只外見を張り候 にて実用無之、御筒のみを費し候、且御三家并忍等之御警衛所 以味方に候へは、大砲数多からすとも宜敷 加之百目、三十目敵備之たゝ中を打崩へき用意も有之、旁益
（増）
候に不及段申諭候
　
其後、又別人来、諸家様之御筒ハ多分ボフトに候故
　
 御本陣に有之御筒を以六斤と 引かひに仕度申出 御警衛所ハ置付に候故、重大之御筒にて 異変にて 人数繰出候節 、簡便之御筒に無 候てハ不相成 故、右之通 筒配致候段為申聞候処、両条共承服罷帰候
　　
右之通及挨拶候へとも、実は野戦砲御不足に御座候
　
屋形様
　
御上京被遊候義に御座候へハ、江戸
　　
御上屋敷に被備置候ボフト六挺も不被登置候てハ、
　　
 御本陣之御備始、御筒配行足不申、御警衛所二ヶ所ニも相成候へは
　
上
 御上京不被遊候ても不足に御座候に付、江戸表御勘定奉行
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迄申達置候
　
 八月四日、横手給人両人相揃旅宿へ罷越、御軍割に伍組伍長平日不定置、有事に臨ミ急段被相定候義如何と奉存候旨申出、至極尤之義に候、於此方も固り左様取調度存志に 処、伍組形にて当番居残等相定候てハ、御番割不同なきやう ハ不相成、 御番割 同なき様に致候へハ、 平生伍組定置候而も、三人当番にて二人残り、一人当番にて四人残り候やうに相成、 伍組之名ありて実なき様に相成候、 総人数不残三日置之、当番に致候にハ、御副役も頗心配いたし 各之如く兵学心得候者なれは、縦然当番に不同有之候ても、伍組正しけれは宜と可申候へとも 兵学心得候者多分に無之 へは、 三日置、二日置、一日置と当番に 同出候てハ、定て承服に相成兼可申、両なから宜様にハ及兼候故 寧伍組を急に 候ても 当番に不同なき様に致候段為申聞 処 言葉にて始て相分と申聞故、各ハ左 申 而も外面々ハ如何可心得や、一同申合候而伍組も平生定り 当番に 不同なき様相成 分別候へは無此上故、拙者迄可被申出、此義にも不限如何と存候義ハ、陰ニ不申居覿面 へ 内座之事 へハ、如何様之 存志一杯被 候而も少しも不苦、未明なり夜中なり何時にても可被申出申含候処、其後差して之 出無之候
　　
 御人数多く候故、此他一説を構手内ゆへ申出候者不一人有之、承服致候迄尽討論さし帰候
一、御警衛所より注進并御相図、立場等之事左之通　
一、異変之節、御警衛所より御足軽又ハ徒並之者両人
　　
御本陣へ注進之事
　　
但、其日々限注進致候者定置、壱人宛二ヶ所に分れ
　　
御本陣へ駆付候事
　
一、九門内外鉄砲之音聞得候へは、右注進無之とも
　　
御本陣より拝見之者被差出候事
　　
但、
　　
御本陣塔中に罷在候御警衛士之内、人を撰被仰付候事
　
一、右慥なる義相知れ候上、
　　
 御本陣にて五段七声之貝打重吹 、右相図を聞、御武頭御足軽を率ひ
むれ候に駆付候てもよし
、
　　
御本陣へ駆付、表門内左右へ立場致候事
　
一
 、野戦砲打手并弾薬車付之者、右同断之節駆付、御足軽之前
　　
御本陣表門内へ立場致候事
　　
尤、野戦砲引付候事
　
一
 、前々日当番御警衛士徒並、右相図を聞駆付 裏門御手判
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番々所脇より南之方左右ニ分れ立場致候事
　
一
 、前日当番之者同断、裏門内より西手之方へ左右に分れ、立場致候事
　　
 右二隊共五人宛間を離し立可申、五人之内高禄之者伍長と可心得事
　
一
 、ケヘル稽古致候者ハ裏門被御手判番々所之向へ立場可事
　
一、諸役々ハ釈迦堂前へ立場可致事
　
一
 、前々日当番之者ハ、戸村一学へ附属被仰付候故、号令次第出張可致事
　
一、前日当番之者ハ武者奉行に従ひ出張之事
　
一、明日当番之者ハ居残之事
　　
但、大之本要心格段念入可申事
　
一、中立売御門
　
一、今出川御門
　　
右御門へ合鑑差出置、引合之上通行致候義、兼て
　　
両御門 警衛之藩へ断 候
一、八月六日、御手判番より伺有之、付札左之通　　　
覚
　
一、異変之節、両御門開閉之義如何心得可宜候哉
　　　　
 付札、駆付候者之名前を問、表御門小門より可相通、差引役并御門堅御足軽駆付候上 門可相開、裏門ハ異変、出火之節とも閉きり之事
　
一、非番之者
　　
御本陣へ駆付候上、何方へ相詰可申候哉
　　
付札、兼而被仰渡候通立場可致事
　
一、出火之節両御門開閉如何致候て可宜候哉
　　 　
右之通奉伺候
　　 　
八月六日
一、差引役ヘハ表門堅め之事　
兼而申渡差置候
　　　
 御本陣本隆寺に相成候に付、異変之節心得形左之通被仰渡候
一、九門内異変有之節、　
 御警衛所より徒並之者、又ハ御足軽二人、内壱人ハ武者奉行へ注進、直々御番頭へも注進、同壱人ハ
　
御本陣へ注進之事、
　
 右注進無之とも、鉄砲之音九門内に当り聞得、其模様柄聢と聞留候ハヽ、 使武者 内両人差遣探索 実地分明相知れ候上、
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御手判番之貝役へ申渡、五段七声之御相図差出、猶笹屋丁御貝役旅宿へ申触れ、西今出川仮組頭旅宿へ御貝役壱人、御番頭旅宿へ壱人罷越、御相図差 候事
　
御貝役へ相触候義ハ、
　
御本陣番御足軽へ割符を為持、笹屋丁へ遣候事
　　　
割符如左
　　　　　　　 　 　　　　　　　　　
長さ曲尺七寸
　　
【口絵②参照】
　　　　　　　　　
幅同尺三寸
　　 　　　 　 　　　　　　　
厚さ同尺三分
　　　　
木樫之類
　　
中より如図割而、文字ハ刻にて
　　
 是を為持遣候へハ、御貝役合せ候上、一人ハ御番頭旅宿、一人ハ仮組頭旅宿 罷越、御相図差出候事
　
 右御足軽帰りに、直様御物頭両人之内当番に無之者へ駆付注進いたし候事
　　
右割符、半ハ御貝役へ被相渡、半は
　　
御本陣に罷在候、頭役之者御預之事
一、差引役兼て申渡置候通、表御門御締御足軽同断之事一、御物頭御足軽立場一、御警衛士立場左之通　
一、御物頭御足軽を将い
　　
表門左右へ立場之事
　
一、大砲方并ケヘル打ハ本堂前へ立場之事
　　
但、大砲方ハ前、ケヘル打ハ後へ幾段にも立候事
　
一
 、前々日昼番之者、本堂向鐘撞堂脇より三十番、神堂迄二重に立場之事
　
一、前々日夜番之者ハ、本堂脇より裏門迄左右
　
一、前日夜番之者ハ、居残候而、旅宿へ火之 要心之事
　
一、前日昼番之者ハ、御警衛所交代と可心得事
　　
前々日昼番之者、御番頭へ被属置出張被仰付候
　　
同夜番之者、武者奉行に従ひ出張之事
　　
但、大砲ハ御物頭より先ニ進候事
　　
右之外、兼而被仰渡候通可差心得事
一
 、御本陣本隆寺塔中へ御警衛士四組合二十三人 馬乗林永助并御厩之者九月廿九日引移、貞治義ハ十月朔 同所塔中玉峰院と申へ引移候、御用所に相成候寺へハ、御家老被召使候徒
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並之者両人御用物為見続、同二日為引移候、貞治引移以前吟味役田中要助
　
御本陣札并御幕ハ如何可仕や伺ニ付、下陣札外寺々に有之、
　
 御本陣札不差出候而 、俗に居尻に迷ふと申様之評を得候も如何に候、因而本隆寺表門へ
　
御本陣札を掛
　
 御紋 幕を可為張、裏門にハ西町奉行所御用と申高張有之候故、裏門ハ其まゝ可差置申含、朔日よりハ御手判番御足軽とも当番為致候、於同寺
　
 幕府粥施行ハ九月初より三十日迄と聞得 故、十月初旬にハ引払に可相成存候処、
禁
 裏御付御出入御同心鈴木牧太申条にハ 又候日数被相増、正月初方迄に可相成申聞 右粥施行致候処 房脇之方にて表門よりハ入込、大分離れ候処にて、且受施行候者共ハ、裏門より往来致し、粥施行之場所有之寺へ
　
御本陣札掛候義如何と差考も有之候へとも、是迄之
　
 御本陣浄福寺とても竹にて埒を結ひ回し 、外に本堂并釣鐘堂墓地等有之、朝夕之鐘撞き候とて
　
御本陣にて撞候やう聞受候者も無之筈
　
 本堂へ参詣、賽銭まき候者も有之、又堂上方 篇中并市中之者墓所へ参候とて、皆以
　
 御本陣外之事に候ヘハ、本隆寺とても其れに均しく粥施行丈ヶ之地ハ
　
 御本陣外と見置候へは宜筋と存候に付、右之通仕候事に御座候
　
 十月二日、貞治方へ役僧来、以家頼御引移、御人数御頭ハとちらに御座候や聞合に付、此方に候段為及挨拶候処、御引移惣御人数御何人に候やと聞合故、取調之上此方より可及御挨拶為申候て
　　　
書付にて
　　
覚
　　
御当寺へ引移候同藩人数左之通
　　
上下
　　　　　
五十人
　　
右役僧へ差遣候
　
 同日亥之刻過にも可有之や、本隆寺役僧門を叩き、家頼へ申入候ハ、明暁七ツ時粥御施行御見分として 町奉行様御出、明六ツ時御帰被成、御馬にて門へ 乗込に御座候故、其間
　
 御本陣札并
　
御紋御幕有之候而ハ御乗込如何ニ付、御はつし
被下度との事故、町奉行なりとて裏門より通行難成筋ハ有之間敷とハ存候へ共、人体柄 事故、此方より打付に裏門よりと申も思慮に付、一旦本陣と相定候上ハ、本陣札を下し、幕を弛し候事にハ不相成候、不苦候故御乗込可被成と挨拶致さ
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せ、起立候而袴を着し、只今に重て来候ハヽ対面可致故、左様可心得、家来へ申渡控い居候処、小時ありて重て来、裏門御通行之事に致候故、以前申上候義ハ宜との事故、此方へ御通被成度と家頼 為申、 右役僧入来 に付、 以前御申入之節一旦本陣と差定候上ハ、本陣札并紋之幕弛候事にハ難罷成、因而拙者一分之存慮を以 馬にて御乗込不苦と及御挨拶候、諸侯之本陣札并家 紋幕有之処ハ、定而於御町奉行様ニ御思慮も可被為有筈と存居候、愈御乗込之事に候へは、表門上ハ番ハ同藩之士にて、下番ハ足軽に候故 其者共へ心得形申渡候存慮にて居候、然ルに只今御申入之通 裏門より御通行と申事にて候へハ、何 差障も無之、無此上義に御座候、右之通挨拶、役僧引取候上御手判番両人 内一人催促 処 岩崎兵右衛門参候に付、右 次第為申聞各両人燭台を点し、下番へも申渡、常式之通詰渡 申、市中之者大勢故体により下座触等不致とも難申、仮令左様 事有之候とも 各に於ハ何等も頓着に 及、知らぬ振にて可被居申渡候処、 高張も可差出や伺故、可差出申渡候、兵右衛門重て来、役僧参、
　
 御本陣之事ハ当山より未御届不申上、明朝御届之都合 て居候、然ルに左様厳重に被成候而ハ、当山之迷惑に相成候故今暁丈ヶ之処ハ とか御斟酌を以御止被下度申条之趣故陣と相定候事ハ疾より之事に候、且本陣札を掛 幕を張候義
ハ、一同見聞之筈に候処、未御届不済と申ハ不審之事に候、乍去当山之迷惑に相成と申義に候へハ、高張ハ相止候事に可致と挨拶為致候、町奉行被帰 上 兵右衛門来、
　
御本陣之
事ハ先達て極居候へ共、御人数御移之義ハ未御届不申上事に候段、役僧重而参申聞之趣に候、馬にて裏門より被乗込候や相尋 処 門外にて下馬被致、馬ハ玄関入本堂之脇へ為繋候との事に御座候、御町奉行ハ誰様に候や、以家頼月番役寮へ為聞候処、滝川讃岐守殿と申事に御座候、粥施行之場迄自ラ見分と申様之瑣細なる事にてハ、其職事に於て是日も足らさる事と被存候、若別段存慮之旨有之候て も可有之や、裏門なから下馬致候ハ、見 之有之事と存候
　
十月三日
　　
町奉行与力より書状左之通
　　
表へ
　　 　　　 　　　　　　　
砂川健次郎
　　
中西文左衛門様
　　　　　
本宮只一郎
　　 　　　　　 　　　
野村郡之丞
　　
 以手紙得貴意候、 寒冷之節御座候所、 弥御安泰被成御勤、珍重御儀奉存候、然ハ今暁讃岐守儀上京 本隆寺粥施行場向見回可被相越 処、表 に御幕張有之候得共、未太
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守様御上京と申訳ニも無之候ニ付、被罷越候節丈幕御引取之儀ハ相成間敷や之段、右寺役者を以同寺に御詰合之、平元貞治郎と申御方へ為及御引合候所、一旦本陣ニ借請 上張候幕ニ付、引取候儀は難相成段御答有之折柄、 追々施行無人も詰掛候付、 跡より 掛 可申旨申置、差掛り讃岐守は裏門より被相越、見回相済申候、右は幕張等有之門より入出被致候儀ハ甚不都合に被存、左 迚裏門より入出之儀も是以甚不都合、前段之通 て差懸り相済候得共、以後東西奉行衆折々被見回可 哉と存候ニ付而は、其節々暫之内幕御引取被下候儀は 成申間敷や御問合申候 何れ被見廻候 其節々可得貴意候 右 左右之 模様ニ寄候而は無余儀御掛合可被申品も出来可哉と甚心配仕候、宜御勘考可被下 右御施行取扱 拙者共限先御談、得貴意候間早々御報 仰下度 待候、已上
　　　　　
十月三日
　　
 右書状、隼之助御用所へ持参相談ニ付思慮致 処、無余儀懸合之品と申ハ本陣に致置候事不相成との訳に可有之、然ハ外と申候而は、御台尊寿院よりハ無之 同所ニ候へは
　　
御
 所へ遠く、急変之節等応援 御人数繰出 にも事機に合候様にハ届兼可申、因て隼之助へ談、文左衛門より左之
趣意に為及挨拶候
　　
上下文略
　　
 本隆寺粥御施行場向、御町奉行様御見回御出之節、表門幕一旦本陣相成候上ハ、施し候事不相成段、平元貞治御答に及候ハ、主人へ対し難済より之義に御座候、乍去段々被仰下候処も無御余儀次第と奉存候、右幕ハ夜中施し、朝に打候故、未打以前御入出に相成 へは、何之差支も無之事と奉存 尤被仰下 通、其節々御通達被下候様奉願候
　　
右は御手判番へも申渡置候へとも、其後ハ一度も不被参候
　　
 向方書状に跡より御掛合可申旨申置と申義有之候へ共、右之義ハ役僧懸合に一円無之事に候
　　
右一冊
　　
屋形様被遊
　　
 御覧、御褒詞有 候段秋山此治より申来、猶江戸表 罷下御用人被
　
仰付候上、
　　
屋形様右一冊
　　
御覧それ見よ、
　　
 我等眼力如何、何へ使候ても行届 者に候、持参緩々覧候上、為心得
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次郎にも為見置候様被遊
　
御意候趣、此治話に有之、
　　
御目通へ罷出候節も、
　　
御称美有之候、
　　
我等眼力如何と被遊
　　
御意候訳ハ、下に出す
　　
十月三日、従江戸表差 候
　　
秋山此治書状に、
　　
 大島甚左衛門殿も鳥越様之御用にて軽く、飯塚ハ暫時持候へ共、御目通染々
　　
 御構 も回り兼、朝夕中々同役計ニてハ如何共恐入 事而已、早く御用人被差出候事申上候、何卒
　
貴所様にても御
回り相成候得は、難有事と奉存候云々
　　
右書状へ之返書左之通
　
上略
　　
御役之義ハ
　　
 君命次第にて、自分より申上候筋にハ無之 得とも 昨年中帯刀殿・弥太郎殿内々存志御尋 節、私性質にてハ中
　　
御側之御役ハ不相勤候故、御訴訟申上候段 居て申上候、
　　
 御曹司様へ 読書差上候様被仰付候節、以御副役、御評定方之義ハ繁多之御場所にて、壱人不居合 へハ 其丈之用同役へ多分に相回候、因て御評定奉行隙明之事に被成下
度、帯刀殿へ内々奉願候処、申上候とて、於
　　
 上御承知も被遊間敷、同役とても其れ等之処ハ何とも可存筋も有之間敷候故、思慮なく勤居候やう私へ直々丁寧御諭之筋も有之候ニ付、思止居候、乍去長々員数に而已相加り居候てハ、所謂賢路を妨候と申者に御座候 又御軍事方頭取之義ハ、於
　　
 陰之間御軍事之義、重き御直之
　
仰出も有之、取調ハ致
奉申上候へ共、其本ハ御財用に御座候故、大縄之御基本立成就之上不束之存慮に 候得共、私分量丈之御軍政取はこひ候て、蒙
　　
命候、万分一も奉副
　　
 思召候様仕度存志にて罷在候へ共 当時御軍事方頭取之同役も被仰付候故、追々私取調奉申上候ヶ条之内 採用に可相成を
　　
御執行ひ之事に相成候ヘハ 私其役に不罷在とも蒙
　　
 命候処に少しハ奉報 筋とも 候、併未何 寸効も不相立に、私より隙明之義内々たり 奉願候而ハ 恐入 に御座候故、
　　
 思召にて隙明に相成候へは難有義と奉存候 御評定奉行之義ハ、乍恐いつく迄も奉願て隙明之事に罷成度存志に御座候、右之通にて
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御学館一方に相成、矢張外さまにて
　　
 御看書相付添に相成候事ニ御座候ヘハ、老年終之御奉公と奉存候、不及なから精一に用心相勤申度、左候而三、四年も勤候上、首尾好御暇拝領に相成候へは、弱年より存志之通余年を以此世に生れ候甲斐に著述之業を遂 十ヶ一も後生之為を致候へは、少しハ
　　
上之御恩、
　　
 御学館 に浴し に奉報候筋にて、独 分之勝手私之筋にも無之事と被存候、最早六十之齢 近く 候故、年を逐ひ精神も衰可申、極て老衰に至候而は、何を存 而も不及事に御座候、此処御推恕被下候て可然様奉希候
　　　
 右帯刀殿・弥太郎殿内々存志尋と申事ハ、於江戸表弥太郎殿より使者を以参候様申来罷越候処、於
　　　
 上其許事、御側方へ被召使候思召に候、如何存候や御尋ニ付、私気象にてハとても出来兼候故、御免被下度申候処、何と致候訳ニ候や、推而問はれ候に付 総て事互に精々尽討論候様に無御座候てハ、私存志に於済不申、
　　　
 御側方之振合ハ婦女子に近き様之者にて、私性質なとにてハ熟し兼候段申述候、其翌日帯刀殿より被呼、同し事を被問候に付、昨日も弥太郎殿へ私気質に 勤り兼 訳ハ一応申上 、矢張是迄之通外官ニて
　
御学館一方に被
成下候ヘハ難有奉存候段対之候、此度転役以前
　　
屋
 形様御側之者へ被遊
　
御相談候節、硬き性質にて如何と
疑候面々も多く有之、以秋山此治、飯塚伝也へ御用人誰か宜や存慮為御尋被遊候処、
　　　
 御読書も差上居候事也、外と不申平元可宜と対候由、十太夫殿・兵庫殿御目通之節 貞治御用人に致候存慮に候、退て相談申出 様にと被遊
　　　
 御意 処、十太夫殿退て相談迄も無之、至極宜奉存 旨御受申上候に付、大御喜に有之 趣被
　　　
仰付候、後此治内々話に有之候
　　
前条我等眼力如何と被遊
　
御意ハ此事也
　
 兵庫開港之義ニ付、大樹より之申立拝見被
　
仰付、存慮無覆
蔵可申上被
　
 仰出、難有奉存候、大樹建言之次第、信を外国に重んし、仁を群黎に加ふる之主意に於てハ尤 至と奉存候、抑事新に奉申上候迄も無之上ハ、
　
列聖之
　
神霊を
　
御慰め、下ハ諸藩之望に
　
御対ひ、天下之人心を一にし、不虞に予しめ被
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遊之
　
御処置ハ、乍恐
叡
 慮之固り所然に可被為有と乍愚闇奉存候、西域各国信義を専らに致候やにも可有之候へとも、天保辛丑米利堅人始て江戸近海へ来泊せし以来、熟く彼か情態を省察いたし候に、毎事迫切に申立、多方其意を遂んと
（ママ）
と耳いたし候ハ、縦然
　
 皇国に害ありといへとも、己 利の有る事に候へハ、必之を行はんと欲に在 、信義を主と存候国、如是なる者に可有之や、又交易ハ地球中之公道に候処、独鎖港之旧制を墨守するハ、天地之理に戻るとの義よりして、論を立る事に候ハヽ、既に横浜・箱館開港之上ハ、夫レにて相済候義に御座候処、猶不知厭兵庫迄もと望候ハ、其包蔵する所如何と申処 被遊
　
御洞察度義と乍恐奉存上候、
　
 皇国武備盛んに整ひ、津々浦々迄急 応する之手配相届候へハ、彼覬覦之心を生するとも非所畏やう ハ御座候へとも天に不時之風雲あり、天下之形勢時として変無きを難恃候、彼既に江戸近海に地を占め、 東ハ箱館、 西又兵庫に地を得此に拠かくてハ敵に縦して附城を築かせ候も同し理かと奉存候、之を譬るに湍流数道堤を噛か若く 堤固しといへとも浸潤奔突 久しき不能無壊、若又蟻穴之隙有之時ハ、其壊れ猶以速なる義と奉存候、今や政道失ふ所あらさ に似たり
いへとも、長防・筑波を始として、処々乱階之有之候へハ、不時之風雲に類し候義無之と安心可相成事に可有御座候や、鄙心之未明に分ち兼候事に御座候、万一聊も蟻穴之患生し節ハ、所謂彼か信ハ可恃之理可有御座候や、是又鄙心 明に分ち兼候事に御座候、将又一旦条約を結ひ 上 今更変改致候てハ天下万民 禍を遺し候やう之筋にハ御座候へとも、姑彼を信義之国と致、 を論せん 兵庫開港 条約を残 不残之是非ハ、天下人心之服・不服に有之 へは、我
　
 宇内人心帰せすして諸藩異同 説有之処 威を以之 払てハ、 乱之憂慮無之にあらす、若其萌有之候てハ、是節天下之生霊陥溺之漸かとも奉存候、我 陥溺之漸有之ハ、彼愈信義を専と之国にも候ハヽ 彼に於ても亦好まさる筋と奉存候、因て一旦条約ハ取結 へとも、人心不居合、自然内乱萌を生し不申とも難申、我に其萌を生する 和親之貴国於ても定て是なり せさる所 可有之、此理を照らして宜承知可致旨為申聞、何く迄も約を約を約にいたさす候而ハ不相成との申分に へは 是其曲彼に有りと申者に御座 人心之奮ふハ威を以駆るにあらすして 義を以勇るに在り、彼若兵端を彼より啓くに至りてハ 平生彼か猖獗を憤るの人心、天下其誰か敵愾之志を奮はさらん、若唯因循に而已流れ候てハ 往々蟻穴之患を生し、天下之生霊却て生を聊せさる
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に至可申、是目前之仁心後来之不仁とハ相成申間敷候や、憂慮之至他を顧るに暇あらす、愚昧 存慮奉汚
　
 天聴候、若亦一朝兵端開き候てハ、内乱由て以起り、内外敵を受候に可相至と
　
大樹深慮より出、寧兵庫開港を許して内
乱を過むる之意 て、兵庫警備之手都合十分に整ひ、永久被遊
　
御安堵候次第も有之 ハヽ、別段
叡慮之旨も可被為有やと奉存候、誠惶誠恐頓首謹言　　　
右は
　　
天朝より列藩之存慮御尋之節、
　　
 屋形様御側両役へ御対草稿被仰付 飯塚伝也へ相譲候へとも、自分にても書き綴草し畢候処へ、田代蔀来候故入披見、飯塚之草稿出来候ハヽ、此方草稿も浄書いたし、
　　　
御見合之為同様奉入
　　
 御覧候間、沙汰いたし呉候様談置候処、如何致候事か、為知無之
　　　
 京都へ御飛脚被差立候日に当り、誰れ草稿致上候者に可有之や、
　　　
屋形様被遊
　
御添削
　　
御直筆之
　
御清書一同へ拝見被仰付、此方草稿も奉入
　　　
 御覧度とハ存候へとも、思慮致候に事已に成り、既に遂候勢に至、此方草稿
　　　
 御取上に相成候義ハとてもむつかしく、徒らに同役之為知無之、非を訐らへ迄之事と存相止め候、
　
上
　　　
昨日之被
　　
 仰出ニ付、拙陋之至ニハ 座候へとも、存付之次第左に奉申上候
　
武備之義ハ兵器を
　
 御精撰被成置候ハ固り之事に御座候へとも、第一人心一致不仕候てハ
　
御防禦之道不被為立筋と奉存候、此以前も
　
御上京
　
御不快被
　
仰立、此度も
　
御不快ニて被遊
　
御上京兼候義勘弁有之、面々 混雑之時勢不測之淵に被遊
　
御臨候様之次第、加之
　
 御国中之御警備も御財用 行届無之ニ付、未御充実 不至、明年
　
 若殿様
　
御入部之御取調も被為有、大段之御物入、其のみな
らす、当節御渡まても御差支之折柄に候へハ、
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 御不快旁不被為得已候義と可奉存候へとも、前後之差考も無之、事を一途ニのみ存候面々ハ、万事を御打捨
　
 御上京可被遊筋なとゝ論を起し、不承服に存不申とも難申、因てハ此度御渡之御書付
　
御国許へ拝見被
　
仰付候節、
　
 天朝を重んし奉り候義は固り之事にハ へとも 寒冷之節御不快ニて
　
御上京に被為及兼、不被為得已次第御家老迄被
　
仰出、御家老より諸頭役へ 申含候様仕度義に奉存 、
　
 扨又兵政之義に至候ても、書経 予有臣三千、惟一心と申より孫子、呉子、司馬穣、苴田単か如きに至まて、或ハ道 以し、或ハ術を以し 或ハ厳刑 以し、其由て行ふ所異なりといへとも、人心 一にする 至 ハ、何れも皆同し事に 座候、人心不落合候を強て被命候てハ、実地に臨み却て用をなす申間敷、昨日も奉申上候通 胡服なと之
　
思召不被為有旨、一同之惑 醒させ候様 成置度義と 存
　
 御国許浮説之起り候ハ 砲術所之内袖そき細袴なと珍 き物に心得相用候者有之より之事にも可有之やと窃 奉考候 往昔永禄、元亀、天正、何れ之国 戦にひまなき頃、衣服雨雪に湿ひ働き自由なり兼 事も不相聞得、一心堅固、勇気充盈たに致候へハ、衣服ハ択み候に 及義と奉存 、因て
砲術所操練を始、 古来より用来候着こみ小袴、 又ハわり羽織、股引・脚半・もつへ等に限り相 、号令も固り
　
日本言葉を相用候様被
　
仰出度義に奉存候、
　
 扨又兵器之 ハ、当時大器 専要といたし、殊に大縄筒を雷管に変し、 近来筋入本込を製し候ハ 皆以実地に試み愈出て、愈精しく相成候義に候ヘハ、故轍ニ泥み 膠柱之見 渉り候てハ偶然之幸にて、勝を取り候事有之候とも永久之勝算ハ無之事に御座候、因て御財用繰次第、愈 用之銃砲御製造被成置、一同へも其理を為心得候様仕度 流義ニて 家を被立置家職ニ被仰付候者ハ、先ツ其まゝ被差置候と 、多く之御家中ニ御座候故、相障り不申義と奉存
　
 さて又、精製之火器有之候ても、其稽古熟し不申 てハ、有用之器も無用に属し候故、 家中何れも練熟いたし候御仕向有之度義に奉存候
　
 右御仕向ハ御番頭・組頭・大御番之士を召連 御用人・大小姓筆頭・御小姓筆頭・大小姓 御小姓を同道致 月幾度と其組々之日を定め、砲術所へ出席稽古為致候様仕度 日数を余り多く被成置候てハ 却而惰り之基に御座候故、組々月各三日宛位に被定置、 軍事方ハ固り、御家老も 用間時々出席之事に猶も被
　
仰出度、尤も胡服之疑を為晴候上、当時之合
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戦ハ火器に無之候てハ、 勝を制し候事相成、 理を篤と為御諭、一同深く此業 染入 様仕度義と奉存 、執心之者ハ右定日之外も罷出稽古勝手ニ被仰付、其外定日を堅く守り罷出候様仕度義に奉存候、以上
　　　　　
十月
　
上
　　
此度砲隊之義重く被
　　
仰出候ニ付、衣服言語西洋に不相効候様被
　　
仰出候ハ、
　　
 御国中之惑を為御晴難有次第と奉存上候、第一事に先たち、戦闘之御備被定置候
　　
思召至極之御事にて、
　　
 御国家御長久 基と別て難有奉存上候、右ニ付、愚存之処左之通奉申上候
一
 、御家老一同武者奉行被仰付、御軍事一体之義御委任、砲術之義ハ当時之要器故、 別て心を用ひ、 練熟為致候様被
　
仰出、
内一人砲術館御用係被仰付候事
　　　
 但、砲術のみを被相限被仰出候義ハ不可然奉存候故、本
条之通被成置度義と奉存候
一、大筒・小筒支配頭、砲術館総裁兼帯被仰付度候事　　　
 但、席順ハ御相手番格を以武芸総裁次席に被仰付、大御番頭ハ隙明之事
　
 武者奉行并右総裁、自親稽古場へ下り立号令致候程に無之候てハ、精練ニ至申間敷候故、其段被
　
仰出候事
一、武芸総裁刀槍弓内見　
上覧御用間を以、度々砲術館出席致候事
一、御軍事方奉行、御副役御用間猶以度々出席致候事一
 、刀槍弓馬ハ士之本業にて、当時之合戦にても時処により是非不相用候ヘハ不相成事も有之候故、右芸も無怠出精致候様被
　
仰出度奉存候事
　　
如是被
　　
仰出候ヘハ、一偏に相流れ不被遊義を一同可奉感服奉存候
一
 、御物頭二十八人、内壱組御旗、残二十七組之内旧来鉄砲十五組 長柄九組、弓三組之処、近年御長柄組之内四組ハ砲、壱 ハ弓に業替被仰付候
　
両八幡御神事、神田明神祭礼等御長柄不被差出、并
　
京都・江戸 道中
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 京都御警衛所天徳寺御法事之節等御飾付、総て御長柄被廃置候義に御座候ヘハ、不残業替被仰付候ても可宜候へとも、右等之義ハ篤と御取調被為有候様仕度奉存 事
一
 、侍鉄砲ハ先年も奉申上候通、其流を以家を被立置候義に御座候処、其流を被廃置候事にてハ 二百余年其流元祖之余光を以一家扶助、
　
 上之御恩に浴し居候処、一旦流義廃絶致候義ハ、先師へ対し其流之者とも如何存可申 や、
　
 厳命ハ難辞可奉畏 へとも、承服ハ致兼候筋ニ可 之、因て侍鉄砲之事ハ急に不被遊 機会を御待被遊 仕度 居住とも五十人も可有 候や、多くの御家中外一同鉄砲精錬致へハ、此一流ハ先姑被存置候とも、御事欠き ハ不被為成義と奉存候
一
 、大筒安見流・三全流・荻野流、当時にとりてハ不便之砲之様にハ御座候へ 、師教へ弟習ひ 父祖連綿右業に心を砕き、片手を以重大之筒を自由に致候なと、其執行之功を積ミ候義如何計之丹誠似可有御座候や、又是以其処より御用ニ立候義もまゝ可有 、且ツハ百目業致候者一人御加扶持 下置、師役取次役等数年相勤 者
　
御先代様より皆夫々重き御賞も被下置候処、
　
 御当代様に被為至廃絶致候義 人心恐くハ承服仕間敷奉存候
事、
　
乍恐
御国家御執保チ之大本ハ、人心之一致いたし候に有之候処　
 厳命ニて一旦奉畏候とも、内心不奉感服義ハ、終にハ御兵力之御弱ミと罷成候義と奉存候故、時勢により
御
 英断被遊候義ハ固り之 にハ御座候へとも、押へて御屈め被遊候と自然心より其業に趣候と、遅速之違有之まてに 、人心之向背格別と奉存候間、可相成は小筒・大筒之面々心ニ不快を懐かす、
　
 思召之相立候様仕度義ニ奉存候、猶右之義ニ付き てハ、別段奉申上度義も有之候、謹言
　　　　　
十一月
　　　　　　　　　　　
平元正
　
 此度御門々々御固御蒙、 御普代御大名之外、 上杉様・津軽様・細川様御分家も相見へ候、大諸侯にハ御蒙 御方無之候へとも、事変により何方なり御蒙不被遊とハ難申、左候てハ、西方之諸侯を徳川家に御代り、敵に御取被遊候事と相成 往々如何可有御座や、深く奉懸念候義に御座候、因而ハ、何方なり御固御蒙被遊候ても、程好被仰訳候様仕度義と奉存候 右
116
被
　
仰訳方、乍愚案左之通にて如何可有御座候や
　　　
 被仰達之次第、家中之者ゆへ申渡候処、異変之節第一母之警固不仕候てハ 孝道に不相協、二ツにハ当時人数も甚不足之処、
　　　
 御守衛之御場所へ人数繰出候てハ、主人父子之守護不相届、臣下之身として縦然君命なり共危難に及候を其まゝ難罷在 如何様被仰付候とも、主人之側を 離と思切て之申出、殆んと困入候次第、宜御推察奉希候
　　　
 右は一ツ之被仰訳方に御座 、若穏に道理相立候様被仰訳候義に御座候へハ、左 通如何可有御座候や
　　
私義
　　
京都より召に御座候へとも、病気ニ付早速上
　　
 京相成兼、家老先登申付候、快気次第罷登候節ハ、家中とも当地に罷在候者多分召連、
　　
 若殿様御名へ残置 人数ハ、可成用向弁候丈之義にて、中々御守衛所御預り申上候様にハ行届兼候義ニ御座候故此処宜御酌上被成下、御守衛御免被成下 様奉願候
　　　
 右之通被仰立候とも、猶重て国許より人数為差登 間御猶予被成候故、人数上着次第御守衛可被致候、其節ハ左之通
　　
 国本之義ハ海岸も場広之上、境口〳〵之手当夫々人数差配候てハ、多分之人数 無之内、上
　　
 京致 へ 国本よりも為召登、供も不申付候ヘハ不相成義に御座候故、とても双方へ行届候事にハ相至兼申候
　　　
右之通固く御断り可然義と奉存候
　　
 万々一不被為已勢に相至、当地御固御勤 事に被為成候てハ、
　
天朝之召ハ御病気にて
　　
御上京御延引、天下之政事を
　
朝
 廷へ被帰候将軍之為、当地之城御守被遊候 、天下後世公論に御戻り、
　　
御国中人心之向背に相関、
　　
 御子孫之御為にも宜不被為有 意外 変 等生不申 も難申奉存候故、幾重ニ 被仰訳相立候様所奉願に 座候
　
 右ハ、江戸焼払之沙汰有之、諸門固諸家様御蒙之節存慮奉申上候書載に候
　
慶応丁卯十二月
　
公従江戸表
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 御上京之可否戸村十太夫殿より被招相談に付、存慮形一応対候上、書取に致御同人へ差出候次第左之通
　　
 御上京之義ハ、於私共も固り奉願候所に御座候へ共、時勢を以篤と差考候に 御少人数にて御登被遊候てハ、
　
御独
立被遊候事にハ難被為成、自然薩長へ御一致不被遊候てハ不相成、然は東海道之義ハ皆以御普代家に候処、万一事変し候てハ、
　　
御帰路絶候而已ならす、
　　
諒鏡院様
　　
若殿様敵地へ被差置、
　　
 御下国奉成上候に相成可申や、又大坂表も此節柄に候へは、 館入共御用無御差支達上候事如何可有 候や、又海路運送自由成兼候てハ、兵糧にも御差支、金穀二ツなから端座して困され候事に可相至、又此以前
　　
 御上京之御振合を以考候へハ、御少人数にても此節道中筋人馬賃銭六倍増と相成、諸色高直に相成 ヘハ 十万両も無之候てハ
　　
 御上京に難被為成、右金子如何可被弁候や 因て一と先被遊
　　
御下国、
　　
諒鏡院様
　　
若殿様も御下国之事に奉成上、其上にて
　
天
 朝へ之御忠節ハ如何様とも御尽し被遊候 可相成候故、左様被成置度奉存候、已上
　
同月十九日
　
御発駕被
　
仰出候処、故有りて廿三日に被延置、
　
屋形様
　
若殿様御同様
　
御発駕、正事
　
若殿様御供にて罷下、
　
諒鏡院様にハ同廿七日
　
御発輿被遊御下候
　　
平田大角父子御下国御供、御小書院へ被召、
　　
御直に被命候処、大角義は
　　
御上書持参上
　　
京、延太郎事ハ御供為致度義退て申上、其通被仰付候
　　
野州一揆も是月十八日落去、
　　
御道中何之御差支も無之奉恐悦候
　　
大角へハ十太夫殿へ申上候通、篤と為話聞候
　
右
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御発駕被
　
仰出候節、
　
 御上京不被遊
　
御下国に候ヘハ、薩州人并野州一揆同様於
　
御途中御遮留申上候と唱出し候者有之、
　
御進退殆んと御難
渋之 場合に付、徳於
　
御目通申上候ハ、平田大角父子御供
被
　
仰付候ヘハ無
　
御差支
　
御通に可被為成、併
　
御直に不
被仰付候てハ、容易に御受ハ仕間敷申上 へとも 以十太夫殿被仰付候処、延太郎品々と 御受難し、因て
　
御直に被
仰出、始て畏
献芹録
　
信
　
 慶応四年戊辰閏四月九日七ツ時、御用番源一郎殿より被呼出、新庄へ御用被仰付候故、明日中出立可致被申含候、御用之趣意相伺候処、明日
　
御上より可被仰含被申候、同十日於
　
御目通、両役相揃候処、庄内打入今暫御猶予之義
　
沢殿へ申上候様
　
 御直に被仰含候ニ付、志賀為吉・白土右門御使者にて問罪之上、 打入申度被仰 、 猶十太夫を以打入御猶予之義御願被遊、両様とも御聞済無之処へ 私被仰付罷越候とて、中々 取揚可相成 有御座間敷、乍去折角
　
 御念を御尽被遊候義を辞退奉申上候ハ如何に奉存候故、御受ハ奉申上候へとも とても見詰無之義ニ候段申上候処、尽し候上事不成ハ無拠、不成 も正不足ニハ無之 故、可罷越御意被遊候ニ付奉畏退出 十に一若も可相成やと目を注ヶ候処ハ、会津謝罪之折柄故、庄内 ても随て謝罪ニも可相成、其間打入見合候事に
　
 沢殿へ申上候、纔一点之明ある而已、罷下始末七ツ時出足、
119
戸嶋止宿、翌十一日大曲へ止宿致候処、夜半に及久保田より之御飛脚旅 へ着、同役より別御用有之候故、早々罷帰候様被
　
仰出候旨御用状達、直々支度為出始末いたし、差急にて立戻
　
十二日九ツ時、
　
御城へ着致候処、
　
大総督并総督・副総督より之御達拝見被仰付候、右は
　
大総督より、庄内御打入遅々に付 不審有之、
　
総督・副総督自ラ罪を引かれ候御文面なり、
　
 屋形様此上ハ猶予相成兼候故、打入を主に致 御不審を釈候様可致、両役揃之処にて
　
御直に被仰付、猶誰ソ差添可申や
　
 御意に付、御家老も差添候者之義 含有之候へとも、夫にてハ却て不宜段相断り候、乍恐私存慮に為御任被下 ハヽ 乍不及精力を尽し可取計 其辞形 只今より予しめ難奉申上、其機に臨み申立柄可有之、若後日に至不行届義有之節 私一人御咎被仰付候へハ相済候事に御座候段申上候処、其方一人へ委任致候故、存慮一杯可取計
　
御意ニ付、謹而御承奉申上、同日七ツ時直々 急にて
　
 御城より出立 兼て申上置候通 十三日金山にて一宿、閏四月十四日寅中刻新庄着、宿之者を以手札遣、新庄様 人に行
合申度段申遣候処、承知之段申来、泉恕助相招、一体之義聞合候処、 是迄御打入御延滞に付、 今度猶予等之義申来候ハヽ、即庄内征討隙明之事に致、加州勢其代に可致と参謀存慮之趣内々相聞得、気之毒致居候段申条故、此度拙者御使者 模様如何と定て案し居候事、愈御打入之御決定にて、其事申上候御使者に候故、安心可致為申聞候処、此間
　
 沢様其方限之内分に候、唯敵之境へたに打入候へは 深く合戦不致とも宜事に候と被申 趣申聞に有之候 扨
　
御本陣へ罷出候節ハ、
　
沢様 目通 参謀も出席為致
　
 屋形様之被
　
仰付申述度候故、宜取計呉可申、猶罷出候都合
為知呉候 にと申談候処、此節参謀戦場へ参居候、右は柴橋之悪る者小文治と申へ庄内にて三千石遣候而徒党を為催、松平権十郎大将之由、本堂寺と申を陣所と定、白岩迄打て出候処、官軍大無勢、参謀も殆んと窮候様子ニて立退候より外なしと申居候、然は薩長之人数纔弐百人計に有之候へ も、必死を極防戦之覚悟にて要地に控居候処、其 子を見て庄内勢繰入候、薩長にてハ何とかして権十郎、小文治 打候様致度と歯咬をなし居候との事、委曲ハ恕助一ツ書に有之候、扨恕助申条にハ、参謀今日八ツ時過に帰候と之事故、其迄
　
 御本陣御控之事に可相成や 又会計も居 故、其者 御遇
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て一応御使者之御主意被申述、其上にて
　
 沢殿へ御目通可宜や、何れ私より申上候と 罷帰候、少頃ありて恕助より
　
御本陣へ参候様申来候故、宿之者に先立為
致、先
　
 戸沢様役人出張所へ参候処、
　
御本陣へ出居候由にて、出張
所之手代らしき者呼に参、其間是にて御控 下度とて引合場へ先立致候故控居候処、間もなく
　
兵部大輔様刀番余語助右衛門と申者来候故、
　
沢殿へ使者被申付参候故、宜相頼候段申述
　
戸沢様へ之御口上 述、袖控相渡候、同人先立にて
　
 御本陣へ参候処、 恕助出迎 て 参謀帰之程未聢と不致候故、御用人御引合仕 趣にて、伴野庄司と申 出来候に付 手札遣使者被申付候、大旨一通可 上や相尋候処、夫ハ御目通にて被仰上宜との挨拶ニ付、 直書并
　
 天機窺及御口上書右用人へ相渡候、少々間有之、御 可被成と用人申聞ニ付、脱剣之場所聞合、其処にて脱剣罷出 、右之方敷居外に用人左之方に年若き小姓らしき者控居、恕 ハ一重陰ニ控 候、
　
 沢殿ハ指貫、白衣に 、冠ハ不 載、高麗縁 高畳へ着座被致、拙者 敷居外へ畳壱畳余し拝伏致候
至て狭き入側らしき処故如是
　
沢殿初てと被申、
　
 天機窺始御直書并度々御丁寧之御申越、忝存候と被申、扨被申候ハ、何か打入せは、しらへ申達候義、
　
 右京大夫殿へ不悪御心得之様宜敷との事ニ有之、右ハ最初之御言葉へ引続御申ニ付、此方より申上候間無之、右御言葉終候上奉畏候段申上、此間 達ニ付、右 請ハ
　
 右京大夫より奉 上候通ニ御座候、私出立後矢嶋口、本庄口軍将へ今にも可打入手配致居候様申達置、私此表御用相済罷帰候上、打入候都合に御座 段 上候処、夫ハ感心に と被申候、扨申上候ハ、是迄打入遅延に相成 義御不審を蒙、於
　
 右京大夫深く恐入 、乍去無故延滞仕候にハ無之 抑四月六日仙台表へ差出候使者へ 庄内征討相蒙 ニ付、右使者帰之上人数点検いたし、同十六日一番手領内大沢口迄出張為致候、同十八日両使節被参、翌十九日日数三日を限出兵可致沙汰書差出候ハ、 一番手繰出候三 後に有之、 同日志賀為吉・白土右門使者申ニ付 庄内へ問罪之 打入申度申上、翌廿一日一門家老戸村十太夫出立為致、鎮撫筋相届け申度旨候、然ル処、同廿六日白土右門罷帰 問罪之義 難被及御沙汰被仰出候段申聞に有之、其後鎮撫之義も難被及御沙汰 仰出、 同廿七 二番手、 三番手新屋口、 沢口へ繰出〳〵 追々本庄、八嶋迄繰出候、廿九日にハ銃隊本庄口 繰 、扨四月廿八日被差出 御書面 清川口去廿四 御討入候ニ付 此
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上ハ猶予難被為成、早々可討入御沙汰、当月二日相達、同三日御受として岡内之丞出足、同四日佐竹大和人数を率ひ城下へ参候、是ハ城下より三十里隔り候所より人数を率出陣致候故、右之通御座候、同四日御日付にて当六日を期限として可討入御達、七日に相達御受として河野総一郎差出候、右之通連々申上候次第も有之、且遠方より出陣之人数も有之、旁ニ付遂ニ相延候事にて、無故遅々ニ仕候訳にハ無御座候、此段御酌分被遊被下置度候、是而已ならす御辱しき事 ハ へとも、 銃隊ハ甚少く、 其隊とても練熟と申にハ無之応援被命岩城左京大夫銃隊并津軽越中守銃隊之清川口へ御繰上 相成、敵険阻を前に当て、備を設待懸 処へ 其不意に乗するとか其懈を撃とか、他之良策も無之、無二 三に打入候無謀之戦致候てハ、空しく人数を損し、独一国 恥辱に無之、自然御征討之命を汚候に至候故、機会を考、是迄控居候事に座候、然は、津軽銃隊重て繰出候者、当六日 七日 九日十一日と追々城下近くへ参着、佐竹大和手も参着仕 厳重被仰達も有之ニ付、右奉申上候通 此上ハ打入之外他 無御座候、乍恐右京大夫へ御不審之旨相釈け 御一言被為有候ヘハ、於主人難有安心仕、打入可申候、右申上 処段々そこか申所にてハ、
　
右京大夫殿少しも御手抜無 右之義ハ帰
　
 京之上、篤と申上置可申、何にも御不足と申ハ無之候、参謀之致事ハ此方へ通せさる様之事まゝ有之、扨々参謀にハと跡を不被申御不平之御様子ニ相見へ候、因而御意之趣重畳難有奉存候、御不審相釈ヶ候上ハ、於主人嘸難有可奉存使者被申付候、私に於ても難有奉存 と御受申上 猶用人へ向難有旨御礼申述退出致候
　
 参謀も帰候趣に付、引合之事以恕助申遣候処、今日ハ如何共取込候故、明朝御対面可致 来候ニ付、翌十五日辰上刻参謀に引合、
　
 沢殿へ申上候通縷々演舌致候処 是迄 御使者ハ左様迄不被申候故、疑敷存 、只今之御申にて相分候、無謀之軍致 てハ不相成筋と申事故、於
　
 御前も御不審御釈ヶ、御手前様にも 分りと申事に ヘハ於
　
 右京大夫定て安心可仕と挨拶いたし、扨此間河野総一郎申上候、箱館御鎮撫使之御警衛ハ、庄内征討双方届兼候義ニ 、右は従
　
 京都之御達に候へとも相成義に へ 御周旋被下度申処、大総督之方へ申上置候筋 有之候故、何とか取計可 との事故 宜御頼致候段 談候、さて ハ 長尾清右衛門殿へ御申越之御手簡致披見 、打入延滞ニ及 訳は段々申上候
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通之次第にて、全く清右衛門殿御不行届之筋に無之候故、此義も可然御承知之様致度申談候
清右衛門歎願之筋も有之候故、当人之行立候様可申談、出立之節
　
上之御意も有之ニ付如是
、右
相済之上参謀へ問を発候ハ、仙台表にて始而庄内征討被
　
仰
出候節、使者ニ罷出候者其罪状御伺に及候処、無故嫌疑を以諸藩へ発砲致、徳川慶喜関東遁落之後恢復を主張せし趣 御付札に有之、右恢復を主張と申ハ 定て歴然たる蹤跡有之義に可有之処、右御付札之趣不分明ニ付 出陣いたし候者共已ならす一国疑惑を生し居候、 叛逆明白に へは、 人心奮励、水火之中といへとも蹈込可申 畢竟疑惑を生し居候為 奮発之志鋭とならす、加之敵兵険阻を前に当備を固ふ□待もふけ居候処、 三日を限、 或□六日 期とし可打入等之御沙汰ニ付無理に人数を死地に御駆入被成候御命令と、人々却て憤慲を心に抱き候段申談候処、参謀瞠目して一言之対無之、さ 庄内之口々何れも絶険之上、備も有之候ヘハ 弊藩一手にてハ成功速に相成兼候故、官軍諸方より打入 期限相伺、 同打入度申談候処、越後路よりハ薩長・筑州・加州勢打入候都合、清川よりハ薩長并南部・津軽・亀田等之勢打入 六十里越よりハ山形・上 山等之勢可打入との申条故 越後路 弊藩□間庄内を隔居候処、打入候□如何して可相分や尋候処、越後路ヘハ人を出置候故、其者より仙台へ報知、仙台より当所へ報知ニ相成、不取敢当所より御藩へ御達し可致申条也
さて申候は、 当藩之義ハ古来より之定にて、 軍将を命し候節、主人同役飯塚伝也・根岸靱負より之書状差出候ニ付、輿中披見致候処、庄内打入之義時宜次第と可申立置、未出立不致候ハヽ逗留可申立、出足致候ハヽ可取戻被
　
 仰出候趣也、然は拙者帰否打入候事に申立置候を、時宜次第と申達候事にてハ、又打入を延し候筋と参□
（謀カ）
取受、徹底相見
へ候事に付、暫駕籠を為立思慮いた 、思慮定り候に付差急き引返し、参謀局へ案内、大山格之助に引合、只今途中迄国本飛脚到来、越後路清川口より打入候諸藩 并期限詳に相伺候様申越候、御繁務之処申上兼候へ共、可為成義に ハヽ、御自筆にて拝領仕度申談候 、承知に付旅宿に控居候段申候て旅宿へ還り、泉恕助招き へ談候次第 申聞、貴様参謀へ行御自筆旅宿へ御届被下 ハ御手数故、私に拝領致参候被相頼候段申述、其続きを以使者今朝相伺候 庄内罪状恢復を主張と申ハ、若御機密等之事にて御漏らし不被下 や、可成義にして御漏らし被下 にと可申談 含遣 処、恕助参謀局へ行引回して格之助へ申談候処、恢復を主張と申ハ 於仙台表相談付札致候事に 、あの通之外何にも訳無由、自筆ハ恕助受取来 、少と
（道具）
ふ具之処有之に付、聞合なか
ら一礼に行、扨打入之義ハ時宜次第に仕度申談候処承知ニ付、左様ならハ時宜次第 諸手 渡候、段々御手数難有と
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一礼申述、直々暇乞出立致候頃ハ七ツ半時なるへし、夜分金山へ着、休息之上暁天出立、同十七日昼九ツ
　
御城へ着、
同役并御膳番へ始末形逐一申談候上、
　
屋形様へ申上、御家老へも申述候、
　
屋形様御膳番へ、正此度之御使者誠に行届 と
　
御意にて、大御喜被遊候由、前沢東市話 有之、猶両役一同
　
御目通之節、何一ツ手抜なき懸合と御称美被下
　
 閏四月廿二日、梅津小太郎手検使小野寺佐賀、同廿三日小場小伝治手陣場奉行中川健蔵、合戦之次第注進に罷帰、直々新庄表罷出、
　
 沢殿へ申上候様被仰付、右引添拙者被仰付 同廿四日着、急にて出立、同廿五日金山へ一宿 拙者 ハ
　
 屋形様御直々御用向被仰付候処、猶御念を被為尽 刀番瀬谷和三郎差急にて拙者へ御用持参
　
 廿六日暁天、 金山御本陣止宿へ着、 御用之趣 述立帰、佐賀・健蔵・拙者ハ新庄 着、急にニて四ツ時過着、拙者義参謀局へ罷越、大山格之助へ申談候次第左之
　　
 当十九日、本庄口、矢嶋口へ打入、右戦地へ臨候番頭一人、陣場奉行一人 跡代之者を立候て右両人戦争之次第注進ニ来候を、直々当
　　
 御本陣へ差出、私引添申付られ参候、戦地之義ハ双方とも
絶険にて、敵之備固く候ニ付、弊藩而已にてハ成功速なり難く候、然は最初両使節被参候節 海上より蒸気船差向候故、其以前酒田を取り、家之旗を立置候ヘハ大功之段被申候処、右蒸気船今以影も無之、又先日私使者被申付罷越候節、越後路より向ひ候諸藩、最早打入 事との御申有之候処、是以今に何之報知も無之 諸方之攻口同時に打入不申候てハ 成功無覚束候故、於当藩合戦を控ひ罷在 間 左様御承知可被下、猶三日や五日之事に候へは 要心も届候へとも、 日数を多く重ね候てハ 士卒自然懈り 気可相生、其虚に乗し夜襲を受候てハ、無詮敗を取可申 因てハ合戦を控ひ候而已ならす、便利之土地へ人数 繰揚置可申故、是又御承知可被下申談候 承知 趣也 右 三人着之事泉恕助へ為知、参謀局へ参 節、常例之如く戸沢家へ時候御見舞之御使者相勤、刀番中村善作と申者引合候
後刻同人旅宿へ御答礼
使者ニ来
、恕助来、私事御国へ参候様被仰付居候処、幸御出に付、
　　
 沢殿只今御遇被成候、右ハ仙台・米沢変心 世良修蔵害せられ候 付、
　　
 沢殿御国へ御転陣被成候義御願之事ニ付、定て其義も各へ御頼に可有之、
　　
 御本陣へ早々御出被下度との事故、此方参謀へ参、都合次第沙汰可致故、其節戸沢役人引合所へ御出被成 様にと佐
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賀・健蔵へ申置、 参謀と対談相済引合所へ入、 両人へ申遣、三人同様戸沢役人に先立頼
　　
 沢殿御本陣へ行、用 引合度申候処、家司若林和泉出来候ニ付、
　　
 天機窺并
　
沢殿へ之時候見舞及鮮鯛料目録差添差出候処、
御遇被成候段申聞故罷出候処、厚く御礼被申候、さて申上候ハ、先日本庄・矢嶋両口より打入、右戦地に臨み候者両人同道致候故、御聞取被下度申上候処、直々可罷出被申、和泉を以被召 ニ付、佐賀・健蔵両人拙者控居候席へ出、本庄口之争合ハ健蔵、矢嶋口之争合ハ佐賀、委曲演舌致候、尤佐賀ハ先に申上 次に健蔵申上候、拙者申上候ハ、段々被為聞候通絶険之地に備有之 義に 座 ヘハ 当手而已にてハ奏成功候義無覚束 此上ハ諸方打入迄軍を控ひ、猶夜襲之患も有之候故、便利之地へ人数を繰揚置 度申上候処、参謀へ申候や御尋に付、参謀衆 委曲談置候段申上候処、被致御承知 於
　　
三位殿御目通 御酒被下、三人共返杯被仰付 、
　　
 沢殿仙台・米沢模様かかはりて参たから
（す、 脱カ）
、そちらの国へ参
ふと存る故宜と御申ニ付 何れ罷帰
　　
 右京大夫へ申聞取調之 可申上、僻遠之国に 故、諸事不都合にて失敬之義有之候てハ恐入候 申上 処、何之取調
にも及不申、給へ物ハ味噌と香之物あれはよし、旅宿等ハどんな所にても居にさへよけれはよしと被申候、用人なとも心配頻に酒を勧め候、 大体ニ拝領退出、 用人へ御礼申述、旅宿へ帰直々出立、金山へ一宿、佐賀・健蔵へ相談、以両人飛脚、
　　
 沢殿并参謀へ談被致承知候故、便利之土地へ引揚居候様軍将〳〵へ三人名前にて申遣候、疎虞有之候て 如何故、一日とも難申ニ付、右之通いたし、
　　
尤
　　
 御上へハ未奉申上候へともと申遣候、且表方之両人 拙者連名思慮も有之候へとも、同様之勤致 ニ付 常体ニ不拘如是
　
帰着之上、同役・御膳番へ相伝、
　
 屋形様へ奉申上、御家老へも申立候 猶改て軍将〳〵へ被仰達可然段御家老へ申述候
　
 五月四日、佐藤時之助同様若林和泉・藤川将監へ於旅宿引合一条候ニ付、
　
 沢殿迄御使者被仰付、七ツ時過差急にて出立、同五日於神宮寺駅江間伊織に遇候処、
　
 沢殿於湯沢津軽隊長へヒストル被下、御直に秋田より津軽へ御回り、津軽湊より舟にて御上
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京之段被仰含、右隊長御受致候趣申聞、猶今日
　
 沢殿横手御着と申事に付、横手ニて御待受致候処、同日九ツ時御着、志賀為吉・荻庭喜七同宿に可致駅馬役人へ申含、両人着之上伊織申条を猶又尽念聞合候処、無相違段両 申聞、因て薩長両藩
　
 沢殿より相放し候義、参謀へ篤と談候事被
　
仰含候へとも、
津軽へ
　
沢殿御出、御乗船被成候義に候へは、右両藩之者共
　
 同殿より引分候にも不相及筋故 一通
　
御領内御入に付、御
見舞之御使者相勤、
　
 沢殿へ御国産絹五匹被進、参謀家司へ二匹宛、用人へ壱匹被相贈候、
　
 沢殿御目通被仰付、
　
御国入以来諸事篤御配意に預候御礼被
申、敷内へ入候様再応 申、用人も 沙汰に候故、御入可成申事に有之候へ共、恐入候段申上、敷外にて 済し退出、旅宿へ帰直々出立
　
同六日平日 着、湯をかり束髪登
　
 城
御膳番当番へ右之義着否申遣
、同役并御膳番へ相伝候上、於
　
御目通申上、老中へも申上置
　
六月十四日
　
又太郎殿・江間伊織
御評定奉行
・拙者
　
 九条殿へ御用被
　
仰付、南部盛岡へ着、急にて発程、十五日
夜着、右以前被仰付草稿致候
　
御建白左之通
　
先般奥羽鎮撫総督之
　
御大任を被為蒙、自
　
京師遙々
　
御下向被成置候以来、二州御撫安之
　
御徳沢に浴候を渇望罷在候、抑方今
　
 宇内之形勢を歴観仕候に、干戈相尋て四方に起、同胞互に相噬み、 人民殆んと不聊生之勢に至 戡定之期末相見得候へは、壮士外に死し、財用内に竭き、列藩疲弊 終にハ外国之制を受るに至可申や、堂々たる
　
神州を以制を外夷に受候は不堪慨歎之至奉存 今也
　
 朝綱御一新、光明正大之政を被為施、罪あるも悔悟せるハ寛典に被為処、又万民之塗炭を被救候被
　
仰出連々有之、且此度徳川之家跡相続被仰付候なと、皆以
　
 天下平治蒼生安堵之道を啓かせられ候御義と奉存上 奥羽之為州也地勢絶険、土風屈強 して 往昔前後十二年王師を労せられ候事も有之、纔一 之豪族、
　
 王化を乱せる者有りて、征之も猶是況諸道紛擾之時に当り
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て、禍乱又奥羽に作り候てハ、海内麻沸雲擾と成行、
　
 御鎮撫之道可被為立とも不被存、此度之御処置ハ、実に治乱之大関鍵と奉存候、仰願ハ、会津容保謝罪程好御開済 酒井忠篤罪状明白致候迄、御推問愈其罪顕然たるも、悔悟致候ハヽ寛典に被為処 将大乱之機を御挽回らし 可大治之途に帰せしめ、光明正大之御旨趣 貫徹、 鎮撫之道相立候様所奉冀望に御座候、若不然候てハ 元亀、天正之乱再今に起り、外夷座して其弊を承 万民之塗炭目前と奉存候故、
　
皇国之御為、不憚忌諱尽存志奉言上候、頓首謹言
　　 　　
六月
　
右草稿致差上候へも、出立迄
　
御浄書不間合、以御飛脚御仕送に相成、原文之通ならさる
処も有之候へとも、大同小異故、其まゝ差出候、原文へ別人手を入候上、御上御添削被遊候
　
右又太郎殿・伊織・正相揃
　
御本陣へ罷出、
　
 九条殿へ直々差上候心得ニて、御遇を奉願候処 御不快にて御断、因て諸大夫塩小路刑部権少輔を以差上 猶塩小路并参謀前山誠一郎へ対面、此方三人相揃 拙者申談候は
　
 主人右京大夫より以書載奉申上 へとも、猶又演舌にて各様へ篤と申上候様被申付候、
　
朝廷之
　
思召、万民之塗炭を深く
　
 御愍被遊候義に御座候故、何卒不動干戈
　
御鎮撫之御主意相
立候様仕度義に奉存候、先頃
　
 沢殿参謀衆より能代出役之者へ被相渡候御書面にハ、会津・庄内御征討、其外疑敷藩々問罪と申義有之、尤表向之御達にハ無之候へとも 既に御内慮之処右之通候へは
　
九条殿・
　
醍醐殿秋田へ
　
 御転陣之上ハ、決して右被
　
仰出にも可相成や、昔戦国之時
分、武田・上杉名将と被唱 たに、其近隣之国々と取合、一時に落去為致候にハ無之、度々勝軍之後数年にして其国々手に入候事に候、況当時之如き険阻に拠りて、備を固く居候国々、一時に攻亡し候様之義ハ無覚束、干戈久しく不戢 てハ、万民塗炭之苦を受、果てハ外夷之為其弊に被乗可申、是を譬るに、一家之内互ニ打合敵合、他人 家を 推倒候も同し理と被存候、弊藩之義ハ、四方境口多く、間道も亦不少、海岸ハ四十余里 して清々数ヶ所有 、他を伐ハ扨置、是へ手厚之備行届兼候、 最初庄内へ征討之節 、 仙台・米沢・南部・津軽其外とも皆味方に有 候所 当時 仙台・米 変心之上は、其余 如何可有之や、
　
 九条殿秋田へ御入なれは、仙台始諸方より打入之趣と聞得候へハ、四方皆敵と心得不申候ヘ 不相成 尤官軍勢追々多く被参候義ニハ可有之候 とも、遠国之御人数 土着之人にハ無之、一旦御立去 ハ 四方に構候怨 結ひたる戦争 余
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讐而已不相釈、六郡之地を以敵を四方に受候てハ、中々可立行様無之候、臣下之身として往々之処差考候へハ、実に苦心之至不堪候、願くハ国 安危にも不拘、主人
天
 朝へ 忠節始終相届き候様仕度、一時軽忽之挙動いたし、国存兼候様にてハ、
　
 天朝之御為に取候而も、却而如何と奉存候、右等 宜御差含被下候て可被為成義に御座 ハヽ、一先何方へか御転陣被遊被下候義に御座候へハ無此上義と奉存候、右乍恐存志之処不包奉申上 段申候処、御申之処一々御尤に御座候 併
　
 九条殿秋田へ御転陣被成 とて、何そ出兵と決した訳にハ無之、
　
 御鎮撫被為立兼候ニ付、御一身之義御相談之訳ニ 段挨拶に候、何れ退て之上、又々申上候義も 有 と申候て退出
　
 金大之進より書状来、何く迄も秋田へ 転陣 受被為成兼候段申上候様にとの事に有之候へ共、仙台にて諸藩会評 節秋田へ
　
 九条殿御転陣之事に相極候趣、盛岡藩江帾五郎話合も 、且根岸靱負より申来 筋も有之候へハ 言葉に立 受難成申す種を失ひ候事故、表方へ 評議 懸 ソ言葉に立ち事有之候ハヽ、被申遣度及返書候
　　
 猶、右書状へ、
　
九条殿ハ一体穏なる御性質と相聞へ候、
若
　　
 御国へ御入無之、
　
沢殿も他へ御移被成候てハ、自然奥羽
列藩へ御合体、援兵を出し官軍へ抗せされは相ならさる勢に至可申、左候てハ第一名義に乖き、又
　
御国中人心折合
申間敷、
　
九条殿を御迎、名義之正に御基き被遊候へハ、
人心一致、
　
御国も御堅固なるへき旨申遣候、右返書御用
局に存ス、
　
廿一日に至、老中より
　
 九条殿御国入之事、御気障ニ不相成様御受可被致、又太郎殿迄申来候ニ付、以河野総一郎御受申上、同日昼出立、廿四日致帰着候
　　　
一体之始末同役・御膳番へ相伝候上、
　　
屋形様へ奉申上候
　
 七月四日朝、当番御膳番岡百八より早々登
　
城可致申来、五
ツ時登
　
城致候処、両役盛申会中故、始末承候処、薩長人仙
台使者可殺企有之、砲術所之面々官軍之手に為掛候てハ難立、此方より先に手を下さんと騒立居 様子 是を差留候ては、自然戦争に可相成、如何可 やと分別付兼候様子、因て早速之心付なから、両参謀へ談候てさし留させ、如何可有之や発言致候処、満座一同々意、片時も早く談候様にと頻にせ
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り立、只今刃使者に及候やう之勢にて、疾々と被申、差急き御学館へ行、大山格之助・前山誠一郎へ談候は段々聞得候処、薩長之面々仙台使者をどうとか可被成模様、合戦中矢石相交る之間にも使者往来有 ハ、古より之習に候処 未 争にも不及、先頃より参居候使者を、城下近にて被害 てハ、於
　
 右京大夫難済候、御両所様御精分を以何分御差留に相成候様、幾重にも奉願候段申談候処、夫レハ旅宿之者な 狼狽申唱候やう之事 可有之と格 助申条故 拙者若使者之気遣存候心得より申発候事にも可有 や、何れ宜御頼仕候と申談候、暫有之両人より引合度申来相越候処 薩長両隊長出居候故、右隊長之申処御聞取被下 と格之助申条、対面姓名尋候処、薩州和田五左衛門 長州桂太郎 答候 さて桂太郎申聞ハ、是迄 長人粗暴と何方となく唱 あつかり、主人 対候ても難済事ニ存 へとも、 其唱之本不慥に付、 其まゝ致居候、只今之義
　
 太守様御耳に迄相聞得 御使者に御出之義に候ヘハ慥な 事にて、是こそ穿鑿之致処ニ候、 ハ戦場にも有之、其国に罪有之候ヘハ、其国をこそ可討事にて、使者にハ咎無 候、然ルを右 唱にあつかり候てハ、其れ形不相成、何く迄も吟味を願候との事故、段々被申至極御尤に 併拙者義ハ何そ
主人より使者被申付候筋に無之、今日主人当御旅館へ参候ニ付、先番被申付候序を以両御参謀へ御談致候訳ニ候段申候処、左様なれは御序ニ候やと申事故、左候と挨拶致 、太郎申候ハ 何れにも吟味不願 へハ不相成 右吟味之席へあなたにも御立会、私共両人も罷出候と申事故、国にハ各其国之法と申者有之、弊藩にて表立候詮議ハ別段其場所有之、出役之者も定り有之、又内々之吟味に へハ、其支配〳〵にて候法にて、何れも側役之者携り候者 ハ無之候、何れにも吟味済之上可及御談と 御疑申にハ無之候へ も、情実之分り候筋も 有之故、是非私共出席願度との義故、何と申事に候や、段々御談致候通 精々遂吟味、尽情実、各へ其形為御聞致、若吟味不足有之義なれは 其段可被申、左 ハヽ猶又重て吟味之致柄も可有之 国法通を以致候処へ、各 携り被成候て、何を被成 やと厲声申候処、前山誠一郎御御出席なれは情実も相 と被申候事 左様なされ如何に可有之や申条故、誠一郎へ向、前山様あなたにも御両人御出席を 然義と被思召候や、最初より御聞被成 、国法通精細吟味、情実之尽る処迄遂穿鑿候義に へは、 両人御携りハ何を被成候事に候やと申候処、黙然挨拶無之に付、隊長両人へ、 れ吟味之上可及御挨拶申候処 今日中に 御吟味済候様致度と桂太郎申条故、吟味と申ハ左様急々出来候者に
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ハ無之、其関係之向々へ及問合、聢と引合候上にて極候者に候、夫レとも各明朝にも御出立と申事にも候へは、別段当地暫御滞留之事に候へは、左様急々に無之とも精細吟味之方可宜及挨拶引分候、 右両隊長へ引合以前、 同役へ書状御城迄遣、両参謀へ談候間、砲術所之人数ハ誰ソを以精々申諭、仙台御使者ハ船にて御物川を上りに為立退せ候様被致可然 遣 扨登
　
城致同役并御膳番へ対談形為申聞、懸合柄へ尻を付け来
候は大誤に候、畢竟事急なると申 心被忙 詳に本末を御一同より不聞取故より之事に 、薩長両藩仙台使者を殺と申ハ其本何方より出候事に候や相尋 処 今早朝右衛門殿登
　
城被致、
　
 御上へ 仰上候より之事と申ニ付、御家老を証人 立候事にハ不相成、且右衛門殿此方へ一円無御沙汰、正参謀へ被遣は職分難立とて病気被申立、御役御訴訟被差立 趣故、旁其本を推し、 証人差出候事に不相成、 畢竟此方粗忽より之事故、御役御免にて蟄居以上之御科被仰付、両隊長へ上より 申訳被立下度、若御労り被下候而は 却而私身分之為不相成段同役并御膳番へ申談、且同役ニて拙者参謀へ参 後、
　
御上へ申上候処、左様致候より外有之間敷
　
 御意に有之候へとも 右衛門殿へハ正遣 は同役限 申会にていたし、不行届と 申訳可致との事故 私事ハ御一同と同
様にハ無之、自身罷越及懸合候義ニ候故、重き病名を以可及御申訳ニと眩暈煩之御届出同役へ頼罷下 、猶翌五日朝、大嶋五左衛門宅へ参呉候様申遣、昨日も御一同へ御談致候通、御役被召放、蟄居以上之御科不被仰付候てハ申訳立兼候故、其事ニ被成度頼遣候
　
 同日、親類御評定所より御催促にて、同苗猪之助差出候処御役御免にて、追て被仰渡候旨有 遠慮可罷立段又太郎殿以菊地長右衛門・川井新三郎被仰渡奉恐入候、右ニ 巳吉遠慮申立、申立之通被仰付候
　
 翌六日、親類御評定所より催促、猪之助差出候処、被仰渡候旨有之、親類同道父子共御町所へ可罷出被仰渡
当時御会所と相成
、両人な
から病気 段申上、同苗甚一郎并林永助差 候処、以御条目蟄居被仰付、巳吉御小姓 番被抜置、親同様 付 御家老・奉行・御副役昨 之通
　　　
右御条目左之通
　　
 其方義、御用人勤中主人之御用向老中へも不申聞、自己之取計を以其向へ及示談候より、種々御不都合之義に相至、
　　
 御政体不軽次第、役柄ニも不似合粗忽之いたし方、重畳不調法之至ニ被
　　
 思召候、依之可 及厳重之御沙汰候へとも、年来御用深切に相勤候ニ付、頗御容恕を以、蟄居被
130
　　
仰付候もの也
　　 　
七月
　
 八月三日、親類御評定所より御催促、猪之助差出候処、父子共親類同道、 御町所へ可罷出被仰渡
御家老、奉行、御副役上に同
、父子共病気に付、
同苗猪之助并仁平三左衛門差出候処、以御条目生涯蟄居被仰付、家督之義ハ嫡子巳吉へ被仰付、重畳恐入奉存候、
　
巳吉義ハ蟄居御引上、上より遠慮被仰付候
　　
右御条目左之通
　　　
其方義不調法有之、当七月中蟄居被仰付候処、勤役中
　　
 御国是急度被立置候様可取計候処、却而因循、一時偸安を主張致候段、追々達
　　　
 御聴、重畳不調之至被思召候、依之生涯蟄居、家督之義ハ嫡子巳吉へ被
　
仰付候もの也
　　　　　
八月
　
同月九日、 巳吉事、 此御時勢ニ付遠慮御免被仰渡難有奉存候
　　　
献芹之録
　　
絶筆於此
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平元徳
　　
（印） （印）
　
 名徳、字恒郷、勤斎、鼯堂、皆其号也、初称貞治、後更正、源姓平元氏
　
 先人諱重福、字子綏、号鶩亭、母上松氏以文化七年庚午正月二十五日生、年十五出仕
　
宏徳公明年正月 為大扈従年十七為
　
 国学勤学、十九為書記 二十為準守館、経守館学監為準教授、辞官閉戸研究 経史者五年 弘化丙午正月擢準監事 其六月為監事、嘉永己酉遷評定奉行兼監事、辛亥有罪免 後為
　
国
学助教、安政丁巳以故班遷評定奉行兼
　
国学文学、万延庚申
謝疾免、文久辛酉以故班為評定奉行兼軍事頭文学 軍事頭之官時始置以命徳也、其為助教也、命循視西北蝦夷地形定菅所於弥大港、及湧嶼対望村而還実、安政乙卯之歳也、其往也以五月帰、以九月是歳十月
　
命之、于江戸其明年
　
命待読
　
憲諒公居江戸者三年而帰、元治紀元甲子八月 従
　
今公之于
　
京師
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公留、於江戸
　
命与塩谷大夫率警衛士至于
　
京師、以十一月往以明年三月、還于江戸
　
命為
　
世子侍読、慶応丙寅六月、又
　
命之于
　
 京師、十一月還于江戸、十二月二日自評定奉行兼軍事頭文学転用人奉事
　
東宮
　
 世子侍読如故、嘗賞在官之労賜、新釆地二十石、後又賜銀百枚、此他賜
　
扇章時服者二矣賜涼衫者一矣、金銀之賜敷四矣
所従、内賜之、時服外套亦多矣、戊辰正月従
　
公及
　
 世子帰、於秋田是歳、自閏四月至六月二 于 新庄 之于、横手一之于南部皆昼夜馳而往来、七月有罪免官、蒙譴 至八月又蒙厳譴、終身禁錮 時年五十九
　　　
著述書目如左
　
 二十四史類覧
　　
 自弱冠読二十四史、随読随抄積年抄録畢、嘗欲類次事跡、以便披閲未果
　
周易考
　　　　　
乾坤二卦腹稿既成 未及筆
　
論語考
　
詩経私記
　
儀礼私記
　
周官考
　
 荀子考
　
韓非子考
　　 　　
此他国語左伝記荀有
　
尚書泰誓
　　　　　　　　
所発明則録而存之
　
問答録
　　　　
他筆記者亦多
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献芹別録
　
乾
　
 献芹録五巻已浄書畢、今又録其所漏者、及渉機密者為別録二巻合七巻、子孫者就以考 則予之履歴之跡可以見也
　　　　　
明治二年己巳季夏
　　 　　　　　　　　　　　　
平元徳識
　　 　　　 　 　
（印） （印）
　
 安政未年、田中村後ロ西之方田地川欠になるとて、御勘定奉行泉川を掘かひ、高畠下へ移す之評議極たる趣、御家中屋敷不足ニ付、下中嶋へも屋敷割可致折柄に付、御勘定奉行へ差遣候書取左之通
　
 此度泉川御堀かひ、高畠下より流され候事に、御同役御評議御一決之由、甚 可然次第と存候
　
浄光院様
　
御当城御築立、
　
御郭内外まて一々
　
 御心を御用ひ被遊候義にて、田中村へ出候所之升形より中嶋まて真直に土手を 為築、御休橋之此方 台を御設候ハ、泉
川を渡らんとして敵之足淀む所を矢玉を以被打摧候御縄張と奉愚考候、然るを川筋高畠下へ御移候ては、台并土手之矢利を失ひ、御要害悪しく相成候、さて又泉川其昔ハ水勢強く、処々に深き渕有之、仁別山ハ杉之深林、森々と立連り候処、上方より下り候町人 住進にて、仁別山へ杣入裸山にいたし候より、川水手を遂ふて次第に減 只今にてハ深き渕もなきやうに成行きたりと 此方少年之時分、さる老人の話に聞伝居候、乍去暮春之頃深山之雪消候節ハ 水張り、又夏中迅雨ふり続き候へハ洪水と相成 下中嶋土手壊れ候事まゝ有之、此方若き時分、土手きれ 中嶋へ水流れ入、大槻文左衛門下人水死致候事有之 宝暦之昔にハ 下中嶋 居之家ニ或ハ沈没、或ハ流れ、今に至まて中嶋流れ 唱居 前条 台ハ、至て堅き自然之岩にて、此方幼少之時分より今に至て少しも動かす、泉川の快流北方より矢を射る如く走り来り、此岩に触れて水勢折け、又西の方へ流行き候故、下中嶋之土手ハ年々大害も無之候、然るを高畠下 移し候 ハ下中嶋之土手へ川水真直に打付け 故 築立たる柔かなる土手、年々壊れ、宝暦之 災又今にあらはれ可申候、因ては川を被移候事被相止 猶又下中嶋土手足を厚く築足し、上之 を今三、四尺も高く被成、川表水際ヘハ河揚をひしと為植立 土手 表裏へ垂柳と桜を交 栽へ、土手之頂道 広く通し、人畜往来
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致候やうに被成候ヘハ、花之頃にハ遊人多く、常にも牛馬まて往来いたし、土手次第に固くなり行き、水患も除け可申、右土手を増し築き候には、川より砂礫を取、高畠より土をとり候ヘハ、人力も多く労せすして出来上り可申 畠を崩し田に致候へハ、農夫に於ても却て勝手之筋と存候、第一御要害に障らす、次にハ水患を除き 又農民にも利の有る事に御座候故、何分改て御申会、右之通に被相極 様仕度、田中村後ロ西手に有之田ハ美田にも無之、且少々川欠有之候とて、御高く差響き候程 も至らす 御要害と水患と 比 候へハ軽き筋と存候、以上
　　　
 弘化三年丙午正月十一日、詰役支配見習被仰付、同月学館長一同列座之節、 祭酒楢山野上先生、 拙者之座に就き、懐中より 冊を出し、是は陰之間講釈之節 脱剣 義て候、貴公へ重く委託致候故、後年に至復旧、帯剣に相成候様御精分被成度とて、右壱冊拙者へ相渡候ニ付、諸先生も多く被成御座候故、何分其方へと再応辞退に及候へとも、存慮之旨有之、貴公へ委託致候処、御辞退にてハ拙者本志を失候筋 是非と被申候ニ付
　　　
 黒沢先生へ向、如何仕可宜候や申候処、国佐殿折角被相託候義故、御申に従ひ可然 申 ニ付、此上辞退申上候
てハ、 却て御本志に相戻候故、 何れ御書取ハ御預り申上、後し 諸先生へも御相談を願、御存志之通相成候様可仕と及挨拶候処、御引受にて大に安心致候、何分と被申候て復座被致候、右書取左之通
　　
覚
　
学長陰之間御講釈之義ハ、
　
御当代様に至り、文政八
　
御入部年初而富永伊兵衛私同様御呼出ニ而、陰之間御講釈被
　
仰付候趣、斎殿被仰付候所、
　
 御先代様之御例伝候者も無之、同年十二月十一日私初而陰之間へ罷出候節、帯剣ニ而相詰候所 御膳番渡邊五右衛門帯剣不相成趣申聞 ニ付、脱剣仕御講釈申上、退出後篤と思慮仕候所、被為於
　
御前、先聖之道を御尊敬被遊 被為
　
 聴候 講釈候得ハ、其道を以御教導申上候講師 外 用ニ而罷出候者同様之御取扱ニは有之間敷 別段之 仕向ニ而帯剣等も被仰付候御義と奉存候 付、右取受形内々斎殿へ申上候所、陰之間へ罷出候者帯剣不相成ハ御定例に候故、外ニ取扱方無之候、若右ニ而不相済 ハヽ 表向 伺 外無之故、篤と思慮之上尚又可申聞御挨拶ニ付、其後思慮相重 先役中山文右衛門
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 御先代様へ御講釈申上候故、記録等も可有之、存付内々聞合吟味仕候所、帯剣ニ而罷出 記録有之趣ニ付、同丁亥六月中右之趣斎殿へ申上、学長先役共被仰付候義ハ私共へも同様被仰付候御義と奉存候、仍而同人記録写相添差上候間、御吟味被成下度奉存候
　　　　
中山祭酒記録写
　
寛政三年亥十二月九日、小学御講釈申上候、陰之間へ
　
御出座、御上下御着被遊
　
御出座以前陰之間御敷居之内へ入、
　
 御前へ奉向着座罷在候、御膳番籠谷小左衛門殿御のし三峰差上、 熨御取被遊候而、御脇へ差置、 文台 納戸より出上壇へ差置候を 小姓差上 此節拙者脇差を脱候而、御見台之席へ罷出候、御見台御 之間御出入口之方御柱之前ニ有之、
　
御出入口之御屏風ハ外之所へ取除候
一
 、御講尺畢而本席へ着座之節、又々小左衛門殿脇ニ差置候御三峰
　
御前へ差上、此節
　
御前へ罷出候て 御熨被下置、此節無刀ニ而罷出候
　　
右之通記録ニ御座候
　
 右之通申上候所、同年六月廿四日、斎殿より 紙面ニ而、陰
之間御講釈之義政吉へも御尋被成申上候趣有之候間、
　
 御帰 上
此節下筋御廻覧
御用人・御膳番へも相尋取極可及挨拶被仰遣候
ニ付、同九月廿六日御講釈初之節、尚又御同人へ帯剣之義御伺申上候所、帯剣之侭陰之間御熨斗立際へ扣居、
　
 御出座之 御熨斗差上候節脱剣、
　
御手熨斗拝領後座之上、
脱剣之侭講席へ着、講釈終復座、帯剣之上御膳番御目録被下候趣被仰渡候、右之通相極候以来、天保六未年迄九ヶ年中連綿罷出候義ハ、御側方ニ而も聢と相心得候筈ニ御座候 右之次第ハ瀬谷小太郎 高橋小平へ 無間違相伝 所、小太郎より奥山九平へ相伝候節如何間違 哉 同年御初 節、九平帯剣之侭
　
 御手熨斗拝領仕候ニ付、甚如何之致 故 以来帯剣ニ而陰之間へ入申間敷旨被
　
 仰出候間、帯剣不相成趣御膳番申聞ニ付、同年十月六日、小平御講釈之節より脱剣罷出候、扨九平不念之義ハ、於私共も恐入候得共、夫ハ九平壱人之不念 而 私共一統之学長へ可相預様無之義と奉存候 且九平迚も小太郎申 に 座 得ハ、小太郎間違と相見得候ニ付、其段八郎殿へ御伺之上 御側両役へ私共相揃申談候ハ、九平不念之義ハ私共ニおゐても恐入候事奉存候得共、夫ハ九平壱人へ相預候事ニ而、且九平迚も小太郎伝ニ従 ハ 旁私共学長一統へハ不相預義候
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故、是迄之通帯剣罷出候様被仰上被下度旨申談候所、各帯剣不致候而ハ、御講釈不相成訳有之候ハヽ可申上候、左も無之候ハヽ難申上趣申聞ニ付、無拠見合、去辰春中前段之次第書取、先規之通帯剣被仰付候様御取扱被下度、松翁殿へ御内談申上候所、段々御取扱 下候上、被仰 ハ、陰之間ヘハ帯剣罷出候事不相成所ニ而 東家拙者共罷出候節も 御小姓詰所ニ而脱剣罷出候故、右之所ニ而脱剣罷出候而可宜、若右ニ而も不相済候ハヽ、別段可申立被仰候ニ 、思慮 重、又々此度申上候、学長帯剣ニ而陰之間へ罷出 義ハ
　
 御先代様より之御側之所伝 者も無 、脱剣罷出 得共、段々吟味仕候所、中山祭酒
　
 御先君様へ帯剣ニ而罷出 記録有之、右 趣 所、上ニおゐても政吉御尋被成置 精々御吟味被成尽、其筋明白仕上、御先規之通私共へ帯剣被仰付、学長後来之御規定 相居候所、九平壱人一時之不念ニ寄 学長一統永久之御規定 引上被成置候義ハ、何共難敷次第奉存候、扨陰之間へハ 家中一同帯剣不相成、東家御手前様方も御小姓詰所ニ而御脱剣被成置候御場所へ私共帯剣ニ而罷出度申上候ハ 不都合之義と御取受も可被為有候得 、学長 義ハ 講釈被仰付、御教導之筋を以罷出候節ハ、外御用ニ而罷出候者とハ別段之御取扱有之義ハ、先役より御取扱之 先例前段ニ申上候通 御座候
間、何分被御聞分、願通帯剣被仰付被下度奉存候、已上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
野上国佐
　
 是歳二月、楢山先生下世外先生ハ、帯剣之義ハ固ふして不可解之存慮ニ付 空しく歳月を送り 安政元年甲寅四月中助教被仰付、乙卯歳江戸へ登り、丙辰歳
　
 憲諒公へ御読書差上候様被仰付 丁巳四月迄在江戸、於江戸表両役へ端を発候へとも 解候模様も無之、下着之上文学小川岡之丞を以内々孫太夫殿へ申上 へと 、東家拙者共も帯剣不相成御場所故、如何共取扱兼候段被申 不得已見合居候内、
　
公薨せられ、
　
 御当代様に至、中安内蔵殿御家老中拙者右之義申談候処、於同職ハ復旧之義差障り候筋も無之 右等之事ハ、専御側方に預り候故、両役へ談候様被申候ニ付、武藤縫殿へ祭酒委任之始末委細申談 右書取写差遣、 何分復旧取計呉 様申談 処何れ一片可申会挨拶、其後外両役之内へ 申談
　　　
に至
始而復旧候様被
　
 仰出、拙者陰之間講釈初之節より帯 ニて陰 間へ入 悉皆文政十年丁亥九月中、斎殿より被仰渡候通相定り に
　
 野上山荘へ西宮長之進同道、香并佳茶・醇酒・吸物に可致、
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鮮魚を携、果子及餅・肴共重に盛
　
 楢山先生肖像を掛、香を焼き、諸品を供ひ、長之進に祝文を為読祭之、最其以前野上慶之進へ談、同人父子も山荘へ来、其席へ出居候 祭畢福を酌て帰る
　　　
祝文如左
　
（以下脱文）
　
其後於
　
御学館講釈始、
　
公御臨席済之上、
　
陰之間御講釈ハ、
　
 公并講師とも不及 下、高橋助教平服にて講釈、小川岡之丞肩衣にて 釈致候事も有之候故、其通可然、御膳番申聞に有之候へ共、陰之間御講釈初にハ、
　
御手熨鰒被下候義に候へハ、
　
 御学館講釈初済候に拘はらさる義、且御本も別段に有之、前度御本改り候節ハ、講師改めて上下着用
　
 御上にも御上下被為
　
召候義も有之、旁故上下之事に被成置
可然次第申談、其通極る
　　　　　
年
　
月
　
日
　
御目通へ、御側両役被召、
　
御上京、
　
若殿様
　
御乗出、
　
諒鏡院様
　
御登三ヶ条之
　
 御相談有之、退而申会奉申上候段申上退出、拙者申候は、私義ハ
　
若殿様御付にて罷在候へハ
　
御乗出之義一月も早く奉成 度義にハ御座候へとも、
　
御上京之義ハ第 にて、
　
 天朝を重んせられ、君臣之大義を正され、
　
御国中之人心も
是にて御纏に可相成候故、
　
御上京を主に遊はされ、
　
 若殿様
　
御乗出ハ御後れに被為成候ても無拠奉存候、右三ヶ
条之内被
　
止置候て宜ハ
　
諒鏡院御登にて候、
　
御母子之御間ハ重き筋なから、
　
 御国家に於て之軽重を引較へ候ヘハ、
天朝之御勤　
 若殿様
　
御乗出に比し候ては、此一条ハ軽き義と存候、三ヶ
条とも御調に相成候ヘハ、無此上義にハ可有之候へとも、財用御行届とも不被存 故、右之通申候段口発いたし候処
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御勘定奉行渡辺泰治・田代蔀申候は、兼て長瀬より申来候筋有之、
　
御上京不被遊候而も宜敷、且織衛殿
二条関白殿諸大夫　
 引合之節、当時之形勢甚むつかしき場合に候故、
　
御上京御
見合之方宜敷 程好取繕ひ差置候段、
　
関白殿被申候趣、左候ヘハ、
　
御上京ハ御見合にて宜敷、
　
 若殿様
　
御乗出ハ
　
御年合と申者も有之候故、是一条に相極
可然申聞、さて
　
諒鏡院様
　
御登之義御控之取運ひハ如何致可宜や申会中、
　
屋形様より
　
 諒鏡院様之御直書、以御膳番下ヶ置れ拝見いたし候処、為御登不被遊候に付、縷々
　
御怨言有之、
　
御母子之間隙を生せすと難申懸念も有之、是又難渋、
　
 屋形様に於せられ、此上此方より申上候事にハ難相成、御膳番へ
　
 御意有之趣、因而篤と相談之上 御家老之 もらひに致、御家老より
　
諒鏡院様へ申上、御控之事に致可然決着 右之通
　
 屋形様へ評議形 十太夫殿より御国表 同職迄被仰遣
処、御国表にて無拠筋有之、遂
　
諒鏡院様
　
御登之事に
　
御国表にて極り来る、此義ハ外間にて不知得事にて候
　　　
於江戸表上疏いたし候面々之義に付申上候次第
　
於江戸表若き面々
　
御上京を奉勧候上疏、御目付へ差出候ニ付、
　
 公御立腹被遊、帯刀殿にも立腹被致、御国本より罷登候面々ハ早々被差下、定居之者ハ夫 叱被仰付候事に相成候ニ付、渡辺泰治・田代蔀・菊地長右衛門・跡部重太郎・橋本助右衛門円居為致、言を以人を罪され候ハ、御政体に於甚不可然、猶
　
 御上之御為筋と存込、申 之義に候へハ猶更之事に候故 一応右面々へ老中へ不差出 目付へ差出候義不済次第申諭、以後之処為相心得、其上にて篤と老中 申立被差下 并御叱等之事ハ御延引之事に致可然申会候処、何れも同意に付 拙者御長屋へ右面々呼寄せ、重太郎相揃縷々申諭候上、助右衛門相揃帯刀殿・弥太郎殿列座へ、御警衛士之面々 上疏御用所へ不差出、御目付へ差出、猶立入候義迄申上候段、御腹も御尤にハ御座候へとも、畢竟ハ
　
 御上之 為を深く奉存上候より出候事にて 若き者共故言葉
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柄等立入候義も有之候事と奉存候へとも、言を以人を被罪候義ハ、御政体にとり如何と被存候、勧られ候ても、言を尽させ候様被成置度義と奉存候、然ルを右面々献言に付被差下、又ハ御叱被仰付候てハ、自然言路を御塞き被遊候に相当り、往々へとり候而も如何と奉存候、 を宣へて言しめ、是を取非を捨られ候へハ、人心悦服可仕、抑て言しめさる様に被成候てハ、人心憤懣不仕とハ難申、御目付へ差出候義ハ篤と申諭候故、以後ハ左様之義可仕筈も無之 何分右之段
　
 御上へ被仰上、其まゝ御聞置之事に仕度申陳へ 処被申候所、尤に候故篤と可申上被申候、翌日両人御呼出 弥太郎殿被申候ハ、御警衛士献言之事、其許演舌之通無落
　
御上へ 上候処、別段
　
御深慮之旨被為有、右面々被差下候事に被
　
 仰出、此上ハ申上候迚も無之被申候ニ付、一同へ相伝候処、別段
　
御深慮被為有候と申義に へハ 外に致方も無之と 条
　
 御深慮之義奉伺候とて、於老中 取次之様も無之、不得已奉任
　
思召候
　　　
於宇都宮旅宿与会津藩士応対之始末
　
慶応丁卯十二月廿三日
　
屋形様
　
若殿様江戸御上屋敷
　
御発駕、飯塚伝也・拙者御番頭代にて御供、廿五日宇都宮へ
　
 御止宿、伝也・拙者同旅宿にて各別座敷に居候処、会津藩中三人当駅へ止宿致居、 宿之者を以伝也迄引合申度申越、 伝也・富岡英之助向方旅 へ遣 何等之御用に候や私へ被仰聞度申候処、御重役へ直々御談致度申聞 由、重て只今着致、御用も取込居 且少々不快にて居候故、乍失礼御遇仕兼候故、用之義ハ私に承候様申付候段為申 処 以前申候通御手元へハ御談仕かたく、拙者共差急き之旅に候へとも、今昼より
　
 太守様 着を相待控 候、此上ハ 手元へ御取次不相頼直々拙者共御旅宿へ推参致との申聞にて、不可当勢に候段英之助申条、陰之一間にて此方聞居、襖を開き不苦故遇候て可然、拙者も御同 向方申条可聞取 とて待居 処、旅宿之亭主を以案内之上入来候に付対面、手札遣 向方役名尋候処、上席なるハ総髪ニて三十五、 六と見へたる年齢、 御用人相勤当時ハ郡宰と対ふ、次なるハ四十 、七と見ゆる年齢、文武館総督属役と対ひ 末席なるハ三十余 年齢、監察 対へたる、さて先刻より
　
 右京大夫様御着御待、御差急之処御控之由 何等之御用に候や尋候処、次なる男答候ハ、私共ハ兼 諸藩 国情承候様被
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仰付罷在候、因てハ御藩之御国論も伺申度ニ付御対面願候事に候段申上候、上席なる者申ニハ、第一此度急段御下り被遊候ハ何等之御訳合に候や、此方対候
　
右京大夫様にハ
　
 京都より
　
御上京之御沙汰も有之候へとも、此時勢に付いて
ハ御国中人心不穏、因て一先御下国、御鎮撫被成候
　
思召よ
り、急段
　
発駕被致候、
　
 若殿様御同様御下りハと申事故、御上京被成 上御跡之取締に被差置候
　
思召より、御同道被成候事に候段為申聞候処、
当時之形勢如何御考被成候や、是非一纏に不相成 てハ不相成事と存候段申聞故、一纏と申候義ハ至極之御論に 西洋之国々目の前に涛居候に就ても 日本国中同心戮力、外侮を受さるやう不致候へハ不相成事に と申候処、いや私申 纏とハ其義にハ無之、武家之棟梁たる人を立て 其れへ一纏に不致候へハ不相 筋に候段申聞故、武家にて兵馬之権を握り候ハ自頼朝七百年来之 て、其以前ハ兵を出し、将を命するも皆
　
天朝にて被成候事に付、
　
天子之尊を以御纏被遊候へハ、
　
日本中之人心猶更一致可致義にて候段申候処 当時之義ハ
　
天子御幼冲、薩長にて挟、
　
天子号令致候ハ皆
　
命を矯て之事に 、弊藩之義ハ辱くも
　
先帝之
　
詔を頂戴仕候義に候へハ、当時之矯
　
命とハ同様に無之段申条故 当時之
　
詔を矯
　
命と被申候ハ
　
 天子御幼冲より之御考に可有之、漢土之古を以申候へハ、漢の昭帝十四歳にして讒者之姦を見破り 寉光か罪なきを一言之下に明白せるか如きも有之、
　
今上皇帝 於せられ候ても如何なる
　
御英明に可被為有や難料上候へ 、
　
御幼冲一通を以矯
　
命とハ難極事候段申候処語塞 、此方又申候ハ、
　
 右京大夫様にハ御旅中、於各も御旅中 て、御使者と申にも無之故、只今御挨拶致候義ハ私共きり之存慮にて候、国論聢と御聞取被成度義に候ハヽ、別段国本へ 使者被差遣 へハ其に向ひ御挨拶柄も可有之、申まても無之、以前より御次第ハ、
　
右京大夫様へ申上、此方より改て各迄
　
 右京大夫様
　
思召形等及御挨拶候筋に無之故、此義御心得之
様仕度申候処、 義ハ相心得候段申候、 夫より余之話に移 、
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さて太守様
　
 京都御守護職中難渋之御場合、御蹈こたひ被成候ハ私共のみならす、同藩感上居候段申候処、得意候様子に見へたり、少時ありて暇乞して立去、右之義ハ伝也より
　
 御上へ申上置候、右三人之名前書付にて英之助持居候処、混雑中不写取不覚留
　　　
 戊辰閏四月、 於仙台奥羽之諸侯重臣会議有之、 十太夫殿、金大之進之きて会す、五月四日大之進帰、同十日十太夫帰
　
五月廿日、徳
　
屋形様へ先 一同罷出候節、
　
御意も有之候、往々不容易形勢に相至、
　
御処し被遊、悪き次第可罷成に付、此節御家老之纏形
　
御聞取、猶河内も出府中之事故、河内・将監存慮も
　
 御聞取、御家中之存志むれ〳〵に不相成様被成置度奉申上候処、事生候て議論に相成候てハ手後 相成 故 御家老へ可申含と被遊
　
御意候
　　　
仙台にて取纏候、大政官へ之申立書并条約、
　　　
屋形様被遊
　　
御覧、御側両役一同被召候節、徳奉申上候次第左之通
　
薩長之義ハ
天
 子を挟み、天下に令し候故、名に於てハ自ら正しく、仙台之義は仮令其理ありとも、畢竟私を免かれす候、古足利尊氏
後醍醐天皇
　
御在位中、私に
光
 明帝を奉立ハ、既に大 に乖き候処、徳川之始、天海か説を用ひ、
　
 宮様を
　
京都より下し奉り、天下分争之時に臨んて還俗なさ
しめ奉り、之を奉して天下 争はんと計候ハ、益道理に反し候事に御座候 然るに其故轍を踏み、
　
 上野之宮様を大将軍と仰き、旗を挙んとの 内々相聞得 甚以不可然筋と奉存候、篤 御思慮を被尽候様被遊度奉存上
　　
右奉申上候所、被遊嘉納候
　　　
 其後に至、仙台・庄内にて院内御境近へ人数を出し、仙台使者志茂又左衛門来、
　　　
 九条殿・
　
沢殿・
　
醍醐殿御国表より御引払之事申聞候
節、拙者建議致候ハ、右使者ヘハ
　　　
 御三卿へ奥羽御鎮撫之義を主に申上居候主意を以御挨拶被成置、若於仙 不分理非打入候ハヽ 其曲十分彼に在
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り、士気を励し微崖に撃摧候様可被成事、
　　　
 右御鎮撫筋を以御挨拶之都合にて、根岸靱負使者、旅宿へ相越候日に当り、使者を斬る之事起り、遂大戦となりぬ
　　
沢殿使節山本登雲助対面応対始末
　
 五月七日、山本登雲助拙者に対面致度段申来、於山中新十郎宅対面致候処 薩長両藩
　
 沢殿へ随従之者を斬戮之風説より気遣形隠々と申聞、右言葉の内に僅三百人前後に候へハ、如何様にもなるへき筈に候へとも、本国にてハ其まゝ可罷在筋無之なと申に付、其本国之大小強弱に関り候筋に無之、於主人鎮撫使を格段奉敬候義に候へハ、其随従たる両藩之士を率爾之事可為致次第、曽て可有之様無之申述候処、猶懸念 模様 付、万一右様之義有之候へハ、正義於貴公御面前刳服可致と申候処 始て案堵 様子にて、赤間関合戦之事なと話 及、さて
　
 沢殿御着之節、端々之者失礼等有之 而 如何に候故、御通筋小路〳〵へ幕張警固、足軽差出置候段、此段御心得之様致度申候処、 何とか其幕張ハ被相止候様致度申条故、 早速承知幕ハ打たす、唯警固足軽両三人宛棒を為持立番為致候事申談、登雲助承知、右之段老中列席 申陳へ、
　
御上へも申上、御用係へ伝置候
　　
附て、仙・庄両藩御境へ差出置候人数、
　　
 沢殿御国入之節、薩長両藩同様境へ入れ候へは、付入に致等之宣言有之、院内給人共防戦之用意、又ハ両藩を遮るなと紛々 風説聞へ候に付、荻庭喜七差急にて出立被仰付、給人共へ為申諭候、猶率爾之義有之候てハ大切故、
　　
 沢殿旗紋并色之事まて拙者委しく喜七へ為心得、給人共へ為申渡、且喜七より付添之方へ通達 旗を被立御入之事に為致候
　　　
五月十二日、日暮入御用局より左之通
　　
急段御用有之候間、只今早々御出勤被下度候、以上
　
 右に付登
　
城致候処、御家老一同蒙御不興引籠候趣、其故は
脱藩之高瀬権平始
　
沢殿へ随従、此表着、殊に権平衣冠にて、
　
 沢殿先乗いたし 其他脱藩之御小人なと御旅館
御学館
へ鉄砲
持込肩に掛、刀を杖に立勝にて傲然として 縁に罷在候体、一体之義何方よりか申上候事に可有之や、右之者共其まゝ差置候てハ、 政事難相立に付処置可致 御家老被召被仰出候処、薩長之者共も多く参候処、此節手を下し候而ハ、事起らすと難申、後して処置形も可有之申上候 、重て
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御意之筋も有之、御家老押返し奉申上候処、
　
御立腹被遊相談難成候故、退出可致と
　
 御意に付、一同恐入罷下り候由、且政事不相立義に候へハ、国家に莅而事無詮候故、隠居致との
　
御意御膳番迄有之候段申伝に付
　
 御国家之大義に候故、明日へ不延置 今晩中一同罷出、御執成申上可然申会、
　
御寝付に被為成候刻限に付、以御膳番申上候上、
　
 御寝之間へ両役一同罷出候処、 起座被遊御控ニ付 大之進口発致候上、徳申上候次第左之通
　
脱藩之面々其形被差置候てハ、 政道難被為立との
　
 思召、至極御尤にて、一言奉申上候所無 座候へとも 於御家老時勢を差考、
　
御国家之御為筋を深く奉懸念候より立入
奉申上候ハ、是又其理無 にハ無御座候、かゝる御場合、御家老無残差入候事にてハ、
　
 沢殿ハ固り、他藩之者も多く参 故
　
総督府并他邦之聞へ
も如何と奉存候 且是迄数年来勤来候面々退 、新に別人被仰付とて、
　
 思召通御用向万端行届可申や、如何共無覚束様 被存申 、扨又御隠居との
　
 思召ハ、乍恐甚以 上候、世上多事 時に当り 何
事も
　
思召より出、事機を
　
御考ひ、
　
御取捨被遊候故
　
御一国一同力を得罷在候、然るに被遊
　
御隠居、
　
御弱年之
　
若殿様被立置候てハ、当時之風波を御凌き、
　
御国家御安泰に
　
御漕付ヶに被為成可申候や、若聊も
　
御不都合之事相生候てハ、恐多き義に御座候へとも、
　
御先祖様へ被遊
　
御対、如何被
　
仰訳候や、右等之処乍恐篤と被遊
　
 御考、此御場合 堪忍被遊、御家老共申上候義へ一先為
　
御
任、一同早々出勤之事に被
　
仰出候様奉願候
　　
 右申上候処、姑く
　
御考之御模様にて、申所尤に候故、其
通可致
　
御意に付、難有奉存候段申上一同平伏、老中出勤
之事に取計候義、猶申上退出、
　　
 退出 上大之進拙者へ無所残被仰上、至極之事に有之候、私なとにてハ、とても及候事にハなかりしと申候故、皆様を差越し申上ニ 思慮之筋に有之候へとも、
　　
御国家之大義と存候故、斟酌を破り 候 及挨拶、
　　
 十三日、東方白み候て退散 是日登
　
城懸、同役手分、大
之進ハ鶴山殿、拙者ハ十太夫殿、其外へも同役罷越、老中一同出勤被致候、
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屋形様御家老へ、昨日ハ
　　
 此方も短慮に有之候、以来共存志丈無斟酌申上候様にと被遊
　　
御意候由
　　　
蟄居中にハ候へとも、
　　
国家之事昼夜心にかゝり
　　
七月中さる方へ以手寄内々申遣候次第左之通
一
 、背に出、虚を擣ハ兵法之必然る所に候故、庄内接戦に及ふ時ハ湊新屋之御要心肝要と奉存候、柴橋 一揆を起し、新庄応援之天童・上ノ山勢を引揚させたるにても、彼か軍略可計知るに御座候、若新屋へ舟にて上陸、放火被致候てハ、御先手後ろへ心牽れ 敵 向ふ之勇気撓ミ可申、殊に湊ハ此節着船多く候故、猶更之義と奉存候、船頭水主なと自由 往来致居、本道内郷之案内も十分心得可申 若右船へ敵兵乗組、湊を放火致候様之事有之候て 浜手 台場大砲、皆却て敵之用と相成勢に乗し、内郷より被斫入候てハ
　
御城下而已な
らす御城中迄も動き立可申 是第一之義 て 御手抜に不被成置事と奉存候故、御守衛形ハ厳重被成置候様仕度奉存候
一
 、庄内出生永牢に 候罪人を出牢為致、敵地へ火を為放候御都合之趣、堂々たる王師 姦 御用ひ、賊兵同様之御取
はこひ如何と奉存候、私勤役中其模様も有之、決して不可然段存慮申発相止候事に相成候、
　
 此方様にて右様之義被成候ヘハ、敵よりも又同様之取計可有之、無左とも御城回御要心ハ大切と奉存候
　
 御城近にて宝鏡院境内に不戻か沢と申候て、大木屋へ通候小蹊有之、是より大木屋へ被忍入 へハ、
　
 三之丸へ近く御籾蔵へも自由ニ被通 、右不戻か沢へ柵を高く被付置、猶大木屋へ回番被立置、大木屋守始常出之者夜中時代りに為回 町人 内能々人物 吟味、一刀被差免、右加番被仰付、宝鏡院一派之僧共へ同寺境内警備被仰付度 八幡坂上
　
 八幡宮後ロの土手塀を乗越候へハ 一乗院境内 入候故、是又御締被付置、一乗院一派 僧を同寺境内并
　
 八幡稲荷宮之警衛 夜回 等被仰付、社人 組交回番為致下中嶋より所之丸切通し、脇へ出候小坂 向なる土手ハ人家も無之処故、 大木屋へ柵を越入候 相成候 是又御締被付置、御兵庫ハ敵之間諜も目を 候御場所故、御兵具足軽夜回 間断為致候様被成置度、此外
　
 御城回要所〳〵并六道之辻内郷螺たれ川之橋之手元へも番所被立置、出入吟味為致度、舟手之者内郷より自由に往来致へハ、如何なる姦人無之と難申候故、此御締厳に被成置度、
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猶将軍野に旗立山と申小山ハ別に古沼之水残り居候、此古沼を浅くも掘に被成、右山へ盛り足し、野戦砲三丁も被備 猶番頭一手も小屋掛にて為相守、内郷より入来敵并湊町之外れ間道より内郷へ入来る敵を防く様仕度、如間道之北之方に稲荷堂有之、番兵を差置候 宜処に御座候、右旗立山ハ五輪まて二十八丁有之候故、右山下之道内郷を通り候賊兵へ利申候
　　　
加藤清閑書載へ之対
　
 御書載之次第至極御尤奉存候 賞罰ハ治国之要具にて、別而も此時勢に於てハ、人々之耳目に立 程に不被成置候てハ不相成、 巧名之者、 討死之者等賞禄 多少ハ追て 極 とも即座に
　
上より
　
御称美之被
　
 仰出有之、又罰 時を不延其場にて成敗被成候程に無之候而ハ不相成やに奉存候 周の武王仁義之師を以不道之紂を伐にも爾所 最其于爾躬有戮と令し、孫子に将ハ智信仁勇厳と厳を以将たる者の一徳となせり 孔明も厳を以上軍を御し、馬稷か如きも刑に免かれす 易 律、否減凶と有之 律なくてハ、軍ト難成事と存候、乍恐
　
御先代様より御相伝之
　
御封彊賊に侵奪せられ、一日たりとも其まゝ被差置候ハ、
　
御上之
　
御内慮如何計と奉恐察候、右
　
 御上之
　
思召、下へ深く徹候ハヽ、出陣之面々何れも一命を
抛進撃可致、併神宮寺之守ハ最至要に御座候て、此川を何方よりなり一方を被渡候てハ、最早守返候事不相成候故、此守を丈夫にして進撃之手ハ別に致度、但諸藩にのみ為撃 心得にてハ中々難出来事と被存候、薩人なと余程御国者を軽侮之心も有之やに話候者も有 眼前
　
 御領分を賊に横行被致、是を撃之心なきと申より被侮 ハ尤に御座候、段々寒気に相成候へハ、病人も多く出 又大川泳候てハ神宮寺之守も皆あた 相成可申 只今之内賊を不残打留候とか追出に無 候 、御大事に不至と難申候
一
 、兵粮不足致候てハ、惣軍 弱りに御座候、何 か御手配形も可有之、仮令年中分有之候ても、明春よ 夏へかけ、諸軍之分ハ固り、
　
御領中飢民出可申、御回し米之御手配肝要奉存
　
 扨、兵糧駄付にて仙北へ送り 様 てハ、人馬共行倒れ相成、亀田領大正寺へ一手之人数を被差置、御物川 船にて被差登可然、 外何品も船にいたし度、 刈場へ差かゝ 、 日々之人夫昼夜となく被取可刈様もなき而已ならす、若勢共段々病人出候模様、兵士郷民皆病候 ハ 何を以賊を制可申や、
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曠日持久せすして、早くも賊を打取候様仕度事に御座候、尤諸藩と能々練れ合不申候てハ不相成義と奉存候、重罪之身、口を開いて又罪を重ね可 やと戦競致居候へとも、為
　
御国家極内密申上候、頓首
　　
其後又申遣候義、左之通
　
 仙北に太平山道と鐫付候石を立候処有之、又岩見越之間道も有之、 神宮寺之守固く候へハ、 鄧艾か蜀を襲ふ之故智を用ひ、険を越て守なき処に不出と難申、岩見之台へ守を付ヶ、寺中握内、或ハ目長崎之辺へも番手を被差置度 事
　　　
 九月廿四日、生涯蟄居御免、同廿五日再勤被仰付、十月五日加藤左門見舞に来候節、亀田・庄内之御処置、椿台之御守備、蘆名侯之名跡人見主膳正之後被立置候義等内々談候処、書取呉候様申聞に有之候へとも、演舌にて御心得なれは可宜申候へとも、委曲為心得申度まゝ、同六日談始末演舌書に致左門 遣 猶役柄へ書載差出候と申筋に相成候而ハ差障り候故、昨 談候まゝを 付遣候段申遣候
　　
演舌覚
一、亀田ハ御願被成候ても是非　
 此方様之御領に不相成候てハ往々之御案堵に難被為成奉存候、差越候義恐入候へとも、亀田之二万石へ外に壱万石被増置、
　
川口様被差置、南方之御締に被遊 様仕度事に奉存候
一
 、椿台ヘハ壱万石に近き程之分限に被成候、大臣被居置、亀田と踦角
　
 御本城之藩屏と被遊度義に奉存候、只今に相成候てハ、椿台ハ実に要地に御座候、仙北筋古来より被差置候五ヶ所之御固め猶も被行届之上、亀田椿台御締御整、土崎湊、新屋、男鹿海岸迄夫夫御警備被定置候へ 、永久 案堵 筋と奉存候
一、南部様御嫡子、当七日
　
　
 御城下へ御出とか申事、定て少人数にて之事 可有 若多分に人数被連候事に候ハヽ
　
 御三卿へ憚有之筋を以、能代へなり人数を被残 纔之人数ニて
　
 御城下入之事に被成置度、降を受候 ハ御要心も厳重に無之候てハ不相成事と奉存候、兎に角
　
御城下之御人数 不足なるハ 万端懸念奉存候
一
 、庄内降伏ニ付、官軍一と先江戸へ引揚とか申様に承 候尤庄内之御処置聢と定り候上之事にも可有之候へとも 謝罪
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御聞済、封地を削る位にて被引揚候てハ、
　
御案堵にハ難被
為成事と奉存候、官軍相涛ひ候兵力を以国替為致、勤王家之諸侯を鶴か岡へ被居候様にも無御座候てハ、
　
御国家之御後害難測事と奉存候、庄内之君を
　
 仁和寺之宮様
　
御本陣へ御呼寄、国替被申渡、其座より直々
出発致候様に被成候とか、或ハ国替之事早速御極被成兼候事に候へハ、一通国替被申渡、何れ之 と定り候迄、於
　
京都待
　
御沙汰候様被
　
仰渡、上
　
 京被 付可然、尤其取始末用意も可有之義に 候へとも 其場を為動候てハ不可然かに奉存候
一、鶴か岡城之番手　
 御国へ被仰付候様之義に御座候へハ、守り候丈之人数無御座候てハ不相成、又守を行届候様に被成置候てハ、
　
 御領中御守備御手薄に相成御大切と奉存候、庄内侯何れ之寺へか引取候て慎之様に聞へ候へとも、其家中并新徴組江戸脱走人も不少居可申、右之者共ハ如何致居候事か、床しき事に御座候、旁官軍江戸へ引揚候義ハ、御不安心之義と奉存 、何れ庄内之君を
　
 京都へ為登候とか、越後路へ留置候とか不 置候てハ相成申間敷、夫に致 て 国中に残居候家中、又ハ右新徴組等
如何なる禍心無之と難申、
　
 御三卿之御案堵に被為成候様被成置度義と奉存候、徳川之船引揚に不相成分も有之やに相聞へ、海岸之気遣も有之 庄内之兵器不残取揚候位にてハ、未安心成兼候事に被存候、又越後路より打入候官軍、
　
 御当領より打入候御人数と合、并鶴岡城下に涛居候趣に聞得候、 万一不虞之事有之候てハ大混乱、 備を立候事も成兼可申、何とか一手〳〵引離れ、要心堅固為致申度
　
 御国御人数ハ可成ハ寺 内なり小高き処をかたとり、陣屋ニ為致度事に御座候、降伏な とて市中に安心致居候ハ危き事と奉存候、啻 不慮之夜襲而已ならす、山中に湖水有之、是を切り落候ヘハ城下皆水と相 候義ハ兼 承り候事 御座候、何れにも要心之義ハ軍将〳〵へ能々被仰達、猶庄内 処置形聢と不相極候内 、官軍江戸へ引揚 義猶予 事 仕度義と呉々も奉存候
　　　
 蘆名侯御名跡、并人見主膳家跡之義ハ、昨日談候様心得呉候へく申遣
　　　
昨日談 次第左之通
　　
蘆名侯之義ハ
　　
浄光院様御弟に被為有候処、
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会津御没落之後、
　　
御当家に寓られ、於角館に薨せられ候、
　
御名跡之義ハ
　　
浄光公定て
　　
 思召も被為有候事処、其御時代
　
御思慮之筋等被為有、徳
川家へ御願御見合被遊候義にも可被為有やと窃に奉考上候、絶世を継き、廃国を挙 候ハ 御仁徳之大なる者ニ御座 況御名家且ハ
　　
 御親しき
　
御連枝にて被為嗣候を、永く祠を被為絶候義、
乍恐難敷次第と奉存上候、此度
　
天
 朝へ御功績も被為立候ニ付、御封地被増置 も有之候ハヽ、御名跡被立置、一方要地之御守に被差置候様仕度義に奉存候事
　
一、人見主膳正、先祖ハ
　　
蓮舜様始て常州
　　
御入国之節、御供致候五人之士之一人にて、
　　
浄光院様名護屋
　　
 御陣之節、 主膳正御供に被召連、 其後御家老職迄相勤 処孫又右衛門代院内銀山奉行相勤、不調法之義有之改易被仰付、御勘当中病死、其嫡子も打続き病死致候ニ付、家断に相成候、然は常州
　　
 御入国之節、八木作助先祖なと同様御供致 家筋、殊には
主膳正義重く被召使候事にも有之、御改易之義ハ御召返候御則も有之処、不幸にして御勘当中父子とも病死に付、家跡断絶に及候義故 是又相応之禄高を以家跡被立置候様仕度義と奉存候、
　　
御召使女中
　　
 御男子様
　
御誕生被遊候へハ、二百石又ハ百五十石にて其
家被立下候 之義も有之、別して
　　
 御開国御普代格段 家筋、且ハ無拠不幸にして断絶致候義に候へハ、手代経候とハ乍申 他家之類例とハ同様無 筋と奉存 事
　
右両条
　
京都詰合中委曲一冊に書載致置候を、折を見合
　
 御上へ奉申上候心得ニて居候処、時未至らすして不申上、人見家之事ハ御評定奉行勤中中安内蔵殿へ羽石家より手内へ差出候、書載へ演舌相添差出候処、無程内蔵殿御家老職御免にて、御評議にも不相成候
　　　
南部を秋田へ被下義
　　
沢殿被申候趣相聞ひ候に付、加藤左門へ内々左之通申遣
　
 南部ハ名二十万石 村数も五百ヶ村有之候へとも、実ハ高山大川多く、骨有りて肉なき様之国にて、五穀乏しく人民稗蕎
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麦ねり等を食といたし居候体、鹿角郡而已ハ美田も有之、且地勢を以考候へハ、羽州之地に無相違相見へ候、是を被下候へハ宜候へとも、一国にてハ前条之如く、且佐井之湊ハ箱館に相対し、彼地に事有る時ハ防禦を厳にせされは不相成、
　
 御領中海岸も十分御備御行届被成兼候処、佐井之御守まて御手厚に可被為届候や、旁に 故、若
　
 沢殿之被申候通に相成 ハヽ、為差戦功も無 、結句諸藩之応援を以一国を保チ候事に ヘハ 厚き御賞等之事ハ固く奉辞候段被仰上可然、左候 御謙譲之筋も相立、且此度一挙ハ
　
 天朝を奉重候義にて、地を広めんとの
　
思召より被出候事に
無之主意、四隣へも相徹し怨之帰する所も薄らき可申候故御序可然被
　
仰上度候事
　　　
十一月廿九日、大嶋甚左衛門来候節、左之通申談
　
 箱館へ根拠せる徳川之脱走人征討被成候とて、三千余 申事に候へハ、一々首を並へ打取候と申事ハ無覚束、縦然箱館被打敗候ても蝦夷地之義ハ竄伏可致 土地多く候故、便 覗ひ場所〳〵へ儲候米掠奪いたし、幽僻之地へ潜伏、討 向ふと聞いてハ遁散して又集り、或ハ険阻に待受け、或は不意を襲ひ候様之事にてハ不毛遐陬、寒湿之地 軍勢 曝し、窮討勦
滅、早速之成功如何可有之や、因てハ招安之道を啓き、帰降致候者ハ納られ候段布告被成候ハヽ、悔悟致候者も多かるへく、又来り降るまてになし候とも心に両端を抱き、堅く一致ハいたしましく、左候ハヽ、官軍を捍くの力撓み、終にハ平定に可相成、若 勦滅を期され候事にてハ、必死之窮寇と相成、如前条往々内地之疲弊 招可申 故、何分宜御処置之様
　
 御上より被
　
仰立候事に仕度存候段申談候処、至極同意之段
甚左衛門申候
　　　
 長土手下砲術所操練場狭きに付、長野後ロを操練場に致との事相聞得候ニ付、不可然義砲術所目付之内へ申談、猶福原敬助殿来候節縷々談候て、敬助殿より政三郎殿へ内談之事に致候へとも、猶書状差添 八島栄へ頼御用人石井定之進へ申遣 次第左之通
　
 長野後通古沼之窪ミを埋み、操練場に被成候趣、御要害に於て如何と奉存候、常州水戸之御旧城仙波沼を西に受御築立
　
御当城ハ、黒沼を東南にして御築立被遊候ハ、自然水戸
　
御城之御要害に
　
 御像り被遊候やにも奉考候、黒沼之義ハ、其昔長野後より広面村迄水蒼々と湛ひ、 崎村は水中へ突出湖心高と申有之由、畢竟右を第一之御要害 被成 故、長野之後へは土手御
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築立不被成置事と奉考候、手を経る之久しき沼之水、次第に凋れ、只今にてハ田地と相成 纔に沮洳を残せる而已に御座候、因てハ山方志摩屋敷後に有之堰之通りより長土手堤まて堀に被成、其土を以多賀谷長門屋敷後より寺社方役所後迄土手を御築立不被成置候てハ、御郭之形相整不申候、然るを平地に被成候てハ長門屋敷東北之升形、長土手下へ通り抜候処之大土居皆無用と相成候 武田信玄 本城之要害を深く普請不致、境々を固くいたし候義も有之候故、四境 守御行届候ヘハ、
　
御本城之御要害十分に無之候とも可宜、四境へ心を不用して
　
 御本城之堀を而已深く被成候ハ狭き見識と之議論も可有之や、又銃隊之操練執し候へハ、 なしとも宜 操練こそ専一にし、且柵を付ヶ候事に候へハ、守も因て固く なとの議論も可有之や、是等ハ一応其理有之様 も聞得候へとも 乍恐
浄
 光公之
　
思召、今に至御貫徹不相成様に罷成候義ハ歎敷次第
と奉存候、且
　
御郭回りへ木戸〳〵新に被設候ハ、
　
 御本城之御警備を弥益固く被遊候御趣意と奉存 右御場所之義ハ猶更之事と奉存候 要害 行届、操練も十分御整に相成候へ 、無所残義と奉存候 若操練之地是非不広候へハ不相成筋に 座候へハ不得已義故 是迄 致居候砲術
所東方之田を御埋立被成置候へハ、御高少々減し、百姓も迷惑可致候へとも、双方懸較候ヘハ御要害ハ重き筋と奉存候、既に御一定に相成候義と承り候へとも、差覗之処黙止兼、御同役様迄申上置候、以上
　　　
 明治二年己巳正月十九日、隠居御暇願差出、二月十七日願之通被仰付候、右願書差出候節、組頭より差図にて勤功書差出左之通
　　　　　
勤功覚
　　
御奉公総年数四十五ヶ年
　　 　　　　　
内三ヶ年
　　 　　
文政八年乙酉正月
　　 　　 　
大小姓へ御番入相勤候
　　 　　
同壱ヶ年
　　 　　
文政十一年戊子九月中
　　 　　
御学館書記被仰付相勤候
　　 　　
同五ヶ年
　　 　　
文政十二年己丑正月中
　　 　　
御学館詰役並被仰付相勤候
　　 　　
同壱ヶ年
　　 　　
天保五年甲午五月中
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御学館詰役被仰付相勤候
　　
同四ヶ年
　　 　　　　　　　　　
天保六年乙未四月中
　　 　　
御学館目付被仰付相勤候
　　 　　
同五ヶ年
　　 　　
天保十年己亥十月中
　　 　　
教授並被仰付相勤候
　　 　　
天保十四年癸卯二月中
　　 　　
以御人繰教授並御免相成候
　　 　　
中絶二ヶ年
　　 　　
同三ヶ年
　　 　　
弘化三年丙午正月中
　　 　　
詰役支配見習被仰付
　　 　　
同年六月中詰役支配被仰付相勤候
　　 　　
同三ヶ年
　　 　　
嘉永二年己酉三月中
　　 　　
 御評定奉行へ転役、詰役支配兼帯被仰付相勤候
　　　　　　　
嘉永四年辛亥十二月中
　　
 不調法之義有之、御評定奉行、詰役支配兼帯被召放、蟄居被仰付候
　　　　　　　　　　
中絶二ヶ年
　　
嘉永六年癸丑十二月中
　　 　　　　
蟄居御免被仰渡候
　　 　　
同四ヶ年
　　 　　
安政三年甲寅四月中
　　 　　
助教被仰付相勤候
　　 　　
同三ヶ年
　　 　　
安政五年戊午二月中
　　 　　
 以本席御評定奉行へ転役、助教兼帯被仰付相勤候
　　　　　　　
万延元年庚申三月中
　　
病気退役、寄合組へ被入置候
　　 　　　
同五ヶ年
　　 　　
文久元年辛酉二月中
　　 　　
 以本役御評定奉行にて御軍事方頭取、文学兼帯被仰付相勤候
　　　　　　　
同三ヶ年
　　
慶応二年丙寅十二月中
　　 　　　
 御評定奉行、御軍事方頭取、文学隙明にて、御用人被仰付相勤候
　　　　　　　
明治元年戊辰七月五日
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 御用人御免にて、追而被仰渡候旨有之、遠慮可罷在被仰渡、同六日蟄居 付
　　　　　　　　
 同年八月中生涯蟄居被仰付、家督之義ハ嫡子巳吉へ被仰付候
　　　　　　　
同壱ヶ年
　　
 明治元年九月中、以思召生涯蟄居御免にて再勤被仰付
　　　　　　　　　
 同十月中大御番入 、今年迄相勤候
　
一
 、安政二年乙卯四月中、西北蝦夷地見分御用被仰付、同五月中出足、 九月中罷帰候処、 蝦夷地見分格段辛労致候ニ付、
　　
御紋付、御時服并銀拝領被仰付 且於
　
陰之間御丁寧之
　　
御意被成下候
　　
但、同月春中
　　
御領内海岸見分被仰付巡見仕候
　
一、同年十月中、江戸表御用被仰付罷登候
　
一、安政三 丙辰六月中、於江戸表数年之勤労被
　　
思召、新知高弐十石拝領 仰
　
一、同年より翌巳年迄
　　
憲諒院様へ
　
御読書差上、御手習付添被仰付候
　
一、同六年中
　　
御当代様
　
御入部御用係被仰付候相勤候ニ付、
　　
御紋付、御帷子拝領被仰付候
　
一、文久二年中、仙北下筋督学御用被仰付、回校仕候
　
一、元治元年中
　　
口宣御用係被仰付相勤候
　
一、同年中
　　
 御軍制御変革ニ付取調被仰付、一冊に致奉差上、猶右御備大絵図ニ仕立奉差上候
　
一、同年於将軍野操練被仰付、
　　
御旗本備御前備御締備共奉入
　　
御覧候
　
一、同年八月中
　　
御上京御供被仰付江戸表へ罷登、十一月中上
　　
 京、翌年三月中江戸表御用有之 付早々出立、同所へ可罷下被仰渡罷下候処、 取調之次第有之 明春迄在番被仰同四年中
　
亀丸様
　
御引移之上、
　　
 御読書可差上被仰付、同五 より
　
御読書差上、其後
　
御手習付添被仰付、明治元 七 迄右御用相勤候
　
一、慶応元年乙丑
　　
京都詰合中格段辛労致候ニ付、
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御紋付、御時服拝領被仰付候
　
一
 、慶応二年丙寅五月中、於江戸在番并定居之人数を以御軍割致可差上被仰付、同閏五月惣々出来奉差上候
　
一
 、同年六月中、数年之勤労ニ付、格段之御沙汰を以銀百枚被下置候
　
一、同月中
　　
 御上京御先登被仰付罷登、同十一月中被召使候御用有之ニ付、仕度出来次第江戸表へ可罷下被仰渡罷下、御用人被仰付候
　
一、両度
　　
京都詰合中、以 警衛士御軍割改奉差上候
　
一、慶応三年丁卯
　　
 若殿様
　
御乗出し候節、御用係被仰付相勤、猶飯塚伝也同
様
　　
御跡乗被仰付、代々御供致
　
一、同年十二月中
　　
 若殿様
　
御下国御番頭代にて御供罷下 翌年正月中下着仕
候
　
一、明治元年戊辰夏中
　　
沢殿へ御用被仰付、新庄へ二ヶ度
　　
九条殿へ御用被仰付、南部へ壱ヶ度、
　　
沢殿へ御用にて横手へ壱ヶ度、何れも差急にて罷越候
　
右隠居願昨年暮差出候存慮に有之候へとも、
　
 思召にて重き罪科被 宥再勤被仰付候処、年不踰内に願申立候義如何と今年へ相延し、正月九日差出 番頭

（坤へ続く）
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献芹別録
　
坤
　
 寄合之節被申会、十三日勤功書添差出候様組頭より差図、十六日以猪 助組頭宅へ差出、直々明達館へ行候処、御当用過に相成、十七、十八両日ハ休日故、十九日差出候事ニ候
　　
 隠居願之通被仰付候後、御用人大嶋甚左衛門来、御隠居被差留可致処、御思慮之旨も可有之と先其まゝ致置候と申聞
　
右蝦夷地見分ハ安政二年乙卯夏より秋なり 是歳旧幕府
　
 御当家・仙台・南部・津軽をして東西北蝦夷之地を警衛せしむ、右ニ付見分之役人早々可差遣と命す、余国学助教 以勘定奉行志賀猪三郎と四月廿八日見分 命を蒙る 初幕府之命従江戸申来る也、余軍事係にて勘定・評定奉行両奉行及副役と評定方楼上に会す 不毛之辺陲其他名を聞くも始てにて、且険海之波崎を凌かされは、其 に至ること能はさるを以、満座皆難む 色あり、余乃衆に対して甚不行届にハ候へも、私にて宜事に候へハ、被仰付次第可罷越と申、是日猪三郎先命せられ、余其次に命せら 、執政命する之時不肖之身分行届兼候事も可有之候へとも 他之義と引違、不毛之遠地に候故、 辞退不申上御受仕候段申候て御礼相済 一同へ吹聴何れも数百里之遠境、気候不調 地所、御大役に候と挨拶な
り、老中回勤、同寮へ為知、家に帰り
　
 家類に告候処、 大に規模なる事に候と被申候ニ付、 安心致候、是より日々朝に登
　
 城、日替て下り、一体之取調をなす、吟味役にて石井弥五右衛門、割物役にて長山茂、政務所物書にて貝塚久吉被仰付たり
　
 マシケ本陣屋、ソフヤ・クシユンコタンは出張陣屋と幕府之命故、大体之人数積して三ヶ所 陣屋 小棟数積して図となし、大縄織衛に託し 材木板等を始、雑具 什器、米 味噌、塩、酒、香の物とも船積にて差回し 事に為致、さて召連れ候者ハ 鉄砲巧者之足軽 其外万事世話為致候者被付置度申立、足軽、兵具足軽、小 、町同人等被仰付、右 内足軽二人、兵具 二人、都合四人宛猪三郎・余と二人へ被付置たり、家頼ハ別に家之普代にて各一 宛 外に能代湊より数年来水手致候者猪三郎呼寄せ 両人 槍持 草履取とす幕府之命ハ見分一通故 鉄砲弾薬ハ長持へ入、又陣営落成之上、扇章之旗を立 幕を打、幕府役人之見分を得候存慮 、手長旗 番指旗各三流竿とも
　
 扇章之幕一張、紺幕一張、旗 ハ長持へ入 竿ハ筵包にし、猶用意之為相図之鑼をと存候へ共、思慮之筋有 、銅たらひ壱ツ買求め、明荷へ不目立様にして入 螺貝 下筋修験より
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借上ヶ之内慮用意、既に整ふれは、五月五日発程す、螺貝ハ七座之別当より借上たり
　
 十二日、津軽三厨着、十七日まて順風を待、十六日英吉利軍艦二隻入港 一隻ハウテツ之崎に碇泊、一隻ハ岸近く乗よりハツテイラにて上陸、縦横に往来 神祠之鳥居へ石を打、家毎に入りて様子を視、鳥を弾して土人にその鳥を為持 供にして歩行き、驕肆無所不至、余両人之旅宿勝手之方縁前へ来り、筵にて包みたる旗竿を手にて探るを足軽叱 たるに、始て立去たりといふ、其さま如何なる事を仕出さすと難申、且今別陣屋に居る津軽警衛人数皆松前へ渡り、人之制 るなく日暮近くなりて皆本船へ帰る、夜に入万一旅宿乱妨被致候様之事ありてハ、独銘々之恥辱にならす、
　
 御国辱に候故、 不虞之儆可致と猪三郎へ談し、 足軽共に申付、鳥銃へ丸を装させ 着之時見分 置たる旅宿、後之山 平かなる処にて、 此方銅たらひを以て相図可致故 其相図を聞き、一同山上へ纏ひ可申、打 と令し候ハヽ鳥銃を可打懸 御小人共ハ両人宛便地を見定め隠居り 蛮人を一人なり二人なり引捕ひ、 縄を係ヶ捕候相図合言葉に いたし、 集りて警固し平館へ引立行、番人へ渡し 弘前へ為仕送、後日穿鑿之種となすへし、 家来以下之者共ハ、 荷物を山上台 之方へ運ひ引揚之節ハ貝にて相図可致候故、貝 音に随ひ、要地へ纏ひ
可申、右之義ハ、旅宿〳〵より壱人宛催促従申渡、手配既に定りぬれは、旅宿之亭主へ飯を沢山炊き呉候様頼候処 御一同様御旅宿に相成、私家ハ大安心に御座候、御飯を炊き候事なとハいと易き事に候とて、早速炊き出したり 銘々之腰兵粮入へ為盛入、別に飯継へも為入置、余ハ小手臑当して太刀打刀を帯し、 塗笠を引よせ具足櫃にかゝり仮寝す、 足軽同心、小人代々潜に斥候に出し置く 夜半之頃 ツテイラにて乗寄せ両三 上陸、様子を覗ふ体に有りしか、少時あ て又乗戻し、本船へ帰りたりと注進す 其後ハ不来 十七日暁順風之告あれは、朝飯を喫し舟を 艤、蛮艦之間を乗り通り、龍飛中之潮白神之険浪を経て、福山に 着岸す
　
 廿三日、函館に至り廿七日迄逗留、着否奉行所へ届 廿四日奉行所へ猪三郎と同しく出、奉行竹内下野守対面、敷居内へ入らしめ、茶を出し、菓子を出し 款話 又六竅砲を出し示刻を移して退く
　　　
蝦夷地循視録別にあり、是及以下とも其要を挙く
　
 六月九日、イシカリを発し アツタに至る 是日微雨十日も時々小雨、風筋あ く出帆ならさる申出あり 乃ち志賀猪三郎へ申談せしハ、出立前絵図にて地勢を考るに、此処よ浜マシケ、浜マシケよりマシケ之間山道無之 但浜マシケよりマシケまて之間にハ古道有之由故、往々ハ其道通 んなれ
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とも、浜マシケへ之山道無之、海路一方にてハ事有る時に臨み、海路を絶れなは、援兵ハ固り兵粮も継ヶかぬへく、因てハ是非山道を開くへき之内慮にて居 ぬ、今日は出帆なりかぬると申事故、此方ハ山中を浜マシケへ越なん、行暮れなは山中にて夜を明かす之心得なりといひは、猪三郎道なき処を始て通るハ危き事なり、延引可然と答ふ、出立以前より之心懸故、是非存志通可致 若 に迷ひたる時ハ 鉄砲を鳴らさん、其節迎之者被差出度と申談し、支配人催促、右之段申渡す、支配人頭を下ヶ、少しためらひて 此 ハ昔間宮倫蔵様御蹈分可被成と 御通し候処、山上より石落ち、御先立之蝦夷人壱人石に 撃死候故、と も難通処とて御戻り被成候、堅雪之節に候へハ、通り候夷人 有之候へとも、夏 生ひ茂り候節ハ壱人も昔より通り候 無之、乍恐御延引被成置可宜申条ニ付、見分被申付相越たる上ハ 山中 り 可視所ハ覧されは不相成、 是非見分可致故、 野宿 心得にて味噌米、鍋等用意、先立可為致申含たり、支配人迷惑之様子なから、渋々に畏れりと申 さて究竟之若き蝦夷人六人 番人両人先導にとて差出せ 、右蝦夷人縁前へ呼出たるに、内二ハ兄弟にて魁
そうおとな
酋の子なりといふ、六人とも骨柄逞しき者とも
なり、乃於面前赤椀にて酒を為飲 携たる弓煎にて試に縁前左にある岩へ為射 予莞爾として其通なれは 熊何匹出たり
とも射殺すにハいと易かりなんと賞言し、やかて用意調ぬれは、長山茂・貝塚久吉外足軽以下とも都合十七、八人にて微雨を冒して出立す、素り道なき深山なれは、山間より流れ落る小瀑之側に沿ひ、滑かなる岩を攀ち躋り、其山之絶巓に立て向ふを望むに、層密複嶂、雲中に出没し、何処を指 て所可行とも定め難けれ 、前導之者の行に信せ 高嶺 上りてハ深谷に下り、幾つとなく峰を踰え、又ハ澗流に沿ふて道を取るに、深樹密竹日 蔽ひ、前後互に不相見、前なるハ螺を吹き、後なる者ハ声を懸け、竹の林を左右之手にて推分〳〵身を側てゝ縫ひ〳〵進むに 葡萄之蔓に足をま はれ顛仆すること数た度なり、澗流に近きハ石稜するとく苔滑かに山腹を横に行くにハ、欹ち生せる竹にすへり、辛うして巳の刻過、午の刻 も近からんと覚ゆる頃まてたとり来つるに、先導之蝦夷人方向に迷ひ、指し 行くへき所を弁へす六人之内一人大木
としといふ木なり
に攀ち登り、四方を望み、良ありて下
り、其儕輩と
（ママ）
と夷言にて語り合、又先導す、予後に道になす
へきしるへにと右之大樹を白く削らせ 年月日此処を通ると長山茂に書せたり 頂 較平なる山上 て腰兵粮を使ひ、又下り上りして断崖よ 浜辺に出たるに、磊々たる大石波打際より山脚まて一面に布けるか若し、多くハ円き石 し 、草鞋之踏む所定りかね、失脚して踣んこと 恐る、石 踏みて
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行こと壱里許にして、大巖に遇ふ、刻ミを付けたる木を倚せ掛け有るを、其刻へ足をかけて巖頭に登り、下て次な 巖腹に洞穴あるを透り過き、又大石をふみて行き、前と都合一里半程 して浜窮り、又山に登る、崎嶇上下一、二峰を経て一密に躋れるに、巍然たる巨嶽前に当り、峰頭雲に挿む、番人此大山ハとても今日中にハ難踰、且是より向ハ猶更高山多く、日数重るとも御通りに 相成、此処限りに被成置度と申出たり、予其れハ不相成、幾日幾月かゝるとも、此山中行き通さぬ内ハ止み難しといふ 番人退きて其火伴 何か相談之模様なり、予仰て日を視るに、既に西山に傾んとす、夜にかゝりて此大嶽を踰んハ如何 内心 ハ思ぬ、少時ありて番人進み出、 嶽之陰にハ番屋有之、今日 其所に御止宿被下度と申、其番屋へハ外に道ありや 尋 海上より参んと申、舟ハと尋たれは、夷人を為遊取 遣 申 海上ハ何程あるそと尋たるに、往来二里も有へくと申て、蝦夷人を山より下し、海に入らしめた 一日も山上よ 下り、浜辺に出、沙上に座 て待つ、良久して蝦夷人櫓を揺し 其処之番人と同しく来る、乃舟に乗て 屋に至る 日已に暮たり、 名をコキヒルといふ、是迄経来 山中に崩れ懸 たる石崖頂上に聳ひ、其下に崩れ落ちたる石之砕け多く散り布きてある処ハ、彼の間宮倫蔵か戻りた 地ならんと想はる
　
 一同酒を酌ミ、 飯を喫し、 蝦夷人にも酒を与へよと命せしに、何方へ行しや、一人も不見得といふ、久しくありて皆来る、之を問はしむるに 熊を射取らん て乾魚を積る、蔵之屋上に伏し居たれと不来故帰れりと答ふ、酒を与ひ終日之労を慰め居たるに、俄に物を折り破る音聞ゆ、蝦夷人ともそれ来るそとて皆弓を援りて馳せ出れは、熊ハはや蔵をや り苞に入たる乾魚を荷ひ逃去れりといふ
　
 十一日、晴に乗し、払暁発程、前夕熊之破りたる 見るに、板を放ち、太き貫きを二本折り、多く積みた 苞之内より抜き取りたる所ありて、山より往来せる之跡あ 其跡 躡ミ澗口より竹を分けて山に入り、峰 登 、又下りて小山を過き、浜に出れは今朝出帆と見え、志賀 乗せたる舟岸近く通る、我浜辺 たるを見て 舟を岸 着けた 猪三郎もふ是きりにして舟に乗へしといふ 予対ふ、高き峰を今二ツ三ツも踰たらは、やかて浜マシケな へし 半途にして舟 ハ乗らす、然し疲れたる者共ハ舟へ頼まん 足軽両一人、予か草履取之老僕とを舟に載せた 、晩にハ浜マシケへ になるへし、野宿 用意ハ最早入ましといふ者有るに任せ、米味噌、 鍋なとの類ハ舟に取り入れ、 酒酌かはし志賀氏 分れ又山に入る、入ること益深くして山益高く、昨日歴来比すれは峻絶なるこ 更に甚し、秀嶺函谷 上下する之数を
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重て、一処に出たるに、断岸峭立絶壁如庶、浜に下る之路絶え、夕日既に海 没せんとす、遙に海上を瞰渡すに、志賀を送りて帰る舟真帆にて浜マシケ之方より馳来る、予か槍へ下人之菅笠、手拭なと結付招けとも応せす、於是足軽に命し、十匁筒へ二ツ玉為装 向ふ之石山へ為放たるに、山谷に響きて音高く聞え、海上なる舟人之心にや徹し 先帆を下し、舟を漕よせたり、断崖之 より酒有りやと問は むるに、無と対ふ、飯ありやと問えは有りと対ぬ、飯と香の物を持来るへしといひは、飯櫃へ香の物とり添、断崖之下へ捧け来るに、石壁嶃然として不可登、又下るも得す 之縄と是まて用意之為、為背負来るを命して松之根に結ひ付け 其末を壁上より垂れしむるに、一ぶうとて十九尋ある縄石壁之半 及へ平地まてハ程遠く、予足軽及下人とも 帯を解かしめ、猶も足らすハ手拭を結ひ合せて之に続けと命す、既にして衆人帯手拭を繋き合せて縄へ結ひ、崖下に及へは其端へ飯桶、香の物を為結付釣上たり、さて此処にて一宿するよと為言聞たるに、志賀へ注進するやらん 浜マシケ之方へ其舟漕き戻したり、此断崖之頂上に一本之大樹ありて直幹雲を凌き 枝葉四方を蔽ふ、其傍にハ破りたる柴の堆く積る多けれハ、乃大樹之下を占めて宿留之所となし、柴を高く 之 焼い霧気を退け、又足軽に代〳〵不寝番を命し 紙玉之鳥銃 絶
間なく放たしむ、皆疲れて眠らハ熊之害あらんことを恐れてなり、足軽共固く命を守り、鳥銃を鳴らし、貝を吹て守之、両日山中に行暮したる疲に、番足軽之外ハ皆太刀打刀之まゝ肱を枕に眠りたり、東方白む頃 皆眠りを為醒、大樹之下を立出、山脊澗流をしるへと て 浜マシケ之方へと志、一里余も行たるに、前日浜マシケへ告け知らせんとて衆を離れ蝦夷人壱人と行きたる番人是も行違ひ、山中に宿せりとて、未た其処に居たるに行遇ひ、同 して山を下りたるに、大谷の両岸開け、澗流石に激してみなき 落る処に出、如何して渡らんと見めくるに、下流之方 大木之此方之岸より向之岸へ倒れ懸り、 恰も橋の如くな あれは 天之与 何れも喜ひ、予ハ槍を杖にして大木を渡り、余ハ皆匍匐して渡る、澗流に沿ひ、山麓 回転 下ること一時程、清泉の岩間より湧き出るに遇ふ、口を漱き、面を洗ふて小憩せるに、浜マシケより迎之者酒と熱き飯とを携来る、皆欣然として酒を酌ミ飯を喫し、 を先立にして次第〳〵に山を下り、又小密に登りて下を眺むに、碧海瀲灔、日光を閃かし 密 之沙觜に小舟を繋けり、予か下るを見て来て迎ふハ足軽共なり 能く生きて御出、志賀様ハ大案しにて被居たりといふ 予笑 舟に登り、海上七里を経て浜マシケ 至れは、志賀老人始、一同出迎ふ、志賀一夜眠らすして案し居たり、此方之申事を用ひ
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すして人に苦労致させたりといふ、山中之見分ハ存志通りいたしたれとも、御快寝も不被成、御案し被下候ハ、さて〳〵何とも〳〵御苦心を懸たりと挨拶して運上屋に入、今日ハ風筋宜と申故、 マシケへ出帆と思し 山中之安否も聞かす、此方一人出立可致筋無之故、舟之用意ハ止めさせたりと志賀老人いふ、順風ハ今日ありて明日ハ期しか く らは只今より出立すへし、併最早時刻ハ九ツに近かるへく、舟始末間支度せんとて、午飯を為出食し、畢て直々乗船、九里之海を経てマシケへ着船せり
　
 山中に宿りし時、傍之木幹の七尺程上に浦螺といふの形に似たる貝の付きて有るを見て夷人に問ふに、海気 蒸し昇るに随ひ、海中より昇りた 者なりと夷言にて答ふ、又コキヒル之舟を沙上に待し時、海波熱湯之沸き立か若なるを見る、夷人魚 多く聚りたるなりといふ 二事奇な 称すへく、又マシケに着せし後、懐 開き に 金入にある金皆煤色なりしハ、深山に臥して 気の然ら むる所なるへし
　
 十三日もマシケに逗留して、処々地形を巡視す、同所ハ本陣屋なれは、帰り之節猶又精細地形を相せんとて 未陣所を定めす
　
 十四日、マシケを発 、廿日ソフヤに至る、於同処猪三郎へ相談せしハ 老人之事故、自是北海岸見分可被致、此方ハカ
ラフトへ渡海見分致へしと、廿五日十八里之海上を渡り、北蝦夷シラヌシに着岸、山上海浜巡視、畢て廿八日舟にてシラヌシを発し、海陸を経て七月二日クシユンコタンに至る、廿八日哺時ヒシヤサン之海上にて舟を暗礁へ乗り上、舟膠して不能、移浪につれて左右へ傾き、舷殆ん 浪に貼せんとする者数たひ 舟人狼狽、喧擾不知所為 夷児之舟に寄載 る者声を放て啼哭す、予か老僕 若きより水手にて数十年諸国之海上乗り回りたる者なる 、予か前に来 、御覚悟可被成といふ、覚悟とは如何と尋れは、只今にも舟底開けなは、皆水に没せんといふ、予乃皮箱之中より緊要之書付類取出して之を懐中し、緒にて懐中之上を束ね、浴衣一枚を着し、太刀を背負ひ、打刀ハ帯へ下け、緒を以て結ひ付け 帯 固く結ひ、紺足衣をはきたり、是ハ海中足の白く涛に閃くを大魚り噛む之事、嘗て聞けるに由てなり、又足衣之内へ水入なんことを考ひ、老僕に命して太き縄にて足衣を横にいな結といふになさしめ、舟裂け、或ハ覆らハ力之及ん け游かんと用意せり、時既に夜に入りて天に月なく 岸 距る 遠近不可得知、長山茂心付きにて船之縄 続 合せ 蝦夷人をして海を游きて縄を岸上に繁かせ 其縄 手繰りて岸 登らハ危きことなかるへしと、乃番人に其事を命す 番人蝦夷人 縄末を為持、舟之上より海中へ突落せは 蝦夷人浪を跳 越岸
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之方へ赴きぬ、少焉ありて立還り、夷語にて云々す、通弁之者訳して曰、岸を離るゝこと遠からす 水も亦深から して乳まても不及、縄ハ木の根へ結ひ付けて来れりと、衆皆喜ひ舟を下り 海に入る、予か前にハ番人提灯を持て導けり、予縄を手繰りて行きなから 提灯の光に水底を瞰るに大石沙中に碁布せり、石之間々をたとり、岸に達す、其遠近二町余にもやあらんと考らる、水ハ纔に予か腰に及 り 今暁シラヌシにて煙火を熾んにして綿衣を重ね 海浜巡視せるにハ、狐皮を綿衣之上へ襲ねて猶寒かりし、況や夜に入浴衣壱枚 て海を厲
わた
りしことなれは、肌膚粟を生し、海風冷かにして骨に
徹す、沙礫上に横はれる寄り木柴之類を積ミ 火を点して燃之、肌膚を温め鎧櫃と皮箱かいさい嚢等家頼下人船へ戻りて持来れは、外荷物ハ船へ残し置、浜辺 乱れ横はれる大木のより木を跳越〳〵単衣にて冷風を冒し、一里余 に てコンフイ番屋に宿す、即鍋 取寄せ、多く齎 たる ふりだ の薬を蒸し、同行一同に為飲、又酒を温めて飲しめ、飯を為炊たるに、過て水を多くし皆粥となる、腊
ぶた
松魚を生にて薄く切
りたると、沢庵之香の物とにて 食し畢て寝に就く
　
 廿九日、一里十一間行きて、リヤトマリ運 屋に宿す、乗たる船ハ、舵
かちとり
工水手之夷人之外、皆陸に上り、且各之下人具
足櫃を始、必用之品を陸へ持来り、船軽くなりしか 潮
満ちて暗礁より自然に浮ひ出たりとて、又此地へ着せり、予舟に乗りたる蝦夷人之酋と番人とを催促せしむるに、刻を移せとも不来、三度に及始て来る、右両人を予か面前へ出したるに、恐怖之体にて不能仰見、昨日ハ大に辛労、別して夜にかゝり舟を岩へ乗り上け、船中一同格段骨折のみならす、苦心もいたし候事、先ニ舟ハ損せす、此上なかりし、聊 から酒を遣故、一同給へて緩々休息いたし候へと申渡、長山茂をして五円金を両人へ与しむ、初催促之節、厳重之叱を可受やとて遅々して来らさ しに、却て慰労之辞を受、且金を得、意外之事にありしとて、喜こと限りなかりしとそ 予か若此せしハ、此後同藩より渡海之人数多かるへく、土人之心を得すしてハ、諸事差支ふるあらん、往々 心服し 、楽んて役に供する之仕向をせんとの内存なれは 先ツ其始をなせるなり、福山より蝦夷地に至まて幕府之命にて見分なれはとて、駅々之長ハ上下にて送迎、夷酋ハ陣羽織にて送迎、一同之賄ハ皆其土地にて致せしかと、予猪三郎へ談 運上屋毎相応 金子を遣し、 夷酋に 醇酒 為飲、 人足に出たる夷人格別辛労せる時ハ、酒を与ひ、北蝦夷地 ハ用意之齎針を与ひたりしに至る処 皆欣然とし 喜ひたりたる夷人とも別るゝ毎に惜別 実情、皆隠然 あらはれたりき、北蝦 巡視畢、還てソフヤに至り 時、残し置たる足軽
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久之助勇しけにて出迎、リヤトマリにて番人夷人へ之御仕向、此土地まて沙汰に相成、松前様御人数あのやうなる事有りたらハ、叱に逢ふのみならす 金をゆすられ可申に、御身分之御難義 何とも不被申、却て舟ハ損せす、宜くありしと被申たる上に、過分之金子 下たるハ 大国ハ別段之者と皆挙て申居ると言えり、山中に行迷ひ、縄を下け、飯桶を釣上けたる時、其縄を結ひ付けたる松を平元縄下け松と唱置くよし、後に至りて聞えたり、乍去予か通りたる山中ハ 遂に道となり 人皆便
べん
とするとなん
　
 クシユンコタンにハ松前家固めあ て、備頭より 役を使者として、最早二百十日近く手々引払之時節に候へとも、御見分之義、従公儀御達有之に付 御見分中控居候段申聞、貝塚久吉答礼之使者 して 先刻ハ御使者辱存候 伊豆守様益御機嫌能奉恐悦候、各様遠地長々之御在陣、御苦労に存候、私共見分中御滞留之義被仰下被入御念候、私共ハ緩々見分致故、各様ハ時節も有 故 御勝手に御引払被成度候、右之通申遣候処、忝趣挨拶にて翌日引払たり、清水平三郎なる者番人にて当地に三十年来詰居、段々立身、此節ハ松前家先年役勤め、予か着之節上下にて槍を立途中まて出迎たり 運上屋座敷之内へ請し入、種々馳走話相手に出 陣屋 可相成地所見立置し、明日御先立可仕故、御見分被下度と申 乍
苦労御頼致と挨拶、翌日其地へ行きて、平三郎へ折角御見立之場所なれとも、此所ハ陣屋にハ難成と申候処、何とて左様に候やと申故、海岸よりハ懸け離れ、山下之路へ人数繰出に不便、且水も無之候へハ守戦共に不宜、此方別段心丈見定可申と対え 其
（ママ）
其処を立去り、同日より翌日まて処々見分せる
に、運上屋之東南両山開け、清泉其麓より湧き出る処あり山上へ人数を登せてハ防戦に利あり 又山間より備を繰出すに、人数を不被見切 湿気もなく最上之土地なれは 其処へ縄張出口之道作り様まて縄張して図となし、又俄羅斯人今年五月此地に来り、営を結へるを、去る之後焼払たりとて柵之根猶土中に残れり 予其柵 根に循ふて営中を案行するに、 いと巧ミに要害を占めたり、 此地ハ平かな 岡頭に て運上屋を眼下に見下し 松前陣屋に斜に対し、北方崖下なる海浜之道を真直に睨 、海上ハ遠くまても眺 れ 是亦要地なれは、材を為打、出張所と定む、大薬庫ハ前 山間陣屋奥之方へ定めたる 如何しけん、予か江戸に之きし後、営築きて火薬庫を敵付け之方へ建たり
　
 清水平三郎山中にて海浜 離れたる を見立置たるハ、漁時に当り、在陣の人数邪魔になる事もやと気遣しよりなるへし、又右清泉ハ金生水と名付け置たる名水なり て自慢せるに、 其近くへ陣屋を定められ、 旁不得意之様子に見へたる故
161
此名水ハ如何程汲みても尽ることなけれハ、陣屋、運上屋双方にて用ゆるとも不足ハ致間敷、又漁事之節出張致居たる人数ハ、軍法も厳にして、其頭にも心之届たる者撰まれて来る筈なれは 其時にな やう之事 決して無之段為申聞たるに、 始て安堵之顔色に見へたり、 其より南ハホロアントマリ、北ハシユ〳〵ヤを巡視せり、此シユ〳〵ヤといふ 地ハ、マリオンナイ之向方にて、ルフタカよ 之陸道なれとも、潮満る時ハ小舟にて往来、潮退く時ハ小舟 膠し、又歩立にてハ泥沙半身を没すといふ、予審に地形を覧て、菶莾の刈払を好くすれは、陸行もなるへしと考ひたり、七月五日舟に クシユンコタンを発し、海上二十二里にし リヤトマリに宿し、七日リヤトマリを発し、海上九 陸一里余 して ラヌシに還る、運上屋玄関に 福山侯家章之幕を張 松前之備頭クシユンコタ より還りて此処に逗留せ に 座敷を明けて別間へ引取り居たりといふ、因て支配人呼出 玄関へ松前様御紋之幕ハ備頭之衆被居たる故に可有之や、表座敷 此方居り候事に候へ 、憚ある事ニ候故納め 申 又松前様御人数厳式可被居、座敷を御譲りハ痛入 、此方は少人数故、如何なる手狭之処にても不苦、此段備頭之御方へ可申上と申候処、支配人退て重 出来り、幕ハ主人之御馳走に為打置候故、御斟酌被下候に不及、座敷ハ私共勝手にて引移候ニ付、
是又私共勝手に為御任被下度との挨拶なりといふ、引継備頭出来り、時候之詰開済之上、只今段々被入御念被仰下 申上候通之義ニ御座 故、宜敷御承知被下度と申、 幕之義ハ如何とも憚入候事に候へとも、 難有思召之処、 強て申上候て却て厚き思召に奉戻恐入候故、御申に従ひ可申 座敷之義も御勝手と有之事故、 此まゝ罷在候段ニ御丁寧之御取扱、帰国之上ハ主人へ 為申聞可申と挨拶 四方八方之話になり、備頭退出
　
 二百十日前十日之日に当り、今日ハ順風に候故 出帆被成置候様にと支配人申出、今日ハ延引可致、其詮ハ二百十日并に前十日ハ船乗も差控候日にて 、海上穏とハ乍申 見分も相済、見分之次第ハ主人へ委曲不申 へハ不相成身分、且此方一人にも無之、付添候面々も有之、天下一同出帆見合 日を犯し、 乗出し候事 思慮に候段 候処、 支配人平伏引取る清水平三郎此処まて夫れとなく別船にて引添来、支配人引取否出来り、御申御尤 御座 、御出帆延引可仕 幸今日 弁天へ餅を供ひ候故可指上とて餅を至て塩梅よくして せんひん雑煮之振舞を得たり
　
 シラヌシへ着之翌八日にハ 海上七里西海岸ウヱンチシま循視せり
　
 七月十六日出帆、順風なから浪あらく、船簸揚して若舞、巨
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涛船屋を幾度も打越し、船中之器物回転して不定、蝦夷人の艫に在る者皆舳之方へ逃け入、畏縮して声をも出たさす、予舵工之顔を守り居るに顔色不変、笑談如常、此様な浪ハ婆々の面にも有るなと舵を擁して戯諕す 於是安心して船を に信かす、ソフヤ之港口に聳えたる大石遙に見ゆる頃、酒を為出、茶碗に満て傾之、人々へ回らすに皆辞して飲ます、予又一碗を満てゝ釂之、兎角して船埠頭 着す、初ソフヤよりシラヌシに渡りし時、朝五ツ時出帆して夕七ツ時着岸せしに、是日ハ帆斜 船傾き、箭之如く馳せて、二時 して舟果てたり、運上屋に入りて、長山茂松前備頭へ見舞に遣 に、あなた方ハ御強く候、私共ハ大浪に胆も魂も身にそひ不申りしと挨拶、良ありて下役之者答礼に来
　
 ソフヤ営所ハ、北蝦夷地渡海以前五日逗留之間見分して、ハラコンナイといふ地へ定めたり、此地も雪深く、積と聞けは春暖に向ひ、山上よ 崩れ落る雪之防きに山之半服へ長き杙を打之事を命し置きぬ
　
ソフヤにハ鷲の羽多く有りし故、土産にして
　
 公へ献せんとの存志にて為取寄見たる内に、浅青色にて白き紋ある羽あり、支配人此ふ
（班）
ハ八幡之文字なりといふ、取挙け
視るに彷彿いふか如し、是を求めて
　
 公に献しなは、定て可被
　
喜と既に其心になりしに、又
思返し、如是羽ハ常に有るに非す、
　
御年若き
　
公の重て求られんにハ、有司定て迷惑すへく、又
　
 御物数寄之
　
御心を啓く漸もありと、其を除きて常に有る之
羽にて、一段品之好きを求め、帰国之上献之せり
　
 廿三日、マシケに回り廿六日まて逗留、山川を跋渉して営所を相す、文化丁卯之歳、津軽家にて陣屋となせし地之奥之方にて、最上と思はるゝ地あり、乃山 登りて眺之、又舟を浮へ海上へ三里出て、遙に望之、又其地 案行するに、広さ四尺許にして私之涸れたる渠あり、渠中之石 視るに、皆土に抜出てたり、春帰雪融し山々小澗之水此渠に注く時ハ 水漲るか故、若此と料り知れり、又此地ハ東方にシヨカンヘツ嶽高く秀、山上より流れ落る水快川となりて海に注く、川風山おろし、寒からんなれと、地形平敞 して東南に開けたれは、陰気鬱結之患なし故、渠を堀りかひ、陣営の中央よ 流さは、戌者皆其用に頼らん、彼を 此を考ひ 愈善 と見極めたり 於是長山茂をして海瀕よ 相距 之遠近を測量せしめ、繁りたる竹を伐りて縄張し 杙を打 を記し 南方之原一段高き処へ砲台を築かんと、是 も記るし之杙を為打、詳かに図となし ソフヤ、クシユンコタン之図と同しく帰る之後、軍事方へ示 執政へ差出、
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 公之展覧に供ひたり、経歴せる里数蝦夷人之戸口運上屋、番屋之大小所漁之魚之多少及海之産する物等ハ猪三郎記して一冊となし、予ハ又地勢 険易、気候之寒暖、土風習俗一冊、防禦之得失一冊、合二冊となし、猪三郎所記と同、軍事方へ示し執政へ差出しぬ
　
 廿七日、マシケを発 、ヲフイ之岬を越して風かはり、ヲフイ番屋に舟を寄せ、マシケより齎したる酒飯に 午餉 、順風になるへき模様なきにより 木枕を取寄せ、午睡を催たるに、付添之番人家頼まて、 ても浜マシケまてハ帆かき候不申、御戻り被下度と申出、家頼其段申聞なれとも不構におけと申て臥し居たり、又重て番人申出、眠れる如く て臥し居る、三度に至り其番人是 出せと申渡 起直りて面前へ差出し、何にと戻れと申のか
　
 はい左様に御座りまする、此風にてハ 向ふ やる事ハ中々なりませぬ、何卒御戻を願ます 、
　
士ハ一旦乗出して
引返すといふハ忌む事に ならぬしてある、行ことならすハ此処に泊りて居る
　
拝と頭を下け、御覧之通宿も御座りま
せす、御供之衆之御夜具之用意も 座 ません、御膳にもさし上る物もなく、恐入まする、乍恐 上る通、御戻り遊はされ被下まするやうに 何分願上まする、
　
夜具かなしとも苦
しくない、此方とても丸寝をす 宿かなくハ幕を打たせる
膳菜ハ固り入らぬ、塩かあれはよい、野に臥し山に寝て糗
ほしいひ
を
咬むハ士之常てある、
　
あなた様ハ左様あらせられましても、
御供之御取扱にハ致方御座りません、此方さへ右之心得なれは、付添并下之者共 何にも申筈かなへ 重て戻れと申すなと又枕に就て眠る、番人殆んと困せる様子にて、度々オフイ之岬へ出、風を考ひたると下之者申せり、一時程過き番人馳せ回り、風か直りました、御乗船被下度と申出、即起きあかり、始末を整ひ舟に登り帆を揚け、浜マシケに着す 同所にて外之舟ハ一隻も見へさるに、只一隻此風に馳せ来 ハ不思議と申居たりと支配人申せり、マシケ 送り来る番人 予前へ出、今日ハあなた様之御蔭を持まして 不思議に 渡に被為成、私共迄誠に難有御座りますると染々礼を申たりき
　
 箱館奉行組頭より、猪三郎・拙者両人名宛之書状へ、伊達林右衛門申立、一冊差添、此通申出候故披見致 可然 計候様、以飛脚帰途まて申来、披見致候処、佐竹家にて陣屋材木積候船へ商物積込候との 立なり、不届なる申立と心中如燃有之候へとも、書状并申立書載受取候承け書差出、箱館着之上奉行所へ出届候処、 竹内下野守対面 分之模様色々親しく尋相済候て退 、組頭に対面 入候処 梨本弥五郎 申者出来る、拙者右弥五郎 申談候ハ、私共巡見向へ御状被差添、伊達林右衛門申立御仕送被下候、右林右衛門申立 主人
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 右京大夫陣屋差下し候舟へ商物積入候との義、林右衛門何を証拠に御奉行所へ申立候事に可有之や、此度蝦夷地御警 之義ハ重き御用筋にて、
　
 右京大夫にハ諸事篤く心を用ひ、私共出立前にも御用筋大切に心得候様申付候次第も有之、右重き御警衛之陣屋可取立、材木へ商物等積交せ 義ハ、曽て可有之様無御座、又役人共に致候ても、主人存志に相体し 公儀を奉重 義ニ御座候へハ、是又右様之義可致筋決して無之候、然るを段々被仰達次第に御座候ヘハ、乍恐町人之申立を御取挙け、大名之手内を御疑被成置候筋とより被存不 、 察当を蒙り 其まゝ罷帰候てハ、主人に対し可申開言葉も無 座候 私共幾日たりとも御当地逗留罷在候故、伊達林右衛門御糾明被遂置被下度候、右申談候処弥五郎其林 衛門申立書載此方へと申ニ付差遣候処 弥五郎書載受取 只今にと申て引取る 如何なる挨拶可致や、其申条により微塵 拉き可申と、折角にて控居候処、良久ありて弥五郎出来 以前之書載ハ上けぬ事 致ましやうと申、気を盛んにして待居たる処存外之挨拶、因て申候ハ、左様なれは陣屋材木へ商品積込候と申御疑心相晴れ候事に や相尋候処、左様て御座りますともといふ なき立致 、伊達林右衛門如何被処置候やと相尋候処、何 も角も悉皆さらりと無き事になりましたといふ攫み所之なき挨拶
故、
　
 右京大夫へ之御疑心相解け候故承知仕候段挨拶、旅宿へ引取る、既に旅宿 帰ても、林右衛門不届可悪に付、当人催促徴らす付け候心得にて、猪三郎へ談候処、其義ハ決して延引可致、 於奉行所立入候事被申候かと傍に居り、 大気遣致候見分、御用も無滞相済、目出度帰国致 事故、老人へ任せ候様にと申条ニ付、 林右衛門催促致候事ハ相止め候へとも 腹ハ癒兼、次之間へ行、石井弥五右衛門へ一体 始末為申聞、貴様手内にて林右衛門支配人催促、其方主人無筋義を奉行所 申立候段難相済、因てハ組頭へ申談候次第も有之候へとも、悉皆無き事にと組頭衆被申候故 斟酌致 如何之訳ニ 無証跡事を申立候や、当家御警衛所之内、マシケは其方主人運上場に候処、以来とも右様之心得にてハ 其まゝ難差置段手強に為談候処、支配人低頭平伏して申わひに付、一応 之段主人へ可申聞申談 林右衛門よりも申侘にて差赦候
　　
右見分五月五日出立、九月四日帰着
　　
往来日数百二十日
　
内四十五日逗留風待
　　
実行七十五日
　
内十七日雨
　
内終日雨六日
　　 　　　　　　
同五十八日晴
　　
海陸往来六百十三里十九丁二十六間
　　
内百七十五里海
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同四十三里二十四丁許川
　　
乗海船者二十度
　　
乗川舟者六度
　
渡津船者不在此数
　
 マシケも霧気深けれハ、近き山より材木を伐り、漁業之障りにならさる時節見計、時々陣営之四隅へ高く積ミ燃之して陰気を破り、陽気を来し、又山より薪を采り、炭を為焼等いたし候へハ、林木次第に伐り尽し、往々ハ二、三里も行かすしてハ薪を採りかね候やう可相成、茂林尽きて濃霧消し、気候も随 調ひ可申故、右之通致候様御軍事方へ談置たり
　
 江戸より下り、陣屋之模様尋たるに、厳寒を畏れ、陣屋之縁下四方を板にて囲ひたりといふ、地気床下に欝し病人多く可出、以之外に候故、風 為吹通候様可致申談、早々為取払たり
　　
 簷曝雑記に、滇之地ハ官舎之近くより林木茂り、深夜怪物出たるもありしに、手を経るに随ひ、林木皆薪となり、陰気解散して住安くなりしよし記せるを思ひ合せ、マシケ之事前条之通為致たり、果して霧気次第に消し、数年之後気候格段調たる由
　
憲諒公に侍読せるや、一日出
　
殿致候処、折角被遊
　
御待候て
　
 御問にハ、孔明祁山に終る時、星営中に隕たりといふ、左様之事有之者に候や、謹て奉対候ハ 抜群勝れたる人材ハ其精天に象をなし、精神尽るに臨みて其象も亦消し候、星隕ハ此理にて候、右奉対候処、未
　
 御合点不被遊
　
御模様ニ付、御茶道に被
　
仰付、熱き湯を茶
碗へ入れ、塗蓋をいたし
　
御取寄被遊度申上候処、其通被
　
仰付持出候に付、於
　
御目通蓋をとり引反し、入
　
 御覧、下に熱き湯有之候へハ 其気上に立昇り、此通如珠露を結ひ候 是即人之精神上 昇り 星を天 現するも同し理にて御座候、さて此湯冷え候に随ひ、蓋へ結ひたる露下へ垂れ墜ち候ハ、即人死せんとして星隕るの理にて御座候 孔明ハ古今に秀たる誠忠奇才之人に候故、其精神天 にあらはれ、精神尽るに及て星隕たるハ尤 事に御座候段申上候処、了然と
　
御分り之
　
 御容子にて被遊
　
御悦候、さて申上候ハ、天と人とハ遠きや
うにハ御座候へとも近き筋有之候、譬て申上候へハ、此御茶碗へ甘き者をにひ立て、蓋をい し へハ、其甘 気蓋に蒸し昇り、其露を嘗め候ヘ 甘く、又苦き薬を蒸し入候 ハ
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蓋へ苦き露を結ひ候、君たる御方御国家を治め玉ひ、万民之歓楽愁怒皆天象 動し も同し道理に 座候、御政道御行届き、上下一同難有存上、歓楽悦喜致候へハ陰陽和し、風雨時あり、五穀豊熟、若又人民怨み嘆き候様之事有之候へハ雨寒暖時を失ひ、五穀熟せす、甚しきハ天災地妖荐りに至申候、人事之天に応する其明かなる如是御座候、されは人之君たる御方ハ身を修め、国を治玉ふに昼夜御心を尽させられ、天地鬼神も感応し、万民安 に相成候やうに不被遊 へハ不相成、御大役に御座候と申上候処、深く被遊
　
御納得候
　
御容子にて、申通ニ候と被遊
　
御意候、
公御幼少より三国志を被遊　
 御好、至て
　
御悉しく被為有候ニ付、ある時奉伺候ハ、諸葛
孔明龐士元伏龍鳳雛と並へ称し、龐統長命致候ハヽ 孔 同様に可有御座候や、
　
御説拝聴奉願候、早速
　
御対被遊候ハ、
いやとても孔明にハ及はぬよとふ申訳ニて 及不申候や あれハ量か狭いから及はぬ、孔明に早く功を成され、其に劣るまいとて先をいそき、伏弩に中りて死たるハ縦然長命いたしたとて、中々孔明の様にハ行ぬ〳〵、徳不覚三尺許引退き拝伏、御見識誠に奉感上候と申上候時、
　
御年十八歳に被為有
候、 御納戸御会読 孟子に 、 会日之昼にハ大意一通 上
此余ハ被遊
　
御考候て輪講之者へ被遊御不審候様にと申上置
候へハ、其席に被遊
　
御臨、道理上より之
　
御不審人意之表
ニ出 事まゝ有之、其頃之御側扈従国学勤学勤たる者三、四人有之候処、皆
　
御難問に屈して御対申上かねたり
　
徳於江戸表助教に 浮武者大将 仰付、三弦講
　
 藩邸にて度々操練、時に 日暮里
　
御屋敷ニて操練致候事も
有之、或日日暮里にて操練之節 組頭以下一同朝より彼地へ行、徳事ハ
　
御読書、
　
 御手習後より可行之都合に致置たるに 四ツ時頃よ 俄に大雨に相成しに 、
　
 御読書御終り被遊候上 此通之雨 御座候故、 私日暮里へ参今日之操練相止候事申渡候故、只今より 暇拝領奉願候段申上、
　
 御承知にて退出、
　
公厩之馬拝借、塗笠蓑にて駆出し、池之
端まて行たるに、組頭より大雨 故 御出被下候に不及、私共御返辞次第退散可仕との書状 使 者持ち来る、披見懐中して下人へ於途中好き酒求め持参可致 付 書状之返辞ハ此方只今日暮里 行く故、別に不遣と申て又乗出し、大雨を冒し日暮里
　
 御屋敷へ入れは、一同上野嘉門宅 控居たり、只今途中まて
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御状忝候、此雨にてハ操練出来かね候故延引致候、併御一同暫時 控之様致度と申候て、 少焉待居る内、 下人酒を携来る、乃腰に付けたる兵粮入より香の物、味噌取出し、嘉門より茶々椀を為出、一同へ酒を為飲、此雨天御帰御難義に候、此酒少分なから二、三椀 勢にて御退散可被成と申つれは皆々喜ひ、 嘉門よりも香の物出し、 皆分量に応し飲ミて退散、予ハ一同之跡に乗さか 殿して帰る、翌朝
　
御本差上候に出候処、当番御納戸役、昨日之事
　
 御上深く被遊
　
御感、延引之義ハ書状にても可宜処、大雨中
貞治なれはこそ直 参たり、大将ハさも有たき事 被遊
　
御意候趣 り
　
御目通へ罷出候処、昨日之大雨ニ好くこそ直々参たりと被遊
　
 御意候に付、途中まて組頭共よりヶ様〳〵之書状参候と申上候処、それも好かりし、貞治ハ是非可参と考ひ、 を遣事、大将といひ組頭といひ 届候事と難有
　
御意に有之候、
　
或時
　
土州様より橘之大なるを被為進 台に盛、
　
御目通へ差上候節 上之方より至て大なるを
　
御手自拝領、又椎之実を
　
御好被遊、
　
御側に被差置候を御手親御焦し生なると沢山
　
 御手移しに拝領、或時ハ蛮人之煙管とて吸口・雁首ハ真鍮にて六尺程之錦
さらさ
花布をくゝり、ラウ之様にせしは、何方よりか
差上たりと見へ、
　
御側に有之候を、煙草を
　
御つめ被遊、
火を被
　
点雁首之所を被遊
　
御持、試に吸て見候へとて 吸口を
　
御授故、常式之きせるを吸か如 て 味せり、又
　
御手習之節 御墨徳か手に付きたるを御料紙にて
　
 御自親
　
御拭被下、何にても珍しき物有之候へハ、貞治へ為
見候へと
　
御意にて拝見、書画之類ハ
　
御心に浮はれ、次第 蔵より為御取寄拝観被仰付候 ヶ様に
　
御親しく被遊被下候へとも、於
　
御礼意ハ格段にて、
　
御座敷御通り懸、両役御納戸役ヘハ
　
御立なから被遊
　
御意候へとも、徳へ被遊
　
御意候にハ、必
　
御膝を
　
御突被遊たり、
　
御下国之上、於
　
 御納戸歴史 講釈差上、畢而御問に随ひ、委曲申上候節、川尻正助始両役列座、徳事 役席之通、正助上 座し候処、間
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を明け高く上之方へ座り候様にと
　
 御意有之候へとも、 其義ハ固く辞退奉申上、 如本列座致居候、若此渥き
　
御礼遇を蒙候へとも、
　
御大病之節ハ徳事も重病にて、一日之御伺も不奉申上
　
被遊
　
 御逝去、爾来歳星一周して又一年首を回せは、往事一覚の夢にひとし
　
 凡事謀始慮終、又時之変化を考ひ、国家之安きに帰するを心とせすしてハ、人臣之道に非、或ハ虚譽 衒ひ、或ハ権勢に附き、一時之管見を執りて久遠之良国 顧す、如是之徒 皆非吾所知也、試に始 難して、終に験ある之一 を挙く
　
初徳之於将軍野操練するや、銃隊を
　
旗本備へ組交ひたるを、
公
 之意にありてなりと謗訕 興したりし 江戸に在りし時十太夫殿と予ハ第一に胡服 りと無き事を於国申唱たりといふ、右之如にて西洋銃之事ハ人心勧まされとも、当時之戦蛮製之砲銃に非すし ハ勝を制すること能はす 故に於江戸も申上、又戊辰三月喪 居 し時、於当節ハ不可延急務なりと思ふにより、其節之同役御用人まて申遣せ 次第左之通
　　　
 西洋銃隊之義に付、 人心匈々、 変に応して敵を制候へハ、必しも銃隊に無之とも宜、所謂地利不如人和、衆人一和こそ第一と申者有之、予か対 有来り之火縄筒、刀槍而已にて精製、十二丁に達する火器と接戦可成者 候や、兵ハ正を以合し 奇を以勝、若し正なくして奇而已用ゆへき之理ハ無之事にて候、所謂奇 ハ敵之不意に出て彼を制するを申候、常式右之通と心懸候 て 敵之一軍不残愚人ニも無之候へハ、成かね候事 候 若又西洋銃隊に易ひ候て別に至当之組立有之義にも候ハヽ 其理を練つめ、かく致候て可然と申されん 於てハ、於此方 所願聞に候 徒に西洋隊ハ気に入らぬと而已 事 てハ、受得かたき事に候、其人別に説なくして去れり、
　　　
 又西洋隊に被成候てハ 自然夷風に可染と申者有 予対るにハ、 火縄銃も本是西洋 之伝にて、 永禄天正 頃専ら利器となし、是を以勝を制せり、右 器を用えたる甲越之両将及織田右府、豊太閤、夷 之風 流れたるを聞かす、兵隊之変化も時 よりて宜を制する者 て、
　　　
 本朝古ハ騎戦を専らとし 中古以来ハ歩闘となり、三段之足軽を用ゆ、今其制に膠柱 てハ、房琯 車戦にひとし、隊伍ハ縦然彼か長を取 も 衣服言語彼に流るゝを禁 られ、
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日本旧来之服を用候様被
　　
仰出候上ハ、決して右懸念に不及事に候
　
さてさる人の申処、是ハ理ある事にて、尤と存候
　　
 其説にいふ、長州之合戦ハ姑差置、戦国之時分武田之将卒皆練兵 て、然も其侍大将 皆忠義如金鉄名臣なるに、長篠にて鉄砲之筒先に皆命を殞したりき、是を以利害明白ならんと
　
 来りて論を建る者独是のみ、其要を得たりと謂ふへし、人皆武田勝頼長篠合戦之無謀を誹り笑て、当時に於て変を制する之理に暗し、孟子制梃僕秦楚之堅甲利兵といふハ、仁義 本とし、民親上死長之心有れは、必しも利器を待さるに似たれとも、孟子之言ふ所ハ、其本たる所を明にして、かく程 も可成事と申たる義にて、兵戈甲冑も入らぬといふ之筋にあらす、忠勇之志有れは、肌を合せて之合戦にハ、木刀に も敵を打伏するにもなるへけれと、敵合遠き時にハ、忠義之志盛んなりとも、手を動すに及すして 枕を並へて銃丸に斃んのみ、可惜御普代之士 一人 りとも如是ならしむ を
　
御いたはり之
　
 思召より出たる義なりとの訳合をも 疑問 来りし者へ為申聞候事に御座候、乍去書経大禹謨等可畏非 と有之 五 歌に予臨、兆民懍乎 若朽索之馭六馬 有之、盤庚之遷毫也
丁寧反覆民に諭せり、民猶然況於御家中乎
御先代様之
　
御軍制
　
御改ハ、又猶更と奉存候、因てハ
　
何卒
　
陰之間へ被遊
　
御出座、家柄大臣之面々被召集、篤と
　
 御直に
　
御諭し、若又取受も有之候ハヽ、其存志を為御尽、
能々心に染み候様に被
　
 仰諭、既に右面々承服致候上ハ、自然
　
御国中も一致可仕、
孟子政を為す 巨室を先にする之道理と奉存候 又事ハかはり候へとも、昔上杉家にて制度被定置候節、御直 大臣之面々へ御諭し被成候事書たる者にて見候事も有之、可被為成ハ取詰右之通被
　
遊度事に奉存候、右は
　
御国家に取り此時勢
　
 御要務と奉存候ニ付、乍朦中申 候、宜被仰上被下候様所奉願に 座候
　
 一同に難被差出 引渡一列、回座一列、両度 被差出可然奉存候
　
出勤
　
 御目通へ罷出候節、 几之上へ被差置、此通見て居り 至極之事と被遊
　
御意候
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其後とても
　
 御国中士大夫心に染まさりしに、敵を四境に受、突戦に臨みて、銃隊に非してハ合戦なりかたきと一同始て迷を醒せり、豈はからすや、
　
天下之事に於るも 亦此類多し、夫
日本之為国也、屹立於海中自天地剖判聖子神孫綿々相承、皇
 統一系、与日月争光亘万世而益照東方、精華之気所鐘百穀万貨山積海深矣海外万国之所敵、羨而亦諸蛮之所垂涎也、然則六十余州之藩国、固不得不勠力一心、以守之矣、況天保辛丑以還群蛮交至、各占地而建商館、誠能徳化 固人心武威以絶覬覦、然猶恐不免外侮矣、其豈忍国内、自相攻使群蛮座、承其敝哉、是所以吾賛成鎮撫之議也、夫
　
 宇内藩国之軍艦砲銃皆所購彼蛮舶也、不独軍器、為然羽毛縀哆囉絨、西洋布及無用之玩具 陸続入於埠頭、往昔徳川氏執政柄之始、其許互市者独苛蘭而蘭艦之所碇泊、亦唯独長崎耳且限其舶数使官吏管其 易、 不許商人私相貿易 然経年 久
　
 皇国之金貨滲漏出、於海外者以巨万数奚、今也所互市五 而所開之港、亦多矣、交易之権不統諸官吏、而委於商売彼商人者唯利是視矣 何顧
　
皇国之後患、焉如是而無制則不数年而
　
 皇国之精液涸矣 夫金穀者億兆之所為命也、金穀竭乏而民心固者未之有也、且夫奥羽之所謂賊者其降服、豈真服者哉、力不能抗耳、天下若有変、則必提挈而起矣、況天下之諸侯徳川氏之所建立居 其半豈保其終無背心哉、億兆窮而思乱、之心亦不一、則土崩 勢其恐成馬、縦令若能維持諸侯之心然精液既涸、則億兆之困窮勢、不能遍賑人々、不 自立、則叛心由以生矣、叛心生、則禍乱起々々々 菑害飢饉並至国不能以為国、譬之如人病労瘵、其斃固不待風寒暑湿 侵 況於外邪之入肌膚哉、彼蛮 洞察、其困窮散貨幣、以収民 、施邪教、以固慕向、以乗不同心之諸侯、則 患如何哉 其至如是者、国内自相攻職之由、是所以吾主賛鎮撫 議也、噫天下恐終其為腥羶之域乎使
皇統一系天地間無二之　
神国失其所貴可勝痛哭哉、追咎握天下 柄者、其亦何瘳矣
　　　
戊辰正月自
　　
天朝被
　　
仰出左之通
　　 　　　　　　　 　　　　　　　
秋田中将
江
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就徳川慶喜叛逆為
　　
追討、近日
　　
官軍自東海、東山、北陸三道可令進発之旨被
　　
仰出候、其藩東北雄鎮 奕葉名家、深知尊
　　
 王之大義者 然奥羽之諸藩未弁君臣之分者往々有之、其藩宜鼓舞之、相共謀 可援六師征討之勢、内々
　　　
御沙汰候事
　　
 追而大小藩可有登京旨、前般被仰下候得共、右応援、戮力之向者不及其儀、各在国蓄兵力、備糧食、可被専軍国之務候也
　　　　　
正月
　　
右ハ岩倉殿より御沙汰、村瀬清奉之、差急にて罷下
　　
右に付、御使者被発候国々左之通
　　
仙台・上杉両家
　　　
根岸靱負
　　
南部・津軽
　　　　　
志賀為吉
　　
酒井両家
　　
亀田・本庄
　　　　　
岡内之丞
　　
山形・天童・上ノ山
　　
新庄・米沢
　　　　　
川井小六
　　
生駒
　　　　　　　　
町奉行より
　　 　　　
重役迄文通
　　
 各国皆恭順之挨拶にて、別段御答礼之使者来、庄内之使者後れて来り、自途中引返す
　　
右之通に 、国是不立と謂ん歟
　
 庄内征討之事ハ初長尾清右衛門・山本登雲助来、十太夫殿・金大之進対面 節、蒸気船にて海上より酒田へ打入候故、其以前
　
御当家にて酒田を取り、
　
 御家之旗を被立置候ヘハ、御大切と申たる言葉、都合せすして海軍ハ終に不来、又根元庄内之罪状明白ならす、
　
 天討を受る 何之故たるを審にせす、柴橋へ打て出たるハ後之事なり、於南部盛岡 山清一郎へ応接之節、庄内征討之事ハ中途より出たる事に可有之とふはと申たる 、実情を不思漏らせるにこそ、又彼 絶険に拠りて備 立 且江戸脱走之者も多く、大砲小銃十分具り、我ハ小銃至て少く 銃隊と称するハ纔一隊耳、既に不量力又不知彼 知己、絶険を犯し無二無三に打入らんとするハ無謀之至にて、首尾 合する事無覚束、結句敗衂を取 足れ 若林和泉・藤川将監へ初て面会之節 諸方之応援合期せさる事にて 孤立之勢になる之論に及へり
　
 於横山塩小路刑部権少輔・福嶋礼助へ応接に 鎮撫之義を主に談したるハ、
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皇国之為を存するか故なり
　　
其以前、石井定之進於下筋一応談之
　
 副総督へ度々御使者被遣、打入御猶予之義被仰立候へとも無御采挙、於酒井家ハ其罪明白ならすしてハ彼に辞あり、因て執政へ申立 御評定方先輩へも執政より被申含候上にて、執政より酒井家々老まて書翰被遣たり、右書翰根岸靱負草之、
屋形様より御鎮撫之義被　
仰立ハ、御家老中并表方一同へ拝見被仰付、
　
沢殿ヘハ源一郎殿・石井定之進持参、
　
 九条殿ヘハ又太郎殿・江間伊織・拙者差出せり、右被
　
仰
立、御用人より南部へ仕送之節、金大之進・根岸靱負より書状差添
　
九条殿御入にて合戦と相成候てハ、是まて於
　
 御上折角
　
御取運之御鎮撫筋、水之泡と相成候故、
　
御入無
之事に可致、縷々申来候へとも、左様不相成段及返書
　　　
右等之始末、因循を主張せる者なる歟
　
後諸藩応援之兵多く集といへとも、椿台まて侵入せられ
　
国危くして僅に存せり
　　
明治紀元四月九日、減禄にて父子蟄居被
　
仰付候
　　
御条目左之通
　　　　　　　　　　　　　　　　　
平元巳吉父隠居
　　
平元正
　　
 其方義、無調法之儀有之、去七月中生涯蟄居被
　
仰付候
所、 格段深き思召之旨被為有、 蟄居被指赦再勤
　
仰付、
庄内征討之兵へ被相加、実効相立候におゐてハ一入御宥恕之道も可有
　　　
 思召候所、諸賊已に降伏、干戈を可用 地無之上ハ、其儀ニも難被為至、就てハ厳重可被仰付候所、
　　　
総督府より寛大之
　　
御沙汰も有之候ニ付、頗
　　
御宥恕を以蟄居被
　　
仰付もの也
　　 　
四月
　　　　　　　 　　
平元巳吉
　　
 其方父正儀
以下同上
、依之其方儀禄高之内五ヶ一被召上、
蟄居被仰付もの也
　　　　　
四月
　　
 蟄居被
　
仰付たるハ昨年七月にて、生涯蟄居被
　
仰付し
ハ八月なり、御評定方にて草稿、老中へ差出候節、調違ひたるか、又役前にて写候故、親類へ渡せし時書き違た
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る歟
　
初仙台使者之事にて蟄居被
　
仰付候節、
　
屋形様御条目之草稿被遊
　
 御覧、年来 用深切に勤候と申に至、勤功形も著はれて居候とて
　
御喜、此度ハ先々是に致置くと
　
御意被為有候事 、秋山直
　
御目通ニて承り 趣後に話也
　
又右之後正か様に事を纏候者無之と
　
御意有之候義ハ、御側小姓八嶋某 候節内々話也
　
 若殿様にハ御本差上候者代る〳〵に罷出 、正かやうに候へハ宜けれともと
　
御意有之候事ハ、
　
若殿様御側小姓岡雄五郎来候節内々話にありし
　
 当春之始、介川作美・中川健蔵・十太夫殿・金大之進切腹に無之とも、厳重不仰付候てハ不相成、飯塚伝也 拙者・直義も厳重被
　
仰付候様にと申上候節、
屋形様被遊
　
御思慮と
　
御意にて、
　
京都へ被
　
仰遣、
　
九条殿・
　
沢殿へ能々被遊
　
仰入、
　
 御上へ御任之事に相成、軽く被処置候趣也、罪を蒙る後といえとも、
公　
世子皆尊き
　
思召形、不堪
　
感泣候、抑
宏徳公以来、憲諒公御当代様若殿様迄渥き　
 御恩を蒙なから、涓埃も不奉報、既に致仕して齢も亦日西山に傾かんとす、報恩之義ハ之を子孫に望む耳
　
献芹録へ不載書目
　　
海防緒言
　　　　　
一巻
　　
桑土録
　　　　　　
一巻
　　
啓土論略
　　　　　
一巻
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極弊蕘言
　　　　　
一巻
　　
覚書
　　　　　　　
一冊
　　
右覚書ハ
　　
 御領中総々銃隊に可被成調、并御境〳〵之御取締、海岸之御警備、農兵・町兵御取立之次第等取調、生涯蟄居御免之節其節之御家老石塚源一郎殿へ宅にて差出 入
　　　
公之尊覧候
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